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海 人 草 の 純 粋 有効 成分 ミサ ント 
ニン ミ & ミ を 最も 効果 的 に 配合 し 、 


多年 の 研究 と 最新 の 技術 が うん だ 朗 虫 薬 マ ク 
ニン S は 、 そ の 高い 多数 の 臨床 実験 
で 実証 され 、 そ の 上 副作用 が な く 、 の みや ゃ や す 
い 虫 下 し と し て 好評 を えて いま す 。 

マク ニン S は 、 夜 ね る まえ か 、 ま た は 朝 お き 
て すぐ の むだ け で 、 下 剤 を の まな く て も 、 確 
実に 回 虫 を と る と と が で きま す 。 


、 団体 用 お よび 学童 用 マク ニン S は 、 
集 団 全 で 、 高い も ち 、 配布 に 
便利 な の で 集団 昧 虫 に 最適 で す 。 


価格 も 特に 低 秦 な の で 、 学校 、 工場 
会 詩人 等 で 非常 な 好評 を えて いま す 。 


(包装 ) 3 人 一 人 分 80 ・6 ]50 円 
団体 2 100 (大 人 100 人 分 ) 
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4Iodothymol の 多 虫 駆虫 作用 に 関す る 実験 的 研究 


福井 正信 


東京 大 学 伝染 病 研究 所 寄生 虫 研究 部 (指導 佐々 学 教授 ) 


まえ が き 

4-Iodothymol 
benzene) は Mono-iodo-thymol と も 称 さ れ , 溶融 点 69°C 
| の 白色 の 結晶 で ある . 水 に は 難 溶 で あり 約 0.01% の 濃度 
各 し か 溶け 得 な い が ア ルコ ー ル 等 の 有機 溶媒 に は ょ く と 
ける . こと の 物質 は 林 ら の 1948 年 より の 約 200 以 上 に 及ぶ 
釣 虫 駆虫 剤 の スク リー= ン グ に より 有望 な 物質 と し て 採 
り 上 げ ら れ 一 連 の 研究 が 行わ れ て 来 た . 更に 佐々 ちら は 林 
ら と の 連絡 の 下 に と の 新 駆虫 剤 の 釣 虫 に 対す る 効果 (に 電 
き 種 々 の 角度 より 検討 を 加え て 来 た . この 結果 この 薬剤 
は 釣 虫 に 対す る 有効 な 駆虫 剤 の ーー つと し て 認め られ る に 
いた つた 

日 本 の みな ら ず 全 世 界 に 分 布 す る 寄生 虫 と し て その 定 
の 大 な と と で 注目 を 浴び て 来 た 釣 虫 は これ に 対す る 駅 
虫 剤 と し て 副作用 の 少な い 有 効 な 薬剤 が 泌 し く と これ が 多 
虫 対策 の 一 つの 了 路 で も あつ た . その 駆虫 の 為 に 患者 が 
入院 する 必要 の あぁ あつ た の は 薬剤 の 副作用 が 大 きく 原因 し レ 
て いる . し か し な が ら 4 塩化 そ エ テ チ レン 剤 が 釣 虫 駆虫 剤 と 
し て 現れ , 次 いで 1-Bromo-naphthol (2 う (以下 BN と 
称す る ) が 用 いら れる に いた り 一 作用 は 軽微 と な り 多 
虫 症 患 者 に 対す る 集団 駆虫 が 可能 と な つて 来 た . 集団 
に し て 必要 と され る 薬剤 の 性 と し て 第 1 に 作 
用 の 殆 ん ど な い と と , 第 2 に 服用 に 便 な る 量 及 び 形 態 で 
ある こと と , 第 3 に 駆虫 効果 の 優れ て いる と と が 望ま れ 
る . 4-Iodothymol (以下 I T と 称す る ) は と これ ら の 条件 
に 見 合う も の と し て スタ リー= ン グ テ ス ト に より 採り 上 
げ ら れ た も の で ある . 筆者 は エ T の 釣 虫 駆虫 作用 に 関す 
る 二 , 三 の 実 験 を 行い , その 宿主 に 対す る 毒性 , 釣 虫 に 
対す る 効果 に つき 知見 を 得 た の で と と に 報告 する . 対象 
は Ancylostoma caninum (大 虫 ) 4A. duodenale 
(マビ 虫 ) Necator americanus (アメ リカ 釣 虫 で 
ある . 薬剤 の 形態 と し て は エ T の 白色 結晶 の カプ セル に 
容れ た も の , 糖衣 生 粒 , 界面 活性 剤 添加 の も の 等 を 用 い 
た BN は 結 , 粒 を , 4 塩化 レン は 入り 


(昭和 34 年 8 月 1 日 受領 ) 


を , アス カリ ドー ル ・ サ ント = ン 合 剤 は 錠剤 を 用 いた . 
毒性 試験 

本 剤 を 人 体 に 対し 応用 する 前 に 実験 動物 を 使用 し て そ 
の 副作用 を 観察 し た . 実験 動物 と し て は マウ ス , 犬 , 猪 
を 使用 し た . 

マウ ス に 対す る 毒性 試験 

I 結晶 を 所 定量 加え た 3 溶液 を 乳鉢 中 に て 充 
分 均等 と レ マ ウス に 0.8cc 経口 投与 

マウ ス 体 重 14g( 士 1 g う に 100mg, 80mg, 10mg 完 1 
回 投与 し 貢 後 の 死亡 状況 を 観察 し た 。 そ の 結果 , 対照 群 
10mg 投与 群 が す べ て 生存 し た の に 反し て 30mg. 100mg 
群 は 何れ も 24 時 間 以 内 に 死亡 し た . 以上 の 銘 死 マ ウス を 
すべ て 解剖 し 肉眼 的 に 病変 を 観察 し た 結果 , 小腸 , 結腸 
の 充血 及び 軽度 の 出血 が み ら れ た (第 1 表 う . 

次 に 同様 体重 14g ( 士 1 g) の マウ ス に 対し て 10mg, 
3mg, Img 和 宛 3 回 C3 日 間 ) 連続 投与 し て 画 後 の 死亡 
状況 を 観察 し た 結果 , 1 mg, 3 mg, 群 は 何れ も 異常 な く 
10mg 群 で は 7 頭 中 3 頭 が 死亡 し た (第 2 表 う . 

続い て 体重 17g ( 士 2.5 g) の マウ ス を 用 いて エ T の 
LDs;。 を 求め た . 同 剤 を 体重 10 &g に 対し 10mg より 50.6 
mg 各 5 段階 に 下り 1 回 経口 投与 し た . その 結果 LDs。 
は 2.6glkg と な つた (第 2 表 ). また 4 塩化 エ ェ チ レン の 
経口 毒性 試験 で は 2,363 mg/kg で は 20 頭 中 4 頭 , 3,686, 
5,760 mg/lkg で は 各 20 頭 中 12, 16 頭 の 死亡 を みた (第 3 
表 ). BN で も 8 g/kg で 5 頭 中 5 頭 死亡 , 4,2,1g/kg 
で は , 各々 5 頭 中 1 頭 死 亡 , 0.5g/lkg で は 5 頭 全 頭 生 
存 し た (第 4 表 う . 

犬 に 対す る 毒性 試験 

4 頭 の 成 犬 に 対し て IT を 0.5g, 1g,2g,3 glkg 
宛 1 回 経口 投与 し 症状 を 観察 し た . 3 g 投与 の も の は 3 
時 間 後 中 吐 し た が 翌日 より 正常 状態 と な つた . 2 g 投 与 
以下 の 例 で は 路 吐 は み ら れ な か つた . 2 g 投 与 例 で 1 時 
間 後 より 4 時 間 迄 や ゃ や 沈 販 状 態 が み ら れ た が 1 g; 0.5 
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2 
第 1 表 4-Iodothymol 1 回, 3 回 経口 投 王 第 4 表 1-Bromo-naphthol (2) の マウ ス 
に ょ る マウ ス 試験 に 対す る 経口 
死亡 数 
投薬 量 供 果 積 
16 時 24 時 72 時 8,000 18g 土 3g : 投 
100mg 5 5 5 5 2,000 “ 1 
0 0 0 
B. 3 回 経口 投与 
投薬 量 供 。 試 困 積 死亡 数 第 5 表 4-Iodothymol の 犬 た 対す る 経口 毒性 試験 
mg/kg 動物 数 24 時 間 後 48 時 間 後 72 時間 後 観 へ 量 3glkg 2glkg lglkg 0.5g/kg 
時 間 、 
10 # 0 3 3 
1 6 0 0 0 投与 後 
対 3 0 0 0 1 時 間 ゃ 
第 2 表 4-Iodothymol, Piperazine bis Iodothy- 食欲 正常 食欲 正常 
molate の マッ ウス に 対す る の 比較 19 
20 正 正 常 2 
投 与 投与 供 試 LD 信頼 限 
薬 glkg 動物 数 死亡 数 (a: 95%) 21 
| 10 0 * 供 試 大 頭 を 解剖 し 薬物 に ょ る と れる 肉眼 的 | 
IT {2:25 10 人 あな か つた. 犬 
| 3.38 10 8 
5.06 10 10 この . 
6 に ょ り 釣 虫 陰性 で あり に と よ つ て も 犬 多 の 寄生 | 紙 
1.5 10 1 a は 認め な か つた が 0.5g 投 与 犬 た 10 令 , 8 g 投 与 犬 に 17| 飽和 
ITP 284 2.667 "3.308 犬 を 認め た (第 5 表 > 管 
| 4.11 10 8 
5.76 10 10 猫 に 対す る 毒性 試験 に う ; 
3 頭 の 猫 を 使用 し て 体重 lkg 当り 4 8, 28, 18| 錯 検 
の エ I エ T を 1 回 経口 投与 し た . 4 g 投 与 例 に お いて は 2 時 | 算定 ! 
第 3 表 4 塩化 そ テテ チレ ン の マウ ス に 対す る 経口 毒性 間 後 より 沈 析 と な り 4 時 間 後 より 前 肢 運動 麻 , 5 時 間 | 験 管 t 
より 呼吸 , 9 時 間 後に 死亡 し た 。 の 結果 , 小 | 3 
mg/kg 試 投 法 (72 間 後 腸 の 点 状 出血 肝 の が あり 腸 結腸 | ょ る 
LT RP に 著 変 な く 他 の 臓器 に 肉眼 的 病変 は みち ら れ な か つた . 31 go の f 
16 投 与 例 で は 投与 4 時 間 後 に を 見 , 後 下 痢 血尿 を | 
3,686 12 みた が 翌日 し た . 1 他 法 
2,363 4 
1,210 4 め な か つた (第 6 表 
考 : CEgg 
以上 マウ ス , 犬 , 猫 に 対す る IT (及び ITP) の 超 | 培 
g 例 で は 全く 何等 の 異常 も 認め られ な か つた , 以上 の 実 性 は 何れ も LDs 約 2 g へ 3glkg 程度 と 推定 され た | と 箇 
験 犬 は 3 週間 後に 解剖 し た が 内 部 臓器 と は 薬剤 に よる と 和 宿主 に 対す る 下 性 と し て は 極め て 低く 服用 に 共 し て 人 外 険 | 示し , 


思わ れる 病変 は 認め られ な か つた . と これら は 投与 前 の 検 


性 の 少な いと こと が 確か め ら れ た . 


| 蒸発 1 
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第 6 表 猫 対す る 4-Iodothymol 経口 試験 
供 試 No. 1 供 試 No. 2 供 試 No: 3 
へ 、 動物 BW:1.45kg へ 動物 BW:2.0kg 観察 、 動物 1.15kg 
時 間 投与 量 4glkg | 時 間 投 2glkg 時 間 投 1gl/kg 
有 少量 排出 可視 被 毛 栄養 や 
投与 後 1 時 間 な し 後 4 時 間 半 数 。 や 軟便 投与 後 1 時 間 特に を 認め ず 
6 前 障 2 便 失禁 , 食欲 6 
常 9 死 * 34 同 上 20 
食欲 復 
46 基 他 正常 
48 
* 後 14 時 間 で 解 前 小腸 : 点 状 出 血 肝 : 
犬 釣 虫 を 用 いた 基礎 実験 室 に て 約 10 日 間 以 上 保存 し と れ を アン キロ スコ ー プ に で 
IT 及 び 其 他 の 駆虫 剤 の 人 体 寄 生 の ツマ ビ =, アメ リカ 観察 し な が ら 管 底 に 現れ た 仔 虫 を ピペット に て 採取 , 鏡 
的 | 駆虫 作用 を 知る 旋 に 犬 釣 虫 を 用 いて 基 磁 実験 を 行 つ た . 検 し て その 数 を 算定 し た . 塗布 便 量 は 2 g で は 培養 試験 
犬 釣 虫 駆虫 実験 に 先立ち 先ず 犬 釣 虫 自然 感染 犬 に 就き 管内 の 水 が し ば し ば 汚染 し , また 渡 出す る 仔 虫 数 が 大 き 
その 貝 卵 排 洪 状況 の 観察 の 為 に 浮 蓄 法 , 稀釈 虫 卵 算定 法 , く 劣 り , 1 g で は 前 者 に 比 し や も ゃ 湊 出 仔 虫 数 が 多い が そ 
| 法 を 用 いて 検査 を 行 つ た . 浮 に つい て は の 上 成績 は や を 不 定 で あり , 0.5g で は 最も 多い 数 
に 17| 和 食塩 水 を 使用 し , 便 2g, 1g, 0.5g を 小型 を 示し た (第 7 表 の 検査 適期 を みる 為 に 
験 管 に 各々 と りこ と れ を 充分 携 拝 混和 し 30 分 放置 後 液 表 面 。 養 開始 後 毎日 又は 隔 日 に 観察 を くり か え し , 湊 出 仔 虫 は 
に うか ん だ 卵 を ふ カ バー グラ ス に と り ス ライ ドグラ ス 上 で ピペット に て 全数 採集 , 顕微 鏡 下 で 算定 し た . 注 出 は 極 
1 鏡 検 し 卵 総数 を 算 え た . この 結果 2 1 g に その 少数 は 4 ~ 5 日 に み ら れ る が 6 ~7 日 に 1 時 に 多数 の 
*2 時 | 算定 虫 卵 数 に 0.5g に 往々 劣る 結果 を 示し た . と れ は 試 出 が み ら れ , 2 ・38 日 間 で 大 部 分 は 蓄 出 し 終り , 以後 は 極 
5 時 間 | 験 管 に 比 し 便 量 が 多 す ぎ 結 果 に お いて 0.5 & の 程度 に 携 少数 が 紙 続 的 に 蓄 出 する が 大 体 8 ~10 日 以後 は 海 出 仔 虫 
小 | 温和 が 充分 され な い と 思わ れる . NaOH N/10 液 に 数 の カー プ は い に な る 結果 を みた (第 8 表 
結腸 ょ る 便 液 の 算定 法 (所 調 Stoll 法 ) で は 2 白坂 (1959) の ツ ビ = 虫 リカ 釣 虫 に 関す る 濾 
21| g の 便 を 上 記 NaOH 液 で 総量 930cc と な し と の 0.15cc を 紙 培養 法 の 条件 検討 の 中 で 87°C 培 養 と 25°C 培 養 と の 間 に 
! 尿 を | と り を 算定 し た . と れ は 5 回 繰り 返し を 行 つた . 仔 虫 数 は 25°C が 優れ また 仔 は 4 日 より 
: み と | 他 法 と の 比較 の 為 に は と この 値 を 0.5g 中 の 虫 卵 数 (Egg = 6~8 日 で 最高 で ご あり 12 日 以後 は 殆 ん と ど み られ な い (2.7 
per 0.5 g=E.P. G/2) に 換え た , 又 毎 日 の 人 金 排 港 卵 数 926) と の 報告 が み ら れ る が 犬 多 虫 に 関す る 実験 と 併行 す 
| (Egg per day=E.P.D.) も 求め た (第 7 表 . る 成績 で ある . 
培養 法 は 中 型 試験 管 で の 濾紙 に よる 培養 を 行 つ た . 即 法 と 算定 法 で は 及び 卵 数 が 大 体 平 
し た | ち 濃 紙 に 2 8, 1 8g, 0.5g の 各 便 量 を な る べく うす く 疹 。 均 し て み ら れ た が と れ に 反し て 浮 洲 法 の 信 頓 限界 は 広く 
- 危 険 | 大 し , これ を 予め 水 3 cc を 入れ た 中 型 試験 管 に 入れ 水 が = (ばらつき が 大 きく ), また 同 量 の 便 (0.5 g) で の 3 法 


蒸発 し な い 様 に 管 口 を ポリ ェ チ レン に て 括 い 25°C の 恒温 


の 比較 で は 最も 検出 虫 卵 数 が 少な く 3 法 中 最も 劣る 結果 


(8 


| | 
| | 
| 
} 
| [ 


採 便 日 第 1 日 3 4 7 
便 量 (g) 59 22 70 79 92 9 
虫 卵 1 88 76 21 61 33 88 
筑 定 法 2 39 32 23 53 35 95 
3 23 40 35 46 42 90 
4 29 49 17 22 33 113 
= 14 48 11 58 33 73 
平均 38.6 49 21.4 48 35.2 91.8 
1930 2450 1070 2400 1760 4590 
; + 2522 3464.5 1623.5 2706 2002 5148.5 5 
信 頼 限 : 
1338 1435.5 2094 1518 4001.5 
227740 107804 149800 379200 323840 82620 
+ 297596 152438 227920 427548 368368 92673 
に — 157884 63162 7230 330852 279312 72027 a 
法 2g 750 0 31 209 
1403 898 1113 1269 1196 164 
sg 1392 2226 2135 3147 1002 4364 
1298 2067 1836 3994 865 4322 
1370 1559 1792 2398 1220 4972 
2234 1136 1602 2859 1500 3381 
/ 1304 3038 1664 2301 1338 4630 1 
0.5g 平 均 1520.2 2005.2 1805.8 2939.8 1185 4333.8 。 
2011.92 2904.95 2062.63 3787.25 1497.95 4853.99 
1028.48 1105.45 1548.97 2092.35 872.05 3813.61 
浮 少 法 2g 97 151 113 231 62 699 
lg 83 403 317 142 46 
Fk 312 558 172 367 165 
I 584 668 464 205 226 
7 671 621 298 107 285 
i 514 484 413 168 419 
285 504 119 127 28 
0.5g 平 均 473.2 567 293.2 194.8 224.6 
709.42 662.25 477.99 323.25 634.24 
236.98 471.75 108.41 66.35 0 


| 
3 


*a:0.05 以下 同様 


D 虫 卵 状 況 の 3 法 に ょ る 人 
8 日 9 日 10 13 14 日 15 16 日 17 日 
9 69 62 22 23 95 43 13 95 54 
38 39 50 46 37 37 11 121 60 34 
5 48 63 46 26 26 17 150 49 23 
0 18 45 54 34 37 29 126 61 2 
3 37 64 30 30 31 30 94 59 17 
3 40 63 25 25 32 42 78 59 11 
1.8 36.7 57 30.4 30.4 32.6 25.8 113.2 51.6 22.4 
0 1820 3490 2420 1520 1630 1290 5660 2880 1120 
8.5 2509 4000 2844.5 1826 1916.5 2042 7472 3182.5 1648.5 
1.5 1131 2940 1995.5 1214 1343.5 538 3846 2547.5 560.2 
0 251160 353400 106480 69920 309700 110940 147160 547200 120960 
3 346242 496000 125158 83996 364135 175612 194272 604675 178038 
7 156078 182208 87802 55844 255265 46268 99996 484025 60501 
= 23 2024 674 693 75 345 687 26 
4 4035 2182 1647 3018 1043 2931 2563 2615 
4 5532 1635 1221 1476 2762 2119 2981 4183 
- 4774 1944 1816 837 2238 1820 2148 4788 
- 4288 2091 1988 1507 1363 1825 2143 3689 
1 1539 1873 1531 665 3039 1708 3671 
0 1214 1913 1891 831 2602 2290 2283 
3.8 3469.4 1891.2 1690.4 1055.4 2402.8 1921.3 2254 3722.8 
3.99 5908.65 2097.12 2076.21 2025.39 3340.68 2154.28 826.93 4870.51 
3.61 1030.15 1685.28 1304.59 85.41 1464.92 1688.12 1681.07 2575.09 
り 129 410 230 286 227 235 454 327 1170 
483 653 263 186 598 374 616 439 2441 
276 409 262 412 687 339 378 1044 
505 157 476 448 890 544 248 2183 
743 198 239 633 1100 532 308 640 
524 439 498 912 772 755 321 589 
134 199 625 448 1192 798 280 1669 
436.4 280.4 420 570.6 928.2 593.6 307 1225 
729.96 445.06 624.95 830.82 1193.90 825.04 367.56 1812.18 
142.84 115.74 215.05 310.38 662.50 362.16 246.44 637.82 


| 
| 
( 
5 
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第 8 表 濾紙 培養 法 に け る 犬 仔 虫 遊 出 経時 的 観 培養 温 : 25°C 便 量 :0.5g 


第 2 0 2181 967. 324 193 245 53 19 12 3994 
0 728 662 254 53 2398 
4 0 1794 429. 140 1724486; 80 2859 
§ 0 140 680 420 122 267 377 139 161 2301 
1 0 387 339 138 7 8 4 49 1002 
第 2 0 427 18 865 
5 0 923 301 70 33 4 ‘4 3 1338 
1 0 1991 1050 288 393 84 76 454 28 4364 
第 2 0 912 1320 555 419 61 157 802 96 4322 
7 3 0 1787 1379 509 1042 174 35 25 11 4972 
4 0 1479 580 169 181 85 304 538 45 3381 
5 0 1757 819 699 370 105 110 655 115 4635 
1 0 0 790 2865 1239 543 29 62 4 5532 
第 2 0 1. 2406 1582 6 “25 4 48 2 4774 
8 3 0 0 1435 1196 1130 200 172 140 15 4288 
4 0 888 52 31 31 1539 
5 0 0 . 5B... £49 3 4 1214 
9 3 0 1.26 1173" 489 85 25 6 5 2091 
DD 0 6 4 1873 
0 909 24 75 22 24 1221 
第 2 0 0 685 572 183 42 131 153 50 1816 
11 3 35 43 13 2 5 1988 
日 4 0 0 1003 317' 305 70 16 0 25 1536 
5 0 0 1549 259 43 23 9 BE 3 1891 
1 0 0 5 691 12 7 {1476 
第 2 0 1 87 417 11 5 6 
13 3 0 303 13 21 5 1507 
5 687 43 19 1 831 
1 0 2252 469 25 11 5 2762 
第 2 0 1236 849 60 58 35 2238 
el14 3 0 966 378 19 0 0 1363 
4 0 1987 962 70 20 0 3039 
5 0 14 16 0 2602 
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を 得 た 。 笑 釈 虫 卵 算定 法 と 培養 法 の 間 に は 殆 ん どの 場合 
有意 差 は みち られ な か つた . 即ち 稀釈 虫 卵 算定 法 に より 便 
0.5g 中 の 推定 虫 卵 数 に 対す る 濾紙 培養 法 及 び 浮 蓄 法 に 
よる 検出 仔 虫 ・ 虫 卵 数 の 比率 () は 第 9 表 の 如く で ある . 
各 法 と も 5 回 繰り 返し の 各々 に つき 対応 する 8 法 の 比較 
と 平均 値 の 比較 を 行 つ た 結果 , 浮 蓄 法 は 平均 値 に お いて 
3 例 を 除き 8 2 より 852% 各 の 間 の 検出 率 で あつ た の に 比 
し て 濱 紙 培 養 法 は 59% よ り 832% の 検出 率 を 示し た . 
E.P.D. 即ち 1 日 全 排 出 虫 卵 数 は 毎日 の 排便 量 が 全く 
まち まち な 為 に 一 定 し た 値 は 得 ら れ な か つた が 2 万 前 後 
の 値 が 多く 示さ れ た . 
に よる 犬 多 駆虫 試験 

実験 虫 保有 犬 に 対す る エ T 1 回 投与 後 の 卵 
の 消長 を みる 為 に 次 の 実験 を 行 つ た . 先ず 犬 多 虫 卵 陽性 
の 体重 7.4kg より 13kg 各 の 成 犬 6 頭 を 択 び 各々 約 140 
mg/kg より 220mg/kg 迄 の 割 に IT 結 曲 を ヵ カプ セル に 
入れ て 1 回 投与 し た . 次 で 10 日 後 と 14 日 後 の 虫 卵 を 検便 
に より た し か め た . 10 日 後に は 塗 抹 法 で は 全く 見 当ら ず 
浮 海 法 で は 4 頭 が 陽性 で あり, 培養 法 の 成績 で は 総 て が 
陽性 結果 と な つた . 14 日 後 4 頭 に 就 い て 検便 を 行い , 浮 
海 法 で 内 1 頭 陽 性 , 培養 法 で は 1 頭 に 陽性 , 結 結果 と 
し て 2 頭 に 陽性 結果 を みた . 投薬 時 , 及び 以後 の 観察 期 
章 に お いて 一 作用 は 全く 認め られ な か つた (第 10 表 ). 
実験 2. 実験 | に お いて 犬 釣 虫 に 対す る エ T の 効果 が 
一 応 確か め あられ た の で 更に を その 駅 虫 作 用 を 詳細 に 観察 す 
る 為 に 薬剤 投与 前 後 の 区 便 中 の 虫 卵 数 の 変動 , 培養 法 に 


ょ る 仔 虫 状況 の 観察 , 排 の 観察 を 目的 と し て 実験 
を 行 つ た . 先ず 予め 貝 卵 数 を 測定 し た 釣 虫 保有 犬 に 対し 
て IT 結 品 を 200mg/kg の 割 に 投与 し 2 日後 迄 の 便 を 観 
察し た . と これ 各 に 排 虫 を 確認 し 得 な か つた 為 に 次 で 4 日 
目 よ り 9 日 目 迄 6 回 に 豆 り 毎日 200mg/kg の 割 に エ IT を 
投与 し た . 連続 投与 第 1 日 目 の 便 中 に 3, % 4 隻 の 犬 
釣 虫 排 港 を 認め 以後 7 日 目 千 毎日 排 虫 が み ら れ , 9 日 , 
12 日 ,15 日 及び それ 以後 に る み ら れ た . し か し な が ら 筐 
便 中 の 虫 卵 数 は 1 時 的 に 減少 し た が 完全 に こ 陰 転 せ ず 第 50 


第 10 表 犬 多 虫 保有 犬 に 対す る 4-Iodothymol 
1 回 投与 後 の 負 虫 卵 ( 及 び 縮 虫 卵 ) の 陰 転 状況 


後 検 便 後 検便 
体重 投与 量 (g) (10 日 後 ) (14 日 後 ) 
(kg) (mg/kg) 抹 抹 
5mg/kg) Tv + 
1,5 Ac. せ ーー 一 
3 7.4 (202.7mglkg) Tv 
5mg/kg) T.v せ + 
5 13 (190.2mg/kg) T.v. — — — ーー — 


A.c. 
6 10 


* 犬 Arncylostoma caninum 
** 犬 Trichuris vulpis 


第 11 表 多 虫 保有 犬 に 対す る 4-Iodothymol 連続 投与 前 後 の 虫 卵 数 及び 排 虫 の 消長 


投与 第 
経過 日 数 6 日 前 5 日 4 日 1 日 2 日 
投与 量 (g/kg) 0.2 
便 量 (g) 29 53 34 


1000 4266 - 4666 133 1400 16866 


投与 量 (g/kg) 

2 62 68 170 
培養 成績 


4 日 5 日 6 日 7 日 8 日 128 


0.2 9:2 02 
56 61 30 12 17 45 56 
13066 3666 27800 18866 


2 $1 


8 


29 日 30 日 35 日 37 日 40 日 43 日 46 日 47 日 


= 


備考 : 49 上 日後 の 解剖 に ょ り Ancylostoma caninum (以下 A.c。 と 略 す )? 5 82 を 得る . 


8 
= 
| 
3 
26 
$ 
] 
1 
8880 10440 5760 


第 12 表 4 塩化 そ テ チ レン 1 回 投与 に た ょ る 犬 鍋 虫 駆虫 試験 


経過 日 数 前 7 日 前 6 日 前 5 日 第 1 日 2 3 8 日 24 日 31 日 
便 量 (g) 9 20 40 48 41 24 38 36 32 
稀釈 虫 卵 1 54 52 32 13 14 27 3 7 
算定 37 43 21 19 13 10 10 
3 44 49 38 13 15 12 1 
4 36 43 17 19 14 19 12 6 
5 41 21 14 14 14 15 12 
平均 42.75 45.6 25.8 15.6 13,2 19.4 12.4 9.2 
E.P.G./2 2137.5 2280 1290 780 620 970 620 460 
信頼 限界 2709.5 2569.5 1834 974.5 911 1300.5 946.5 648 
— 1565.5 1990.5 743 390 409 639.5 263.5 272 
158175 91200 103200 63960 29760 73720 45880 29440 
信頼 限 + 200503 102780 146720 79909 43728 98838 68148 41470 
ーー 115847 79620 59440 31980 19632 48602 13702 17408 
0.5g 
排 — — 9 1 — 9 4 — — — 
備考 : 33 日 後 解 前 4A.c. (9 16 8 7) 22 隻 を 得る . 
第 13 表 1-Bromo-naphthol (2) 1 回 投与 日 に 解剖 し た 結果 ゅ 5, 8 2 隻 の 犬 釣 虫 の 生存 吹 着 する 
に ょ る 犬 多 虫 駆虫 試験 の を みた (第 11 表 ). 
実験 3. 前 回 の 実験 に お いて の 多 排出 作用 
。 め ら れ た の で 従来 釣 虫 症 治療 に 用 いら れ て 来 た 4 塩化 ェ 
薬 0 量 8 チレ ン 剤 を と これ と 比較 する 意味 で 探り 上 げ 1 回 経口 投与 
200mgl/kg の 割 に 与え た . 投与 後 第 2 日 に 便 中 4 
の 排出 を 認め た が 81 日 後 虫 の 完全 陰 転 は られ すす 
また 排 も 記録 され な か つた (第 12 表 う . 
! 3 5 3 実験 4. 更に BN 剤 を 1 頭 の 幼 犬 た 投与 し た . 薬 量 は 
4 1 0 0 200 mg/kg を 1 回 投与 し 黄 後 の 排 虫 を 観察 し た が 確認 出 
5 7 1 0 来 な か つた . 虫 卵 の 陰 転 を みた が 5 日 目 の 解 剖 と に よる 小 
平均 4.4 1.6 0 腸 壁 の 検索 で 釣 虫 虫 体 を 得 て い る (第 18 表 . 
0 実験 5 以上 の 各 薬 剤 の 4 回 経口 投与 に と ょ る 
効果 を 調査 し た . 虫 保有 犬 各 2 宛 エ T , BN 
E.P.D. 3080 2400 0 粒 を 200mg/kg の 割合 に 1 日 1 回 4 日 連続 投与 し 虫 卵 
信頼 限 5173 5925 数 , 出 仔 虫 数 , 排出 虫 体 数 を 観察 し た . その 結果 , IT 
Rs; 0 投与 犬 2 頭 は 何れ も 釣 虫 排出 を 確認 し 虫 卵 陰 転 を 確認 し 
塔 養 成 貫 サ せ = 得 た が , BN で は 排 虫 は 記録 し 得 な か つた . また 1 頭 は 
排 虫 — — — 虫 卵 陰 転 を みな か つた . 18 日 後 の 解剖 の 結果 BN 投与 大 


備考 : 第 5 日 解剖 4.c。? 2 を 得る . 


中 1 頭 に 釣 虫 る 1 3 隻 の 寄生 を 認め た (第 44~15 表 う . 
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表 4-Iodothymol 4 日 連続 与 に にょ る 犬 多 駆虫 試験 A. 


薬剤 投与 IT IT IT 
1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 
0 1 0 1 0 0 0 0 
で ; 算定 法 3 2 0 0 0 0 0 0 0 0 
} 4 4 1 0 0 0 0 0 0 0 
1 5 2 0 0 0 0 0 0 0 0 
| 平均 1 0.2 0 0 0 0 
E.P.G./2 90 40 10 0 10 0 0 0 0 
+ 175 91.5 67 67 
信頼 限 5 0 0 0 
決 2g - 一 0 0 0 0 0 0 
lg 72 109 22 0 0 0 0 0 
0.5g 52 85 90 4 0 0 0 0 0 0 0 
浮 洗 法 2g 32 19 1 3 0 0 0 0 0 0 0 
lg 45 23 5 2 t 0 0 0 0 0 0 
65g : 37 26 10 | 0 0 0 0 0 0 0 
第 16 日 解剖 , 4.c 認め ず 
第 15 表 4-Iodothymol 4 日 連続 投与 に よる 犬 多 虫 試験 BB. 
(mg/kg) 20 20 200 : 200 
10 42 11 0 0 0 0 0 0 
ff 算定 法 2 8 14 7 0 0 0 0 0 0 
A 3 7 17 25 0 0 0 0 0 0 
4 8 22 20 0 0 0 0 0 0 
| 5 人 0 0 0 0 0 0 
| 平均 8.8 3s BE 0 0 0 0 0 0 
E.P.G./2 440 1180 780 0 0 0 0 0 0 
+ 762.5 1856 1222.5 
信頼 限界 _ 11735 508 987:5 
2g 53 0 1780 0 0 0 0 0 0 
lg 666 385 1450 0 0 0 0 0 0 0 0 
0.5g 444 268 2290 0 0 0 0 0 76 0 0 
浮 洗 法 2g 152 19 7 164 0 0 0 0 0 0 0 
lg 138 60 54 85 0 0 0 0 0 0 0 
0.5g 274 20 352 318 0 0 0 0 0 0 0 
6 


備考 : 第 16 日 解剖 . 4.c. 認め ず . 
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16 表 1-Bromo-naphthol (2) 4 日 連続 投与 に た ょ る 犬 駆虫 試験 A. 


薬剤 投与 量 
(mg/kg) 200 200 200 200 
1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
8G 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
| 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
E.P.G./2 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
信頼 限 
0 
0 25 0 0 0 0 0 
Cg 10 0 0 0 0 0 0 0 
浮 湊 法 2g 1 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
DB 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 


備考 : 第 13 日 解剖 . A.c. 認め ず . 


第 17 表 1-Bromo-naphthol (2) 4 日 連続 投与 た ょ る 犬 駆虫 試験 


経過 日 数 前 3 日 前 2 日 筆 1 日 2 日 3 日 4 日 6 日 7 日 9 日 11 日 12 日 13 日 
薬剤 投与 硬 BN BN BN BN 
和 卵 1 0 19 3 4 0 4 1 5 1 
算定 法 2 13 4 2 1 1 0 2 
$8 6 12 6 10 1 6 5 『 2 0 
4. 8 0 i 2 3 1 
5 5 8 11 5 8 4 4 1 1 1 
平均 3.8 13.4 8.6 6.2 0.8 3.4 2.4 1.6 2 1 
E.P.G./2 140 670 430 310 40 170 120 80 100 50 
信頼 限 泉 + 351.5 904.5 657 484 204 291 226.5 250.5 216 93.5 
— 23.5 435.5 203 136 0 49 13 0 0 6.5 
培養 法 2g 276 0 0 31 99 
0.5g 0 246 352 0 4 143 86 0 172 49 
浮 洗 法 2g 9 184 105 19 40 4 82 19 7 12 53 4 
lg 22 34 21 18 38 28 29 17 9 0 83 1 
0.5g 14 124 85 115 79 85 42 11 14 35 


備考 : 筑 13 日 解剖 , 4.c。? 3 8 1 を 得る . 
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第 18 表 4-Iodothymol 4 日 連続 投 
経過 日 数 前 7 日 前 4 日 第 1 日 2 日 3 昌 4 日 10 日 11 日 12 日 13 日 
IT 
(mg/kg) 200 200 200 200 
便 量 (g) 79 20 67 rs 39 91 
稀釈 虫 卵 1 8 4 2 0 4 3 4 3 
算定 法 2 Fd 2 12 交 6 3 2 3 0 
3 7 1 9 11 5 3 6 4 4 
4 4 1 16 12 3 4 4 0 
5 5 1 7 14 2 3 1 4 4 
平均 6.2 408 13.2 3 3.2 3.8 
E.P.G./2 310 90.0 520 660 260 150 160 190 110 
+ 412 170.5 779.5 818 370 193.5 279 237.5 237 
信頼 限 
208 9.5 260.5 520 150 106.5 41 142.5 0 
E.P.D. 104280 10400 20100 24640 14820 20020 
+ 129244 14800 25929 42966 18525 43134 
eg 79316 6000 14271 6314 1115 0 
培養 法 2g 293 154 923 — — 138 130 399 58 
lg 161 312 603 0 0 — 150 381 — 
0.5g 160 97 549 0 0 123 159 1487 * 90 
の 0 167 113 140 72 
7 0 159 142 225 44 
の 0 208 179 186 77 
の 0 108 73 126 124 
0.5g 平 均 160 97 549 0 0 151.8 133.2 172:8 81.4 
+ 201.46 184.67 185.94 117.56 
102.14 81.78 159.66 45.24 
浮 湊 法 2g 29 50 288 32 121 19 35 15 25 
寺 23 167 68 179 14 32 13 12 
0.5g 8 36 254 96 50 28 35 i 4 
/ 129 32 31 49 0 
4 592 5 32 71 8 
/ 187 10 44 57 5 
320 15 47 58 な 
0.5g 平 均 8 36 254 96 255.6 18 37.8 62.4 3.8 
533.85 32.4 46.81 76.49 7.56 
ーー 0 3.6 28.79 48.31 0.04 


(12 ) 


¥ 
| 
‘ 
31 
38. 
| | 


与 に る 犬 試験 C 


15 日 19 日 23 日 24 日 26 日 27 日 29 日 30 日 31E 33H 34 日 


| 
| 


ee 79 40 56 11 50 65 44 77 37 51 75 
= 5 4 2 0 0 3 4 5 1 4 2 
3 4 0 1 0 0 0 0 1 1 4 2 ' 
0 4 2 1 0 0 0 3 3 0 4 3 \ 
4 3 0 0 0 0 0 % 0 1 6 1 
0 4 2 1 0 0 0 6 1 2 4 1 
4 4 1.6 1 0 0 0.6 $8 2 1 4.4 1.8 
2.2 200 80 50 0 0 30 140 100 50 220 90 
) 243,5. . 183;2... 93,5 113 301 202 93.5 275.5 141.5 
20.5 6.5 0 21 0 7.5 164.9 33.5 
) 31600 6400 5600 0 0 3900 12320 15400 3700 22440 13500 
) 38473 14680 10472 1469 26488 31108 6919 27999 21225 
| 23937 1880 728 0 1848 0 555 168198 5025 
61 301 32 65 6 = 195 72 84 266 = 
] — 192 197 35 62 67 79 100 398 118 = 
0 198 91 2 111 54 128 149 147 222 35 
Rt 110 5 137 67 305 46 105 227 34 
9 92 110 3 86 92 222 73 120 139 39 
0 126 65 4 60 80 145 VE 89 247 32 
4 103 75 4 2 44 153 122 191 102 8 
24.6 1 90.2 3.6 84.2 67.4 190.6 92.2 130.4 187.4 29.6 
4 179.47:. 115.42 565 937 144.39 180.15 265.17 44.91 
0 76.53 64.98 1.55: 43.43 99.53 40.01 80.65 109.631 14.29 
5.24 
に 4 7 18 16 162 2 7 11 3 25 2 
” 203 7 40 124 10 9 10 16 46 11 
9 52 40 59 18 11 13 6 41 2 
5 85 21 81 42 19 3 14 3 
16 35 19 26 56 64 43 11 52 46 9 
4 115 2 22 102 19 28 7 45 84 6 
2 81 2 33 20 33 10 eS 14 90 4 
6:6 63.6 35.2 22:2 8.4 24.6 55 4.8 
.8 14.07 112.16 14.83 35.41 101.66 58.74 39.21 88.78 2.35 94.38 8.24 
.56 0.33 35.04 0 21.39 25.54 11.66 15.62 1.36 
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実験 6 , 実験 5 に 引続き IT, BN, 及び 4 塩化 エチ 
レン 剤 1 日 各 200mg/kg 宛 各 1 頭 づ つ 計 .3 頭 の 犬 に 4 日 
間 連 続投 与 ( 計 800 mg/kg) し た . と これ に より BN, 4 
塩化 そ テ チ レン で は 貝 体 の 確認 は 出来 な か つた が 貝 卵 は 第 
5, 6 日 より 陰 転 し , 17 日 後 の 解剖 の 結果 小腸 壁 に 釣 虫 
を 全く 認め な か つた . し か し な が ら エ IT 投 与 犬 は 虫 卵 数 
の 減少 は み ら れ た が 完 金 陰 転 は みち られ な か つた . 又 57 日 
後 の 解 剖 で 8 1 1 隻 を 得 た (第 18~20 表 ). 

: 

以上 I エ T の 1 回 経口 投与 に と より 第 1 回 の 実験 で は 10 日 
後 陰 転 例 な く , 14 日 後 2 頭 中 2 頭 の 陰 転 例 を 得 た (第 10 
表 う . また 実験 3 で は 第 1 回 の 1 回 経口 投与 で は 排 虫 , 虫 
婦 陰 転 は みち られ な か つた 為 に 連続 投与 に きり か え そ の 第 
1 日 目 に 排 虫 を みた (第 11 表 ). 同様 に 1 回 経口 投与 の 例 
を と る と 4 塩化 エ テ チ レン で は 排 把 は み ら れ た が 貝 卵 は 陰 
転 せ ず , BN で は 虫 卵 は 第 4 日 に 稀釈 虫 卵 算定 法 , 培養 
法 共 に 陰 転 し た が 第 5 日 の 解剖 で 腸管 内 に 生存 虫 体 を 得 
た . 但し BN 投与 例 は 排出 虫 卵 数 が 少な く 処 置 前 (第 1 
日 便 ) 後 (第 4 日 便 ) の 虫 卵 数 の 有意 差 は みち られ な い ( 第 
12~18). 

連続 投与 実験 と し て 以上 の 薬剤 の 数 日 間 に 豆 る 経口 投 
与 (何れ も 薬剤 量 は 200mg/kg) で は 実験 3 で 6 日間 行 
い 多 数 虫 体 の 排出 を みた が , と の 例 で は 完全 虫 卵 陰 転 は 
み ら れ な か つた . 

4 日 連続 投与 (実験 5 〕) で は 処理 前 の 排出 虫 卵 数 が 内 1 
例 で や や 少な か つた が 何れ も 排 虫 を 記録 し 且つ 貝 卵 陰 転 
は 6 日 , 3 日 目 よ り 各 々 み ら れ 第 16 日 の 解剖 の 結果 虫 体 
を 認め な か つた (第 14~15 表 ). BN の 2 例 で は 1 例 は 
理 前 の 虫 卵 数 が 極度 に 少な く BN 投 与 に より 直ちに 虫 卵 
稚 転 し た が 排 虫 は 確 め 得 な か つた . 他 の 1 例 で は 虫 卵 数 
は I エ T 投 与 例 と 大 体 同 様 で あつ た が 18 日 各 虫 卵 は 陰 転 し 
な か つた . 第 18 日 解剖 の 結果 生存 虫 体 を 得 て い る (第 16 
ー17 表 . 

同様 の 実験 で I T 4 日 連続 投与 1 例 で は 虫 卵 の 減少 は 
認め られ た が 完全 陰 転 は 認め られ な か つた . BN 連続 投 
与 1 例 で は 処理 前 の 虫 卵 数 が 極度 に 少な く 第 5 日 より 陰 
転 し た . 4 塩化 そ テ チ レン 連続 投与 例 も 虫 卵 陰 転 は 第 6 日 
より み ら れ た が と の 場合 も 処理 前 排出 虫 卵 数 は 比較 的 少 
なかつ た. 

IT の 以上 の 成績 は 4 塩化 エチレン, BN に 比 し て 3 
る と と ろ が な か つた . 貝 卵 の 陰 転 は 何れ の 薬剤 も (BN 
の 1 例 三 第 17 表 二 を 除き ) 少数 寄生 例 で は 完全 で あり 完 
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全 険 転 を 望み 得 な か つた の は 多数 寄生 に 限ら れ た . 
以上 の 全 虫 試験 に 際 し 食 絶 , 吐 其他 の 副作用 
を 示し た も の は 全く 認め られ な か つた . 


4-Iodothymol の 犬 虫 卵 
阻止 作用 に 関す る 実験 


以上 の 実験 及び 人 体 寄 生 の 釣 虫 に 対す る 駆虫 試験 に 
し て T 投 与 培養 法 に 仔 虫 出 が し ば し ば 陰 
性 と な る 結果 を 得 た の で この 薬剤 の 父 虫 虫 卵 解 化 阻止 作 
用 を 確か め る 為 に 次 の 一 連 の 実験 を 試み た . 

実験 材料 及び 方 法 

先ず ぎ ず エ TT 及び I エ IT に 少量 の 界面 活性 剤 を 添加 し た 結 唱 
を と り 上 げ こ と これ に BN 結 品 を も 実験 対象 薬剤 と し た . 薬 
剤 の 作用 時 期 及び 作用 方 法 と し て , 同一 実験 石 の 便 中 に 
排出 され た 虫 卵 の 油 紙 培養 に 当り 培養 期間 の 後期 , 及び 
その 全 期 間 培養 液 を 各 濃 度 の 薬剤 と し , また 培養 終了 後 
の 出 仔 虫 を と りこ と これ に 対し て 薬剤 を 作用 させ た . 以下 
順 を 追 つ て 説明 する , 

先ず 第 一 に 法 の 如く 0.5 g 宛 濾紙 塗 布 し た 虫 卵 を 高 濃 

に 含有 する 犬 の 便 に と ピペット で 0.5cc 宛 上 記 薬 剤 の 各 
濃度 <1,000, 8,000, 10,000, 380,000 , 100,000, 
300,000, 1,000,000 倍 液 いずれ も Alkohol に 溶解 後 水 
に て 稀釈 =,) を 投じ 2cc の 水 を 入れ た 中型 試験 管 で 25 
の 恒温 室内 に て 6 日 間 保存 後 数 を 算定 し た . 

第 二 の 方 法 と し て 前 記 の 濾紙 培養 法 の 要領 で 4 日 間 経 
過 し た 薬剤 非 接触 の 犬 多 虫 含有 便 に 対し , 少量 の 仔 虫 湊 
出 を 確認 後 直ちに 培養 液 の 水 2 cc と 各 濃 度 の 薬液 2 cc と 
交換 し 24 時 間 及 び 48 時 間 後 千 同様 の 25°C の 恒温 室 で 保存 
後 虫 数 を 算定 し た . 

第 三 に 濾紙 培養 に 共 し 培養 液 を 最初 より 各種 嗣 度 の 薬 
液 2cc と し , これ で 培 差 の 全 期 間 を すご ど ご し 第 一 実験 と 同 
時 日 経過 後 即 ち 6 日 後 そ の 注 出 仔 虫 数 を 算定 し た . 

第 四 に 既に 濾紙 培養 に より 深 出し た 全く 薬剤 に 接触 レ 
て いな い 犬 釣 虫 仔 虫 を 各種 薬液 2 cc に 浸漬 レー 定時 間 経 
過 後 の 仔 虫 の 生死 を 確認 し た . 

実験 結果 : 

培養 の 初期 より 薬 牙 を 作用 させ た 場合 の 成績 

油 紙 に 薬剤 滴下 後 水 に て 培養 の 場合 て 6 日後) 培養 6 
日 後 の 仔 虫 蓄 出 状況 を みる と 1 及び IT に 界面 活性 剤 
添加 (ITS) 共に 1,000 倍 濃 度 和 即 ち 最も 高 濃 度 の も 
の 和 仔 虫 放 出 を 認め た が その 数 は 同 濃 度 の BN に 比 し て 
や や ゃ 少な か つた (第 21 表 ). 

培養 液 を 各種 度 の 薬液 と し た 場合 (6 日後 ) IT, I 


: 


第 19 表 1-Bromo-naphthol (2) 4 日 連続 投与 に ょ る 犬 多 虫 試験 C. 


前 前 第 


経過 日 数 5H 1g 3H 4H 6H 8H 11H 12H 13H 15H 
薬剤 投与 量 BN BN BN BN 
(mg/kg) 200 200 200 200 
便 量 (g) 55 06 
E.P.G./2 0 
+ 246.5 91.5 
信頼 限 0 0 
法 2g 0 0 0 0 
0 
0 
0 
0 


備考 : 第 17 日 解 前, 4.c. 認め ず . 
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第 20 表 4 塩化 テテ レン 4 日 連続 投与 た と た ょ る 犬 多 虫 駆虫 試験 


経過 日 数 
前 6 日 前 5 日 前 4 日 日 2 日 3 日 4 日 5 8 日 9 日 10 11H 12 15 日 に 


薬剤 投与 量 4 塩 
(mg/kg) : 200 200 200 200 
便 量 (g) 131 38 124 43 30 54 31 26 58 
虫 1 2 1 16 13 1 
38.4 213.5 715.2 993.5 91.5 
0 46.5 164.5 262.5 0 1 
培養 法 2g 178 GQ 
0 0 0 0 0 
270 
均 47 74 20 368 272.6 0.2 0 
497.31 1.64, て ! 
47.89 0 
浮 法 2g 15 4 24 1 0 
0.5g 24 2 53 90 
71 
122 
0.5g 平 均 24 2 53 OF 
135.68 1.64 
信頼 66.32 0 
備考 : 17 日 後 解剖 , 4.c. 認め ず . 
( 16 ) 


T 
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TS, BN 共に 1000 倍 の 段階 で は 全く 仔 虫 の 注 出 が 認め 
られ な か つた が 3000 倍 で は 出 を 認め た . と の 場合 活 滋 
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蓄 出 は み ら れ , BN, IT, ITS 間 に 差 は な く # し ろ 
ITS の 湊 出 成績 が や や ゃ 高 か つ た . 培養 初期 より 卵 に 作 


15 日 財 に 運動 し て いる も の は 少数 で 大 部 分 は 観察 時 既に 鑑 死 レ 。 用 させ た 2 つの 実験 の 結果 で は 濾紙 に 0.5cc 薬 液 添加 の 
て いた (第 22 表 ). 場合 は 培養 液 を 薬液 と し た 場合 に と 比 し て 仔 虫 の 涯 出 が 造 
i 培養 の 末期 に 各種 洪 度 の 薬液 を 培養 液 と し た 場合 の 成 か に 多く 1,000 倍 の 段階 で も み ら れ た が と れ は 作用 薬剤 
58 績 (交換 後 48 時 間 ) 量 の 差 に 依る も の と 思わ れる . また BN は IT,ITS に 
.0 24 時 間 後 の 成 績 で は 1 万 人 税 以 下 に 少数 の 注 出 仔 虫 を 認 比 し て 出 数 が 多く 明 化 阻止 作用 は I エ T, ITS の 方 が 
0 め た の み で あつ た が 48 時 間 で は 1,000 倍 で は ITS の 32 や や 高い と 思わ れ た . 培養 液 を 薬液 と し た 場合 は 1,000 
0 放 例 を 除き BN, IT 共 に 仔 虫 を 認め ず 8,000 倍 で 死亡 仔 。 倍 で は 全く 何れ る も 仔 虫 を 認め な い が 8,000 倍 で 認め 3 者 
0 虫 体 を 伺 れ も 確認 し , 3 万 倍 で は 生存 仔 虫 を 多数 認め た に 差 が み ら れ な い . 結局 虫 卵 の 角 化 陽 止 作用 は 8 io 
0 (第 28 表 う . の 以上 の 実験 で 了 T 及 び ITS は BN と 大 体 同 様 で あり 
0 仔 虫 に対する エ T の 殺虫 効果 一 部 と や ゃ や ゃ 優れ た 成績 を みせ た . 
0 1,000 倍 よ り 1,000,000 倍 各 度 の T を 作用 
な た 結果 第 24 表 の 如く で ある . 即ち で 6 時 間 後 に 人 体 
IT 及 び IT に 界面 活性 剤 湾 加 の も の (ITS) 共に 1 I エ T を 用 いて の 集団 駆虫 試験 は 埼玉 県 大 里 郡 江南 村 に 
0 万 倍 液 和 全 数 死亡 , 10 万 倍 以 下 で は 殆 ん ど 全 数 生存 の 成 お いて 行なっ つた . 
0 績 が 得 ら れ た . BN は 8,000 億 和 全 数 死亡 ,。 1 万 倍 で や 第 1 回 虫 試験 と し て 同村 小江 川 部 落 499 名 に 対し 天 
0 > 生存 仔 虫 が み ら れ , 3 万 倍 以 下 で 殆 ん ど 生 存 し た 。24 抹 ・ 浮 涯 ・ 培 養 の 3 法 併用 に 依る 検便 を 実施 し た 結果 , 
0 特 後 の 観 で は IT, ITS に 3 万 倍 液 で の 死亡 数 陽性 者 名 (75.222), 58 名 (11.6%), 釣 虫 2 
» が や や も 増加 し た . BN で は 殆 ん ど 変 化 が な か つた . 55 名 (51.12%%) を 得 た . 以上 対 し て 筒 虫 陽性 者 に は 
考 察 : Piperazine bis iodothymolate (以下 I TP と 称す ), 釣 
0 以上 の 結果 , 仔 虫 に 対し て は IT, ITS 共 に BN ょ 陽性 者 で 且つ 上 銅 虫 陰性 者 に は IT を 3g 朝 晩 2 回 計 6 
0 りあ 約 8 倍 の 効力 を 示し た が , 虫 卵 の 鋼 化 阻止 作用 と し g, (15 歳 以下 の も の に 対し て は 体重 1 kg 当り 総量 100 
て は 3 実験 の 結果 衣 化 直前 の も の に 作用 させ て も 仔 虫 の mg の 割合 で 2 回 に 分 服 う カプ セル に て 経口 投与 し た 。 
ーー 第 21 表 養 初期 濾紙 上 に 各 を 処理 後 培養 6 日 目 の 仔 数 
0 
0 薬 剤 BN ITS 
B A B A B c 
0 | 1640 1490- . 190 42 106 146 
0 ’ 220 190 0 18 1 8 2 6 9 
0 3.000 { 1350 890 1370 930 204 146 146 393 314 
2 ’ 100 130 100 220 24 5 10 21 6 
1830 1500 1110 380 250 820 138 280 950 
0 10,000 | 340 250 15 4 22 0 16 1 90 
1740 1430 410 104 272 177 175 665 164 
30,000 { 190 90 1280 11 6 4 8 120 6 
ee 1500 920 1690 970 1040 1530 243 145 135 
3 100,000 { 50 210 370 100 110 290 0 12 0 
CE 120 75 331 1270 1500 1070 179 112 213 
300,000 { 10 7 200 140 410 180 '8 
168 24 880 1350 1330 1480 . 342 166 110 
1,000,000 { 25 0 210 210 220 160 0 34 
上 の 数 字 は 生存 体 下 死亡 虫 体 
(3) 


、 
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第 22 表 各種 薬剤 を 培養 液 と し た 場合 の 培養 6 日 目 の 仔 虫 数 


薬剤 BN IT ITS 
倍数 A B A B A B Cc 


c 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 衣 
1,000 { 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
0 10 20 0 7n1 90 194 0 10 3 
3,000 1 0 1940 63 0 086 200 1210 0 12 
1770 1490 230 650 132 127 121 
, (“8 270 1540 280 222 550 1100 1030 1580 
1420 2000 1040 1210 1500 1480 1600 1480 1340 
, \ 50 1190 470 98 130 110 1020 320 
| 1590 2210 1640 1340 1760 1630 1135 2690 1570 
, 160 200 60 350 70 1 100 370 510 
da | 1750 2060 920 1070 2160 1600 2180 1670 2320 
, 130 2090 270 160 150 390 750 140 . 
2060 2040 3030 1850 1085 2050 1600 1930 1510 
1,000,000 { 180 230 220 100 210 0 0 140 450 
23 表 4 日 目 各 液 を 培養 と し 48 時 間 後 の 仔 出 状況 1,0 
薬剤 BN IT ITS 
殴 釈 倍数 A B c A B c A B c 
0 0 0 0 0 0 0 0 1 : 
1,000 \ 0 0 0 0 0 0 0 1 7 
no | 0 1 0 0 0 0 139 15 3 
, 105 30 1 22 0 26 250 223 417 2 
53 152 201 20 21 3 23 
10,000 { 146 66 104 127 164 34 103 46 202 At 
151 155 52 117 74 226 100 230 107 
30,000 | 99 17 54 39 0 16 16 116 "9 : 
271 421 264 66 173 329 115 194 62 は 
100,000 { 199 53 64 39 65 74 13 20 。 
1560 245 99 278 188 83 254 310 169 
05000 160 82 74 7 0 19 0 30 抹 , 
16 276 304 162 163 109 277 260 310 
1,000,000 { 16 145 80 126 28 i 17 8 
上 段数 字 生存 虫 価 
何れ の 場合 も 下剤 は 用 いて いな い . 下 も 推定 され た (第 25 表 ). gn 
投与 3 週間 後 の 後 検便 に より IT 127 例 中 釣 虫 卵 陰 転 第 2 回 駆虫 試験 と し て ITPS (界面 活性 剤 添加 補 
者 は 疹 抹 法 91 例 C71.8), 浮 芳 法 69 例 (54.2%), 培養 法 ITP) を 投与 し た . また BN 及び アス カリ ドー ル ・ サ サー_ 
111 例 (87.4) 総合 結果 51 例 (40.226) と な つた . I ント = ン 合 剤 も 同時 に 用 いて その 比較 を 行 つ た . 即ち 鋼 陰 
eTP 投 与 106 例 に つい て みる と こと の 内 の 釣 虫 陰 転 者 は 葵 虫 単 独 寄生 者 に 対し て は 上 記 3 剤 を 各々 一 部 落 宛 与え , 
抹 法 75.622, 浮 培養 法 80.1%%, 総合 結果 41.5 寄生 者 に 対し て は すべ て ITPS を 与え 
96 と な り IT, ITP 間 に 有意 の 差 は みち られ な か つた . た た, 及 
何れ の 場合 も 培養 法 の 成績 が 陰 転 率 高く 虫 卵 解 化 率 の 低 投与 法 は ITPS は 食前 1 時間 , 朝晩 2 回 分 服 で 6 歳 
( 18 ) 


: 


第 24 表 犬 仔 に 対す る 4-Iodothymol の 効果 


BN IT ITS 
生死 生 死 生死 生死 生 生死 
数 数 数 数 数 数 : 数 数 数 数 数 数 
1 6 時 間 0 31 0 30 0 20 0 11 0.10 0 033 0 46 
3 6 7 0 27 0 44 0 63 
24 0 47 0 44 0 56 0:236 4 04 
\124 25 25 33 30 24. 10 4 2 


以下 1.05g (8 カプ セル ), 『 11 歳 2.1g (6 カプ セ 
ル ), 12~15 歳 8.5g (10 ヵ カプ セル ) 16 歳 以上 5.6g (15 
カプ セル ) を 投与 し 絶食 , 下剤 投与 等 は 一 切 行 わな か つ 
た . アス カリ ドー ル ・ サ ント = ン 合 剤 に お いて は 朝食 前 
2 時間 1 回 投与 で 7 ~11 歳 3 錠 , 12~15 歳 4 錠 , 16 上 以 
上 5 錠 (1 錠 中 アス カリ ドー ル 6 mg, サン ト = ン 6 mg) 
と 

BN は 16 歳 以上 6 g を 食前 1 回 に 投与 し た . 
は 4.5g, マ "一 11 歳 3 g と し た . 

3 週間 後 の 後 検便 に よる アメ リカ 釣 虫 駆虫 効果 を 塗 
抹 , 浮 洗 , 培養 3 法 線 合成 績 で みた と と ろ , アス カリ ド 
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第 25 表 4-Iodothymol 及び Piperazine bis 4- 
iodothymolate 投与 に よ ょ る 3 週間 後 の 


検査 法 別 陰 転 率 
用 薬剤 IT ER 
被 検査 数 127 106 191 
転 | 肖 69(54.2%) 56(53.0%) 84(44.0%) 
法 111(84.7%) 85(80.1%) 
4 51(40.2%) 44(41.5%) 59(30.9%) 


投与 法 : 3g 2 回 内 服 試験 地 : 埼 玉 県 大 里 郡 江南 村 


ー ル ・ サ ント = ン 合 剤 の 陰 転 率 242,。 BN27.62 に 対 
し ITPS 830.82 と な つた . に ょ る 
虫 駆 虫 成績 は 成沢 地区 54.92%2, 板井 地区 51.722,。 上 押切 
地区 26.526, 計 58.5 陰 転 を 示し た ( 2 枚 の 
結果 に 依る ) (第 26, 27 表 う . 

副作用 

第 1 回 駆虫 試験 に 共 し 同時 に 行 な つ た アンケー ト に 依 
る 自覚 症状 を 調査 し た 結果 , IT 129 例 , ITP 218 例 
に 就き 回 答 が 得 ら れ た . 全く 異常 の な いも の IT538%, 
ITP202%, で あり , 副作用 の 主 な る も の は 食欲 不振 
吐 , , 腹痛 等 消化 器 あつ た . 頭痛 は IT 6 
92%, ITP19 に み ら れ た が 以上 何れ も 軽症 で あり 重 修 
な 症状 を 示し た も の は 全く み ら れ な か つた (第 28 表 ). 


以上 新 虫 駆虫 剤 と し て の T を 種々 の 角 より 
し た 結果 , エ T は マウ ス , 犬 , 猫 等 に 対す る 動物 実験 に 
ょ り 毒 性 の 低い こと が 確 め られ た . 更に 犬 を 用 いて の 鋼 
虫 駆 虫 作 用 の 観察 と ょ より と の 薬剤 は 犬 釣 虫 に 対し て 下剤 
を 用 い ず に 投与 し た 場合 , 何等 の 副作用 を 示さ ず に 高い 
駆虫 成績 を 示し た . 又 人 の 多 虫 寄生 者 の 集団 駆虫 に 当り 
既存 の 他 の 薬剤 と 共に 投与 し 比較 を 行い 副作用 る 軽度 で 
(その 大 部 分 は 消化 器 障 害 で あり 神経 障害 の も の は 全く 
見 当ら な か つた ) あり 下剤 も 用 いる 要 な く 陰 転 率 も 他 の 


(19 ) 
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第 26 表 各 に 依る 績 (江南 ) (ITP) の 宿主 に 対す る 釣 虫 に 対す る 
投 2) 動物 試験 と し て , マウ ス , 犬 , 猫 に 対し て 経口 

( 転 ) 性 試験 を 行い マウ ス の LDs。 2.6g/kg, 犬 は 2g/kg 投与 5) 


アス カリ ドー ル ん 23 で 軽度 の 中 帯 , 猫 は 2glkg 投与 で 中 等 度 の 中 悪 症状 を 
上 上 押切 72 95 
4 glkg 投与 で 死亡 する 結果 を 得 た . 何れ も 


29 
ITPS 成 沢 (30.32%) 85 122 83) 犬 釣 虫 自然 感染 犬 の 便 中 に 排 滋 され る 虫 九 に つき 


継続 的 に 観察 を 行 つ た . 即ち 算定 法 , 培養 法 , 
浮 海 法 の 各々 の 検討 及び と れ ら の 8 法 の 比較 を 行い , ま 


第 27 表 ITPS に 依る 回 虫 朗 虫 成績 (江南 村 ) た 培養 法 の 検査 適期 の 検討 を 行 つ た . その 結果 濾紙 培 状 9) 
法 は 虫 卵 算定 法 に より 予想 され た 数 に 近い 仔 虫 族 出 数 を 
示し 和食 塩水 に よる 浮 で の 検出 数 は 前 
陰 転 数 28 46 者 を に 下 成績 を 示し た . 
( 陰 転 率 =%) (54.90) (51.68) (56.45) (53.46) 4) 犬 釣 虫 感染 犬 に 対し IT 200mg/kg を 連続 投 , 
陽 性 数 23 43 27 93 1 回 投与 と よる 貝 卵 陰 転 を 観察 し た . また 従来 釣 虫 駆虫 
: 計 51 89 62 202 剤 と し て 使用 され て 来 た 4 塩化 そ チレ ン 及 び 1-Bromo- 
naphthol (2) CBN) も 同 投与 また は 1 回 
第 28 表 4-Iodothymol, Piperazine bis iodothy- 与 を 行い その 結果 を 観察 し た . 
molate の 主要 副作用 出現 率 5) 更に 人 体 実生 の ツマ ビ =・ ア メリ カ 釣 虫 に 対す る 集 
ss Ci 団 駆虫 を 行 つ た . と の 結果 既存 の アス カリ ドー ル ・ サ ン 
nN 4Iodothymol jodothymolate ト = ン 剤 , BN 剤 等 に 比 し て 劣ら な いい 駆虫 成 績 を 示し 
調査 人 45 名 129 名 た また エ TP は に 対し て も 応用 し 平均 53.5% 


発 転 を 得 た . と れ と 併行 し て IT 及 び ITP の 投与 時 の 
人 員 率 () 人 員 率 ( 久 ) 副作用 の 調査 も 行い 軽い 消化 器 障 害 の 外 , 重 入 な 副作用 


異常 な し 24 8583000 を 示す も の は みみ られ な か つた . 

食欲 不 振 1 2 40 31.0 

気 2 4.5 42 32.6 本 研究 に 当り 御 指導 を 且つ 論 校閲 た 
嘱 吐 0 0 3 2.3 当 研 究 部 々 長 佐 々 学 教授 に 深 其 の 感謝 の 意 を 表す る . ま 
腹 靖 14 37.8 41 31.8 た 貴重 な る 御 助 言 を 功 いた 本 研 完 部 林 滋 生 博 士 , 御 協力 
6 13.4 62 48.0 頂い た 松尾 孝 , 佐藤 金 作 , 矢沢 庄 三 , 
6.7 25 19.4 英 諸氏 に 感謝 の 意 を 表す る . 叉 を 御 分 与 い た 
発 疹 0 0 1 0.8 静岡 薬科 大 学 林 栄 一 教授 及び 国立 予防 衛生 研究 所 容 岡 
重 浅 0 0 0 0 一 男 博 士 , 実験 に 御 援助 頂い た 埼玉 県 小原 療養 所 吉田 交 


香 博 士 , 薬剤 を 提供 頂い を 中外 製薬 株 式 会 社 研究 所 , 富 


も の に 比 し て 劣ら な か つた . 出 化 学 株 式 会 社 の 各位 に 厚く 御礼 申 上 げ る. 


釣 虫 駆虫 剤 と し て の 3 つの 条件 , 副作用 な く , 服用 に 


便 で , 駆虫 効果 の ある と と を 満た す 薬 剤 の ー つ と し て 採 文 献 
り 上 げ 得 る も の と 思わ れる . 1) 中 馬 康 男 ・ 伊 地 和 季 治 ・ 村 岡 久 敏 ・ 奥 野 享 ・ 原 田 
逸郎 ・ 若 松 親 宮 田 誠 (1957) : オー ミン (1- 
要 約 ブロ ロム ・2- ナフトール ) に よる 多 成績 と 肝 
1) 筆者 は 釣 剤 と し て 林 ら の スク リー= ン グ ・ 
テス ト の 結果 とりあげ られ た 4-Iodothymol (Mono 1 報 , 大 結核 研 51-58.・ 
iodothymol=IT) 及び Piperazine bis iodothymolate 3) 林 栄 一 ・ 石 田 ・ 藤 田 (1951) : 薬 に 


(20 ) 


| 
8) 
1 
& 
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関す る 基礎 的 研究 第 2 報 , 金 医 大 結核 研 。 第 10 methyl1-1-oxy-6-isopropyl benzene) を 経口 的 に 投 


年 報 , 10-15. 与 そ る マウ ウス 臓器 病理 学 的 検索 , 十 全 医 
4) 林 栄 一 ・ 石 田 徴 雄 (1951) : 駆虫 薬 に 関す る 基礎 雑 , 60 (10), 1623-1626. 
的 研究 第 3 報 , 金 医 大 結核 研 第 10 年 報 , 16-18. 10) 佐々 学 ・ 百 坂 意 里 ・ 福 井 正 信 ・ 林 滋 生 ・ 三 浦 昭 子 
5) 林 一 ・ 石 田 (1951) : 虫 薬 に 関す る 基礎 佐藤 藤 岡 万 雄 ・ 吉 田 交 ・ 平 島 信 子 ・ 魚 谷 
的 研究 , 第 4 報 , 金 医大 結核 研 。 第 10 年 報 , 19-29. 和彦 ・ 西 田 弘 平 ・ 中 山大 門 (1958) : 4- ョ ー ド チ 
6) 石田 (1952) : 薬 に 関す る 基礎 的 研究 , モー ル 及 びそ の ピ ペ ラ デン 塩 の 効果 に 関す る 
第 5 報 金 医 大 結核 研 , 第 10 年 報 , 295-311. 研究 ( 初 報 ) 東 医 新 誌 , 7 (9), 541-646. 
7) 林 栄 一 ・ 高 村 省 三 ・ ・ 杉 山 富 ・ 杉 山 11) 坂 意 (1956) : 寄生 線 虫 類 感染 の 生態 に 


石塚 博 (1959) : 度 虫 薬 に 関す る 基礎 的 研究 , 第 6 関す る 研究 (2) 寄生 虫 誌 8(1), 62-68. 

報 , 薬 , 79 (1), 38-42. 12) 一 男 (1957) : ・ 成 虫 を 用 いて の 負 
8) 林 栄 一 (1958) : 度 虫 薬 に 関す る 実験 的 研究 , 静 朗 虫 剤 の 効果 判定 に 関す る 実験 的 研究 , (3 ), 審 

薬 大 開 学 職 週 年 記念 論文 集 , 96-113. 生 虫 誌 , 6 (5), 401-413. 


哲治 ・ 楠 昭 恵 (1958) : 薬 (4-Iodo-3- 


EXPERIMENTAL STUDIES ON 4-IODOTHYMOL AS THE 
ANTHELMINTICS FOR CANINE AND HUMAN 
HOOKWORM INFECTIONS 


MASANOBU FUKUI 
(Department of Parasitology, Institute for Infectious Diseases, University of Tokyo, Japan) 


4-Iodothymoi (IT) as well as piperazine bis iodo- thymolate (ITP) are the chemicals as the 
most promising anthelminitics for hookworm infection after screening tests of some 200 compounds 
made by Hayashi (1948’-59). 

The author made experimental studies on the effects of these chemicals on both canine and 
human hook- worm infections, and has obtained satisfactory results as one of the safe and effective 
drugs applicable for this purpose. (1) Toxicity: LD;s» was estimated 2.6 g/kg in mice. Dogs 
tolerated the dose of 2 g/kg after slight Signs of intoxication. A cat survived after administration 
of 2glkg, but another cat died by that of 4 g/kg. (2) Basic studies on the efficacy of Stoll’ egg- 
count technic, floatation with saturated saline solution and test-tube cultivation method for estimating 
the grade of hookworm infections with fecal samples were made to find out the proper method 
of evaluating the anthelmintic effects. (3) Comparative experimental studies on the effects of 
4-IJodothymol on both canine and human hookworm infections with that of the previously known 

_drugs, such as tetrachloroethylene and bromonaphthol, suggest that it is less toxic and as effective, 
and would obviously be one of the choice drugs for the treatment of hookworm infections. 
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和 寄生 学 雑誌 第 9 号 22-31 頁 1960] 


Cotton rat を 用 いた 糸 状 虫 症 化学 療法 の 
実験 的 研究 


(2) スペ トニ = ン 及 び マ フラ アル ゲー ル を の 成虫 に 
及ぼ す 影 


孝 


東京 大 学 伝染 病 研 究 所 寄生 虫 研究 部 (指導 佐々 学 教授 ) 
(昭和 34 年 8 月 10 日 受領 ) 


言 

閉 者 は さき に , コト ン ラ ッ ト の 糸状 虫 を も ちい , Die- 
thylcarbamazine (スペ パト = ン , 田辺 製薬 提供 1-Diethyl- 
carbamyl-4-Methylpiperazine citrate), 及び 有機 砥 素 剤 
の Mapharsol (マフ アー セミ ン , 第 一 製薬 3.-Amino-4- 
Oxyphenylarsinoxide 塩酸 塩 ) が その ミク ロフ マ ィ ラリ ア 
に 及ば す 作 用 を 検討 し て 第 1 報 と し て 報告 し た が , と これ 
ら の 薬剤 が 糸状 虫 の 成虫 に 対し 如何 な る 効果 を 及ば すか 
は , それぞれ の 薬剤 の 作用 特性 を 明らか に する 上 に も , ま 
た 治療 並び に 防疫 に 応用 する に あ た つ て も 重要 な 基礎 知 
見 と な る も の で ある か ら , 今回 は 両 種 薬剤 を 糸状 虫 感 染 
コト ン ラ ッ ト に 投与 し た 場合 の 成虫 の 致死 率 を 調べ , か 
つ 残 存 虫 体 の 組織 標本 を 作製 し て , 各 薬 剤 の 虫 体 に 及ぼ 
す 影 響 を 病理 組織 学 的 に 検討 し 興味 ある 知見 を 得 た の で 
報告 する . 
. 実験 材料 及び 方 法 

削 検 し た コト ン ラ ッ ト は 第 1 報 に て 報告 し た 実験 か 
ら 和 群 で , Diethylcarbamazine(C ス パト = また は 
Mapharsol (マフ マ ァ ー セ ミン ) を 腹腔 内 注射 し , 観察 中 
死亡 し た も の , 及び 投薬 後 あ る 時 期 を へ た 後 , クロ ロフ 
ォ ル ム で 麻酔 させ 解剖 し た も の で ある . 

解剖 の さい に 成虫 は 胸腔 と 腹腔 か ら ピ ン セ ッ ト で 成虫 
を いた め ぬ 様 に すべ て 採集 し た . 

生死 の 判定 に は , 380°C に 加 温 し た 生理 的 食塩 水中 に 
れ ;, と の 中 で 運動 する も の を 生 と し た . 同時 に 胸腔 内 に 
癒着 し て いる も の , 又 白 色 混 濁 を 呈し て 死亡 し て いる 虫 
係る 数 えた . 

また 虫 体 に 対す る 薬剤 の 作用 を 調べ る 目的 で 一 部 は ラ 
クト マラ ェ ノー ル で 遊 徹し て 内 部 構造 の 変 状 を 調べ , 一 部 
は パラ フィ ン 包 埋 し て 切片 と し , へ マト キシ リン ェ エ オ マジ 


ン , ワン ギー ソン , アザ ン の 染色 を 施し 障害 の 有無 , 程 
度 を 対照 と 比較 観 した. 
成 

I スパ ペ ト = ン 及び マフ アル ゾー ムル 投薬 の コト ン ラ ッ 
ト 糸 状 虫 成虫 に 対す る 致死 作用 に つい て 

1) スパ ト = ン 投与 群 の 検 成績 

スパ ト = ン の 投薬 は 流血 中 の ミク ロフ マフ ィ ラ リア (以下 
Mf と 略 ) に は 著しい 殺 減 効果 が ある 事 が 判明 し た が , 
成虫 に 対す る 効果 を 確か め る 為 , 実験 途中 で 死亡 し た も 
の , 及び 投薬 終了 後 あ る 時 期 を へ た 後 の コ トン ラッ ト を 
解剖 し , その 胸腔 , 腹腔 に いる 成虫 の 生死 を 調べ た . 解 
訓 を 行 つ た の は 第 1 編 に 示し た 実験 TTI, IV, V の 群 9 頭 
で と の うち 5 頭 は 死 , 他 の 4 頭 は 殺 分 し て し た 
も の で ある . その 成績 は 次 の 通り で ある . 

第 1 例 (実験 V, 第 1 群 , No. 5) . 
投薬 方 法 : 200mg/kg 日 連続 , 総 与 量 : 6,000 
mg/kg, フィラ リア 感染 後 187 日 , 流血 2.5 cmm 中 Mf 
136 の と き 投薬 を は じ め , 投薬 開始 後 49 日 目 に 死亡 し レ 


し た と ころ 心 に 液体 の が 著しく , 心 
炎 が あつ た も の と 思わ れる . ’ 
胸腔 に 生存 成虫 は 13 匹 , この うち 雄 6 匹 , 雌 7 匹 で , 
外 に 右側 胸腔 内 に 白色 混濁 し た 死亡 成虫 2 匹 が 見 出さ 


成虫 の 死亡 素 は 15 匹 中 2 匹 の 13.82% で あつ た . 

第 2 例 (実験 V, 第 1 群 , No. 6) 

投薬 方 法 : 200 mg/kg 30 日 較 続 , 総 投与 量 : 6,000 
mg/kg。 フ ィ ラ リア 感染 後 190 日 , 流 面 2.5 cmm 中 Mf 
88 の と き 投 薬 を は じ め , 投薬 開始 後 52 日 目 に 誠 検 . 
胸腔 より 生存 成虫 雄 6 匹 , 雌 8 匹 の 計 14 匹 が 採集 され 


(22) 


"9 

白色 

出さ 

II 

mg/! 

1,89 

35 

が く 

区 別 

% て 

mg/l 

r04 

胸 

に 頭 

され 

と 同 

別 き 

14 

第 

投 
回 , 

流血 

後 18 

第 

間隔 

生存 

: 匹 が 

第 

投 

れ mg/k 

胸 

間 : 

見 出 
第 


0 
Mf 


た . 外 に 心 電 外 壁 の 左側 に 胸膜 に 包ま れ , 輪 捧 に な つて 
白色 混濁 し て いる 成虫 1 匹 と , 同上 右側 に 附 着 し て , 体 
壁 の 数 ヶ所 で 破裂 の みとめ られ た 貝 体 1 匹 の 計 2 匹 が 見 
出さ れ た . 成虫 死亡 率 は 16 匹 中 2 匹 の 12.5% で あつ た . 

第 3 例 (実験 V, 第 1 群 , No. 1) 

投薬 方 法 : 200 mg/kg 27 日 連続 , 総 授与 量 : 5,400 
mg/kg フィ ラリ ア 感 染 後 187 日 , 流血 2.5cmm 中 Mf 
1,898 の と き 投 薬 を は じ め , 投薬 開始 後 27 日 目 に 死亡 . 

胸腔 に は 心 電 膜 炎 が 認め られ た . 生存 成虫 は 雄 54 匹 , 
85 計 89 匹 , 外 に 死亡 成虫 の 6 匹 , 8 計 14 
が 認め られ た . と の 例 は 投薬 開始 後日 数 が 他 に 較べ て な 
が く 経 過 し て いな い の で 死亡 成虫 に つい て も また 雌雄 の 
区 別 が 明瞭 に 出来 た . 成虫 死亡 率 は 103 匹 中 14 匹 の 12.5 
% で あっ つた . 

第 4 例 (実験 WW, 第 2 群 , No. 6 ) 

投薬 方 法 : 200 mg/kg 10 日 連続 , 総 投与 量 : 2,000 
mg/kg フィ ラリ ア 感 染 後 280 日 , 流血 2.5 cmm 中 Mf 
704 の と き 投 薬 を は じ め , 投薬 開始 後 18 日 目 誠 検 . 

胸腔 より 4 雌 7 11 匹 の 生存 成虫 と , 胸膜 下 
に 頭 部 , 尾部 の み を つつ と ん で いる 死亡 虫 の 一 群 が 見 出 
され た . と この 一 群 を 傷つけ 引 様 に 取り 出し た 所 , 第 3 例 
と 同じ 様 に 投薬 開始 後日 数 が 経つ て いな い 旋 雌雄 が 区 
別 さ れ 雄 2 匹 , 雌 1 匹 の 計 3 匹 で あつ た . 成虫 死亡 率 は 
14 匹 中 3 匹 の 21.4% で あつ た . 

第 5 例 (実験 V, 第 2 群 , No.11) 

投薬 方 法 : 200 mg/kg 5 日 連続 あと 1 週間 お いて 1 
回 , 総 投 与 量 : 1,200 mg/kg, フィ ラリ ア 感 染 後 156 日 , 
流血 2.5cmm 中 Mf 51 の と き 投 薬 を は じ め , 投薬 開始 
後 18 日 目 に 死亡 . 

第 5 例 は 200mg/kg 5 日 連続 あと 週 1 回 200mg/kg の 
間隔 投与 を 1 回 投薬 し た の で 死亡 し た の で 直ちに 解 前 
を 行 つ た . 解剖 の 結果 胸腔 に は 心 電 膜 炎 が 認め られ た . 
生存 成虫 は 2 匹 , 1 匹 の 計 3 , 外 に 死亡 虫 体 2 
匹 が 採集 され た . 成虫 死亡 率 は 40.0% で あつ た . 

第 6 例 (実験 TT, 第 3 群 , No.15) 

投薬 方 法 : 80 mg/kg 10 日 お き 10 回 , 総 投与 量 : 300 
mg/kg。 フ ィ ラ リア 感染 後 216 日 , 流 面 2.5 cmm 中 Mf 
160 の と き 投 薬 を は じ め , 投薬 開始 後 108 日 目 部 検 . 
胸腔 か ら 雄 1 , 計 8 の 生存 成虫 と 死亡 し て 
間 も な い と 思わ れる 雄 1 匹 と 雌 3 匹 の 計 4 匹 が 胸膜 上 に 
見 出さ れ た . 成虫 死亡 率 は 12 匹 中 4 匹 の 838.8 で あつ 
た . 

第 7 例 (実験 3 群 , No.14) 
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投薬 方 法 : 30 mg/kg 10 日 お き 10 回 , 総 投与 量 : 300 
mg/kg,。 フィラ リア 感染 後 214 日 , 流 面 2.5 cmm 中 M; 
187 の と き 投 薬 を は じ め , 投薬 開始 後 106 日 目 誠 検 . 

胸腔 より 1 , 1 の 計 2 匹 の 生存 成虫 と , 写真 

1 の 如く 胸骨 内 面 右側 に 答 着 し た 2 匹 の 死亡 虫 が 認め ら 
れ た . 成虫 死亡 率 は 4 匹 中 2 匹 の 50.0 で あつ た . 

第 8 例 ( 実 験 了 TI, 第 2 群 , No.10) 

投薬 方 法 : 20 mg/kg 5 日 連続 あと 20 mg/kg 10 日 お き 
9 回 , 総 投与 量 : 280mg/kg, フィ ラリ ア 感 染 後 201 日 , 
流 面 2.5cmm 中 Mf 440 の と き 投 薬 を は じ め 投 薬 開始 
後 98 日 目 に 死亡 . 

第 8 例 は 5 日間 連続 集中 投薬 後 , 間隔 投与 9 回 目 を 終 
了 了 後に 死亡 し た . 解剖 は 同日 行 つ た が , 腸 重 積 を 起 し て 
いる 事 が 認め られ た . 胸腔 内 に は 生存 成虫 が み ら れ ず , 
右側 胸腔 胸膜 上 に 1 匹 , 白色 た 体 が 検出 
され た . 成虫 死亡 率 は 100 必 で あつ た . 

第 9 例 (実験 TT, 第 3 群 , No.12) 

投薬 方 法 : 80 mg/kg 10 日 お き 6 回 , 総 投与 量 : 180 
mg/kg フィ ラリ ア 感 染 後 186 日 , 流血 2.5 cmm 中 Mf 
820 の と き 投 薬 を は じ め , 投薬 開始 後 67 日 目 死 亡 . 

第 9 例 は 30 mg/kg 間隔 投与 6 回 終了 後 死 亡 し た 為 同 
日 解剖 を 行 つ た . 解剖 の 結果 腎臓 が 著しく て いる 
の が 認め られ , は 胸腔 内 に 生存 成虫 2 匹 , 8 
の 計 5 匹 が 採集 され , 死亡 成虫 は 見 出さ れ な か つた . 

以上 の 結果 か ら ス パト = ン は 総 投 与 量 180mg/kg の 例 
で は , 成虫 の 死 汰 は み ら れ な か つた が , 280mg/kg 以上 
で は , ある 程度 成虫 に 効果 が あり , 死滅 する も の が ある 
と と は 確実 で ある . そし て 大 量 を 連続 し て 投与 し た 場合 
より も , それ より は る か に 少 い 80mg/kg で も 間隔 的 に 長 
期 に わた つて 投与 し た 際 に 高い 死亡 率 を 示す よう に 思わ 
れる . 

対 辿 と し て 第 1 報 の 実験 了 T に 報じ た マ ィ ラリ ア 感 染 後 
188 日 目 死 亡 の 1 頭 を 同日 剤 検 し た が , 胸腔 に 心 概 膜 炎 
が 認め られ , 成虫 は 胸腔 より 雄 3 匹 , 雌 12 匹 計 15 匹 の 生 
存 成虫 の み が 採 集 さ れ た . 
更に 1 頭 は , 実験 に 記し た 感染 後 222 日 目 に 事故 で 
死亡 , 同日 章 検 を 行 つ た も の で は , 胸腔 より 生存 成虫 の 
み 2 匹 , 4 匹 の 計 6 が 採集 され た . 

2) マフ アル ゾー 薬 の 誠 成績 
マフ アル ゾー ルル 群 は 連続 投薬 を 行 つ て も , か な り の 長 
期間 Mf の 減少 を みな か つた が , この ょ うな 時 期 に 誠 検 
し て 糸状 虫 成 虫 に 及ぼ ばす 影響 を 調査 し た と と ろ 次 の よう 
な 成績 を 得 た . ” 
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第 1 例 (実験 第 1 群 , No. 1) く , 体 が 互い に か ら ま り 色 た 6 つの ら > ィ 
投薬 方 法 : 5 mg/kg 10 日 連続 , 総 投与 量 : 50 mg/kg る 死亡 成虫 が 検出 され た . と これら 死 亡 群 は 全部 で 89 匹 , と き 
フィ ラリ ア 感 染 後 296 日 。 流血 2.5 cmm 中 Mf 583 の 成虫 死亡 率 は 75 匹 中 89 匹 の 52.0% で あつ た . 避 
と き 投 薬 を は じ め , 投薬 後 79 日 目 誠 検 . 第 2 例 (実験 W, 第 1 群 , No. 3 ) 虫 
胸腔 より 雄 28 匹 , 雌 13 匹 の 生存 成虫 と , 写真 2 の 如 投薬 方 法 : 5 mg/kg 10 日 連続 , 総 投与 量 : 50 mg/kg 半 と 后 
数 
第 1 表 スペ パト = ニン 及び マフ ァ ル デール 投薬 の コト ソン ラッ ト 系 状 虫 成虫 に 対す る 影響 136 
トン 量 フォ ラリ ア 
200 mg 30 日 間 生存 成虫 13 8 6 フォ ラリ ア 感 染 後 187 晶 4 
V-1-5 6,000 
投 始 49 日 目 死 と き 
$ 6 
生存 成虫 14 感染 後 190 日 
200mg 27 日 間 生存 成虫 89 8 54 感染 後 166 日 
5,400 935 13.:6 
連 続 投薬 後 27 日 目 死亡 間 , 
1 
が 200mg 10 日 間 生存 成虫 】1 8 4 感染 後 230 日 
IV-2-6 2,000 
連 続 3 投薬 後 13 日 目 解剖 
200 mg 5 日 連続 8 2 
ト IV-2-11 1,200 あと 200mg1 週 生存 3o 1 40.0 感 業 後 156 日 
間 き 1 回 死亡 投薬 後 18 目 死亡 
$ 1 
30 mg 10 日 3s き 生存 成虫 8 感染 後 216 日 
300 
$8 1 
生存 成虫 2 感染 後 214 
生存 
20mg 5 日 連続 
生存 成虫 0 感染 後 201 日 
III-2-10 280 あと 20mg 10 日 100 部 の 
is き 9 回 死亡 成虫 1 投薬 後 93 日 死亡 
30 mg 10 昌 is き 生存 成虫 5 8 2 感染 後 186 日 
III-3-12 180 0 また 
6 死亡 成虫 状 は 
生存 145 8 69 171 
8 23 
50 5mg 10 日 生存 成虫 36 13 52.0 後 296 日 て い 
16 
ル IV-1-3 50 生存 成虫 62 感染 後 230 られ . 
ル 生存 成虫 16 8 1 感染 後 296 日 
死亡 成虫 116 ご 
3 3 
9 12 感染 後 188 日 の 方 3 
生存 成虫 6 2 
4 感染 後 222 日 か ら B 
死亡 成虫 0 
(コト ン ソン ラッ ト No. は 入 一 編 た 示し た 実験 番号 投与 群 - 個 体 番号 を も つて 表示 し た ) 2) 
(24 ) 
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ッ マッ ィ ラ リア 感染 後 280 日 , 流血 2.5 cmm 中 Mf 108 の 
と き 投 薬 を は じ め , 投薬 開始 後 1 日 目 湖 栓 

誠 検 は 投薬 終了 後 3 日 目 に 行 つ た. 胸腔 か ら は 生存 成 
虫 雄 16 匹 , 雌 42 匹 計 62 匹 の 多数 で , これ ら に 混 じ , 前 例 
と 同じ 様 に 虫 体 が 互い し に か ら ま り 死 亡 し て いる 成虫 も 多 
数 採集 され た . 死亡 虫 体 数 は 全部 で 77 匹 , 成虫 死亡 素 は 
139 匹 中 77 匹 の 55.42 で あつ た . 

第 3 例 実験, 第 2 群 , No. 5) 

投薬 方 法 : 3 mg/kg 10 日 男 続 , 総 投 与 量 : 30 mg/kg 
フィ ラリ ア 感 染 後 296 日 , 流 面 2.5 cmm 中 Mf .184 の 
と き 投 薬 を は じ め , 投薬 開始 後 79 日 目 誠 検 

総 投 与 量 80mg/kg で は 死亡 成虫 は 1 匹 も 採集 出来 ず , 
生存 成虫 は 雄 11 匹 , 雌 5 匹 計 16 匹 で あつ た . 

以上 の 事 か ら マ ファ アル ゾー ル 1 日 1 回 3mg/kg !0 日 
間 , 総 投薬 量 80mg/kg で は 成虫 に 著 明 な 効果 が なく, 
1 日 1 回 5 mg/kg 10 日 間 総 量 50 mg/kg を 与え る と 糸状 
虫 成 虫 の 約 半 数 が 死滅 する こと が 明らか に され た . 

IT. スパ ト = ン また は マフ アル ゾー ムル 投与 に よる コト 
ン ラ ッ ト 茶 状 虫 成虫 の 内 部 構造 の 変 状 に つい て . 

1) ラク ト フ エノール 透 徹 法 に ょ る 観察 

a) スパ トニ = ニン 投与 群 に お ける 成績 

スパ ト = ン 投与 群 , 総 投 与 量 280 mg/kg 以上 で は 成 
虫 の 死亡 も 認め ちら れ た の で , 実験 TW, 第 3 群 の No. 6 の 
生存 雌 成 虫 83 匹 を タクト マ ェ ノー 液 た 浸け 徹し , 内 
部 の 変 状 を 調べ た . 

成虫 は , 角 皮 , 頭 部 , 食道 , 腸 等 特に 異状 を 認め ず , 
また 子宮 , 膝 , 膝 内 Mf 等 に も , と の 方 法 で は 著しい 変 
状 は 観察 で き な か つた . 

た さく 膝 末端 部 Ovejector) の 陰 門 に 接続 する 部 位 は 全 
例 に お いて 形 が くず れ , 第 1 図 の 様 に 異状 な 形態 を 量 レ 
て いる の が 認め られ た . 非 処 置 群 で は 全く 同様 の 形態 を 
見 る 事 が 出来 な い の で , 恐らく スパ ト = ン の 作用 と 考え 
られ た . 

b マフ ア ル ゾ ー ル 投与 お ける 成績 

アル ゾー 投与 も る スパ ト = ン と 同様 実験 第 
1 群 の No. 1 の 生存 成虫 群 の 約 半 数 を 使用 し , ラク トス 
ェ ノ ー に し 観察 を 行 つ た . 

アル ゾー 群 で は スペ パト = ン と 異な り 生 器 に と 
の 方 法 で は , 特に 異状 が 認め られ な か つた が , 腸管 が 障 


害 せ られ , 特に 食道 と の 接合 部 が 不明 瞭 に な り , この 部 


か ら 陰 門 の レベ ル に か け 明 ら か に 腸管 の 葵 縮 , 選 平 化 , 
みだれ 等 が 観察 され た (第 2 図 ). 
2) 組織 学 的 検索 


第 1 スパ トニ = ン 200mg/kg 10 日 連続 投薬 生 
存 成 虫 騰 末 端 部 の 変 状 ( 左 側 対 照 ) 


組織 標本 を 作製 し た 生存 成虫 は 前述 と 同じ 群 の 同じ 
No. の も の で ある . 

叉 死亡 成虫 は スペ パト = ン 実験 W, 第 3 群 の No.10, マ 
マラ マ ァ アル ゾー ル は 実験 WV, 第 1 群 の No. 8 に つい て 夫々 組 
織 標 本 を 作製 し 観察 し た . 

スパ ト = ン , マフ アル ゾー ル の いづ れ の 場合 で も 死 減 
し た 虫 体 は 同様 に 卵細胞 , 子宮 内 の Mf は 崩壊 。 消失 
し , また は 結 締 織 細 胞 に ょ つて 置換 され , 一 部 石灰 化し レ 
虫 体 は 主として クチ クラ を の こと す の み と な り , 時 に 消化 
管 や 子宮 壁 の 残存 を 認め る が , 殆 ん ど 内 部 構造 が 不明 で 
あつ た . し か し な お 生存 し て いる 虫 体 に つい て も 組織 学 
的 に 検査 する と 次 の よう な 変 状 が 見 出さ れる . 

a) スペ パト = ン 投与 群 に お ける 成績 

スパ ト = ン で の 生存 成虫 は , 対照 群 に 較べ 僅か に 卵 
が し , 中 に 含ま れ て いる 胞 の 数 が 減少 し , 
胞 は 大 小 不 揃 , 染色 性 不同 と な り , 一 部 卵細胞 の 退行 変 
性 が ある も の と 認め られ る . 

また 卵巣 先端 の 軸 索 CRachis) の 存在 する 部 位 で は , 
卵 母 細胞 の 排列 が 不 規則 と な り , 細胞 質 に し ば し ば 空 胞 
化 が 認め られ た . . 
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第 2 図 マフ アル ゲー ル 5mg/kg 10 日 連続 投薬 状 
の 成 , 食道 , 腸 の (右側 ) 


子宮 内 の Mf は 不変 , 体 細胞 に も 著 明 な 変化 は 認め ら 
れ な か つた . 
b) マフ ア ル ゾ ー ル 投与 お ける 成績 


マフ アル ゾー ル に お ける 生存 虫 で は , 対 照 に 比 し , 卵 ・ 


巣 先端 軸 索 CRachis) 部 の 卵 母 細胞 が スペ パト = ン と 同様 
排列 不 規 則 , 空 胞 化 が 認め られ た が , スパ ト = ン に 較べ 
太 素 剤 の 方 が 強く , 又 核 の 染色 性 の 低下 が 認め られ た . 


卵巣 主 部 に お いて も 軽度 な が ら 卵 細胞 の 大 小 , 染色 性 
の 不同 , 崩壊 が み ら れ , と の 外 体 壁 きた は 子宮 壁 に 空 胞 
変性 が あら われ て いる . 

子宮 内 の Mf に 対し て は 砥 素 剤 の 方 が 作用 が 強く , 一 
体 と た スペ ト = ン に 比 し , 虫 体 に 対す る 影響 が 強い 様 な 所 
見 を 得 た . 

薬剤 投与 後 の っ トン ラッ ト 内 に お ける , Litomosoides 
caninzz 成虫 の 死亡 率 を みる と , スパ トニ = ン 投 与 の 場合 
で は 総 投与 量 が プロ キャ 180mg の 例 で は 死亡 虫 を 見 出 
さなか つた が , 280mg 以上 で は 多かれ , 少な か れ 死 亡 虫 


が 見 出さ れる . 感染 後 こ と の 位 の 時 期 で は , 対 照 で は 全く 
死亡 虫 が 見 出さ れ な い の で , スペ パト = ン の 成虫 に 対す る 
致死 作用 が ある と と は 明らか で あろ う .。 た くさ し この 和 死亡 
率 は , 投与 量 が 増し て も 必ず し も 高く は な ら な いよ うに 
思わ れる . 寄生 虫 数 が 少な い 場合 は 得 ら れる 死亡 率 も 変 
動 が 大 きい が , 今回 の 例 で は 180 mg の 場合 を 除き 12.5 
% か ら 100% 及び , 平均 17.6( り を 示し た. 第 1 
報 に 述べ た 如く , スペ ト = ン の マウ ス に 対す る LDs。 は 
485.3 mg/kg で あつ た が , その 半量 に 近い 200 mg/kg と 
いう 大 量 を 連日 的 80 日 投与 し た 3 頭 の コ っ トン ラッ ト に お 
いて , いづ れ も 12~18% の 死亡 事 を 示し た が な お と の 大 
量 の 連続 と 比 し は る か に 少 い 80 mg/kg で も 長期 に わた 
つて 間隔 投与 し た 場合 が 総量 が 少な くし か も 380%~50 
と いう より 高い 致死 効果 が あら われ た 事 は 注目 され る . 

と れ に 比 し て マフ マラ アル ゾー ル を 投与 し た 場合 は 総量 プ 
ロキ ャ 80 mg の 例 で は 1 匹 の 死亡 糸状 虫 も 見 出さ れ な か 
つた が , 5 mg/kg (マウ ス に 対す る LDs。 は 30.9 mg/kg 
で あつ た ) を 連続 10 日 , 総 投与 量 50mg の 2 頭 で は , そ 
れ ぞ れ 52.0%, 55.42 (平均 54.22%6) の 状 虫 死亡 率 を 
示し た . と これ ら の 例 か ら み る と Litomosoides carinii OD 
成虫 に 対し て は , 連続 集中 投与 し た 場合 スペ パト = ン に 比 
レ し レ マフ マ ア ル ゾ ー ル の 作用 が 大 きい よう に 思わ れる . 

第 1 報 に 報じ た 如く , 流血 中 の Mf に 対し て スパ ト = 
ン が 顕著 な 殺 減 作用 を 有 し , マフ マ ア ァ アル ゾー ル は 殆 ん ど 影 
響 を 及ば さなか つた と と と 対比 し て 興味 ある こと で あ 

また マ ャ ファ アル ゾー ル で 死亡 し た 成虫 は , 胸腔 内 で 互 に 
か ら ま りあ つて , 死亡 虫 体 塊 を 形成 する の に 反し , スペ 
ト = ン で 死亡 し た 貝 体 は , 多く 個々 < に は な れ , 胸膜 下 に 
頭 ま た は 尾部 を 挿入 な いし は 胸腔 壁 , 内 臓 表 面 等 の 胸 
膜 に 癒着 し て いる 像 が み ら れ た . 

な お 生存 虫 体 に お いて も , その 組織 学 的 な 検索 を 行う 
と , スパ トニ = ニン, マフ アル ゾー ル の いづ れ の 場合 に お い 
て も 若干 の 障害 を 蒙 つ て いる 貝 体 が あぁ る と と が 確か め ら 
れ た . その 主たる 所 見 は 委 巣 に お ける 卵 母 細胞 , また は 
卵細胞 の 退行 変性 一 部 崩壊 等 で ある が , 子宮 内 の Mf 
は 比較 的 障害 が 少 い よう に 思わ れる . 検査 し た 虫 体 が 死 

に いた る まで の いか な る 時 期 に ある か を 明らか に し な 
けれ ば , 薬剤 間 の 比較 を 厳密 に 行い 得 な い が , 検 鏡 し た 
例 で は , マラ マ ア ル ゾ ソール に よる も の が , スペ パト = ン に よ な 
る も の に 比 し , 卵 梨 に 対す る 障害 が 少な く , 反対 に 子宮 
内 の Mf に 対す る 影響 が 強い よう に 思わ れ た . 

ラク フェ エノール で し た 全体 標本 に つい て も , 消 
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化 管 に 対 レ マフ マ ア ァ アル ゾー ル の 方 が 強く 障害 を 与え て いる 
と と が うか が われ る . 

CH) コト ン ラ ッ ト 糸 状 虫 の 成虫 数 と 流血 中 Mf 数 の 
関係 に つい て 

と れ ま で 回 虫 , 釣 虫 , 毛 様 線 虫 な どの 腸 内 寄生 虫 つ い 
て は , その 寄生 数 と 1 日 に 排出 され る 卵 数 か ら , 雌 1 匹 
に つい て どの くら い の 産 九 が ある か を 推定 する 観察 を 行 
つた 実験 が いく つか 報告 され て いる .。 し か し 糸状 虫 に つ 
いて は , と の 関係 が 充分 明らか に され て お ら ず , 犬 糸 状 
虫 な ど に つい て 誠 検 し て 見 出さ れ た 雌 成 虫 と , 流血 中 の 
Mf 数 に つい て の 関係 が し ら べ られ て いる に 過ぎ な い . 
著者 は と の 関係 に つい て 最も 観察 が し や ゃ やすい, コト ン 
ラッ ト 糸 状 虫 に つい て と の 面 に つい て 観察 を 試み た . 
1. スパ トニ = ン 投 与 終了 後 の Mf 数 の 回 復 と 剖検 し て 
見 出さ れ た 雌 成 虫 数 の 関係 

感染 ラコ トン ラッ ト に スパ トニ = ン を 一 定 の 方 式 で 投与 す 
る と , 前 述 し た よう に 流血 中 の ミク ロフ マ ィ ラリ ア 数 は い 
ち じ る し く 減 少 す る が , 投薬 を 終了 し て 放置 する と ミク 
ロフ イラ リア 数 が ある 程度 まで 再び 増加 し , 投薬 量 に 
ょ つて は , や が て も と の Mf 数 に と まで 層 復 する 場合 も あ 


る. 


と の 場合 , お そら く ス パト = ン 投 薬 に より 従来 か ら 流 
血 中 に 蓄積 され て いた Mf は ほとん ど 除 去 さ れ , 投薬 終 
了 後 生存 し て いた 雌 虫 か ら 新 た に 産出 され た Mf が 流血 
中 に 新た に 蓄積 され て ゆく も の と 思わ れる . 

も ちろ ん , と この さい に は 宿主 の 免疫 が あつ て , Mf が 
流血 中 と すべ て 生存 し て いな いか も し れ な いし , また 雌 
虫 の 薬剤 に よる 障害 に よ ょ つて , 健康 な 場合 に み ら れ る だ 
け の Mf 数 を 産出 し な いか も し れ な い 。 し か し , と これ ら 
の 点 を 考慮 に お いた 上 で , スパ ト = ン 投薬 終了 後 の Mf 
数 の 回 復 状態 と , 宿主 を 誠 検 し た さい の 雌 虫 数 の 関係 を 
し ら べ て みた の が と の 実験 で ある . 

実験 に 使用 し た コト ン ラ ッ ト は 実験 MV 第 2 群 の No. 8 
9, 10 で ある . 

No. 8 は 投薬 終了 翌日 の 検 血 で は 流 面 2.5cmm 中 Mf 
数 は 21, 解剖 直前 の (投薬 終了 後 28 日 目 ) Mf 数 は 416 
で あつ た . 胸腔 に は 生存 成虫 雄 22 匹 , 雌 15 匹 , 他 に 左右 
胸腔 の 胸膜 に 附 着 し て 匹 数 不明 で ある が , 白色 混 汐 し た 
死亡 虫 も 見 出さ れ た . と の 生存 雌 15 匹 は すべ て 完熟 成虫 
で あっ 

第 2 例 の No. 9 は 投薬 終了 翌日 の Mf 数 は 流血 2.5 
cmm 中 16, 解剖 直前 (投薬 終了 後 の 23 日 目 ) の Mf 数 
は 66 で あつ た . 胸腔 に は 生存 雌 成 虫 3 匹 と 雄 1 克 (完熟 
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雌 2 4 と 外 に は 不明 で ある が 死亡 し て い 
る 成虫 が 右側 胸腔 内 , 胸膜 上 か ら 検 出さ れ た . 


第 3 例 の No.10 は 投薬 終了 翌日 の Mf 数 は 流血 2.5 
cmm 中 20, 解剖 直前 (投薬 終了 後 28 日 目 う の Mf は 199 
で あつ た . 解剖 の 結果 胸腔 ら は 6 と 9 (完熟 
雌 虫 8 匹 ) の 計 15 匹 の 生存 成虫 と , 左側 胸腔 内 胸膜 上 に 
死亡 し て いる 成虫 が 採集 され た . : 

と と て 適当 量 の スペ パト = ン が 血 中 Mf の み に 作用 し て 
減少 させ , し か も 成虫 に は 少し も 影響 を あたえ な い . 

叉 投薬 終了 後 すみ や か に スパ トニ = ニン は 体内 か ら 消 えて 
成虫 は Mf を うみ , その 全数 が 毎日 攻 積 され て め ゆく. 


と いう 仮定 を お く と , 投薬 に より -- 旦 Mf 数 を 減少 せ 
し め , その 人 後 の 増 加 を 雌 (完熟 敗 虫 ) の 匹 数 , 日 数 で わ 
れ ば 雌 1 匹 1 日 あたり の 産 仔 数 が 推定 で きる . 

No. 8 の 例 で は 雌 1 匹 の 1 日 の 産 仔 数 は 流血 2.5 cmm 
あたり 1.1 匹 , コト ン ラ ッ ト の 血液 量 を 体 重 の リ り :: と す 
れ ば 全 血 量 に つい て 4,400 匹 と 推定 され る . 

No. 9 は 雌 1 匹 の 1 日 の 産 仔 数 は 血液 2.5cmm あたり 
1.1 下 , 全量 に 対し て 推定 する と , 6,160 匹 , No.10 は 
雌 1 匹 の 1 日 の 産 仔 数 は 血液 2.5cmm 中 1.0 匹 , 全量 か 
ら 推定 する と 4,000 匹 と 略 々 3 頭 と も 同じ 様 な 値 が 算出 
され た . 


2. 無 処置 の 場合 の 誠 検 成虫 数 と Mf 数 と の 関係 

1 例 は イェ ダ = に よる 感染 後 92 日 目 に Mf が 検出 され 
は じ め , 278 日 目 に 解剖 , 誠 検 直前 の Mf 数 は 流血 2.5 
cmm 中 496 で , 胸腔 か ら は 4 と 成熟 6 が 見 
出さ れ た . 

第 2 例 は 実験 了 T で 感染 後 51 日 目 に Mf が 検出 され は じ 
め , 188 日 目 に 死亡 , 死亡 直前 の Mf 数 は 1,7938 胸腔 か 
ら は 成熟 雌 虫 12 匹 が 認め られ た . 

と れ ら 無 処置 群 で は Mf 数 と 成虫 と の 関係 の 算出 法 が 
前 の と 同じ 条件 で な い 為 , 厳密 な 比較 は 出来 な い が , 産 
出さ れ た Mf が まだ 死亡 せ ず 人 金 部 蓄積 され , か つ す べ て 
の 雌 が 同じ 日 か ら う み 出 し た と 仮定 し た 場合 に は , Mf 
数 を 成熟 駿 虫 数 と Mf が 産み 出さ れ て か ら の 日 数 で 割る 
と や は り 雌 1 匹 あ た り , 1 日 の 産 仔 数 が 推定 出来 る 。 こ 
の 方 法 で 計算 する と , 第 1 例 で は 血液 2.5 cmm 中 0.45 
匹 , 全 血 量 で は 1,800 匹 , 第 2 例 で は 血液 2.5 cmm 中 
1.1 匹 , 全 血 量 で 14,282 匹 と 算出 され た . 従 つ て , と 
の 両者 の 推定 数 に は 著しい 差 が み ら れ , マイ ラリ ア 症 に 
お ける 流血 中 の Mf 数 は 少な く も 上 述 の 仮定 の ょ うに 入 
単に 説明 し えな いと と が 推定 され た . 
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結 論 

1 う スパ トニ = ニン また は マフ アル ゾー ル が コト ン ラ ッ ト 
率 状 虫 (Litomosoides carinii) の 成虫 に 及ぼ す 効 果 を 調 
べ る 為 , 薬剤 投与 後に っ トン ラッ ト を 居 検 し て , 成虫 死 
率 を 観察 し , また 虫 体 の 変 を ラク トマ ェ エノール 徹 
標本 , 組織 切片 に つい て 観察 比 較 し た . 

スパ トニ = ン 投 与 で は 総量 プロ キロ 180mg の も 
の で は 死亡 率 0 で あつ た が , 280 mg 以上 6,000 mg で 
は いづ れ も 死 亡 虫 が 見 出さ れ , 平均 死亡 率 17.62 を 示し レ 
た 。 こ と の さい 200 mg/kg と いう 致死 量 に 近い 大 量 を 10 
日 な いし 8380 日 間 も 連 続 し て あたえ た 例 で は , ほ ゞ 183% し 
か 死亡 し て いな か つた が , その ほ く さく リ :。 量 を 10 日 間隔 で 
10 回 分 , 長期 間 に わ た り 投 薬 し た 例 で は , と これ よ り 高 い 
死亡 率 が 認め られ た . と これ に より , スペ パト = ン は いか に 
大 量 を あたえ て ぁ も 短期 間 で は 充分 な 効果 が み ら れ ず , 少 
量 で も 長期 に 分 割 し て あたえ る 方 が 有効 で ある と 推定 さ 

マフ アル ゾー 投薬 で は 1 日 1 回 3 mg/kg 10 
日 連用 (総量 プロ キャ 380mg) で は 死亡 率 0 で あつ た が , 
1 日 1 回 5 mg/kg 10 日 連用 (総量 50mg) で は 平均 54.2 
26 の 死亡 虫 が 見 出さ れ , 短期 投薬 法 で は スペ パト = ン に 
し 高い 値 が 得 ら れ た . 

4) スパ ト = ン 投薬 で 死亡 し た 虫 体 は , 多く 個々 に は 
な れ , 胸膜 下 に 頭 ま た は 尾部 を 挿入 な いし は 胸腔 壁 , 内 
表面 等 の 胸膜 に し て いる の が で ある の に , 
マフ マラ アァ アル ゾー ルル 投薬 で 死亡 し た 成虫 は 、 胸 腔 内 で 互 に 
ら ま りあ つて , 貝 体 塊 を 形成 し , 胸腔 壁 , 胸膜 等 に 癒着 
は 認め られ な か つた . 

5) 生存 虫 体 も タラ タクト エノール 透 徹 標 本 で みる と , ス 
パト ニン の 場合 は Ovejector 末端 の 体 壁 附 着 部 で 若干 の 
筋 線維 の 乱れ が 認め られ , マフ マフ ァ アル ゾー ル の 場合 で は 食 
道 と 腸管 の 接続 部 ,, それ に つく さく 腸管 等 に 明らか な 障害 
が 観察 され た . 

6) 組織 標本 の 観察 で は , スペ パト = ン 投 与 群 の 生存 虫 
に お いて も, 卵巣 先端 の 軸 索 (Rachis) 部 で 卵 母 細胞 の 
排列 の みだれ , 細胞 暫 の 空 胞 化 , また 卵巣 主 部 に お ける 
卵細胞 の 大 小 不 揃 , 染色 性 の 不同 , 退行 変性 や 崩壊 が み 
られ , 子宮 内 の Mf に 著しい 変 状 は な く , 体 細 胞 も 殆 ん 
ど 侵 され て いな か つた . アル ゾー 投与 で は , 
巣 お いて 上 記 と 同様 な 変化 が 観察 され た が , その 変 状 
は ょ り 軽 度 で あり , な お こと の 他 に 子宮 壁 の 裕 胞 変性 が 見 
ちら れ た . 

7) コト ン ラ ッ ト 糸 状 虫 の 雌 虫 数 と 流血 中 の Mf 数 の 
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関係 を , スペ パト = ン 投薬 群 と 無 処置 群 と で し ら べ た . 前 界 
者 で は 一 定 の 仮定 を お いて の 
を 推定 し た と と ろ , 8 例 が 4,000 , 4,400 , 6,000 と 上 富 
ゞ 近似 し た 値 を 示し た . 後者 で は 1 例 は 1,800 他 の 例 < 坪 
は 14,2832 と 着 し く 異 つた 価 が えら れ , と の 現象 に は き 生 
ら に 複雑 な 原因 の 存在 する と こと が 推定 され た . 
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マフ ァ ル ゲー ル に よる 死亡 成虫 (実験 IV. 第 1 韻 . No. 3 , 庫 検 第 2 例 ) 
バ パト ニン に よる 死亡 成虫 (実験 III. 3 . No. 14。 検 第 7 


非 処 成虫 卵 (Rachis 部 ) HH. 染色 一 以下 同 ) 

スパ バト = ン 投 の 雌 成 卵 (Rcchis 

マフ ァ ジ ダー ル 投 雌 卵 (Rachis 部 ) 

非 処 群 成虫 卵巣 ( 主 部 ) 

ペ ト = ン 投与 雌 生 存 成虫 卵 部 ) 

マフ ァ ル ジー ル 投 の 生 存 成虫 卵 築 ( 部 ) 

マフ ァ ル ジール ル 投与 の 雌 生 存 成 虫 縦断 ( 胞 変 性 が 認め られる) 
非 処 雌 成 虫 子 宮部 
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mosoides cariniz に 関す る 研究 , 第 1 報 , 実験 


EXPERIMENTAL STUDIES ON THE CHEMOTHERAPY OF FILARIASIS WITH 
THE COTTON RAT FILARIA LITOMOSOIDES CARINII (2) 
EFFECTS OF DIETHYLCARBAMAZINE (SUPATONIN) 

AND MAPHARSOL (MAPHRSEMIN) 

ON THE ADULT WORMS 


Kojl SATO 
(Department of Parasitology, Institute for Infectious Diseases University of Tokyo) 


l. Following the experiments reported in the previous paper on the effects of diethylcarba- 
mazine and mapharsol on the microfilariae of the filarial worm Litomosoides carinit in cotton rat, 


a series of observations were made to see their effects on adult worms in different modes of 


administration. 

2. Large doses (200 mg/kg per day) of diethylcarbamazine (Supatonin) administered suc- 
cessively for 10 to 30. days killed only 12-20% of adult worms as demonstrated by autopsies 
made a few days later. On the other hand, small doses (20 or 30 mg/kg per day) of the drug gave 
higher mortality (33-50%) of the adults when administered by long intervals for longer periods 
(for example, by 10 days’ interval 10 times), though the total doses were much smaller than in 
the former. 

3. In cases treated with daily doses of 50 mg/kg of mapharsol for 10 days ,a total of 54.2% 
of adults were found to be killed in autopsy, though the drug gave no noticeable effects on the 
microfilarial counts. 

4. Macroscopical, microscopical and histological changes found in dead worms were charac- 
terictic in both drugs. The worms killed by diethlcarbamazine weremostly free, while that killed 


by the arsenical usually entangled each ‘other. “Histologically, the degenerationof ovaries were most 


remarkable in diethylcarbamazine group. 
5. Relationships between the number of microfilariae and of adults in hosts with or without 
diethylcarbamaxine treatments were discussed. 
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腸管 外 に 置か れ た 各種 病 虫 卵 の 態度 並び に 
運命 に 関す る 研究 
(3) 変 温 動 物 の 腹腔 内 に 於 け 4 の 発育 に つい て 


大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 虫 原虫 学部 (部 長 森下 攻 教 授 ) 


は じ め に 

の 発育 は , 一 般 に 自然 と に と お いて , 一 定 の 
件 下 に 営ま れる の を 原則 と する . その 発育 条件 に 関し 
て , 既に 多数 の 先輩 に よる 見 事 な 業 績 が 積ま れ て お り , 
その 中 で 発育 に 最も 重要 な 関係 を 有する も の は 温度 で あ 
る と され て いる . 貝 卵 発育 に 好適 な 温度 は , 諸家 の 成績 
に よる と 28'C~382°C, 殊 に 80°C 前 後 で ある と され , と れ 
より 高温 度 に な る に 従い 次 第 に 発育 は 阻止 され , 87C 附 
近 で は , 既に 発育 は 順調 で な いと する も の が 多い . 

人 体温 領域 (37'C~41'C) に お ける 卵 発育 た 関す 
る 研究 は , Davaine (1858), Ransom (1911), Martin 
(1918), Wharton (1915), 小林 (1922), 吉田 (1928), 
小 県 (1922), 大 場 (1928), Zawadowsky (1927), Huff 
(1927), Cort (1981), 青木 (1984 う , 竹山 (1944) 等 に 
ょ り 種 々 の 結果 が 報告 され て いる . これら 諸 家 に よる 成 
績 は 必ず し も 一 致し な い が s と この よう な 温度 域 で は その 
発育 は 順調 で な く , 多少 初期 の 発育 (4 一 8 細胞 期 半 〕 を 
する も の も ある が , 多く は 仔 虫 を 形成 する こと な く 早 晩 
死滅 を 免 が れ な いと する も の の 如く で ある . 

叉 一 方 , 宿主 の 組織 内 に お いて る も 虫 卵 が 発育 する と 
云う 報告 が ある . 石川 (1920), (1924), 室 谷 (1928) 
等 は 人 体 解剖 例 か ら 2 ~ 8 細胞 に 育 し た 記 
載 し , 皆川 (1919) は 犬 の 皮下 組織 か ら 或 程度 和 発 育 し 
た 遇 虫 卵 を 記載 し て いる . 著者 の マウ ス 体 内 に お ける 実 
験 で も (第 1 報 及 び 第 2 報 豚 で は 2~ 8 細胞 , 
せい ぜ い 初 期 篤 実 期 迄 で , それ 以後 の 発育 は 阻止 され , 
し か る も 貝 卵 は 早晩 変性 崩壊 する と 云う 成績 を 得 た . この 
様 導 所 見 は , 上 述 し た 人 体温 領域 に お ける 諸家 の 培養 成 
績 と 大 体 に お いて 一 致し て いる も の で , と これ ら か ら 恒 温 
動物 の 体温 が 遇 虫 卵 の 生体 内 発育 を 阻害 する 重要 な 因子 
の 一 で は な いか と 思わ れる の で ある . 


(昭和 34 年 8 月 12 日 受領 ) 
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と と ろ が 一 方 ,・ 既に 第 一 報 で 引用 し た 如く , Makai 
(1922〕) は 肝臓 中 に 仔 虫 包 蔵 を 認め , Africa ら 
(1936, 1938) は , 一 婦人 の 腹腔 内 虫 卵 結節 か ら 仔 虫 包 
蔵 を 認め , 更に 実 験 的 に 猿 の 腹腔 に を 投与 し 
て 運動 仔 虫 期 に 育 せ し め 得 か ら 自家 
感染 の 可能 性 を 強調 し て いる と と は 極め て 注目 に 値 す 
る . 

と れ ら に よる と , 人 体内 で も ある 一 定 の 条件 下 で は 短 
虫 卵 は 順調 な 発育 を 遂げ , 仔 虫 包 蔵 卵 を 完成 し 得る 場合 
も あり 得る こと は 間違い な いと 考え られ る . と の 場合 の 
条件 と は 何で ある か を 明らか に する と と は 重要 で ある . 

著者 は これ ら に 関連 する 一 連 の 研究 を 行 つ て 来 た が , 
前 報 迄 に 得 ら れ た 結果 か ら , 宿主 体内 に お ける 卵 の 発育 
阻止 に は 高温 度 ( こ の 場合 と に は 恒温 動物 の 体温 ) と 生体 の 
防 製 反応 と が 重要 な 条件 因子 で ある と と が 予想 出来 る . 
と の 場合 両 条件 の 効果 的 比 還 は どう で あろ うか , 又 そ の 
作用 の 時 間 的 関係 は どう で あろ うか 等 が 問題 と な る . 高 
温度 の 意義 に つい て は , 既 に 多数 の 報告 が ある 様 に , そ れ 
単独 で 卵 の 発育 を 阻止 し , 或 は これ を 死 減 に 至ら し め る 
と と は 疑う 余地 が な い . 生体 反応 に つい て は と れ を 単独 
に 作用 せしめ る と と は 不可 能 に 等 し い の で , 宿主 体内 の 
所 見 は 温度 と の 共同 作用 の 結果 と し て 現 わ る と と は 己 む 
を 得 な い . 只 と の 場合 , 温度 に 依る 殺 卵 又は 卵 の 生活 力 
減弱 が 先行 する か , 両者 が 並行 する の か は 明らか で な い . 
然るに 環 虫 卵 の 発育 に は 好適 温度 の ある と と も 既に 良く 
知ら れ た 所 で ある . 今宿 主体 温 を か か る 好適 温度 に 置い 
た と し て , この 場合 の 卵 は 如何 な る 態度 を と る か は , 温度 
と 生体 反応 と の 関連 性 を 考察 する 上 に 極め て 興味 ある 所 
で ある . 著者 は , これ を 知る 目的 の た め に 変 温 動 物 を 用 
い , と これ を 好適 温度 を 含む 種々 な る 外 囲 温 と 置き , その 
腹腔 内 に 注入 し た 豚 処 虫 卵 の 発育 状況 を 観察 し た . その 
結果 , 温度 に 依っ て 一 定数 の 虫 卵 が 仔 虫 包 蔵 卵 に 和 発 育 
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し 得る と と を 知っ つ た. 本 報 で は その 成績 と つい て 述べ 
る . 
検査 材料 お よび 方 法 

虫 卵 材 料 は , 前 報 と 同様 に 生鮮 短 虫 の 子宮 ょ より 可 及 的 
無菌 的 に 採取 し た 豚 貞 虫 単細胞 期生 卵 を , 生理 食塩 水 
0.1 cc 中 に 約 3,000 個 浮 湊 せしめ る 様 に 調整 し た も の で 
ある . 

実験 動物 に は , 両 棲 類 と 魚類 を 用 いた . 前 者 に は トノ 
サマ ガエル Rana nigromaculata の 平均 10~15g の も 
の を , 後者 に は 金魚 を 用 い , 中 で も ワキ ン Gold fish, 
Wakin の 平均 7 g 見 当 の も の を 使用 し た . 

実験 動物 は , いずれ る も る 縦 27 cm, 横 45 cm, 深 さ 27 cm 
の ガラ ス 張 り 水 槽 内 で 飼育 し た . 金魚 を 用 いた 実験 に 
は , 水温 を 調節 する た め , 熱帯 魚 飼育 用 の 100W 内 部 調 
節 式 自 働 保温 器 を 取 附 け , 尚 高 水温 中 で 長期 と わた つて 
飼育 する た め ペ バイ プ ブレー ター 式 エ アポ ンプ を 装置 し た . 
時 の 場合 は , 特に 夏期 の 平均 し た 高温 時 を 選び 80°C~382 
“C 温 度 城 の 実験 を 行 つ た が , 21'C~28"C 温 度 域 の 実験 に 
は , 水槽 壁 に 上 記 自 働 保温 器 を 取 附 け , 可 及 的 尋 境 温度 
の 正確 を 期し た . . 

と の 様 に し て , 上 記 豚 単細胞 卵 浮 を 時 び 金 
魚の 腹腔 内 に 夫々 の 大 き さ に 応じ て , 0.1~ 0.8 ce 即ち 
3,000~9,000 個 宛 注入 し て , いろ いろ の 民 境 温度 に 一 
定期 間 実 験 動物 を 飼育 し , それ ら を 順次 時 間 的 に 撲殺 
し て , 腹腔 内 に お ける 処 虫 卵 の 発育 状況 を 検索 する . 

検査 方 法 は , 先 づ 肉眼 的 に , 腹腔 内 に お ける 病 的 変化 
の 概観 を 観察 し た 後 , 2 枚 の 載せ ガラ ス に より, 内 臓 及 
び 腹 膜 を 新鮮 材料 の ま ゝ 圧 平 し て 顕微 鏡 下 に 検査 し た . 

虫 卵生 死 の 鑑別 は , 鏡 下 に 特に 顕著 な 変性 九 を 認め た 
場合 の 他 は , 主 に 80°C 人 工 培養 する こと に より 判定 し 
た . 即ち , 虫 卵 を 含 生 鮮 材料 を 載せ ガラ ス に 載せ た ま 
> ゝ , 著 了 府 シ ャ ー レ に 入れ , 2.5% ホ ル マ リ ン 水 中 に 培養 
し て , 貝 卵 発育 の 有無 を 検 す る . 

銅 虫 卵 発育 過程 の 表現 は , 主 に Brown, 伏見 の 分 類 に 
ょ っ つた. 即ち , 単細胞 期 , 初期 茎 実 期 て 2 ~16 細 胞 ) 後 
期 篤 実 期 , 映 斗 期 , 運動 仔 虫 期 の 5 期 に 分 け , これ に 変 
性 加え て 観察 分 類 し た . 

実験 成績 
A 内 に お ける の 発育 . 

トノ サマ ガエル Rana nigromaculata の 腹腔 内 に 豚 遇 
虫 単細胞 期生 卵 を 約 6,000~9,000 個 宛 注入 し て , 水槽 
内 気温 21 ~28°C 及 び 80°C~82°C 中 に 飼育 し , 
が 仔 虫 包 蔵 卵 を 完成 し 得る か 否 か を 検査 し た . 
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自 働 保温 器 を 装置 し た 水槽 内 で も , その 底 に 少量 入れ 
た 水 の 温 度 と , 水槽 内 気温 と の 間 に は , 多少 の 差 が ある 
が , 温度 の 測定 は , 常に 水 横 内 気温 を 基準 に する と と と 
し た . 

1) 21~28"C 気 温 と に と お ける 成績 . 

1957 年 4 月 25 日 . 10 匹 の 腹腔 内 に 上 記 の く 
婦 浮 溢 液 を 注入 し て , 時 間 的 に 検索 し て , 表 の 如き 所 見 
を 得 た . 

(1) 8 日 目 (4 月 28 日 和 . 単細胞 期 ある . 
腹腔 に は 特別 の 病 的 反応 は 認め ちら れ な い . 

(2) 6 日 目 (5 月 1 日 ) 

が 単細胞 期 ある が , どく 2 細胞 に 分 
し た 卵 を 認め る . 腹腔 内 に は 大 白色 の 結節 10 
個 形成 され , その 中 に 多数 の 虫 卵 を 包 蔵 する . これ ら は 
マ ウス の 腹腔 内 に 見 られ た と よる 結節 と 極め 
て よく 似 て いる : 

(3) 11 日 目 (5 月 6 日) 

殆 ん どの も の が 単細胞 期 選 で あり , 約 1% が 2 細胞 期 
で ある . 

(4 16 日 目 (5 月 11 日 〕 

接し て 半 米 粒 大 , 帯 黄 白 色 の 結 あり , 
所 に も 微細 点 の あつ て その 中 に 多数 の 卵 を 
包 蔵 する . 未だ その 殆 ん ど が 単細胞 期 九 で さあ る. その 
他 , この 腸 壁 に は , これ ら 貝 卵 結 節 と 極め て 類似 する が , 
中 に 虫 卵 を 認め な い . 粟 粒 大 , 郊 状 の 結節 が 多数 に 形成 
され て いる . 

(5) 21 日 目 (5 月 16 日 〕 

腸 壁 の 所 々 に は , 上 記 の を 含ま な い 粒 , 状 
の 結 箇 が 多数 に 認め られ る . と の 様 な 腸管 が 互 に 癒着 
し , 腹膜 と 共に 団塊 を 形成 する と ころ が ある . 又 他 に , 
少数 の 帯 黄 白 色 の 微細 な 電 腫 様 の 結節 が あり , 中 に 多数 
の 卵 を 証明 する . まだ 殆 ん ど 単 細胞 期 ある 
が , 約 232% が 2 へ ~ 4 細胞 に 発育 し て いる . 変性 卵 も 既に 
少数 認め られ る . 

(6〕 28 日 目 (5 月 28 日 〕 

腹腔 内 に は 貝 卵 結 節 , 虫 卵 を 含ま な い 腸 壁 の 郊 状 形成 
物 , 団塊 を 形成 する 腹膜 着 像 等 高度 の 病変 が 見 られ る . 
虫 卵 結節 に は 約 5 に お いて 2 へ ~ 4 細胞 に 発育 し た 虫 卵 
を 認め る が 殆 ん ど が 単細胞 で ある . 

(7) 85 日 目 (5 月 日 

腹腔 内 の 病変 は , 同様 頭 著 で ある が , と の 中 の 貝 卵 結 
節 中 の 虫 卵 は 未だ 殆 ん ど が 単細胞 卵 で あり , 2~ 4 細胞 
に 発育 し た も の は 約 5 で , それ 以上 の 発育 を 示し た も 
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その 他 約 5 % に お いて 変性 卵 が 認め 


の は 認め られ な い . 
られ る . 
2) 80'C~82°C 気 温 と に お ける 成績 

195" 年 8 月 7 日, 10 匹 の 時 の 腹腔 内 に , 上 記 の 如く 和貴 
虫 卵 浮 溢 液 を 注入 し て , 時 間 的 に 検索 し , 表 の 如き 成績 
を 得 た . その 結果 で は 14 日 目 に お いて , 運動 仔 虫 卵 を 完 
成 し た . その 期間 中 (8 月 7 日 ~ 8 月 21 日 和 ) 外気 温 は 
平均 し た 高温 を 持続 し , 80 で ~82°C を 示し た が , 8 月末 
日 に 至り 多少 の 高低 が 見 られ た の で , その 頃 か ら 自 動 保 
温 器 を 装置 し た こと を と と わ つ て お く . 

(1) 8 日 目 て 8 月 10 日 〕 

殆 ん ど 単 細胞 期 卵 で ある が , 約 10 巡 に お いて 2 へ ~4 細 
胞 期 ある . 

(2) 6 日 目 (8 月 18 日 〕 

腹腔 内 に は 帯 黄 白 色 , 粟 粒 大 の 虫 卵 結節 が あり , その 
結節 中 の 虫 卵 の 約 半 数 が 2 ~ 4 細胞 に 発育 し て お り , 中 
に 8 細胞 記 分 裂 し た も の も 認め られ る . 

(3) 11 日 目 (8 月 18 日 〕 

腹腔 内 の 病変 は , 可 成 り 顕 著 で , 腹膜 は 癒着 し , 腸管 
と 共に 団塊 を 形成 し て いる と こと ろ が ある . 又 腸 壁 に は 興 
大 乃至 の 上 記 の 卵 を 含ま な い 状 形成 物 
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いろ いろ な 温度 に いた 類 及 び 魚 類 の 腹腔 内 た 於 け る 豚 単細胞 期 の 発育 経過 


が , 腸管 全体 に わた つて 見 られ , その 他 随 所 に , 栗 粒 大 , 
帯 黄 白 色 の 結節 が ある . 
虫 卵 は 殆 ん どの る の が 発育 を 示し て お り , 初期 又 実 期 
の も の も 少数 認め られ る . $ 
(4) 14 日 目 (8 月 21 日 
腹腔 内 の 病変 は , 11 日 目 所 見 と 同様 顕著 で ある が , 腹 
膜 の 中 の 卵 に 約 の 割合 に 虫 包 証 
明 し た . その 他 の 虫 卵 も , 殆 ん ど が 発育 し て お り , 2 へ | 
4 細胞 か ら 運 動 仔 虫 期 卵 に 至る 迄 の 種々 の 発育 段階 の 虫 
混 と し て 認め られ る . 単細胞 期 約 202% で あ 
. 卵 内 の 虫 は 生 粗大 な 状 物 双 油 物 に ょ 
水槽 内 気温 32C, 水槽 底 水温 81°C | 


(5) 21 日 目 (8 月 28 日 〕 
卵 結節 中 の は , 約 が 仔 包 を 完成 し て 
いる . 卵 内 の 虫 の 体 全体 に 充満 し て いた 粒状 物 | 
は , や > 細 小 と な り 整 然 た る 排列 が 見 られ る と 共に , 体 | 
の 両端 に は 透明 な 部 分 が 現われ , 鏡 下 に 活 洪 な 運動 が 認 
め ら れる に 至る . 
仔 虫 包 蔵 卵 は , 腹腔 内 の みな ら ず , 胸腔 か ら も , 特に 
心臓 附近 か ら も 見 出さ れ た . ; 
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腹腔 内 に は , 腹膜 審 着 像 , 腸 壁 の 郊 状 形成 物 , 虫 卵 結 
節 血管 の 増殖 , 充 等 の 病 的 変化 が ある . 
(6) 28 日 目 (9 月 4 日 ) 

腹腔 内 の 虫 結節 中 に 見 出さ れる の 約 95% が 
運動 仔 虫 期 選 で ある . 圧 平 標本 に と よ ょ る 検索 で , 虫 卵 集団 
及び その 附近 に は , 脱 毅 し た 仔 虫 を 少数 認め た が , 腹腔 
内 で 仔 虫 が 自ら 鋼 化 し , 脱 毅 し た も の か , 又は 検査 時 の 
外力 と に よ つ て 脱 毅 し た も の か は 区 別 し 得 な か つた . 

(7) 85 日 目 (9 月 11 日 〕 

内 か ら 見 出さ れる の 殆 ん ど が 仔 虫 包 蔵 
で ある ( 約 952%). 卵 内 の 仔 虫 は 生 々 細長 と な り , 体内 
構造 も 明 と な る , すなわち , 体内 を た す 細 小 
粒 こ は 然 た る 排列 が られ, これ ら は な 体 の 
端 部 や 皮 靖 部 と 明瞭 に 区 別 さ れ て いる . 宣 温 と に お いて も 
活 浴 な 運動 を 示し 明らか に 腹腔 内 で も 一 定 の 成 競 を 遂げ 
得る こと を 知る . 

腹腔 内 の 病変 は , 尚 同様 に 顕著 で ある が , こと の 腹腔 内 
の 貝 卵 結節 以外 の 部 位 。 更に 胸腔 及び その 他 の 部 位 の 軟 
組織 を , 出来 る だ け 圧 平 標 本 に と より 検索 し た が , と の 例 
で は 溢 走 す る 仔 虫 を 発見 する こと は 出来 な か つた . 

B. 金魚 の 腹腔 内 に お ける 豚 の 発育 

約 て 7 紀 前 後 の ワ キン Wakin を 選び , その 腹腔 内 に 豚 
単細胞 期生 を 約 8,000 ~6,000 個 注入 し て , 自 働 
保温 器 と に て いろ いろ の 水温 に 調節 し た 水槽 内 で , 一 定期 
間 飼 育 し , この 様 な 金魚 体内 に て , 仔 虫 包 蔵 を 完成 し 
得る か 否 か を 検 し た . 

1) 26°C 水 温 と に お ける 成績 

1958 年 1 月 24 日 。10 匹 の 金魚 の 腹腔 内 に , 上 記 の 如く 
浮 を 注入 し , 日 時 を 追 つ て 検査 し た 成績 は 次 
の 如く で ある . 

(1) 6 日 目 (1 月 830 日 全部 単細胞 期 ある. 

(2) 8 日 目 (2 月 1 日 ) 2 細胞 に 発育 し た も の が 2~ 

2 ある . 

(3) 16 日 目 (2 月 9 日) 殆 ん どの も の が 単細胞 期 
ある が , 約 5 % の 割合 に 2 細胞 に 発育 し た も の が 見 られ 
る . 腹腔 に は 相当 顕著 な 病変 が 見 られ , 大 部 分 の 虫 卵 は 
被 包 され て いる . と の 貝 卵 材料 を 380°C 人 工 培 養 す る と , 
殆 ん どの も の が 発育 し , 86 時 間 目 に て 既に 9522 が 2-4-8 
細胞 期 , 約 1 % が 既に 仔 虫 包 を 完成 し て いた . 

(4) 24 日 目 (2 月 17 日 未だ 単細胞 期 殆 ん ど で 
り , 約 10% の 割合 に 2~4 細胞 の も の が あり , 約 2~8 
26 に お いて 8 ~16 細 胞 , 即ち , 初期 又 実 期 の も の が 見 ら 
れる . 貝 卵 集 団 周囲 の 組織 反応 は 相当 顕著 で , 中 に は 雲 
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包 を 形成 し て いる も の が ある . 

と の 様 な 虫 刻 で も , 80°C に 培養 し て みる と , 5 日 目 に 
は 9522 が 仔 虫 包 完成 し て いた . 

(5) 28 日 月 (2 月 21 日 〕 金魚 の 腹 腔 内 に お いて , 2~38 
26 の 割合 に 仔 虫 包 蔵 卵 が 完成 し て いる の が 認め られ た . 
沿 単 細胞 期 の も の が 多く (802%), その 他 2 ~ 4 細胞 か ら 
仔 虫 包 蔵 和 る 種々 の 生理 的 発育 段階 に ある 卵 が 
混在 し て いる . 腹腔 内 の 組織 反応 も 顕著 で , 虫 卵 の 被 包 
化 が 著しい が 離 し レ し て いる も ある . 

2) 29'C~380°C 水 温 と に お ける 成績 

1958 年 2 月 28 日 , 6 匹 の 金魚 腹腔 内 に 上 記 遇 虫 卵 浮 蓄 
液 を 注入 し , 次 の 成績 を 得 た . うち 2 匹 は 実験 経過 中 慈 
死 し た た め 除 外す る . 

(1) 6 日 目 (8 月 1 日 ) 

殆 ん ど 単 細胞 ある が , 約 2 2% に お いて 2 
分 し た が ある . 

(2) 14 日 目 (38 月 9 日 

約 10% に お いて 2 細胞 期 九 が ある . 他 は 未だ 殆 ん ど 単 
細胞 期 ある . 卵 集 団 周 囲 と は 既に 相当 な 反応 
形成 物 を 認め る . 

(8) 21 日 目 (8 月 16 日 〕 

2 ~ 8 2% の 割合 と お いて 仔 虫 包 蔵 を 証明 し た . 
は まだ 体 全 体 が 粗大 題 粒状 物 と より 充 な と され , と これ ら は 
何ら 排列 も 示さ な い が , 加 温 する こと に より 活 准 な 運動 
を 示し た 集 は , と り 囲 反 応 形成 物 に より 包 
され て いる も の が 多い . 

(4) 28 日 目 (38 月 28 日 ) 

仔 虫 包 蔵 卵 は , 未だ 21 日 目 と 同様 に 2~ 8 の 割合 に 
し か 認め られ な い が , 卵 内 の 仔 虫 に は , や > 透明 な 部 分 
が 現われ , 一 定 の 構造 が 見 られ 。 や ゝ 成熟 を 思わ せる 様 
な 形態 的 変化 を 遂げ て いる 。 その 他 の 卵 は , 仔 虫 迄 の 種 
々 の 発育 段階 の も の が , 混 然 と し て ある . 併 し 沿 単 細胞 
期 の も の が 多い . 

8) 31'C 水 温 と お ける 成績 

1957 年 9 月 27 日 . 10 匹 の 金魚 の 腹 内 に, 上 記 
液 を 注入 し て 水温 を 31°C に 保ち 征 ら 時 間 を 追っ て とこ の 上 
虫 卵 の 発育 を 観察 し た 所 見 は 表 の 如く で ある . うち 2 匹 
は し た . 

6 日 目 和 月 8 日 

殆 ん ど 単 細胞 期 選 で ある が , 1~22% に 2~4 細 胞 に 

発育 し た 虫 卵 を 見 た . 
(2) 11 日 目 (10 月 8 日 ) 
約 5 % の 割合 と , 初期 又 実 期 迄 に 至る 各種 発育 段階 の 
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上 の 腹腔 内 に 於 ける 豚 環 虫 卵 , 309C~32°C 14 日 目 . ( 虫 卵 集 団 の 中 に 数 個 の 仔 虫 包 蔵 卵 を 認め る ) 
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同上 , 29°C~30°C, 28 日 目 . 

腹腔 内 に け る 豚 卵 ( 大 ). 30°C~32°C, 21 日 目 . 
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虫 卵 を 認め ある が , 殆 ん どの も の が 単細胞 期 卵 で ある . 
(3) 21 日 目 (10 月 18 日 ) 

単細胞 期生 卵 の 他 に , 約 5 に お いて 初期 篤 実 期 迄 の 
各種 発育 段階 の 虫 卵 を 認め る . 併 し と の 頃 で は , 卵細胞 
に 天 粒 や 空 泡 状 物 が 出現 し た 変性 卵 が 非常 に 多く な り 
( 約 502%%), 組織 反応 も 顕著 で , 上 記 各 種 発育 過程 の 虫 卵 
像 を 見 極め る に は 困難 な も の も ある . 

(4) 28 日 目 (10 月 25 日 ) 

腹腔 内 に 固着 し た 白色 の 半 米 粒 大 の 腫 冶 が あり , 多量 
の 物質 を 圧 出 し た が , は 認め られ な か つた . 
腸 間 膜 上 に は , 白色 点 状 の 虫 卵 結 節 が 散在 し , 中 に 多数 
の 虫 卵 を 認め た が , 仔 虫 包 蔵 卵 は 証明 し 得 な か つた . す 
な わ ち , 単細胞 期 卵 が 大 部 分 で , その 他 少 数 の 初期 又 実 
期 に 至る 種々 の 発育 過程 の 虫 卵 の 他 , 非常 に 多数 の 変性 
卵 が 認め られ た . 

と れ を 380°C に 培養 し て , 多少 の 発育 を 見 た も の も ある 
が , 1 週間 目 の 所 見 で は , 殆 ん どす べ て が 変性 卵 と な 
り , 仔 虫 を 完成 し た も の は な か つた . 

4) 88°C~84*C 水温 と に お ける 成績 

1957 年 12 月 22 日 , 10 匹 の 金魚 の 腹腔 内 に , 同様 に 遇 虫 
卵 液 を 注入 し て , 表 の 如き 所 見 を 得 た . この 様 な 高 水温 

で は , 実験 を 続け て か ら , 16 日 目 迄 に 4 匹 氏 死 し た の 
で , と こ ゝ で 水温 を 26C に 下げ 観察 を 続け る とこ と に し た . 

(1) 目 (12 月 25 日 

約 5 2% に お いて 2 へ ~ 4 細胞 に 発育 する . 腹腔 内 の 反応 
形成 物 は 殆 ん ど 見 られ な い . 

(2) 8 日 目 (12 月 80 日 〕 

まだ 殆 ん ど 単 細胞 期 卵 ざさ あ る が , 約 10 に お いて 2-4 
-8 細胞 の あり , 少数 の 初期 期 ある . 中 
に 変性 卵 も 少数 混 じ て いる . 

(3) 16 日 目 て 1 月 7 日) : 

2-4-8 細胞 及び 初期 又 実 期 迄 に 発育 し た も の が , 相当 
数 ( 約 40%) ある が , それ 以後 の 発育 は みる られ な い . そ 
の 他 は まだ 単細胞 期 あり . 位 の 割合 に 変性 
あぁ ある. 組織 反応 は 顕著 で , 大 部 分 の 虫 卵 は 被 包 さ れ て い 
る . 

(4) 24 日 目 (1 月 15 日 ) 

26C に 降 温 し て 7 日 目 所 見 . 初期 期 発育 し た 
卵 は 相当 多い が , それ 以後 の 発育 を 示し た も の は 認め ら 
れ な い . その 他 の 大 部 分 は 2-4-8 細胞 に 発育 し て お り , 
単細胞 期 少な い . 変性 は 約 5 ある . 

(5) 85 日 目 (1 月 26 日 〕 

に 降 温 し て 19 日 目 . 単細胞 期 2-4-8 細 , 


及び 初期 又は 後期 又 実 期 卵 の 他 , 相当 量 の 変性 卵 を 認め 
る の み で , 遂 選 仔 虫 包 蔵 卵 を 認め る と と は 出来 な か つ 
た . 組織 反応 は 尚 顕著 で ある . 

と れ ら を その ま > ゝ >, 80°C に 培養 し て , 10 日 目 に は 変性 
卵 の 他 , 殆 ん どす べ て が 仔 虫 包 蔵 卵 を 完成 し て いた . 

総括 お よび 考察 

以上 の 成績 か ら , 豚 単細胞 期生 , 両 棲 類 (時 
や ゃ 魚類 (金魚 ) 等 の 腹腔 内 に お いて も , 一 定 の 温度 域 に 
お いて は よく 発育 し , 一 部 の も の は 仔 虫 包 蔵 卵 を 完成 し 
た . し か し 日 時 の 経つ た も の で は , 腹腔 内 に いずれ る も 相 
当 顕 著 な 病 的 反応 が 見 られ , 虫 卵 集 団 は 被 包 され , 多く 
は 卵 形成 する が , と の 様 な 病変 及び その 中 の 
卵 の 態度 に 関し て は , マウ ス に 見 られ た も の と 著 変 は な 
か つた. 即ち 

(1) 水槽 内 気温 30 で ~82°C お ける 腹腔 内 で は 14 
日 目 に 大 体 10%, 21 日 目 に 9022, 28 日 目 に は 約 95% が 仔 
虫 包 蔵 卵 に 和 発 育 し た . 又 金 魚の 腹腔 内 の も の は , 水温 
26C に お いて 28 日 目 に , 29 で ~830C に お いて は 21 日 目 及 
び 28 日 目 と 夫々 2 ~ 8 の 割合 と に, 卵 内 に 仔 虫 を 育生 し 
: 

(2) 21'C~28"C 気 温 の 及び 81'C 並 びに と 388°C~34°C 
水温 と に お ける 金魚 の 腹腔 内 で は , 豚 箇 虫 卵 の 発育 は , せ 
い ぜ い 初期 或 は 後期 篤 実 期 迄 で , 以後 の 発育 を 示し た も 
の は 見 られ な か つた . と これ は , 時 体内 で は 30°C~82°C に 
お いて も 良く 仔 虫 を 育生 し た の に , 金魚 体内 で は 31°C 以 
上 で は 仔 虫 に 所 発育 し な いと 云う と と で ある . 

(3 う ) と の 様 に し て 形成 され た 卵 内 の 仔 虫 に , 日 時 の 経 
過 と 共に 一 定 の 形 熊 的 変化 が 見 られ た . すなわち , 体形 
が や > 細長 と な り , 体内 構造 も 比較 的 明瞭 と な つて , 明 
ら か に 一 定 の 成熟 を 思わ せ た . と の 様 な 仔 虫 が 生体 内 で 
自然 鋼 化 し , 迷走 する と と も 有り 得る と 思わ れる が , 今 
和 守 の 検索 結果 で は , この 様 な 所 見 は 得 ら れ な か つた . 

以上 の 所 見 は , 発育 が , 恒温 動物 ご ある マ 
ウス 体内 で は , 初期 の 発育 (32~ 8 細胞 せい ぜ い 初 期 又 
実 期 迄 〕 し か な し 得 な か つた も の が , 一 定 の 低温 領域 に 
お ぉ ける 両 棲 類 や 魚類 の 腹腔 内 で は , よく 一 定数 が 仔 虫 に 
迄 発育 し 得 た も の で ある . と の 様 な 結果 か ら , 箇 虫 卵 の 
宿主 体内 と お ける 発育 に は , その 体温 が 重要 な 障 三 因 子 
で ある と 云う と こと が 出来 る . 

今 迄 の 成績 に 基 ず く 総括 的 考察 

第 一 報 に お いて 著者 は , 環 虫 卵 が 組織 内 に お いて 発育 
し 得る 場合 に 考え らち れ る 条件 因子 に つい て , 次 の 諸 因 子 
を あげ た . 


(37 ) 


37 
は 


38 


虫 卵 側 の 因子 

1) の 生理 的 発育 能 の 強 

2) の 発育 の 速度 

宿主 側 の 因子 

8) 体温 

4) 生体 の 種々 の 反応 機転 : 体液 的 及び 組織 的 な 侵 衣 
受け る と と と . 

と れ ら の 因子 に つい て , 今回 各 の 実験 成績 と に 基 ず き 更 
に 全般 的 に 考察 し て みた い . 

1) 貝 卵 の 生理 的 発育 能 の 強弱 

か つて 吉田 (1928) は , の 抵抗 力 と 関す る 報告 
の 中 で , 諸家 の 実験 成績 に 相違 が ある の は , 使用 する 卵 
子 の 新旧 , 健 不 健 , 発育 の 完 不 完 等 は 重要 な 要約 の 一 つ 
で ある と 指摘 され , 大 場 も , の 発育 は 単 
に 外 囲 の 苗 境 に の み 影 響く され る も の で な く , 卵子 自己 の 
生育 力も 赤 極 め て 重要 で ある と し て 2 , 8 の 実験 を 試み 
て いる が , 著者 の 成績 は 少な く と も 健全 な 発育 能 を 有 す 
る と 思わ れる 新鮮 な 虫 卵 に つい て 行 つ っ た も の で ある が , 
と の 様 な 因子 も その 成績 を 検討 する 上 に , 一 応 考慮 され 
る べき で ある と 考え る . 

2) の 発育 速度 

各種 懲 虫 卵 の 発育 速度 は , 虫 卵 の 生体 内 発育 時 に お 
る , 宿主 側 の 影響 を 受け る 度合 に 関連 し て cca bd 

伏見 (1950) は , 環 虫 卵 発 育 の 表現 に Brown (1927) 
の 発育 指数 法 を も と に し て 一 定 の 指数 を 各 発 育 期 の 百 分 
率 数 に 乗じ た 和 を 発育 指 炒 (I. V. D.) SR 
400 と し , その 数 値 を 以 っ て 卵 の 発育 状態 を 表現 し 
が 400 に 達する の は 大 体 。 
犬 7 日 , 馬 4 日 で ある . 

著者 の マウ ス z 体 内 に お ける 実験 に お いて , 豚 及 び 犬 環 
虫 卵 の 場合 は , 初期 徐 実 期 以後 の 発育 が 阻止 され , 馬 短 
虫 卵 の & み が 運動 仔 虫 期 卵 を 完成 し た . その 理由 に つい て 
は 馬 遇 虫 卵 の 発育 速度 が 元 来 速く た め に 宿主 側 の 作用 
を 受け る と と が 少な いた めか ,。 又は 馬 筒 虫 卵 の み が 宿 主 
の 体温 や , 種々 の 反応 機転 に 抗 し 得る 性 質 が ある た め 
か , 今後 沿 検 討 を 要する 問題 で ある が , 発育 速度 の 早い 
点 は 相当 重要 視 し て 良い と 思わ れる . 

叉 蛋白 膜 の 有無 に よ ょ つて, その 発育 速度 に 差異 が 見 ら 
れ , 。 こ れ が 一 定 の 高温 (38C) に お ける 卵 の 発育 度 に 関 
係 が ある と する Huff (1986) の 報告 が ある . 即ち , 豚 
子宮 内 卵 を 無 白 膜 有 蛋 白 膜 と に 分 け て 
に 培養 し た 結果 , 無 膜 で は その 872%% が 状 期 
に 達し , 11% が 成熟 育 し た が , は 
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培養 5 日 目 で 922% が 8 一 16 細 胞 期 (初期 又 実 期 ) 応 和 発 育 
し , その 人 後 は 発育 し な か つた と 人 述べ て いる . 井田 (1980) 
は , 人 , 豚 , 犬 等 の 各種 の 無 膜 は , 有 蛋白 
比 し 発育 は 速やか に な る と 述べ , 又吉 田 (1928), 
大 場 (1928) 等 に よる と 了 蛋白 膜 の 有無 は 虫 卵 発育 に は 大 
な る 影響 が な い 様 な 結果 を 報じ て いる が , 貝 卵 の 外 被 が 
薄く な れ ば 発育 は 紫 分 で も 速やか に な る と と は 充分 考え 
られ る と こと ろ で ある . 著者 の 今回 造 の 成績 は , すべ て 無 
膜 つい て 行っ つた 実験 成績 で ある か ら , 実際 に 宿 
主体 内 で 有 白 膜 の 形 で 産 れ た 様 な 場合 この 
な Huff 等 の 報告 か らち 吟味 する と , 尚 何ら か の 差異 が 見 
られ る こと と が あり 得る か も 知れ な いと 思わ れる . 

8) 体温 

宿主 体内 に お いて 遇 虫 卵 の 発育 を 阻害 する 最も 重要 な 
因子 は その 体温 で あろ うと 考え られ て いる . すなわち , 
恒温 動物 体温 の 如き 高温 は に は , 非常 に 不適 
当 な 温度 域 で ある と され て いる の で ある . 

人 体温 領域 (3 で"C~41°C〕 の 温度 を 単独 に 作用 せしめ 


て , 温度 の 上 遇 虫 卵 発育 と 及ぼ す 影 響 を 見 た 多数 の 実験 的 


告 が ある . Davaine (1958) は , 約 40© で る も 380 日 間 で 
仔 虫 を 完成 し た と 報告 し て いる が Cort (1980) に と よる と 
88°~40°C で は 上 の 生存 期間 は 認 べき で な いと 
し て いる . Zawadowsky (1927) は , 836°C と 37°C と の 間 に 
が 発育 し 得る 最高 温 が ある と な , 吉田 (1928) 
は 385°C~86°C で は 発育 し て 仔 虫 を 育生 する が ,。 387°C で は 
せい ぜ い 初 期 の 発育 (4 一 8 細胞 期 各 〕) を な す 程 度 で , 
成就 な る と こと は な く 88°C 以 上 で は 早晩 を 
が れ な いと 云い これら か ら , 人 体内 に お い 
て 未 分 殊 の 状態 に ある の は , と の 様 な 体温 の せい で ある 
と し て いる . 同様 に Martin td Warton (1915), 
Leukart (19!19), 小林 (1922), 小 県 (1922), 大 場 (1928), 
答 山 (1949) 等 も 赤 , 人 体温 の 様 な 高温 の あと で は , 天 
貝 卵 の 発育 は 順調 で なく, 多少 は 初期 の 発育 を な する も の 
も ある が , その 後 の 発育 は 阻止 され , 早晩 死滅 を 免 が れ 
な いと し て いる も の の 如く で ある . 

一 方 , 宿主 の 組織 内 に お ける に つい て の 
報告 が ある . 皆川 等 (1919) は 新鮮 な 人 り 得 た 
卵 を 犬 の 皮下 組織 中 た 注入 し て , その 虫 卵 が 或 程度 和 発 
育 し て いた と 報告 し , 石川 (1920 う , 容 楽 (1924), 室 谷 
(1929) 等 は 人 体 解 剖 例 に つい て , 2 一 8 細胞 に 衝 発 育 
し た 記載 し て いる . 小 県 (1922) は , マウ メス 
の 腹腔 内 に 上 遇 虫 卵 を 注入 し て , 15 日 目 で も 全部 が 単細胞 


期 琉 で あつ た と 報告 し て いる . 著者 が マッ ウス に つい て 人 行 
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っ た 実験 成績 で は , 腹腔 で も 叉 脳 に 注入 し た 場合 で も , 
豚 は 2 一 8 細胞 , 時 に 初期 期 育 し て い 
た (単細胞 期 選 の まき > の も の も 多い が ). と の 点 小 県 の 
成績 と は 相違 する が , と の 著者 の 成績 は 組織 内 に お いて 
も 初期 の 発育 を な し て いた と する 上 記 諸 家 の 成 績 と は 一 
致し て いる . 又 こ れ は 人 体温 領域 に お ける よう な 高温 度 
を 単独 に 作用 せしめ た 場合 の 環 虫 卵 発育 に 関す る 諸家 の 
培養 成績 と も 。 大 体 に お いて 一 致し て いる の で ある . と 
の 様 な こと か ら 恒 温 動 物 の 体温 が 宿主 の 生体 反応 と の 何 
ら か の 協同 作用 の も と に 現われ た も の で ある に せよ ょ よ , 豚 
発育 の 重要 な 障 因 子 で ある と と は 間違い な いと 

えら れる . 

と の 体温 を 特に 考慮 し て 一 定 の 低温 と に お いて 行 つ た 両 
お ぉ いて は よく 育生 し 一 定数 が 仔 虫 包 蔵 を 完 
成 し た が ,。 と この 様 な 事実 か ら も また ,。 その 体温 が 貝 卵 組 
織 内 発育 の 重要 な 条件 因子 で ある と 云い 得 よ う . 両 棲 類 
ゃ 魚類 の 体温 と 関し , 以前 で は その 周囲 温度 より 多少 高 
いと 考え られ て いた が Prosser (1952) に よる と , 時 で 
も 金魚 で も ,。 これ ら の 小動物 で は その 周囲 温度 と 殆 ん ど 
全く 同じ で ある と いわ れる . すなわち , は 観察 
され た 外 囲 温 と 全く 等 し い 低 体温 状態 で 始め て 仔 虫 を 育 
生 し た の で ある . . 

然るに ,。 とこ ゝ に お いて 想起 えさ れる の は , 緒言 で も 述べ 
発育 し た を 得 た と 云う 報告 で ある . 即 

, 或 る 一 定 の 条件 下 で は , 人 と 
う 事実 は , 正 に 注目 に 値 い する . 特に Africa ら は 更 記 
実験 的 と も 猿 の 腹腔 に 処 虫 卵 を 注入 し て , 発育 し た 運動 
虫 期 得 , これ ら か ら 自家 感染 の 可能 性 の 問題 
に 各 及 ん で いる . 若 し その 様 に 自家 感染 が 行わ れる た め 
に は , 既 述 し た 如く , 宿主 内 で 完成 し た 卵 内 の 仔 虫 が , 
商 一 定 の 成熟 を 遂げ て 感染 力 を も ち , し か も 組織 内 で 骨 
化し 得 て , 一 定 の 体内 移行 の 後 , 固有 臓器 に 固着 する とこ 
と が 必要 と な る . 然し 征 ら と の 様 な 事実 と 対し て 上 述 し 
た 著者 の 実験 成績 , 及び 上 記 諸 家 の 成 績 は , この 様 な 温 
度 域 に お いて は , よほど 特別 の 条件 因子 の 関 履 し な い 限 
り , Africa ら の 主張 する 自家 感染 の 可能 性 に つい て , 一 
応 極め て 困難 な こと を 予想 せしめ る 結果 と な つて いる . 

4) 生体 の 種々 の 反応 機転 
処 虫 卵 液 を 注入 し た 宿主 体内 で は , 間もなく 顕著 な 生 
体 反応 が 現われ , 次 第 に 虫 卵 集 団 を 限局 し , 被 包 する 傾 
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向 が 強く , 多く は 虫 卵 結 節 を 形成 する . こと の 様 な 病変 は , 
当然 体液 的 及び 組織 的 な 侵襲 機転 を 伴い , 虫 卵 発育 に 何 
ら か の 影響 を 及ば す で あ ろう と と は 想像 され る . 

と の 様 な 宿主 の 生体 反応 が , 虫 卵 発育 に 及ぼ す 影 響 の 
程度 は , 宿主 の 種類 , 及び 個々 の 生理 的 状態 , 免疫 状 
態 , 及び 被 注入 部 位 等 と に より 異な る も の で あろ う . 併 し 
年 ら 如 何 な る 場合 で も , 生体 反応 は 上 述 体温 と の 協同 作 
用 の も と に お いて 営ま れる も の で ある 以上 , と の 場合 鑑 
の 発育 阻止 に は いずれ の 障 王 作用 が 先行 する の か , 次 , 
両 条件 の 効果 的 比 重 は どう で ある か 等 が より 重要 な 問題 
を 

今回 の 両 棲 類 や 魚類 を 用 いた 実験 に お いて 一 定 の 低 体 
温 と に お ける 豚 の 仔 虫 形成 は , 時 で は 最大 
95% で あつ た の に 対し 金魚 体内 で は せい ぜ ぞい 2~ 8 し 
か 仔 虫 を 形成 し な か つた こと と は , と の 様 な 防 億 因子 の 関 
与 或 い は その 種 属 差 (感受 性 の 相違 う 等 を 考慮 すべ き で 
あろ う . 又 恒 温 動 物 で ある マウ ス 体 内 に お ける , 豚 貞 虫 
の 発育 は 2~ 8 細胞 せい ぜ ぞい 初 期 期 で それ 以 
後 の 発育 が 阻止 され た が , と の 発育 陽 止 に は 上 述 体温 の 
項 で も 述べ た 様 に , 温度 と の 如何 な る 関連 性 に お いて , 
生体 反応 が 阻止 因子 と し て 関 履 し て いる の か , 更に 吟味 
を 要する 問題 と 思わ れる . と も あれ , と の 様 に 時 や 金魚 
の 内 で 仔 虫 を 完成 し た 低温 域 は , 虫 の 発育 に 
は 好適 温 域 で ある と 云う と,。 そ れ ら の 温度 は , 
類 ゃ 魚類 と と つて も ,。 その 生活 陣 境 か ら 考 える な ら ば 一 
定 正常 は 生活 反応 領域 で ある と 云う こと で ある . 即ち , 
OE と お いて も , 適温 で 
あれ ば 短 虫 卵 は よく 発育 し て 仔 虫 を 完成 し 得る も の が 少 

る と 思わ れる . と の 様 な 結 
果 か ら 判 断 す る な ら ば , 宿主 体内 と お ける 発育 阻止 に は , 
温度 条件 が , 生体 反応 より , より 重要 な 効果 的 意義 を も 
つの で は な いか と 推定 され る . 

と こと ろ が , 先 の Makai, Africa ら の 人 体内 に お ける 貞 
虫 卵 の 発育 振り で ある が , と の 様 な 事実 は , 人 体温 の 如 
き 高 温 下 において, 如何 な る 条件 の も と (生理 的 , 免疫 的 
反 態 度 〉 に お いて 営ま れる か が 問題 と な る . 竹山 (1949) 


は それ に 対し て 貝 卵 発育 促進 因子 な る も の を 想定 し て い 

る . 然し 征 ら その 何れ も が 鬼 籍 に と 入 つた 様 な 重症 の 症例 
で あり , それ ら の 報告 に は 体温 及び 栄養 状態 等 に 関す る 
記載 を 欠い て いる が , 今 迄 種々 考察 し た 様 な 結果 か ら 推 
察する と , 未 期 症状 に 見 られ る 或 る 異常 な 生体 反応 か , 
又は 或 る 一 定 の 低 体温 状態 と が 想定 され る な ら ば , 人 体 
内 で も 叉 。 か ゝ る と と が 起り 得る こと は 否定 し 得 な いと 
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ど とろ で あろ う 。 . 

いずれ に せよ ょ よ , 和貴 虫 自家 感染 の 問題 は , 臨床 的 及び 流 
行 学 的 意義 の みな ら ず , 生物 学 的 に も 甚だ 興味 深い と と 
ろ で ある の で , 著者 は 更に 体温 と 生体 反応 機転 の 相互 の 
関連 性 に つい て 更に 詳し く 検 討 す べき で ある と 考え , 冬 
眠 動 物 や , 恒温 動物 に つい て も 特に 生体 反応 に 影響 を 与 
える と 思わ れる ナイ トロ ミン ,。 ベン チー ル ,。 クロ ルプ ロロ 
マジ ン , 及び コー チ ゾ ン 等 を 用 いて , 目下 鋭意 検討 中 で 
ある こと と を 附 言 し て お く 。. 

宿主 体内 異 所 , 又は 組織 内 に お ける 豚 遇 虫 卵 の 発育 に 
関し , 先ず その 発育 を 阻害 する と 思わ れる 体温 の 影響 を 
考慮 し て , 両 棲 類 時) や 魚類 (金魚 〕) を 用 い , その 腹腔 
内 に 豚 単細胞 注入 し て 。 いろいろ の 温度 に 
お いて 実験 し た . その 成績 は , 時 で は 80C~82°C 気 温 に 
お いて 14 日 目 に 102%2, 21 日 月 に 90%. 金魚 で は 26"C 水 温 
及び 29'C~380°C 水 温 と おい て, 夫々 28 日 有 目 及び 21 日 月 に 
2 ~ 8 2 の 割合 に 仔 虫 包 蔵 卵 を 完成 し た . 

と れ ら の 成績 に 基 ず いて 若干 の 考察 を 試み た . 


稿 を 終る に 臨み , 御 指導 , 御 校 関 を 賜 つ た を 思 師 森下 攻 
教授 に 深 基 の 謝意 を 表し ます . 本 論 要 第 28 回 
日 本 寄生 虫 学 会 に た 於 いて 報告 し た . 

1) Africa, C. & Garcia, E. (1936) : Embryonated 
eggs of Ascaris lumbricoides in the mesentric 
tissue of man, with special reference to the 
posibility of autoinfection. J. Philip. Isl. Med. 

Ass., XVI, 461. 

) Africa, C. & de Leon, W. (1938) : Observations 
on the mechanism of phagocytosis of various 
helminth ova. Livro Jub. do Prof. Travassos. 1. 

3) 安楽 鋭 則 (1934) : 内 迷 入 卵 及 び の 

運命 並 に に 基 因 す る 的 変化 た つい て , 

日本 医科 大 学 雑誌 , V. 1128~1147. 

青木 忠 (1943) : 温 卵 発 育 に 及ぼ す 影 

響 た に た ついて, 慶応 医学 , 14, 293~305. 

) Brown, H. (1927) : Studies on the rate of de- 

* velopment and viability of Ascaris lnmbricoides 
and Trichuris trichura under fields conditions. 
Jour. Parasit., 14(1), 1~15. 

Devaine, C. J. (1858): Recharches sur le de- 
e velopment et la propagation du Trichocephale 

de I’ Homme’ et de I’ Ascaride lumbricoide. 
Comp. rend. Acad., Sc., Paris, 46, 1217~1219. 
7) 土橋 静 佳 (1932) : 環 虫 卵 発育 の 抑制 現象 に 関す 
る 研究 , 慶応 医学 , 12, 1271~1328. 
8) 伏見 純一 (1950) : 卵 発育 能 観 の 場合 に 


to 


る 


13) 


14) 


15 


) 井田 正二 (1930) : 


16) 


17 


27) 


) 大 場 之 (1923) : 


) Prosser, C. L. (1952) : 


於 ける 実験 成績 の 経 め 方 と 表現 方 法 と た に 就 て , 
予防 医学 , I(2) , 55~58. 


Huff, G. C. (1936) : Experimental studies of 
factors influencing the development of the eggs 
of Pig Ascarid. Jour. Parasit., XXII, 455. 
石川 昇 (1920) : 膝 臓 及び 大 膜 腺 の 
に 基 因 す る 組織 的 変化 , 中 外 医 事 新報 , 958, 
203 ~214. 

の 発育 と 卵殻 と の 関係 
に つい て , 慶応 医学 , 10, 1851~1872. 
小林 時 (1922) : 寄生 卵 の 抵抗 力 , 朝鮮 医 
学会 雑誌 , 38, 91. 

門 多 : 高温 (特に 人 体温 領域 ) の 生 
存 力 並び に 産卵 能 た に 及 ば す 影響 に ついて, 寄生 
虫 誌 , IV, 312~316. 

皆川 弘毅 皆 川 静 明 (1919) : 皮下 組織 内 た に け 
る 寄生 虫 卵子 の 発育 に 就 て , 千葉 医 専 校友 会 誌 , 

Makai, E. (1922) : Ueber Spulwiirmerabszes 
der Lever. D. Zeitsch. £. Chirurgie. 169, 5/6, 
297~ 308. 

修 太 郎 (1929) : 基 因 する 膝 臓 の 
物 結節 に つい て 摘要 , 中 外 医 事 新報 , 705, 1019 
~1024, 中 外 医 事 新報 , 706, 1098~1111. 
Martin, H. M. (1913): Recherches sur les 
conditions du development embryonaire des 
nematodes parasites. Ann. sci. nat. zool.,,9 ser., 

小 県 誠治 (1922): 環 虫 卵 の 発育 に 関す る 研究 , 東 
京 医事 新 誌 , 2293, 1689~1696. 


) 小 県 誠治 (1924) : 余 の 映 虫 卵 撲 滅法 に 就 て (その 


2) 温 庶 に 対す る 抵抗 力 試 験 , 大 阪 医 学会 雑誌 , 


23, 1373~14%7. 


) 大 場 辰 (1923) : 卵 の 発育 に 関す る 研究 , 


台湾 医学 会 雑誌 , 228, 161~174. 
卵子 の 抵抗 た て , 台 
医 学 雑誌 , 227, 106~122. 

Comparative Animal 
Physiology. W. B. Saunders. Philadelphia & 
London, 312~316. 

Ransom, B. H. (1911) : Observations on’ the 
history of Ascaris lumbricoides. United States 
department of agricultural bulletin. No. 817. 


) (1949) : 人 卵 発育 に 及ぼ す 体 温 の 影 


, (1) 熱発 患者 ょ り 得 た を る 卵 培 養 試 
験 , 阪 大 医 誌 , 1(3), 53~62. 

竹山 (1949) : 人 卵 発育 に 及ぼ す 体 温 の 影 
, (2) 人 体温 領域 の の 人 子宮 内 卵 発 
育た に 及ぼす 影響 , 阪 大 医 誌 ,2(1) , 27~37. 


) Wharton, L. D. (1915) : The development of 


the eggs of Ascaris lumbricoides. Phi. Jour. 
Sci., 10, 19~25. 
吉田 貞雄 (1923) : 環 虫 の 研究 二 三 , 大 阪 医学 会 


9) 
10 
11 
18) 
19 
20 
2i 
22 
23) 
! 24 
(40 ) 


雑誌 , 22, 244~270. 寄生 虫 誌 8, 775。 


28) 柳井 富夫 (1959) : 腸管 外 に 置か れ た 各種 咽 虫 卵 30) Zawadowsky, M. M. & Sidorow, K. M. (1927) : 

の 態 席 逝 び に 運命 に 関す る 研究 , (1) マウ ス の The influence of temperature on the develop- 
、 腹腔 内 に 投与 され た 場合 寄生 虫 誌 , 8, 294~ mentof ascaris eggs. Transactions of the labora- 
311. tory of experimental biology of the zoopark of 


29) 柳井 富夫 (1959) : 同上 (2) 脳 に 投与 され た 場合 , Moscows. III, 180. 


STUDIES ON THE BEHAVIOUR AND FATE OF VARIOUS ASCARID EGGS 
PLACED OUTSIDE INTESTINE OF HOST (3) ON THE DEVELOPMENT 
OF THE EGGS OF ASCARIS LUMBRICOIDES FROM 
SWINE IN THE PERITONEAL CAVITIES OF 
THE POIKILOTHERMAL ANIMALS 


TOMIO YANAI 
(Department of Parasitology, Research Institute for Microbial Diseases, Osaka University) 


Africa et al. (1936) found the embryonated eggs of Ascaris lumbricoides from the nodules 
in the peritoneal cavity of one woman, dying from the intestinal rupture due to the mass 
infestation of the same worm, and they’ could prove later (1938) that a majority of the ascarid 
eggs, inoculated experimentally into the peritoneal cavity of a monkey, developed to the embry- 
onated egg stage. These observations lead them to assum that the autoinfec tion of Ascaris lum- 
bricoides is highly probable. 

Regarding the development of the ascarid eggs at the abnormal location (tissue) of a host, 
available reports by various authors indicate that in general the eggs cannot make normal 
development there while some of them admit their normal development till to the earlier stage of 
2-8 cellular eggs. 

According to may personal experiences the development of the eggs of Ascaris lumbricoides 
(of pig origin) till to the 2-8 cellular stages or at best to the morula stage, was observed. It 
was also confirmed that under the same condition the eggs of Neoascaris equorm can develop to 
the embryonated egg stage. 

Thus, it can be assumed that under the particular conditions the ascarid eggs can develop 
to the embryonated egg stage after normal developmental course. 

Regarding the conditions, influencing the development of the eggs, the body temperature of 
warm blood mammals might be the most disturbing one. This can be easily understood from 
earlier reports, which dealt with the influence of the temperature upon the development of the 
ascarid eggs within the range of normal human body temperature. 

This paper deals with the results of the experiments using one of Amphibia (Rana nigro- 
maculata) and one. of sweet water fish (Japanese gold fish, Wakin), both having the normally 
variable body temperature. By inoculating the eggs of Ascaris lnmbicoides (of pig origin) into 
the peritoneal cavity of these animals a factor influencing the devlopment of the eggs within the 
human body was studied indirectly. 

In Rana nigromaculata at the outdoor temperature of 30-32°C, 10% or 90% of the inocul- 
ated eggs were found as embryonated eggs after 14 or 21 days respectively, while in Gold 
fishes, at the water temperature of 26°C or 29-30°C, 2-3% of them were found as embry onated 
eggs, whether examined after 21 or 28 days. According to this it can be said that the ascarid 
eggs, if not all, can develop normally under the favourable condition even within the living body. 

On the other hand, as already showed by the earlier experiment with mice, the eggs can 
be destroyed by the defense mechanism of the living host body, but under consideration of 
the results of the present, it is assumed that within the living host body the temperature factor 
may have more desturbing influence upon the development of the ascarid eggs than the defensive 
power of a host body. ; 
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論 

先 に 著者 (1959) は 日 本 住 血 吸 虫 の 中 間 宿 主 ミ ヤ イ リガ 
イ Oncomelania nosopbhora の 性 的 成就 期 を 明らか に す 
る た め に , 雌雄 別 の 生殖 細胞 の 発育 状況 と その 吉 長 と の 
関係 に つい て 検討 を 試み , 精巣 内 に お ける 精子 の 出現 は 
帝 長 5 mm 以上 の も の か ら 総 べ て に 認め られ , 一 方 卵巣 
内 た に お ける 成就 分 裂 寸前 の 卵 母 細胞 の 出現 は 帝 長 6 mm 
以上 の も の か ら 総 べ て に 認め られ , 雌雄 両者 聞こ に や ょ ゝ 差 
が ある と 述べ た が , それ の 稚 具 と 成熟 貞 と の 区 別 を 忠吉 
の 外部 特徴 で も つて 行なえ れ ば 応用 面 上 甚だ 益 す る と こ 
ろ 大 で ある . そこ で 今回 は 各種 誤 長 に お ける 貝殻 の 諸 特 
徴 に つい て 検討 を 行 つ た. すなわち 別 の 長 と 
径 と の 関係 , いわ ゆる 径 長 比 が 中 の 成長 過程 に だ お いて ど 
の よう に 変化 する か に つい て 検索 し , あわ せ て 上 由 殻 の 一 
特徴 と し て の 縦 張 肪 の 出現 状況 に つい て る 検討 し た . 
次 に ミヤ イリ ガイ の 交尾 は 直接 た に は 内 の 性 的 成 部 度 , 
特に その 生殖 細胞 の 出現 に 関係 が ある こと は 論ずる に 供 
た な い . その 交尾 に つい て は 杉浦 (1933), 川本 (1954), 
Wagner ら (1957), 飯島 ら (1959) の それ が ある が , これ 
ら の 報告 は 季節 的 の 観察 や 変 尾 持 続 時 間 等 の 観察 で あつ 
て , 玄 長 が どの 程度 の も の か ら 交 尾 が 営ま れる か に つい 
て は 記載 が な い . 貝 の 採集 の 際 , その 交尾 状況 を 観察 す 
る に , 一 般 に 賜 潤 地 お よび 水中 に お いて 多く 見 られ , そ 
の 交尾 は 比較 的 大 きい 中 で 見 られ る よう な 傾向 が ある と 
共に 変 尾 中 の 雄 由 と 雌 貞 と で は 大 き さ が 異な る よう に 見 
受け られ た . そこ と で, ここ で は 更に と ミヤ イリ ガイ の 性 的 
成熟 期 を 明らか に する た め に , 交尾 は 殻 長 機 mm の も 
の か ら 営 まれ る か , 交尾 中 の 雄 中 と 雌 貞 と で は どの よう 
な 組合 せ で 行なわ れ て いる か , また 交尾 頻度 は 雄 中 と 雌 
内 と で は 差 が ある か , 簿 か につい て 実験 室内 で 検討 を 行 
な つっ つた. 


実験 材料 
実験 た 供し た 中 は 昭和 34 年 3 月 下旬 , 山梨 県 中 巨摩 
郡 人 田村 田 之 岡 の 水田 地帯 の 小 溝 泥 か ら 採 集 し た . 上 只 は 


ミヤ イリ ガイ の 交尾 状況 と その 毅 徴 と の 関係 に つい て 
橋 
国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
(昭和 34 年 8 月 12 日 受領 ) 
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水 で よく 洗い , 上 附 着 し て いる 土 や を 除去 
し , 中 殻 が 破損 お ょ び 侵 触 し て いな い 運 動 活 肖 な も の を 
選び , 長 5 mm 以上 の Penis 透視 橋 本 , 1958) 
に ょ っ つて 雌雄 を 判別 し , それ 以下 の 中 は その 方 法 に ょ る 
雌雄 判別 が 困難 で あつ た た め , スラ イド 上 に 貝 を ビニ =ー 
ル 絹 で 固着 させ , 水中 に お いて 弱 拡 大 鏡 下 で それ を 判別 
し て 用 いた . 
長 と 径 と の 関係 

1) 実験 方 法 : の 測定 は 0.01 mm の マイ ロメ 
ー タ を 用 いて 第 1 図 に 示し た 如く と 計測 し 。, 
寺 長 0.50 mm 問 隔 で ダグ ルー プ に し た . 計測 中 数 は 雌雄 


第 1 図 ミヤ ャ イリ ガイ の と 径 の 計測 方 法 
模式 図 


別 各 グル ー プ に つき 30~50 個 と し , その 平均 値 を 赴 宗 
し た . 比 は で を 除 し た も の で ある . 

2) 長 と 長 比 と の 関係 : 今 軸 に を とり, 
軸 に 径 を と つて 両者 の 関係 を 図示 すれ ば 第 2 図 の 如く 
に な り , これ を 更に 殻 長 と 委 長 比 と の 関係 か ら 見 る と 第 
3 図 に 示し た 如く , 雄 具 は 帝 長 3.00 mm ( 径 長 比 平均 
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第 2 図 ミヤ ャ イリ ガイ の 雌雄 別 の 殻 長 と 殻 径 と の 関 
係 
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第 3 図 ミヤ ャ イリ ガイ の 雌雄 別 の 殻 長 と 帝 径 と の 関 
係 


0.597) の も の か ら 吉 長 5.00 mm ( 径 長 比 平 均 0.476) ま 


で の も の で は 比較 的 に 径 長 比 が 大 きく 出 て いる が , 誤 長 
5.50 mm 以上 の も の で は 径 長 比 が 毅 長 の 小 な る も の よ 


りや 徐々 に 小さ く な る 傾向 が あぁ ある. 一 方 貞 は 長 


3.00 mm.・( 比 平均 0.610) の も の か ら 5.50 mm 
( 径 長 比 平 均 0.456) まで の も の で は 比較 的 に 篤 長 比 が 大 
きい が , 6.00 mm 以上 の も の で は と 同様 に そ 


れ が や 徐々 に 小さ ぐ な る ょ よう で ある . 
縦 張 助 の 出現 状況 

1) 実験 方 法 : 長 3~8 mm の 上 を こと ょ っ て 
長 0.5 mm 間隔 に 分 け , 更に 雌雄 別に 分 け て 全体 を 22 
群 と し , 各 を 100 個 づ とり, 中 殻 の 開口 部 の 外周 
肥厚 部 いわ ゆる 張 の 出現 率 を た 結果 は の 
如 ぐ で ある . 

2) 縦 張 助 の 出現 状況 : 第 4 図 に 示し た 如く , 雄 由 は 
殻 長 3.00 mm の も の か ら 5.00 mm の も の に お いて は 
縦 張 肪 の 出現 を 認め な か つた が , 玄 長 5.50 mm の も の 
で は 僅か に 認め られ , 誤 長 7.00mm 以上 の も の で は 
100 光 に 認め られ た . 一 方 雌 貞 に お いて は 雄 具 と 同様 に 
殻 長 3.00 mm の も の か ら 5.00 mm の も の に お いて は 
終 張 肪 の 出現 を 認め な か つた が , 殻 長 5.50 mm の も の 
で は 僅か に 認め られ , 殻 長 7.50 mm 以上 の も の で は 
100 に 認め られ た . 
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第 4 図 ミ ャ イ リガ イ の 雌雄 別 総 張 肪 出現 状況 


交尾 と 殻 徴 と の 関係 
1) 実験 方 法 : 雌雄 を 判別 し た 貝殻 に は ヵ ラ ー ペ イン 
ト で マー ク し て その 区 別 が 容易 た わか る よう に し た . 各 
種 の (5~8 mm) を 有する 上 の 先 づ 0.50 
mm 間隔 に 分 け , 各 群 を 200 個 (雌雄 1 : 1 の 割合 ) に 
し て お き , 総計 1,200 個 を 適度 の 水 と 土 を 入れ た 同一 シ 
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ャ ー レ ( 30 cm) 内 に 放置 し , 内 が お 互い に 重 な い 第 1 表 各種 の 毅 を 有する ょ 雌 具 の 総 具 
ょ うに 心がけ 18>23°C の も と で 5 日 ( 同一 ャ ー レ 内 に 入れ た の 


前 10 時 か ら 午 後 6 時 まで 8 時 間 連 続 ) 観 宗 を 行 な つ た . 林 長 (mm) 
た だ し 夜間 は その 容器 か ら を 取り 出し て 濾紙 上 に 
せ , 乾燥 状態 に し て お いた . 交尾 の 確認 は 変 尾 し て いる - 
か ら 雄 上 を ゆる や か に 離し , 陰茎 が へ 挿入 され 
て いる か , か を 確 め た 後 , 先 づ を 計測 し , それ を 
帝 長 0.10 単位 で 記録 し , 交尾 が 行なわ れ て いた も の に gi 
つい て は その 容器 か ら 取 り 除 いた . 雌雄 別 の 率 の 算 
次 の 式 に ょ つた. つま り 雄 貞 は - の 3 
率 は 5 日 間 の それ を 黒 積 し た も の で ある . , すい 。 
2) 各種 の (5~8 mm) を 有する 上 の 総数 を 同一 シ 
ャ ー レ 内 に 放置 し た と き の 尾 度 状況 : 0.10mm 
間隔 に 分 け て 如何 な る 組合 せ の 変 尾 が 管 まれ る か に つい Ne- : 
て 検討 し た 結果 は 第 1 表 に 示し た 如く 共に 同 
を 基 に と つて 由 か ら 見 る と , その 以 上 の 
は 著しく 高かっ つた の に 反し , その 基準 線 以 下 の 交 
率 は 極め て 低く か つた. すなわち も 中 の の 
内 が 大 きく , 雄 由 が 小さ い 組 合せ が 多かっ つ た. 同じ 結果 中 
を 棒グラフ で 表示 する と 第 5 図 の よう に な る また 
0.50 mm 間隔 に 纏め な お し た 第 6 図 で 見 る に , 雌雄 具 
580 610 650 760 
Cun -550 -600 -650 -700 -800 
5 図 ミヤ ャ イリ ガイ の 別 尾 度 状 況 第 図 ミ ャ イ リガ イ の 別 
尾 状況 
共に 衣 長 5.10~5.50 mm 群 で は 全く 交尾 が 認め られ な 5.60~6.00 mm 群 で は 閉 し くそ れ が 低く 0.2 必 に 見 ら 
か つた が , は 5.60~6.00 mm か ら そ れ が れ , 6.10~6.50 mm 群 で は 0.8 6.60~ 考 
僅か に 0.8 見 られ , 長 6.10~6.50 mm 群 で は 7.00 mm 群 で は 4.3 あつ て , 長 7.10~7.50 mm 
4.7 , 長 6.60~7.00 mm 群 で は 5.7 を 示し , 群 で は 8.0 を 示し , 7.60~8.00 mm で は 6.0 管 
長 7.10~7.50 mm 群 で は 5.2 で あぁ つて , 長 7.60 で あっ つっ た. る | 
へ ~8.00 mm で は 3.0 あぁ つた. 一 方 雌 で は 以上 の 交尾 は 何れ に お いて 張 発育 し た の み 
活 ミヤ ャ イリ ダイ の 交尾 は 夜間 に お いて 行なわ れる と 選 う が , と と で は 種々 の 点 に より 昼間 観察 を 行 な つ た . 
と 【 


夜間 の 変 尾 状 況 に つい て は 今後 検討 する 予定 で ある . 
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に 見 られ , それ が 未 発 育 な 内 に は 交尾 が 見 られ な か つ 
た . そこ で 張 の 未 発育 な 雄 と , それ が 発育 
し た と 発育 な 上 , 逆 に それ が 未 発育 の 雄 と 
発育 し た 等 と で は 果して が れる か に 
っ いて 検討 を 試み た が 何れ の 場合 に お いて る も 全く 交尾 が 
見 られ な か つた . 
総括 お よび 考 接 

先 づ 吉 長 と 径 長 比 と の 関係 に つい て は 第 7 図 に お いて 
模式 化し て ある 如く , 総体 的 に 見 て , 篤 長 比 は 雌雄 中共 
に 吉 長 5.50~6.00 mm 附近 の も の か ら そ れ 以 上 の も の 
に 豆 つて 比較 的 変化 が 小 に と な る よう で ある . すなわち 席 
長 小 な る 方 の 中 で は 全体 的 に 太 短 か くず ん ぐり し た 形 で 
あぁ る の に 反し , 殻 長大 な る 方 の 由 で は 細長 形 に な る 傾向 
が ある . また を 一 定 し た 場合 の 長 比 は の 大 
な る と ころ で は ょ より 雄 中 の 方 が 小さ く , 
に 比べ て が 太 短 か く , は に 比べ て それ が 細 
長 で ある こと が 分 つた , し た が つて 吉 長 大 な る 方 の も 
の に あつ て は , を 一 し た 場合 に は 中 の に 
ょ っ て ある 程度 まで は 雌雄 判別 に 役立つ の で は な いか と 
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図 ミヤ イリ ガイ の と 性 的 現象 と の 関係 
を 示す 模式 


考え られ る . また その 他 に 第 7 図 に 模式 化し て ある 如 
く , 張 の 出現 , の 開始 , (1959) た に ょ る 輸 
管内 の 卵 母 細胞 も し く は 卵細胞 の 出現 , 閉 者 (1959) たよ 
る 貯 精 胃 内 精子 の 発見 等 の 一 連 の 重要 な 性 的 に 関係 の 深 
い 諸 現 象 の 何れ も が 総体 的 た 見 て , 縦 張 肪 の 発育 し た 上 中 
の み に 玄 長 5.50~6.00 mm 附近 の も の に 起 つ て いる こ 
と は 極め て 興味 深く , 特に 輸 卵 管内 に 落ち 込ん だ 卵 母 細 


胞 も し く は 卵細胞 は 生殖 組織 か ら 独 立 し た お そら く 上 成熟 
し た 卵 母 細胞 も しく は 卵細胞 と 考え られ , か よう な 卵 細 
胞 を も つ 上 中 は 性 的 に 成熟 し た も の と 看 餅 せる よう に 思わ 
れる . また 著者 (1959) に ょ る と 精子 の 出現 は 組織 学 的 検 
索 た に た ょ っ て 吉 長 3.50 mm の も の か ら 認 め ら れ , また 同 
じ 検 索 に と に ょ っ て 卵巣 内 た 成就 分 列 寸 前 の 卵 母 細胞 を 認め 
た の は 玄 長 4.00 mm の も の か ら で あ つた と 述べ て いる 
こと と 等 の 諸事 実 か ら 考 察する に , お そら く 精 子 お ょ び 嘱 
巣 内 卵 母 細胞 の 形成 が 殻 長 5.50 mm 以下 の も の に お い 
て 行なわ れ , それ ら の 形成 た に 伴 な っ て 生ずる と 思わ れる 
神経 系 ある い は 内 分 泌 系 の 作用 た にょ つて 各種 生殖 器官 の 
発育 が 促進 され , 交尾 の 開始 に 至る も の と 老 え られ る . 
この 際 同 じ く 殻 長 5.50 mm の も の に お いて 出現 する 終 
が 問題 と な る が , これ は と と で は 形態 学 的 
に 差 が 認め られ ず , それ が 第 二 次 性 徴 と 云え る か , どう 
か は 現在 まで の と ころ 明らか で な い . た だ 前 述 の 諸事 
実 すなわち 張 が 5.50 mm 附近 の も の か ら 
われ , 著者 (1959) は その 同じ の も の で 性 的 に 成 
思わ れ た 上 貝 が 現われ る と いう ぅ うこ と, お よび 交尾 は 縦 張 肪 
の 発育 し た 中 のみ に 見 られ て いた こと 等 か ら お し て , 
張 発育 し た は 成熟 で ある と せる よう に 思わ 
れる . 従 つ て 生殖 器官 の 発育 と 縦 張 肪 の 発育 は 極め て 審 
接 な 関係 に ある も の と 老 え られ る . 著者 (1959) に よる と 
精巣 内 に お ける 精子 の 出現 が 100 必 に 見 られ る と ころ は 
帝 長 5.00 mm の と ころ で あり , 卵巣 内 に お ける 成就 分 列 
寸前 の 卵 母 細胞 の 100 必 に 見 られ る と ころ は 六 長 6.00 
mm の と ころ で あつ て , 両者 に 多少 の ずれ が ある と 述べ 
て お り , また 交尾 は 雄 と で は その 別 の 頻度 
の 最大 の 時 期 が 異な り , 前 者 で は 吉 長 6.60~7.00 mm 
附近 , 後者 で は 吉 長 7.10~7.50 mm 附近 に それ が あ 
り , また 交尾 中 の 雄 員 と と で は の 大 き さ が 
り , 雄 は それ 自体 より の 大 きい を 選ん で 交尾 
する 傾向 が 実験 室内 で 見 られ , これ は Pesigan ら (1958) 
に よる O. qxadrasi の 交尾 の 観察 結果 と ほぼ 一 致し て お 
り , また 著者 の 自然 界 に お ける 変 尾 状況 を 観察 し た 経験 
と 概して 一 致し て いる . Mc Mullen (1951) , 著者 (1958) 
は 自然 に お ける お ょ び の 別 分 布 状況 を 調 
査 し た と こと ころ, で は 6.10~7.00 mm, 具 で 
は 吉 長 7.10~8.00 mm の も の が も つと も 多 か つ た と 報 
告 し て お り , また (1955) は は ょ り そ の 
が 一 般 に 大 きい と 述べ て いる こと 等 を 考 を 合せ て 見 る 
に , 長 り 見 た 場合 は , 同時 に し て 年 同じ で 
あつ て 方 が ょ より る 性 的 成就 期 た 達する の 
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速い た め に か , ある い は 年 齢 は 同じ で も に 比 
し て 上 幅 帝 の 伸長 速度 が 遅い た め た に か , いづ れ に し て も こ 
の ょ うぅ うに 雌雄 両者 間 に 差 が ある の で は な か ろう か と 考え 
られ る . 長 7.60~8.00 mm で の 雌雄 共に 尾 が 減 
人 退 し て いる の は , Pesigan ら (1958) の O. quadrasi で も 
つと る も 長 の 大 きい と ころ で は 交尾 が 低下 する と いう 結 
果 と 一 致し て お り , 自然 界 で 8 mm を 越え る が 
で ある こと か ら , この 事実 は 老 酔 期 た 入っ つた も の と 考え 
る の が 自然 で あろ うぅ . 自然 界 と お ける 芝 長 より 見 た 詳細 
な 交尾 状況 に つい て は 今後 の 検討 に 供 た な けれ ば な ら な 
い 

以上 た より 外 部 特徴 と し て の , 径 長 比 ょ び 張 
肪 は ある 程度 性 的 成就 度 を 示す も の と 考え られ , 今後 ミ 
ヤ イ リガ イ OO. rosophora の 基礎 的 資料 と し て 役立つ の 
で あろ と 思わ れる . 張 助 の 出現 は 雄 の 方 が 
り る も 総体 的 に 速い よう で あつ た が , これ る も 前 述 し た 如 
く , 本 実験 で く 用 いた 貝 は 総 べ て 自然 界 と お いて 採集 し た 
も の で 長 に と ょ っ て 分 類 し た た め , 個々 に た つい て は その 
年 齢 が 不明 で あり , この 問題 は 同時 に 解 化 し た 由 に ょ つ 
て 実験 室内 で の 今後 の 検討 に 俊 た な けれ ば な ら な いと 思 

約 

ミヤ イリ ガイ の 性 的 成就 期 を 明らか に する た め に 前 段 
階 と し て 先 づ 雌雄 別 の 吉 長 と 殻 径 と の 関係 いわ ゆる 径 長 
比 を 調べ , 次 に 縦 張 助 の 出現 状況 お ょ び 交 尾 等 と 殻 長 と 
の 関係 に つい て 検討 し た . その 結果 を 要約 すれ ば 次 の 如 
く で ある . 

1) _ 径 長 比 は 雌雄 具 共 に 誤 長 の 小 な る も の で は 大 き 
く , 殻 長 の 大 な る も の で は 小さ い 傾 向 が 見 られ た . これ 
を 雌雄 別に 見 る と 4.50 mm 以上 の も の で は に 

対す る 比 は 雄 員 ょ り 方 が や や 大 きか つた . 
張 は 中 共に 5.50 mm の も の か ら 認 
め ら れ , 吉 長 7.5 mm 以上 の も の で は 総 べ て に 認め た . 
こと これ を 雌雄 別に 見 る と 吉 長 5.50 mm の も の か ら 7.00 
mm の も の に お いて は の 方 が より 多く 認め ら 

3) 交尾 は 雌雄 内 共に 帝 長 5.6 mm 附近 の も の か ら 
認め られ , この 交尾 を 雄 由 の 方 か ら 見 れ ば 玄 長 6.60~ 
7.00 mm 群 で 最高 で あつ た . 同様 に 雌 貞 の 方 か ら 見 れ 
ば 鼓 長 7.10~7.50 mm 群 で 最高 で あぁ つた . 交尾 は 終 張 
の 発育 し た 由 み に 見 られ , 交尾 中 の 雄 と で 
は の 大 き さ が 異な り , は それ 自体 より の 大 
きい を 選ぶ 傾向 が あつ た . 


4) 総体 的 に 長 比 の 変化 は 5.50~6.00 mm 
近 の も の に 見 られ , その 他 に 終 張 助 の 出現 , 変 尾 の 義 
始 , 著者 (1959) と こ ょ る 輸 卵 管内 の 卵 母 細胞 も し く は 卵 細 
胞 の 出現 , 著者 (1959) にょ る 精 精子 の 発見 等 の 
要 な 性 的 諸 現 が 縦 張 の 発育 し た の み に 5.50 
~6.00 mm 附近 の も の に 起 つ て いる こと か ら , 終 張 助 
の 発育 し た も の は お そら く 成 就 貞 で ある も の と 推定 され 
た . この は 総体 的 に よ り 見 れ ば 雄 方 が 
内 より る も 早く 出現 する よう で あり , 従っ つて 雄 中 の 方 が 雌 
由 ょ より る 性 的 成就 期 が や や 速い も の と 推定 され た . 


稿 を 終り た あたり うり 御 指導 , 御 校 閣 の 労 を 賜 つ た 予 研 寄 
生 虫 部 々 長 小宮 義孝 博士 3 よび 同 部 小山 力 技官 に 深謝 の 
意 を 表し ます . 種々 御 教示 を 賜 つ た 都立 大 学生 物 学 教 密 
団 勝 博士 よび 麻布 獣医 学生 物 学 教室 板垣 氏 に 
感謝 いた し ます . また 種々 御 教示 を 賜 つ た 予 研 寄 生 虫 部 
一 男 博 士 , 柳沢 十 四 博士 よび 同 部 の 姉 , 
また 実験 材料 の 採集 に 際 し 御 援助 を 賜 つ た 山梨 県 立 医学 
研究 所 地方 病 科 飯島 利 よび 同 科 の 諸氏 に 感謝 
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THE RELATION BETWEEN THE COPULATION AND SHELL 
CHARACTER OF ONCOMELANIA NOSOPHORA 


IsAO HASHIMOTO 


(Department of Parasitology, National Institute of Health, Tokyo, Japan) 


This study was carried out to know the relation between the occurrence of copulation and 


shell-character of Oncomelania nosophora snail intermediate host of Schistosoma japonicum. The 


results obtained are summarized as follows : 
1) Relation between shell-width and -length: The average ratios of shell-width and 


-length in the snails being 5.5 mm or more in length were smaller than those in snails being 5.0 


mm or less. Female snails appeard to show a lower ratio of shell-width and -length than the 


males. 
2) Relation between outer lip of aperture and shell-length : The appearance of outer lip 


of aperture were rearly recognized on the snail with length of 5.5 mm, and it always observed on 


those of 7.5 mm or more in length. In each shell-length between 5.5 mm and 7.0 mm the ratios 


of the appearance of outer lip were found to be predominant in male snails as compared witn those 


in the female. 
3) Relation between copulation and shell-character. The occurrence of the copulation 


when many snails with various sizes from 5.0 to 8.0 mm in length were mixed in same container 


was realy recognized on the snail with 5.6 mm or more in length, and the highest was ovserved 


in male with 6.6 to 7.0 mm in length, and in female with 7.1 to 7.5 mm. 


The copulation as mentioned above were recognized only in snails having the outer lip of 


aperture. In each couple female snails were found to be generally larger than the male ones. 


Such a difference of size is considered to be chiefly due to the difference of rate of shell growth 


sexual maturity between the male and female. 
4) As has already been carried out in the previous paper (1959), the oocytes (or may be egg 


cells) in the oviducts were recognized on snails with 5.5mm or more in length, and observed 


only in snails having outer lip of aperture. On the other hnd, the spermatozoa in seminal vesicle 


were recognized on the snails with 5.5 mm or more in length, and observed only in snails having 


outer lip of aperture. In this study, the copulation is usually found on snails having outer lip of 


aperture. Those which have the outer lip, therefore, may be considered to have matured sexually. 
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は し が き 


て , 極め て すぐ れ て いる こと を 報告 し た . 


化 を 詳細 に 観察 し た の で , その 大 要 を 報告 する . 
材料 お よび 方 法 


私 ども は , さき に 人 工 感 染 肝 和 牛 に とお ける 小野 皮 内 反 
応 の 消長 を , 感染 後 600 日 た と わた つて 観察 し , と くに 肝 
の 早期 診断 に は, 本 内 反応 は 卵 に くら 


今回 は , 前 報 と 同一 の 人 工 感染 肝 贅 和牛 に つい て , や は 
り 感 染 後 600 日 と わた つて 行っ つた 臨床 お よび 血液 学 的 変 


1. 実験 動物 : 前 報 の よ ょ うに, 黒色 和牛 2 頭 に , 実験 
的 に 作製 し た 肝 帳 メタ ケル カリ ア を 経 日 投与 し て , 人 工 
感染 生 を つく つた . すなわち , No. 1 は 生後 10 ヵ 月, 
体重 220 kg の 去勢 雄 で , これ に 肝 峰 メタ ケル カリ ア 
3,000 個 を 経 唱 投与 し て , 軍 度 の 感染 を 起 さ くせ, さら に 
感染 後 393 日 月 た に 肝 交 メタ ケル カリ ア 1,500 個 を も つて 
再 感 染 を 行 つ た . No. 2 は 生後 8 ヵ月 , 体重 180kg の 
去勢 雄 で , これ に 肝 持 メタ ケル カリ ア 1,500 個 を 経口 投 
与 し て , 中 等 度 の 感染 を 起 さ くせ, 感染 後 190 日 目 か ら 5 
回 に わたり , Hexachloroethane 製剤 (体重 1kg あたり 
0.3g) を も つて 廊 虫 試験 を 行 つ た . 実験 2 例 の 観察 期間 
は 1956 年 7 月 3 日 より 1958 年 3 月 7 日 に いた る 600 日 


日 ) , No. 
韻 検 を 行 つ た . 
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<. 


し , 


臨床 検査 : 体温 , 脈 所 , 呼吸 お ょ び 一 般 臨 床 検査 
は 毎日 1 回 , 卵 検査 は お ょ び 矢尾 板 を 併用 
体重 測定 は 1 週 1 回 , ' 小 野 皮 内 
一 般 症 状 の うち も, 


人 工 感染 肝 蜂 和牛 に と お ける 臨床 お ょ び 血 液 学 的 観察 


1 週 2 回 検査 した. 
反応 は , お お むね 2 週 に 1 回 行 つ た . 


(昭和 34 年 8 月 12 日 受領 ) 


間 で ある . な お No. 1 は 1958 年 12 月 12 日 (感染 870 
2 は 同 5 月 16 日 (感染 670 日 目 ) た に , と 帝 , 


肝 部 圧痛 , 浮腫 の 発現 , 消長 に は , と くに 注意 し た . 


機能 検査 に は , Gros 反応 (判定 は 岩科 た に ょ る ). 


反応 お よび Hijmans van den Bergh 法 を 行 つ た . 


3. 


回 , 


血液 検査 : 血液 検査 は , 感染 3 ヵ月 以内 は 1 週 2 
赤血球 数 は Hayem 液 で 
200 倍 に 希釈 し た 血液 を , Thoma-Zeiss 計算 宏 を 用 いて 
, 白血球 は Tiirk 液 で 10 倍 に 希釈 する 外 , 計算 
は 赤血球 の 場合 と 同様 で ある . 血色 素 量 は Sahli の 血色 
赤血球 沈降 速度 の 測定 は Westergren 


素 計 を 使用 し た . 


法 の 変 法 , すなわち 3.8 クタ ク ェ ン 酸 ッ ー ダ と 血液 の 比 を 
2:3 とし, 30°C 恒 温 槽 内 で ピペット を 60° に 傾 倖 させ 
各種 白血球 数 は , 血液 塗 抹 標 本 を ギー ム ザ 


て 測定 し た . 
染色 と し , 百分率 を 求め た . 


4. 


尿 検査 : 排 護 直後 の 尿 に つい て , その 一 般 性 状 , 


第 1 表 実験 動物 と その 経過 な ら び に 曽 検 所 見 


以後 は 1 週 1 回 行 つ た . 


ケル カリ > 


1958, 
5, 16 


(感染 
670 日 ) 


wo = 


2. 
3. 
4 
5 


肝 紫 寄生 に ょ る 高度 の 肝硬変 


肝 寄生 にょ る 肝 葉 高 度 の 
高度 の 慢性 炎 , 腸 (生存 
肝 4 ) 

胆 結石 形成 


腸 の 出血 性 , カタ ー ル を 


Lugol 


肝 寄生 に ょ る 中 等 肝 硬 
肝 寄生 に ょ る 肝 左 葉 高 の 縮 
高度 慢性 胆 , 胆 (生存 
肝 1 ) 

胆 内 結石 形成 


, 


3 
| | 
1958, 
1956, 1957, 12; 12 
. 
1957, 
腸 の 出血 性 , カタ ー ル 性 炎 
( 49 ) 


1 12 33 61 66 68 75 81 13 127 155 164 204 32 260 BT 351 365 HB AOT A21 AG A 48 987 971 985 
- 356 IT 49 2 12264 22 25 22 8 222624 7 514 2 16 3027 24 5 1923 620 7 


1 図 


pH, 比重 , 蛋白 (スル フォ サリ チル 酸 法 , シノ テス ト 2 

号 (Trommer , シノ テス ト 1 号 法 ), 血色 素 

(Benzidin 法 , Heller 潜 ), 胆 色 素 (Gmelin 法 ), ケト ン 

体 (シフ テス ト 3 号 法 )7 ウ ビ リン 体 (シノ テ スト 5 

法 ) の 検出 お よび 尿 沈 湾 の 顕微 鏡 的 検査 を 行 つ た . 
実験 成績 

1. No. 1 ( 肝 此 メ タケ ルカ リア 3,000 個 感染 和牛 ) の 所 
見 

(a) 一 般 臨 床 所 見 

1) 元気 : 感染 30 日 目 頃 か ら , ぜん じ 元気 が 酔 え , 
50 日 目 で は 著しく 元気 を 失 つ た . 100 日 目 頃 か ら … 歩 様 は 
緩慢 と な り , 修 意 症状 を 呈し , その 後 さ ら に この 状態 が 
療 し く な り , 160~200 日 で は 後 和 陰 忠 と な り , 歩行 を き 
ら つ た . し か し その 後 は 次 第 に 元気 を 回復 し , 344 日 有 目 
頃 で は ほぼ 正常 の 元気 を 示し た . 

2) : 感染 50 日 目 頃 か ら 食欲 が 減退 し は じ , 
60~130 日 目 に は 投与 飼料 の 60~70 必 量 を 残す ょ うに 
な り , つい で ぜん じ 食欲 を 増し , 30~40 残し た . 
230 日 目 頃 か ら 次 第 に 回 復 し , 330 日 目 に は ほぼ 正常 の 
食欲 と な つた . 再 感 染 後 食欲 に は 挫 常 は 認め られ な か つの 

3) 体重 : 感染 6 日 前 の 体 和 量 は 220 kg で , か な り 発 
育 良好 で あつ た . 感染 29 日 上 月 に は 268kg に 増加 し た 
が , これ を 境 と し て , その 後 体 重 は 光 第 に 減少 し , 106 
日 目 に は 感染 当時 の 体 和 量 と ほぼ 同様 の 215 kg に 低下 し , 


No. 1 (メタ ケル カリ ア 3,000 個 感染 和牛 ) の 症状 の 推移 (感染 後 600 日 間 の 観察 ) 
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その 後 148 日 た は 205kg, 204 日 196 kg, 246 日 191kg 
と な り , 最も 低下 し た の は 281 日 の 183 kg で あつ た . 
その 後 少し ずつ 回 復 に 向い , 感染 時 と ほぼ 同体 和 量 に な つっ 
た の は 330 日 目 で あつ て , その 後 は 徐々 に 増加 し , 393 
日 で は 251kg と な つた . 再 感 染 後 , 体重 減少 は みとめ 
られ な か つた . 

4) 被 毛 : 感 染 100 日 頃 よ り 被 毛 は 徐々 に 光沢 を 失 
い , 160 日 で は 著しく 光沢 を 失 つ て 粗 剛 と な り , 190 日 
上 月 で は 一 層 光 沢 を 失っ つて 粗く な り , 以後 35 日頃 まで つ 
づき , その 間 換 毛 は 全く み ら れ な か つた . その 後 は ぜん 
じ 回 復 し , 光沢 を 生じ , 380 日 頃 よ う や く 換毛 が みとめ 
られ た . 再 感 染 後 125 日 目 頃 再 び 被 毛 は 光沢 を 失 つ た . 

5) 浮腫 : 感染 120 日 目 に つ て 部 に 初め て 軽度 
の 冷 性 学 腫 が みとめ られ , 顔面 は 腫 有 劇 し た . 150 日 目 に 
は の 浮腫 は 極め て 明 な り , 170 日 目 に は 浮腫 
状 腫 服部 は 倫 頭 大 と な り , 波動 を 呈し , 経過 に 伴 つ て 浮 
腫 は さら に 大 き さ を 増し , 220 日 目 頃 に は , ほぼ 小児 頭 
大 と な つた . また 同時 に 前 胸部 に ゃ 中 等 度 の 浮腫 が 発現 
し た . その 後 , 長期 間 に わ た つて , この 状態 が つづ いた 
が , 300 日 目 頃 た 至り, 前 胸部 の 浮腫 は 消失 し , つい で 
部 の 浮腫 も 第 に 縮小 し , 340 日 頃 に つ て, ほ 
と ん ど 認 め ら れ な く な つた . 

6) 肝 部 の 圧痛 : 感染 後 90 日 目 頃 か ら 肝 部 の 圧痛 を 
触 知 し た . 150~288 日 は 圧痛 は 極め て 明 腔 で あつ た が , 
以後 ぜん じ 減 少し , 330 日 頃 に は 圧痛 は ほとん ど 感 じ ら 
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No. 1 の 血液 所 見 (感染 後 600 日 間 の 観察) 


れ な く な つた . 再 感 染 後 再び 肝 の 圧痛 が み ら れ た . 
7) _ 肝 機能 検査 : Gros 反応 は 全 期 間 を 通じ 陰性 , Lu- 


gol 反応 は 170~330 日 に お いて 疑 反 応 を 示し た 外す べ 
て 陰性 , HHL v. d. Bergh 反応 も 終始 陰性 で あつ た . 

8) 心機 能 : 感染 100 日 目 た に , 心音 は 微弱 , 濁 し , 
第 2 音 は 分 裂 し た . その 後 次 第 た 悪化 し , 130 日 目 頃 に 
は 第 2 音 の 分 裂 あ る い は 宣 復 が あら われ , 心音 は 著しく 
微弱 , 濁 を 示 した. 160~300 日 は さら に 顕著 と な つ 


た が , その 後 は 次 第 た 回復 し , 330 日 頃 に いた り , ほぼ 


正常 の 状態 に も ど つ た . : 

9) 了 服 結 膜 : 感染 後 40 日 目 頃 より わ ず か に 眠 結 膜 に 
が あら われ , 120 日 頃 た は 著 明 なり, 150~280 日 
で は 最も 委 血 が 閉 し く , わずか の 刺激 で 落 涙 し , また 混 
注 の 状態 を 示し た . その 後 回 復 し , 360 日 頃 は ほぼ 正常 
と な つた . 結膜 の 黄 着 , 浮腫 は 認め られ な か つた . 再 感 
132 日 頃 , 再び が 認め られ た . 

10) 礁 便 : 感染 30 日 目 頃 か ら 軽度 の 軟便 を 排 し , そ 
の 後 丈 便 と 下痢 を くり 返し た が , と くに 青 草 給 与 の と き 


に 強い 下痢 を 量 し た . 下痢 の 激しい と き に , 腸 の だ 動 が 
速 進 の 傾向 を 示し た . 220 日 目 以後 は ほ ヾ 正常 の 状 便 に 
な つた. 再 感染 後 , 一 時 軟便 を 排 し た . 

11) その 他 の 症状 : 体温 , 感染 30~140 日 の 間 , と き 
に 軽度 の 上 を 認め た が 脈 ほとん ど 常 な く , 呼吸 
器 も 閉 変 は な か つた が , た だ 義 弱 の 其 だ し い 時 期 た , わ 
ず か の 運動 に ょ よ つて も 呼吸 速 迫 を 呈し た . 

(b) 卵 

肝 蜂 卵 は 感染 後 66 日 目 に 渡辺 法 に ょ り 1 個 を 検出 し 
た (矢尾 板 法 は 陰性 ) . その 後 , 経過 と と も に , 検出 肝 蜂 
に 増加 し , 120 日 目 で は 矢尾 板 , 渡辺 で 
それ ぞ れ 8, 54 個 を 検出 し , 127 日 で は 10, 101 また 
148 日 で は 8, 40 個 で あつ た が , 150 日 を すぎ る と 検出 
虫 卵 は 減少 し 169 日 で は 3, 6 個 , 197 日 で は 2, 0 個 , 
246 日 で は 2, 1 個 と な つた . 再 感 染 後 , 83 日 上 月 か ら 再 
び を 検出 し た . 

(ce) 血液 の 変化 

1) 赤血球 数 : の 数 は 701 万 で みつ た が 
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感染 後 70 日 頃 か ら 次 第 に 減少 し は じ め , 99 日 で は 609 
万 , 140 日 で は 420 万 と な り , さら に 232 日 に は 319 万 と 
最低 数 を 示し , 感染 前 の 半数 以下 と いう 香 血 を 示し た . 
その 後 は 260 日 の 325 万 , 301 日 の 455 万 と 徐々 に 回 復 
し た . 再 感 染 後 , 赤血球 数 は 軽度 の 減少 を 示し た . 

2) 血色素 量 : 血色 素 量 は , ほぼ 赤血球 数 の 増減 に 3 
行 し , 感染 前 51 を 示し た が , 50 日 の 43 必 , 113 日 の 
38 必 と 次 第 に 減少 し た . 最も 低下 し た の は 190 日 の 29 
で あつ た が , その 後 , 301 日 の 31 %, 393 日 の 47 〆 
と ぜん じじ 増加 し た . 再 感 染 後 , 軽度 の 減少 を 示し た . 

3) 赤血球 沈降 速度 : 赤血球 沈降 速度 は 感染 140 日 頃 
より , ぜん じ 速 く な り , 246 日 頃 が 最も 速 か つ た . その 
後 は 遅延 し , 300 日 以後 は あま り 変化 は みとめ られ な か 

4) 百 血球 数 : 白血球 数 の 変化 は 感染 初期 に は わずか 
に 増加 し た が , 症状 の は げ し い 時 期 に は 逆 と 減少 する 傾 
向 を 示し た . すなわち 感染 前 , 白血球 数 は 9,800 個 で あ 
つた が , 50 日 で は 10,100, 99 日 で は 14,800 と 増加 し た 
が , 140 日 は 6,500, 225 日 は 5,300, 281 日 は 4,700 と 
感染 前 より は る か に 減少 し た . し か し その 後 393 日 た は 
8,600 と 増加 し た . 再 感 染 後 は , わずか に 増加 し た . 

5) 各種 白血球 : 各種 白血球 の 中 で , と くに 著しい 変 
化 を 示し た の は , 好 酸 球 で あつ て , 感染 経過 に 伴 つ て 著 
明 な 増加 が 認め られ た . すなわち , 感染 前 平均 9.7 必 の 
も の が , 感染 29 日 14 必 , 50 日 22 と 増加 し , 75 日 に 


は 55 導 と 最高 を 示し た . その 後 204 日 頃 ま で 30~40 
を 持続 し た が , 211~316 日 に は 14~28 と わずか に 減 
少し た . その 後 393 日 まで 25.5~41.5 と わずか に 増 
加 し た . 好 中 球 は 逆 に 著しく 減少 し , リン パ 球 は 60~ 
120 日 に わずか に 減少 し た が , 200~300 日 で は 若干 増加 
の 傾向 を 示し た . 再 感 染 後 , 好 酸 球 は わずか に 増加 し 

(d) 尿 の 変化 

尿 の 一 般 性 状 , pH, 比 箇 , 蛋白 , ウ ン 体 , 
沈 湾 に は 閉 し い 変 化 は 認め られ な か つた 。 シノ テス ト 3 
号 法 に ょ る ヶ ケト ン 体 の 証明 は 85~600 日 は ほとん ど 疑 陽 
性 , その 他 は 陰性 で あつ た . Benzidin 反応 は 感染 50 日 
に 陽性 を 示し た が , その 他 は いずれ る も 陰性 で あつ た . 

2. No. 2 ( 肝 砦 メタ ケル カリ ア 1,500 個 感染 和牛 ) の 
所 見 

(a) 一 般 臨 床 所 見 

1) 元気 : 感染 54 日 頃 よ り 元気 は わずか に , 
80~110 日 で は 閉 し く 元 気 を 失 つ た . その 後 は ぜん じじ 回 
復 し , 収 虫 後 は ほぼ 正常 の 元気 を 示し た . 
食欲 : 感染 後 50 日頃 より わずか に 食欲 不振 と な 
り , 54 日 に は 投与 飼料 の 30~40 必 量 を 残し , 100 日 頃 
まで は 同様 の 状態 で あつ た . その 後 は 食欲 を 増し た . 

3) 体 軍 : 感染 6 日 前 の 体重 は 146kg で あつ た が か が , 
感染 後 る 徐々 に 増加 し , 50 日 175 kg, 99 日 188 kg, 204 
日 207 kg を 示し , 本 例 と し て は 症状 の 著しい 時 期 に も 
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(メタ ケル カリ ア 1,500 個 感染 和牛 ) の 症状 の 推移 (感染 後 600 日 間 の 観 守 ) 
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第 4 図 No 2 の 血液 所 見 (感染 後 600 日 間 の 観察) 


減少 し な か つた . 301 日 の 227 kg, 400 日 の 270 kg, 504 
日 の 278kg, 600 日 の 318kg で あつ た . 

4) 被 毛 : 感染 後 120 日 頃 よ り 被 毛 は 次 第 に 光沢 を 失 
い , 180 日 で は や や 粗 剛 と な つた が , 220 日 頃 に は ほ と 
ん と 正常 と な つた . 

5) 浮腫 : 本 例 で は , 体 表 の 浮腫 は ), いずれ の 部 位 に 
も , 全 観 察 期間 中 , 認め られ な か つた . 

6) 肝 部 の 圧痛 : 感染 120 日 頃 よ り 軽 度 の 圧痛 を み と 
あめ , 190 日 頃 ま で つづ いた が , その 後 は み ら れ な か つた . 

7) 肝 機 能 検 査 : Gros 反応 は 全 期 間 陰 性 , Lugol 反 
応 は 190~280 日 に 疑 陽性 , HH. vd. Bergh 反応 は 終始 
陰性 で あっ つた. 

8) 心機 能 : 著しい 変化 は みとめ られ な か つた . 

9) 眼 結膜 : 感染 80~120 日 に 眼 結 膜 は 軽度 の 符 血 を 
時 し た が , その 後 は 著 変 は な か つた . 黄 癒 色 , 浮腫 は な 
が つた 。 

10) : 感染 30 日 よ り と わた つて 便 を 排 
し た が , 青 草 投与 の 期間 は か な り 強 い 下 痢 を 量 し た . 下 
痢 の 強い と き は , 腸 だ 動 は や や 速 進 し た . 200 日 以後 は 
潜 便 を 排 す る こと は まれ に な つた . 


11) その 他 の 症状 : 体温 , 脈 振 に 著 変 な く , 呼吸 器 に 
も 暴 常 に みとめ られ な か つた . 

(b) 卵 検査 

区 便 中 た 初め て 肝 蜂 卵 を 検出 し た の は 感染 後 65 日 で , 
矢尾 板 法 に ょ り 1 個 を 検出 し た (渡辺 潜 は 陰性 ) . その 後 
虫 卵 数 は 増加 し , 113 日 で は 矢尾 板 法 , 渡辺 法 そ れ ぞ れ 
10, 62 個 , 140 日 で は 34, 19 個 で あつ た が , 150 日 以降 
は ぜん じじ 減少 し た . な お , 190~330 日 た 5 回 の 廊 虫 を 行 
つた の で ある が , 虫 卵 は 253 日 以降 は ほん ど 1 個 あ る 
い は 陰性 の こと が 多 か つ た . し か し , 585 日 , 600 日 に 
再び 渡辺 法 に ょ り , 1, 2 個 を 検出 し た (矢尾 板 法 は 陰性 ). 

c) 血液 の 変化 

1) 赤血球 数 : 感染 前 の 赤血球 数 は 775 万 で あつ た 
が , 感染 78 日 項 か ら わ ず か ずつ 減少 し は じ め , 99 日 に 
は 519 万 , 140 日 に は 486 万 と 最低 数 を 示し た . その 後 
は ぜん じじ 増加 し , 169 日 に は 625 万 , 197 日 た は 745 万 
に と な り , ほぼ 回 復 し た . 

2) 血色 素 量 : 感染 前 64 履 で あつ た が , 29 日 頃 よ り 
減少 し は じ め , 61 日 で は 51 , 99 日 で は 45 光 と な り , 
140 日 の 37 最低 あぁ つた . その 後 は ぜん 回 復 
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54 
し , 197 日 47, 301 日 55 379 日 た は 60 ほ 
ほぼ 正常 値 を 示し た . 

3) 赤血球 沈降 速度 : 赤 沈 は 感染 99 日 頃 よ り , 速く 
な り , 140 日 頃 が 最も 速く , 197 日 頃 ま で 速 進 が みとめ 
られ た が , その 後 , 次 第 に 回 復 し た . 

4) 百 血 球 数 : 感染 前 の 白血球 数 は 11,200 で あぁ つた 
が , 感染 後 50~99 日 で は 増加 を 認め た . すなわち , 78 
日 16,400, 92 日 14,800 で あつ た . その 人 後 減少 し ,140 日 
に は 6,900 と 最低 数 と な り , 176 日 8,800, 225 日 8,200 
で あつ た . 232~309 日 は ほぼ 正常 値 を 示し た が , 316~ 
435 日 と に は し ば し ば 減少 の 傾向 を 示し た . 

5) 各種 白血球 : と くに 閉 し い 変 化 を 示し た の は 好 酸 
球 の 増加 で あぁ つて , 感染 前 平均 8.0 必 の も の が , 感染 後 
33 日 50 日 32 と な り , 68 日 に は 49.0 と 最高 
を 未 し た . その 後 113 日 頃 ま で 33~44 光 で あぁ つた が か が, 
120~288 日 は 16~31 , 295~600 日 は 10~24.5 と 
な つた . 好 中 球 , リン パ 球 は 逆 に 減少 し , と くに 好 中 球 
も か つっ つた. 

(d) 尿 の 変化 

尿 に は 著 変 は 認め られ ず , わずか に シノ テス ト 3 号 法 
に ょ る ヶ ケト ン 体 は 感染 33~600 日 の 間 , 疑 陽性 を 示し た 
外 そ の 他 は いずれ る も 陰性 で あつ た . 

総括 と 考察 

実験 的 肝 蜂 症 の 研究 は , 古く は Lutz (1892, 1893), 
Ssinitzin (1914) , 百 井 (1925) の 報告 が ある が , これ ら 
は , いずれ る も 単に 中 間 宿 主 の 決 裕 , ある い は 和 宿主 体内 に 
お ける 肝 蜂 の 移行 経路 の 検索 を 主 と し た も の で , 実験 
動物 は , すべ て 中 , 小動物 を 用 いて いる . 最近 , 小野 ら 
(1951, 1952) は 26 頭 の 家 更 を 用 いて 肝 蜂 人 工 感 染 を 行 
い , 本 病 の 病理 発生 を 中 心 と し て , 臨床 , 血液 学 的 観察 
を 行い , また 渡辺 ら (1953) は 13 頭 の 人 工 感 つ 
いて , 治療 試験 を 主として , 同じ く 臨 床 , 血液 学 的 検索 
た. 

いう まで も な く , 肝 反 す う を 侵し , と 
くに わが 国 で は 牛 の 被 害 が 極め て 大 きく , 全国 講和 牛 の 40 
前 後 が これ に か か つて お り , その 病状 も 病 機 に と ょ っ つて 
多様 を きわ め て いる . それ ら を 素 統 的 に 解明 する た め に 
も , 牛 を 用 いて の 感染 試験 が 要望 され て いた . 今回 , 私 
ど は 和牛 2 頭 に 肝 蜂 人 工 感 染 を 行 つ て , 重症 牛 (No. 1) 
お よび 中 等 症 感染 和牛 (No. 2) を つく り , 病 初 より 600 日 
に わた る 全 病 機 を 通じ , 各種 病状 お よび 血液 像 の 系 統 的 
検索 を 試み た . その 結果 を 総括 , 考察 すれ ば , つぎ の よ 
で ある 
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1. 感染 初期 (感染 後 60 日 まで ) 

感染 後 , 動物 は ぜん じ 食欲 , 元気 が 姜 , 感染 後 30 
日 よ り 便 を 排 する よう に な り , No. 1 で は 
の 香 血 が 認め られ た . 皮 内 反応 は No. 1 で は 感染 12 日 
目 , No. 2 で は 19 日 目 に 陽性 た 転じ , その 後 陽 性 を っ 
づけ た . 貝 卵 検査 で は , 本 期間 中 つい に 矢尾 板 , 渡辺 の 
2 法 と も ゃ に 葵 便 中 か ら 肝 里 卵 を 検出 で き な か つた . 体重 
は 発育 盛り の 仔牛 で ある に も か か わら ず , No. 1 は 感染 
後 29 日 を 境 と し て 減少 し は じ め , 57 日 月 に は 29 日 且 の 
体重 より 34kg の 減少 を 来 し た . No. 2 は 体重 は わ ず 
か づつ 増加 し た が , 36 日 頃 よ り 足 ぶ み 状態 と な つた . 血 
液 所 見 と し て は , 赤血球 数 は 2 例 と も 著 変 は み ら れ な か 
つた が , 白血球 数 は No. 1 で は すでに 減少 の 傾向 を 基 
し た . 好 酸 球 は No. 1 は 感染 12 日 た 17, No. 2 は 
8 日 上 月 た 18 光 と , か な り の 増加 を 示し , さら に No. { 
は 47 日 か ら は 22~37 , No. 2 は 40 日 より 20~39% 
と 著しい 増加 を 示し た . リン パ 球 , 中 好 球 は や や 減少 の 
傾向 を 示し た . 赤 沈 , 血 素 色 量 は 著 変 が な か つた . 尿 所 
見 も 著 変 は み ら れ な か つた が , Benzidin 反応 は No. 1 
が 感染 50 日 月 に 陽性 を 示し た . 

な お , この 時 期 は , 私 ども の 家 更 感染 実験 の 結果 に ょ 
れ ば , 経 に 小腸 に 達し た 幼 肝 腸 壁 を て 腹 
有 出 て , の 表面 ほふく し つつ 肝 に 達し , 
表面 か ら 肝 被 膜 を 破っ て, 肝 実 質 を 破壊 し な が ら 注 走 | 
し , 最後 に 胆管 内 た 達し , ここ で ほぼ 成虫 に まで 発育 すず 
る 時 期 で ある と 考え られ る . し た が つて 家 更 の よう な 小 
動物 で は , 幼 肝 の 侵入 に ょ る 肝炎 ( 肝 組 織 の 破壊 出 
血 , 塞 洞 形成 , 被膜 の 出血 性 , 線維 素性 炎 ), 腹膜 炎 お ょ 
び 横 隔 膜 炎 ( 疫 液 性 , 線維 素性 , 出血 性 炎 ) を 起 し て , し 
ば し ば 急性 死す る こと が ある . し か し 今回 の 和牛 の 実験 で 
は , この 時 期 の 症状 は 軽微 で あつ た . Gerlach, Ziirn の 
羊 に だ お ける 症状 区 分 に よれ ば 第 1 期 に あたる . 自然 感 業 
の 動物 で は , これ まで 私 ども の 観察 し た 自然 界 に と お ける 
肝 帳 メタ ケル カリ ア の 発生 時 期 か ら 考 を て , 最も 多い 感 
染 時 期 は 6 月 上 旬 ~ 8 月 下旬 で ある か ら , これ に つづ さく 
60 日 前 後 の 時 期 が 感染 初期 症状 を あら わす 期間 に あ た 
る わけ で ある . 

2. 期 ( 感 60 日 より 150~290 日 まで ) 

感染 和牛 は , ぜん じ 閉 し い , が 認め られ , 体 
も No. 1 で は 40~41°C を 示し た . 酔 弱 期間 は 重症 の 
No. 1 で は 200 日 に た お よん だ が , 中 等 症 の No. 2 で ば 
50 日 で , つぎ の 回 復 期 に 移行 し た . 材 弱 期 で は 動物 は 
著しい , 肝 部 の 圧痛 , 結 膜 の , 被 毛 光沢 の 
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加 が 目立ち , さら に No. 1 で は 感染 後 100~280 日 た わ 
た り , 心臓 機能 障害 ょ び 前 胸部 の 特長 ある 高度 
の 浮腫 が あら われ た . 感染 後 の 体 和 量 の 減少 は 著しく , こ 
れ を 同一 月 今 の 標準 去勢 和 と 比較 する と , 其 だ し い 差 が 
認め られ る . た と えば 生後 18 ヵ月 の 比較 で は , 標準 邊 
328 kg, No. 1( 感 染 8 ヵ月 )183 kg, No. 2( 感 染 10 ヵ月 ) 
190 kg で あつ て , 標準 和牛 に 比 し , No. 1 で は 実に 145 
kg, No. 2 で は 95 kg の 体重 差 が 生じ た こと に な る . 
皮 内 反応 は 全 期 間 陽性 で あつ た が , No. 1 で は 感染 61~ 
155 日 は 18~21 mm の も の が , その 後 ぜ ん じ 小 さく な 
り , 190~288 日 で は , お お むね 15 mm と いう 最小 陽性 
値 を 示し た . No. 2 は 終始 17~20 mm で あつ た . を ま 
た , 肝 蜂 卵 は No. 1 で は 感染 66 日 以後 , No. 2 で は 65 
日 以後 検出 され た が , 150 日 以後 は 甚 し く 減少 し , と き 
た 検出 され な いこ と も あつ た . 

赤血球 数 の 減少 は 80 日 頃 よ り 始ま り , ぜん じ 著しく 
な り , No. 1 で は 232 日 に 最低 の 319 万 と な り , No. 2 
は 140 日 に 最低 の 486 万 を 記録 し た . 白血球 数 は 120 日 


頃 よ ょ り 減少 し , No. 1 は 以後 長期 に と わ た つて 回 復 を 示さ 


な か つた が , No. 2 で は 225 日 以後 回 復 し た . 好 酸 球 は 
前 期 と かき つづ き 増 加 の 傾向 を 示し , No. 1 で は 本 期間 
中 20~45 必 , 最高 75 日 の 55 必 で あり , No. 2 も ほぼ 


. 同 様 で , 最高 68 日 の 49 必 で あつ た .。 好 中 球 は 2 例 と も 


逆 と 著しい 減少 を 示し , リン パ 球 も また 減少 し た が No. 1 
で は 200~300 日 に 若干 増加 の 傾向 を 示 し た . 血色 素 
は 赤血球 数 の 減少 に 伴 つ て 著しく 減少 し , 最低 は No. 1 
で は 190 日 の 29 必 , No. 2 で は 140 日 の 37 必 で あつ た な た . 
赤 沈 は No. 1 で は 140~309 日 , No. 2 で は 99~281 日 
が 最も 速 か つ た . 尿 所 見 は 著 変 は み ら れ な か つた が , ケ 


ー トン 体 は この 期 は 疑 陽性 に 終始 し た . 


この 時 期 は , 私 ども の これ まで の 実験 的 肝 蜂 症 の 研究 
結果 に こ ょ れ ば , 体内 移行 の 完了 と と も に , ほぼ 成虫 に ま 
で 発育 し た 肝 蜂 が , 最終 の 寄生 場所 で ある 胆管 に 定着 し 
て , 本 病 固 有 の 慢性 胆管 炎 , 肝硬変 を ひき 起す 時 期 で あ 


つて , Gerlach お よび Zurn の 2 期 , 3 期 に あたる と 考 


えら れる . 感染 動物 は 姜 弱 , 赤血球 , 白血球 の 減少 , 好 


増加 , 肝 部 圧痛 , 前 胸 , 浮腫 , 悪 液 な ど 


の あら われ る 時 期 で ある . 自然 感染 動物 で は 毎年 11 月 
か ら 有 翌 春 3 月 頃 に わた り , 起立 不能 , 悪 液 賀 に お ちい つ 
て 死亡 する も の を も 多く, わが 国 で も 各地 の 肝 地帯 
に み ら れ て いる . 西野 ら に ょ れ ば , 1950 年 長崎 県 五島 地 
方 に 冬期 , 集団 発生 し た 肝 尋 に ょ る 和牛 の 起立 不能 症 の 如 
き は その 適 例 で あつ て , その 症例 の 中 に は 赤血球 数 150 
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万 , 292 万 と いう 数 値 を 示し て いた 。 また 1950 年 , 中 共 
遼東 省 (も と 容 東 省 ) に 冬期 か ら 早 春 た に わたり 発生 し た 邊 
の 原因 不明 の 疾病 で は 漆 患 和牛 9,018 頭 中 4,278 頭 が 爆発 
死 を 来 し て いる が , 動物 は 酸 弱 , 貧血 (赤血球 数 207~ 
400 万 ), (人 ~ 小 児 頭 大 ) が 認め られ , 

(1955) に よ ょ つて その 原因 は 肝 蜂 症 を 主体 と する も の で あ 
る こと が 判明 し た . 

私 ども の 今回 の 実験 で は , No. 1 は メタ ケル カリ ア 
3,000 個 を 経 日 投与 し , か な り 高 度 の 肝 蜂 症 を 起 さ し め 
た の で あつ た が , これ を 濃 染 地帯 の 重症 牛 , 死亡 和牛 に 比 
すれ ば , か な り 症 状 は 軽い よう で ある . 自然 界 と お ける 
感染 は 7~10 月 と に し ば し ば くり 返し 行わ れ て いる の で 
ある が , 今回 の 実験 和牛 で は か な りう り 高度 の 感染 を , た だ 1 
同行 つた の み で あつ た 。 し か し 両者 の 症状 , 経過 は きわ 
め て 酷似 し て いた こと は 興味 ある こと と いわ ね ば な ら な 
い 。 なお, 自然 感染 和牛 の 病 状 は 冬期 か ら 早 春 に た か け て 最 
も 悪化 する こと が 一 般 に 知ら れ て いる の で ある が , その 
原因 の 大 半 を 冬期 の 環境 , 飼料 事情 の 悪化 に 帰し て いる 
研究 者 が 多い 。 し か し , 私 ども は , むし ろ , 7~10 月 に 
感染 し た 肝 は , 9~11 月 に 発育 を し , つい で 人 
か ら 早 春 と か け て , 宿主 た 対し て 最も 障 者 を 与え る 時 期 
で ある と 老 え る . 私 ども の 実験 は 7 月 5 日 (1956 年 ) に 
感染 を 行い と くに 冬期 の 飼養 管理 た は 充分 注意 し た 
が , 病状 の 悪化 と と も に 食欲 も 著しく 酔 え , 給与 飼料 も 
60~70 必 を 残す に 至 つ た . 冬 の 不良 環境 が 病状 を ある 
程度 悪化 せしめ る で あろ うこ と は 考慮 に だ お いて よい が , 
あま り 過 大 視 す る の は まち が いで , 肝 災 症 の 場合 に は , 
肝 蜂 の 生活 環 お ょ び 宿 主体 内 に お ける 発育 過程 か ら 必 
然 的 に 病 機 川 盛 の 時 期 が 冬期 た 起 る も の で ある こと を 朗 
識 す べき で ある . 

3. 回 復 期 

No. 1 で は 感染 後 300 日 目 , No. 2 で は 150 日 目 頃 か 
ら , ぜん じ 回 復 に 向 つ た . 動物 は 元気 , 食欲 , 被 毛 の 光 
沢 を 増し , つい で の 圧痛 , 眼 結 膜 の , 前 
胸 の 浮腫 も 消失 し た . No. 1 の 体重 も ょ よう やく 増加 し 始 
め た . 皮 内 反応 は No. 1 で は 再 感 染 を 行 つ た 393 日 ま 
で の 間 , いずれ も 陽性 最小 値 の 15 mm で あつ た が , た 
だ 337 日 の み は 妖 陽性 値 の 14 mm を 計測 し た . No. 2 
で は 155~190 日 の 皮 内 反応 は 16~20 mm の 陽性 値 を 
示し た . 貝 卵 数 は No. 1 で は 0~4 個 の こと が 多く , No. 
2 で は 2~32 個 と い 3 比較 的 多数 の 卵 を 検出 し た . 血液 
所 見 は ぜん じじ 回 復 を 示し た が , 好 酸 球 の み は No. 1 で 
は 依然 と し て 増加 の まま で あつ た .。 ヶ ト ン 体 は ひき つづ 
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き 叙 陽性 で あつ た . 
この 時 期 は Gerlach お よび Ztuirn の 4 期 に あたり , 
両氏 に ょ れ ば 動物 の 症状 は 軽 誠 し , 虫 体 は 排出 され , 特 
発 的 に 回 復 す る . 時 期 は 翌年 5~6 月 頃 で ある と いい , 
肝 里 の 生命 は 平均 9 ヵ月 と いう . 私 ども の 実験 生 で は , 
重症 の No. 1 は 翌年 5 月 初旬 か ら , 中 等 症 の No. 2 は 
感染 年 度 の 12 月 中 旬 か ら 回 復 期 に 入っ つた. 肝 の 寿命 
に つい て は , これ まで 私 ども が 行 つ た 山 
羊 , 牛 の 人 工 感 染 試 験 か ら , 9 ヵ月 と いう こと は な く , 少 
な く と も 1 年 6 ヵ月 位 が 平均 寿命 で あつ て , 長寿 の も の 
は 感染 後 670 日 で な お 生存 し て いた . 肝 到 の 生存 期間 に 
つい て は 後日 報告 する 予定 で ある . また 最近 , は ん すう 
類 と くに 乳牛 の 自然 感染 肝 軽 症 で は その 経過 中 に Keto- 
sis を 起す も の が あり , 肝 虹 症 と Ketosis の 間 に 関 連 性 
が ある の で は な いか と 老 々 られ て いる . 私 ども の 去勢 雄 
を 用 いて の 今回 の 実験 で は , 全 経 過 中 Keton 体 は , ほ 
と ん ど (0.005~0.01 ), ある い は (①0~0.005 で 
あつ た . し た が つて 今回 の 実験 で は , この 点 に つい て は 

あま り 言 及 し えな し いし. 

4. 再 感 染 後 の 所 見 

No. 1 は 感染 後 393 日 月 (1957, 8, 2) に 肝 時 メタ ケル 
カ r カ リア 1,500 個 を も つて 再 感 染 を 行 つ た . 本 例 は 再 感染 
前 , 回 復 堀 に と あ つた の で ある が , 再 感 染 後 , 再び 変化 の 
認め られ た も の は , 軽度 の 軟 便 , 被 毛 欠 沢 , 上 妥結 膜 の 委 
血 , 肝 部 の 圧痛 な ど で あ つた . 食 鶴 , 心機 能 に 変化 な 
く , 体重 の 減 小 は み ら れ な か つた . 皮 内 反応 は 再 感 染 前 
15 mm の も の が , 再 感 染 14 日 目 か ら 19 mm に 増大 し , 
以後 20~26 mm と な り , 再 感 染 後 457 日 ( 初 感染 後 855 
日 ) で は 21 mm で あつ た . 貝 卵 検査 で は 再 感 染 前 は 0~ 
2 個 検 出さ れ て いた か , 再 感 染 後 70 日 頃 ま で は ほとん ど 
検出 され な か つた , 笛 感 染 76 日 か ら 1~2 個 , 137 日 頃 
か ら 3~8 個 が 検出 され た . 再 感 染 462 日 ( 初 感染 より 
855 日 上 月) まで 検査 し た が , 主 と し て 渡辺 法 に ょ り 1~2 
個 を 証明 し た . 感染 後 870 日 ( 再 感 染 後 477 日 ) に 間 検 を 
行 つ た が , 肝 左 葉 中 央 部 胆管 に 生存 肝 4 匹 を みとめ た 
(第 1 表 参 照 ). 

本 例 は 肝 交 メタ ケル カリ ア 1,500 個 を も つて 再 感 染 を 
行 つ た の で ある が , 再 感 染 後 の 症状 は , No. 2 の 同数 メ 
タケ ルカ リア 感染 時 に 比較 すれ ば , 極め て 軽 徴 で あり , 
再 感染 後 の 排 港 虫 卵 数 も は る か に 少数 で あぁ つた. この 場 
合 。 か な り 強 い 後 感染 抵 撤 性 が 成立 し て いた と 考え て よ 
いよ う で ある . 若 検 時 に 発見 され た 虫 体 数 は わずか に 4 
匹 で あつ た が , これ ら の 虫 体 は , 初 , 青い ずれ の 感染 の 
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も の か は , 今後 の 研究 に まち た い . 
5. 後 の 所 見 

No. 2 は 沈 全 駆虫 の 目的 で , 感染 後 190~323 日 (1957, 
1, 11~5, 24 日 ) の 間 , 5 回 に わた り Hexachloroethane 
製剤 を 用 いて 訴 虫 を 行 つ た が , つい に 成功 し な か つた な た, 
第 1, 2 回 の 虫 後 は , な お か な り 多数 の 虫 卵 を 検出 し 
た . 第 3 回 硫 虫 以後 は 陰性 の こと が 多 か つ た が , と き に 
少数 の を 認め , 感染 670 日 目 の で は 生存 肝 1 
匹 が 胆管 内 に 発見 され た . 皮 内 反応 は 感染 421 日 目 か ら 
ぜん じ 減 た が , な お 陽性 値 を 持続 し た . の 時 
が すでに 病 の 回 復 期 に あつ た た め , 原 虫 効果 は それ ほど と 
判然 と し な か つた うぅ うらみ は ある が , 第 2 回 原虫 以後 は 動 
物 の 症状 は 全く 消 退 し , 元気 を 回 復 し , 体重 も ぜん じじ 増 


まとめ 

私 ども は , これ まで 企図 され な か つた 和牛 を 用 いて の 用 
野 人 工 感染 実験 を 行い , この 感染 千 に つい て 600 日 の 大 
期 に わた つて 臨床 お よび 血液 学 的 所 見 を 詳細 に 観察 し , 
さら に その 経過 中 に 再 感 染 実 験 , 訴 虫 実験 を 行 つ た . 

1. 重症 感染 例 : No. 1 は メタ ケル カリ ア 3,000 個 を 
も つて 二 症 感染 を 起 さ せ た . その 主要 症状 は 長期 に わた 
る 元気 , 食欲 の 減退 , 著しい 削 , 高度 の , , 
下痢 , 肝 部 の 圧痛 な ど で , 極 期 に は 歩行 踏 足 と な り , 師 
機能 障 , 顎 , 前 の 高度 の 浮腫 が あら われ た . 
液 変 状 も 症状 と ょ く 並 進 し , 赤血球 数 お ょ よび 血色 素 の 減 
少 , 百 血 球 の 減少 , 好 酸 球 の 増加 が 目立ち , 赤 沈 も や ゃ 
増大 し た . と くに 赤血球 数 の 減少 と 好 酸 球 の 増加 は 長期 
に わた つて みとめ られ , 赤血球 数 は 極 期 た に は 300 万 人 台 に 
減少 し , 好 酸 球 の 増加 は 諸 症 に さき だ つて みとめ られ , 
最高 は 55 必 を 示し た . リン >* 球 は 病 の 回 復 に さき だ 
て 増加 の 傾向 を 示し た . 

2. 中 等 症 感染 例 : No: 2 は メタ ケル カリ ア 1,500 個 
を も つて 中 等 症 感染 を 起 さ せ た . 症状 は お お むね No.1 
に 類する が , や や 軽く, 回復 る 早く , 心機 能 障害 
前 胸部 の 浮腫 は 発現 し な か つた . 血液 変 捧 も 軽く , 飼 血 
は 486 万 が 最低 で あつ た . 好 酸 球 の 増加 は 閉 し か つた 
が , 最高 は No. 1 より 少な く ,。 49.0 導 を 示し た . 

3. 再 感 染 実 験 : No. 1 は 初 感染 後 393 日 上 月 に メタ ケ 
ルカ リア 1,500 個 を も つて 再 感染 を 行 つ た . 再 感 染 後 , 
再び 虫 卵 を 排出 し , 皮 内 反応 は 増強 し た が , 症状 は 極め 
て 軽く , 著しく 軽度 の 感染 に 終 つ っ た. これ は , か な り 強 
い 後 感染 抵抗 性 が 発生 し て いた も の と 老 え られ る . 

4. 叉 虫 実験 : No. 2 は 初 感染 実験 後 , 5 回 に と わ た) 
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KLINISCHE UND HAMATOLOGISCHE UNTERSUCHUNGEN DER 
KUNSTLICH INFIZIERTEN RINDERFASCIOLIASIS 


YUTAKA ONO,; SHIGE KIMURA u. Nogoru KUBA 


(Institute fiir Veterinadr-Medizin, Landwirtschaftliche Hochschule Hyogo, Sasayama) 


Die experimentelle Infektionsversuch von Fascioliasis mit Rindern wurden bisher von nie- 


mandem ausgefiihrt. Wir gaben jedoch den ersten Versuch dariiber im Jahre 1956 ab. In der 


vorigen Arbeit (1959) haben wir zuerst an 2 kiinstlich infizierten Rindern die Anderung der 


intradermalen Reaktion nach Ono eingehend studiert. 


In der vorliegenden Arbeit ist auch das Untersuchungsmaterial dasselbe wie in der vorigen 


Arbeit. Die klinischen und haematologischen Untersuchungen wurden an 2 Rindern wahrend 600 


Krankheitstage nach der kitinstlichen Infektion durchgefiihrt. 


Die Hauptergebnisse kénnen wie folgt zusammengefasst werden. 
l. Schwer erkrankter Fall (Abb. 1-4): Tier-N. 1 wurde durch Infektion mit 3000 einge- 
kapselten Zerkarien zur hochgradigen Erkrankung fiihren. Die wichtigsten Symptome sind folgende : 


Mattigkeit, Abnahme der Fresslust in langer Zeitdauer, starke Abmagerung und ‘Anaemie, Verdau- 
ungsstdrungen (weicher Kot und Durchfall), Schmerzhaftigkeit der Leber. Im héheren Stadium 


bemerkt man verlierende Gehfahigkeit, Stérungen der Herztitigkeit sowie kalte Odeme im 
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Kehlgange und an der Vorderbrust. Dem Krankheitsverlaufe entsprechend, zeigt- das Blutbild 
bedutende Verinderungen. Man beobachtet eine fortschreitende hochgradige Anaemie, Vermind.- 
erung der Leukozyten, auffallende Zunahme der eosinophilen Leukozyten und leichte Beschleunigung 
der Senkungsgeschwindigkeit der roten Blutzellen. Die roten Blutzellen betragen 3,190,000, die 
eosinophilen Leukozyten 55%. 

2. Mittelgradig erkrankter Fall (Abb. 5-8): Tier-Nr. 2 wurde durch Infektion mit 1500 
eingekapselten Zerkarien zur mittelgradigen Erkrankung fiihren. Die Symptome sind ungefahr 
ahnlich wie der Tier-Nr. 1, jedoch treten sie leichter auf. Die Stdrungen der Herztatigkeit und 
die Odeme im Kehlgange und an der Brust fehlen vollstéindig. Die Blutveréinderungen sind leichter, 
und zwar betragen die roten Blutzellen 4,860,000, die eosinophilen Leukozyten 49,0 %. 

3. Reinfektionseversuch : Bei der Tier-Nr. 1 wurde der Reinfektionsversuch mit 1500 einge- 
kapselten Zerkarien am 395 Krankheitstage ausgefiihrt. Nach der Reinfektion wurde wieder die 
Egeleier im Kote nachgewiesen und die intradermale Reaktion ziegte deutliche Anschwellun- 
gszunahme. Die Symptome waren jedoch sehr leichter und die Selbstheilung kommte nach 
kiirzerem Verlaufe vor. Aus diesen Befunde kann man ohne weiteres vorstellen, dass das Tier 
dabei die starkere Widerstandfahigkeit gegen der Nachinfektion zur Folge hat. 

4. Behandlungsversuch : Man verabreichte bei der Tier-Nr. 2 die Hexachloroethanpréaparaten 
als Anthelmintica in Einzelgaben von 0,3g auf lkg Ké&rpergewicht 5 mal wahrend 190-323 
Krankheitstage. Nach diesen Versuchsergebnissen war die vollkommene Heilung der Krankheit 
durch Abtétung der Leberegel nicht méglich.Jedoch erholt das Tier sich allmahlich nach 2 maligen 
Behandlung. 

Nach den vorliegenden sowie bisher von uns verdffentlichen Arbeiten pflegen wir den Kran- 
kheitsverlauf in folgenden 3 Stadien zu unterscheiden : 1 Das Anfangsstadium beginnt sofort nach 
der Infektion und dauert 60 Tag lange. Das infizierte Tier zeigt anfangs Appetitlosigkeit, Nieder- 
geschlagenheit und Durchfall, spéter zunehmende Blésse der Augenbindehaut. Auf Grund des 
Entwicklungszustandes der eingekapselten Zerkarien in der freien Natur in Japan, fallt dieses Stadium 
in die Sommer- und Herbstmonate. 2. Das Abzehrungsstadium, das in die Spatherbst: und 
Wintermonate fallt und durch Abmagerung, starke Verminderung der Erythrozyten und Leukozyten, 
auffallende Zunahme der eosinophilen Leukozyten, Schmerzhaftigkeit der Leber, deutliche $dematése 
Schwellung im Kehlgange und an der Vorbrust und selbst Kachexie gekennzeichnet wird. 3. 
Das Rekonvaleszenzstadium kommt in den leichteren Fallen im Beginn des Winters, in den schweren 
Fallen in den Monaten Mai und spéter vor. Das Tier erholen sich allmahlich, bleibt jedoch lange 
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TAFELERKLARUNG 


Abb. 1. Tier-Nr. 1 vor der kiinstlichen Infektion. Japanisches Rind von 10 Monaten. Gut 
ernahrter Kastraten von mittelgrosser Statur. Das Haarkleid ist glinzend. Die Befunde vor 
der Iufégktion : Temperatur betrug 39,1°C, Puls 80. Erythrozytenzahl 7,570,000, Leukozy- 
tenzahl 10,100. Haemoglobingehalt nach Sahli 56%. Intradermale Reaktion nach Ono negativ 
(12 Kérpergewicht 200 kg. 

Abb. 2. Tier-Nr. 1 am 218 Krankheitstage nach der kiinstlichen Infektion. 17 Monate alt. 
Symptome an diesem Tage: Es wurden Mattigkeit, Abmagerung, Anaemie und glanzloses 
Haarkleid bemerkt Man beachte auf die Odeme im Kehlgange und an der Vorderbrust. 
Temperatur betrug 39,2°C, Puls 72. Erythrozytenzahl 3,920,000, Leukozytenzahl 6,500. 
Haemoglobingehalt nach Sahli 32%. Intradermale Reaktion nach Ono + (15 mm). Ké&rper- 
gewicht 202 kg. 

Abb. 3. Facies visceralis der Leber bei der Tier-Nr 1. Das Tier wurde am 870 Krankheitstage 
nach der Infektion geschlachtet. Die Lebeidabei zeigt hochgradige Schrumpfung des linken 
Lappens mit deutlich dicken Bindegewebskapselm sowie kompensatorische Hyperplasie der tibrigen 
Lappen. Die Gallenblase ist auch stark verdickt. Die Gewicht der Leber betrégt 6,705 g. 

Abb. 4. Durchschnitt des linken Lappens der Leber der Tier-Nr. 1. Man bemerke auf dem 
Durchschnitt die zahlreichen, stark erweiterten Gallengéinge mit deutlich verdickten Wandungen. 
Die grdssere Gallengénge betragen im Durchmesser 4cm und ihre Wandungen erscheinen 
an der Innenflache durch Ablagerung der Kalk rauh. Das Parenchym selbst ist stark atrophisch 
reduziert. 

Abb. 5. Tier-Nr. 2 vor der ktinstlichen Intektion. Japanisches Rind von 8 Monaten. Gut 
ernahrter Kastraten von mittelgrosser Statur. Das Haarkleid ist glinzend. Die Befunde vor 
der Infektion : Temperatur betrug 39,4°C, Puls 52. Erythrozytenzahl 7,750,000, Leukozy- 
tenzahl 11,200. Haemoglobingehalt nach Sahli 68%. Intradermale Reaktion nach Ono negativ 
(11 mm). Ké&rpergewicht 148 kg. 

Abb. 6. Tier-Nr. 2 am 179 Krankheitstage nach der kiinstlichen Infektion. 13 Monate alt. 
Symptome am diesen Tage : Es wurden Mattigkeit und glanzloses Haarkleid bemerkt. Der 
allgemeine Zustand sah leichter als Tier-Nr. 1 an der Abb. 2 aus. Temperatur betrug 39,6°C, 
Puls 70. Erythrozytenzahl 5,170,000, Leukozytenzahl 8,700. Haemoglobingehalt nach Sahli 
49%. Intradermale Reaktion nach Ono 丁 (20 mm). Kérpergewicht 201 kg. 

Abb. 7. Facies visceralis der Leber bei der Tier-Nr. 2. Das Tier wurde am 670 Krankheitstage 
geschlachtet. Die Leber dabei zeigt mittelgradige Schrumpfung des linken Lappen sowie 
kompensatorische Hyperplasie der iibrigen Lappen. Gewicht der Leber betrégt 4,560 g. 

Abb. 8. Durchschnitt des linken Lappens der Leber bei der Tier-Nr. 2. Es wurden einige 
erweiterte Gallengénge mit verdickten Wandungen auf der Schnittflache bemerkt. Man vergleiche 
auch Unterschiede auf dem Durchschnitt der Leber zwischen der Abb. 4 und 8. 
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(寄生 虫 学 雑誌 第 1 号 61-68 頁 1960] 


セロ フアン 層 抹 標 本 に る 寄生 卵 検査 法 の 検討 
小宮 義孝 小林 昭夫 熊田 三 


久 津 見 晴 竜 


標 本 に ょ る 卵 検査 の 場合 と 。 ぁ つ う の 
ー・ グ ラス の か わり に セロ ファ ン 紙 を 代用 し て これ を 行 
3 検査 法 は , 各地 の 保健 所 , 学校 な ど で , 各々 独立 , 散 
発 的 に 行 つ て いる と ころ も ある が , これ を 正式 に 学会 に 
発表 し た の は 加藤 (1954) 誕 1 で ある . 

同氏 に ょ れ ば この 方 法 は , を ぁ を つう の カバ ー・ グ ラス を 
用 いる 方 法 よ り も , は る か に その 検出 率 が 良く , 場合 に 
ょ っ て は 浮 浴 法 で 行 つ た 成績 と も 劣ら ず , むし ろ 優 る こ 
と が ある , と の こと で ある . : 

こえ て 1958 年 8 月, 仙人 台 で 日 本 寄生 虫 予防 会 の 大 会 
が 開か れ た 際 , 同 会 各 支 部 の 技術 者 た ち が 集 つて , この 
セロ ファ ン 層 標 本 と ょ る 卵 検査 の 問題 た つ 
いて の 合同 検討 が あぁ つた . その 際 の 資料 こと よれ ば , 同 会 
東京 支部 (東京 寄生 虫 予防 協会 ), 神奈 川 支部 (神奈 川 同 
上 ) お よび その 他 か ら 星 示 され た デー タ も , ひと し くそ 
の 検出 力 は , 浮 海 法 に は 及ば な いま で も , カバ ー・ グ ゲ グラ 
ス を 用 いる 次 抹 法 より は , か な り 高 いと いう 成績 が 見 ら 
れ た . た また ま 著 者 の 1 人 , 小宮 も この 会 合 に 参加 し て 
いた の で , 試み に 加藤 氏 ら に 実際 に セ ョ ファ ン 抹 
標本 を 自 か ら 作 成 し て も らい , 若干 の 検討 を し て みた と 
ころ , 1 枚 の 次 抹 標本 に 供する 便 量 が , カバ ー・ グ ラス 
を 用 いる 交 抹 法 に くら べ て いち じ る し く 多 いこ と が 判明 
し た . すなわち 加藤 氏 の 場合 は セロ ファ ン ・ カ ヵ カペー の 大 
き さ は 32X24 mm 以上 で , この 1 枚 に 採取 鏡 検 する 便 
量 は 約 90~120 mg, 東京 寄生 虫 予防 協会 で は 約 26 X28 
mm の ヵ カバ パー の 大 き さ で , 平均 採 便 量 は 約 60~70 mg 
で あっ つた. 

が , いずれ に も せよ , この セロ ファ ン 抹 に よ 
る 検便 方 法 は , 現在 , 日 本 寄生 躍 予防 会 各 表 部 その 他 
で , 実際 に 広く 使用 され よう と する 状態 に も ある の で , 
この 方 法 の 再 検討 を と する こと は , いわ ば そう し た 意味 で 
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必要 に せま られ て いる . そこ で 私 た ち は , この 方 法 を 。, 
種々 の 角度 か ら 再 検討 し て みた わけ で ある が , 以下 は そ 
の 結果 の 報告 で ある . 


検討 を 要 す べ き 部 分 と 検討 の 方 法 
検討 を 要 す べ き 部 分 と し て は , 第 一 に この 方 法 を 用 い 


. た 場合 の 検出 力 如 何 の 問題 と , 第 二 に そう し た 検出 力 を 


招来 する 理由 の 解明 , 即ち 1 標本 に 用 いる 便 量 の 問題 が 
ある . 第 三 に は 北 抹 の 方 法 お ょ び 鏡 検 の 方 法 の 問題 が あ 
る . さら に か ょ よう な 方 法 は 広く 一 般 に 適用 する こと が 可 
能 で ある か , また 可能 で あれ ば その 条件 如何 , と いう 問 
題 が ある . で , 以下 , 以上 の ょ うぅ うな 問題 点 を 考慮 し っ つ 
その 一 , 一 の 点 た つい て の 吟味 を 行 つ て みた . 

まず , セロ ファ イン の や り 方 で ある が , これ 
は 東京 寄生 虫 予 防 協 会 で 日 常行 つっ て いる 方 法 を 採用 し 
た . この 方 法 は , 上 記 加 藤 氏 の 方 法 の ょ うに , ま づ 薫 汐 
水 500cc。 グ リセ リン 500cc, 3 % マ ラ カ イ ト ・ グ リー 
ン 5cc の 割合 で 混 じ た 液 を 作り , この 中 に 約 26 X 28mm 
に 切 つ た セロ ファ ン 紙 を 約 24 時 間 浸 漬 し た も の を , カ 
バー・ グ ラス の 代用 と し て 用 いる 2. この つ 
けた セロ ファ ン は , や や 青色 を 量 す る が , この 目的 は 。, 
ー つ に は 貝 卵 を 識別 し 易く する た めで ある が , 一 つ に は 
鏡 検 に さい し て の 眼 の 疲労 を 多少 な り と も 防止 し ょ うと 
する 意味 も ある よう で ある . この 方 法 と 加藤 氏原 潜 と の 
差 は , カバ ー・ グ ラス 代用 の セロ ファン の 大 き さ が や や 
時 る が , 主として 両者 の 採 便 量 の ある . 

検出 力 の 比較 と 用 いた 材料 は , 埼玉 県 本 庄 市 藤沢 中 学 
校生 徒 中 , 予 じ め 和食 塩水 検査 し て , 多 卵 陽 
性 な る こと が 判明 し て いる 生徒 175 名 の 便 . 採 便 量 は 各 
押 指 頭 よ りや や 大 な る 程度 と し , 同一 の 材料 を , 同時 に 
カバ ー・ グ ラス 法 1 枚 , セロ ファ ン 厚 層 法 , 


許 2 と の 液 の 処方 は 加藤 氏 の 原 法 と 同一 で ある . 


許 1 な 所 本 法 は 1951 年 第 20 回 日 本 寄生 虫 学会 総会 に た に # い て, 演題 70 に 対す る 追加 と し て 加藤 た ょ り そ の 概 
要 が 発表 きれ て いる .。 3 そら 《 く と れ が 学会 に いて の 最初 の 発表 で ある ろう, ; 


3 
1 
. (61 ) 
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飽和 食塩 浮 , 養 4 法 で 検査 し た . 検出 
力 の 指標 と し て は 釣 虫 卵 を も つて し た . け だ し 釣 虫 卵 は 
目下 の 集団 検便 に た おい て, か ん た ん な 方 法 で は その 検出 
が な か な か 困難 で ある 一 方 , 公 又 衛生 的 に その 検出 が 強 
く 要 請 さ れ て いる 卵 で ある か ら で あ る . 

検出 力 の 比較 の た め に 用 いた 次 抹 1 枚 法 に は , 18x18 
mm の カバ ー・ グ ラス を 用 いた . 被 検 材料 は 同 1 枚 に つ 
き 大 約 2~5 mg, 飽和 食塩 水 郊 海 法 に 用 いた 材料 の 量 は 
約 500 mg, 試験 管 は 中 試験 管 1 回 値 , ガー ゼ 1 枚 で 予 
じ め 濾 過す る や り 方 を 採用 し た . 商 紙 培 養 法 に 用 いた 便 
量 は 約 250 mg で ある . な お 各 検 査 に 当 つ て 全 視 野 の 
卵 な いし 出 仔 数 は 各 事 例 ご と に これ を 一 , 一 
害 し た . な お 以上 の 試験 は 1959 年 6~7 月 中 に これ を 行 
"っ た 。 

検討 成績 

1. 厚 層 標本 作成 時 の 採取 便 量 

既 の ファ ン 層 標 本 に よ ょ る 検査 に 習 し た 検 者 
の ルー チン 的 な セロ ファ ン 紙 1 枚 分 え の 採 便 量 を , 無 作 
為 に .20 例 に つい て 衝 量 し て みた . 結果 は 第 1 表 に 示す 


第 1 表 セ ョ ファン 抹 法 に ける 


1 回 採取 便 量 
No 便 量 x mg 
1 
2 72 
3 60 
4 56 
5 
6 68 
64 
8 56 
9 67 x=66.5 
10 56 
11 58 
12 69 s=6.89 
13 80 
14 69 
15 71 
16 71 
72 
18 69 
19 59 


と お り で あつ て , 平均 66.5 土 6.89 mg と いう 数 字 を 示 
し て いる . この 量 は 濃 紙 培養 法 に 使用 する 便 量 に は 及ば 

な い 1 枚 検 査 の 場合 の 便 量 (平均 約 3 mg) に く 

ら べ 約 20 倍 以上 に 当り , 同 法 同 時 3 枚 検 査 時 の 便 量 約 

10 mg に 比較 し て も , な お 6~7 倍 の 量 に 当 つ て いる . 
2. 検出 力 の 比較 成績 


( 62 ) 


第 2 表 各種 検査 法 に ょ る 釣 虫 卵 陽性 率 


法 検査 人 員 陽性 者 数 陽性 
抹 175 32 18.3% 
セロ ョ ファン 175 92 52.6 
167 108 64.7 
142 113 79.6 


第 2 表 は セロ ファ ン 層 標本 に ょ る 検査 成績 を , 
他 の 上 記 3 法 の それ と 比較 し て 示し た も の で ある . これ 
を 見 る と , 検出 力 の も つと も 良い の は 培養 波 で ある が , 
それ で る も 予備 検査 で の 検出 事例 の 約 20 必 は 陰性 と な つっ 
て いる 。 セロ ファ ン 潜 に よる 検出 力 は , 浮 海 法 に は 及ば 
な い が , 准 抹 1 枚 検 査 法 の それ に 比べ れ ば , は る か に 凌 
て いる . 

3. 度 の 濃淡 . 

すべ て の 鋳 抹 法 に だ お いて そう ぅ で ある が , 各 例 検査 に 当 
つて 一 一 採 便 量 を 称 量 で も し な い 限 り , 一 空 限界 内 に お 
いて で は ある が , 答 例 に お ける 材料 の 採取 量 に は ある 程 
度 の 動揺 が ある . し た が つて 採取 便 の 性 状 が 仮り た 一定 
し て お り , か つ カ バー 全面 に と た と ぇ 平等 な 給 抹 が 行わ れ 
た と し て も, 標本 の 葵 抹 状 態 に は ある 程度 の 濃淡 が 生 ず 
る . し か る 実際 に は 各 便 の 性 質 の 差異 が あり , 場合 々 々 
で 材料 が 必ず し も ヵ バ ー の 全面 に 一 様 の 濃度 に 次 抹 さ れ 
る と は 限ら な い の で , 鋳 抹 面 の 濃淡 の 幅 は さら に 増加 さ 
れる 傾向 に ある . 第 1 図 (写真 1~5) は , 実際 に 作成 し た 
各 標 本 に つき 投射 光線 下 に お ける 濃 , 中 等 度 , 淡 の 卒 抹 
の 状態 と その 際 に お ける 釣 虫 卵 の 見 え 方 を 写真 と より 示 
し た も の で , その 間 こ れ だ け の 差 が 生じ て くる . 

4. 面 の 濃淡 と 卵 識別 に 適当 な 光度 

厚生 省 生 検査 指針 の 「 寄生 検査 指針 」 に は , 
標本 検 鏡 時 の 注意 に , 塗 抹 標 本 の 厚 さ は , 欠 抹 便 の 色 が 黄 
褐色 か ら や ょ 灰色 に 移行 する 程度 , また は 下 に し いた 新 
義 紙 の 活 学 が 明らか に 見 える 程度 が 良い , と し て あり , ま 
た 視野 の 明る さ は 生鮮 標本 を 鏡 検 する 場合 に は , や ぇ 了 
目 に , と 規定 し て いる . し か し 数 量 的 に は 何等 の 記載 が 
な い . し か し 実際 に は , 標本 面 の 材料 の 濃度 と 採取 光量 
と の バラ ンス に よ つて, 卵 は の ある 程度 の 濃淡 の 
如何 に か か わら ず , か な り 明瞭 に 識別 し うる も の で あ 
る . そこ で , ここ で は 前 項 3 に 示し た 標本 の 各 濃 度 に 対 
し て , どの 位 な 光度 を 与 を たら 虫 卵 は か な り 明 有 瞭 に 識別 
し うる か , と いう こと を 調べ て みた . 

まず 上 記 の 各 濃 度 の 虫 卵 含有 標本 を 作成 , これ を 習熟 
し た 検 者 に 検 鏡 せ し め , 光源 を 調節 し て 視野 の 虫 卵 が 明 
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第 3 表 各種 ファン 層 標 本 の 作製 後 
時 別 の 鏡 検 た 必要 な 度 Lux. 


ーー A (厚い 標本 ) B (中 位 の 標本 ) C (薄い 標本 ) 
30,000~ 19,500~30,000 14,100~24,000 


20 分 21,000~30,000 15,900~24,000 8,400~22,500 
40 分 21,300~30,000 9,000~23,100 6,300~15,000 
60 分 16,500~30,000 6,000~22,500 5,100~10,500 
90 分 9,000~24,000 5,100~20,100 4,350~ 9,900 


(直接 標本 ) Med. 6,000 
測定 条件 : 温 26°C, 温 必 , 光源 オ リンパ 
ス LSC 型 , 顕微 鏡 千代 田 型 , 倍率 100X, 
アッ 装 置 は 集 器 開 口数 1.4。 絞り 開放 , 
色 フ ル ター1 挿入 

照度 測定 方 法 : Sekonic L III 型 計 た に て 定 , 
と れ よ ! り Lux meter を 介し Lux ( 計 目 く 
Lux せ あ つた ) を も と あ た . 照度 測定 面 は 反射 鏡 中 
心 , 光源 凸レンズ より 13.7 cm. 光線 と 直角 面 で 測定 . 

| 


| 

ら か に 識別 し うる に 適当 な 光量 を と らし め た 。 次 に そう 
し た 場合 に お ける 顕微 鏡 の 反射 鋭 面 の 照度 を 照度 計 で 測 
定 し た . た だ し この 場合 , 顕微 鏡 に は , アッ さ の 照明 装 
置 附 属 , し ぼり は 全 義 とい うぅ 条件 で ある (第 3 表 の 許 参 
照 ). 第 3 表 は その 結果 を 示し た も の で ある . な お 対照 
と し て ぁ を つう の 適当 な 明る さ の 場合 の カバ ー・ グ ラス を 
用 いた 標本 検 鏡 時 の 適当 な 明る さ の 場合 の 同 鏡 面 照度 を 
も 記録 , 表示 し て お いた . 

いま こと の 結果 を 見 る と , カバ ー・ グ ラス を 用 いた 標本 
の 鏡 検 時 に くら べ て , 標本 の 厚 さ が 中 等 度 の 場合 で も 標 
本 作成 直後 より 40 分 以内 位 で は 約 2 倍 , 厚い 場合 に は 
ほぼ その 3 倍 近 く の 明 る さ を 必 要 と する . 

5. 標本 作成 後 の 経過 時 間 と 虫 卵 の 識別 度 

カバ ー・ グ ラス を 用 いた 栓 抹 標 本 の 鏡 検 は 標本 作成 後 
それ が 乾燥 し な いう ち に 鏡 検 する の を 原則 と する . 乾燥 
以前 に は 虫 卵 の 識別 度 に は ほぼ 変化 が 認め られ な い が , 
標本 が 乾燥 する と 貝 卵 が 破壊 し , 識別 が 困難 に な る 場合 
が ある か ら で あ る . セ ビ フ ァ ン ・ カ ペ バー 厚 層 次 抹 標 本 に 
お いて は , その 鏡 検 光量 を 適当 に 調節 する と き は , 作成 
直後 か ら 乾 燥 直前 まで の 貝 卵 は , お お むね 識別 可能 で あ 
る が , どちら か と いう と 作成 直後 より ゃ 乾燥 直前 の 方 
か が , 卵 識別 度 は や や 高い よう で ある (写真 6~8) 
標本 が 全く 買 燥 し た 場合 に も 虫 卵 は 破壊 され な い 限 り , 
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その 識別 度 に は さして 変り は な い . し か し 束 燥 は 虫 卵 を - 
破壊 せしめ る お それ が ある の で , 鏡 検 は , 齋 燥 直前 まで 
の 間 に 之 を 行う の が 良い . 

標本 作成 より 齋 燥 に いた る まで の 時 間 は , 万 夏 7 月 の 
候 ( 気 温 約 25°C, 気温 約 75 必 ) 室内 で 約 1 時 間 位 で あぁ つ 
た . この デー タメ タ は, 本 邦 に お いて は 比較 的 乾燥 し 克 い 時 
期 で ある の で , これ より 気温 の 低い 時 期 に だ お いて は 乾 
に いた る まで の 時 間 は 更に 延長 させ られ る と 考 を られ 
る 2, 

6. 標本 作成 時 の 加 圧 の 限界 

カバー・ グ ラス 標本 作成 時 に は 特別 の 圧 は 加え な い . 
し か し セロ ファ ン ・ 厚 層 標 本 作成 に だ お いて は , 材料 た る 
便 を その まま 加 圧 , 延 展 し て 検 鏡 に 便 な らし め る 必要 が 
ある . その た め セ ロロ ファン ・ カ パー と スラ ィ ド ゲ ダラ ス と 
の 間 に 置 いた 便 を , 手指 , 印字 の な いざ デム 判 , また は rr 
ー ラ ー 等 を 用 いて , ある 程度 の 圧 を 加え % て これ を 圧 平 す 
る 必要 が ある . し か し この 場合 の 加 圧 が 茸 し い 場合 に 
は , 便 中 の 虫 卵 が 加 圧 の た め 破 壊さ れる お それ が ある . 

第 4 表 は 人 台 行 を 用 いて 標本 加 圧 時 の 上 騰 間 最大 圧力 を 測 
冠 し て 見 た 結果 で ある . 


第 表 厚 層 標本 作製 時 た に ける 圧 の 
程 卵 破壊 


圧力 圧力 /cm* 卵 


第 2 手指 55 <228 24 11 0 


右 2 手指 10.5 2.65 40 8 0 


(No. 2) 


いま この 結果 を 見 る と , 少な く と も 上 記 の 測 宏 方 法 に 
よる 上 最大 圧 約 5 kglcm? まで は 加 圧 に ょ り の 破 . 
壊す る お それ は な い . 

者 

の 検出 力 つい て 

すでに 前 章 の 2 項 で の べた よう に , セロ ファ イン 使用 厚 
層 標 本 法 に ょ る 多 虫 卵 の 検出 力 は , か な り の 程度 に お い 
て その 検出 力 は 高い . 東京 寄生 虫 予防 協会 法 に お いて 
も , その 検出 力 は , 飽和 食塩 水 浮 海 潜 に は や や 及ば な い 


1 


た だ し こと の 写真 で は 環 虫 卵 の 識別 上 を 示し て いる 


2 "更に 高温 , の 期 に い て は 特に 曳 卵 は 標本 作成 40 分 位 で も 乾燥 の た あめ 変形 する と と が ある 


の で 注意 を 要する . 


第 2 図 (写真 9~12) 参照. 
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が バ ー・ グ ラス 枚 法 に くら れ ば 数 倍 の 検出 力 
を 示し て いる . 

元 法 卵 検出 力 は , 標本 全体 を くま な く 検 鏡 
する と いう ぅ 条件 の 下 に あつ て は , その 採取 する 便 の 絶対 
量 の 如何 に 依存 する . と り わ け 多 虫 軽 感染 時 の よう に 。, 
単位 便 量 中 の 虫 卵 密度 が 稀 薄 の 場合 こ に お いて は , 採取 便 
絶対 量 の 増加 は , 場合 に こ にょ つて は いち じ る し くそ の 検出 
力 を 増大 せしめ る . 

いま , 便 内 の 卵 お よび 虫 卵 が , 大 体 に だ お いて ポ 
アッ ン 分 布 を 示す も の (石崎 , 1950 ; 佐藤 , 1953) と し 
て , その 各 雌 1 匹 寄 生 時 の 10 mg 中 の 平均 卵 数 を 見 る 
の に (小宮 ら , 1954), 前 者 は 最小 推 害 平 均 値 5 =, 後者 
は 約 0.2 = 以下 と な る . いま ここ で 特に 多 虫 卵 を 問題 に 
すれ ば , ヵ カバ ー・ グ ラス 潜 (18X18 mm) 3 枚 検 査 の 場合 
お ける 多 1 匹 時 た に お ける 検出 確率 は , ポア ッ 
ン 分 布 (e-mm*/X!) に お ける m=0.2 の 場合 の それ で , 
ポア マッ ン 分 布 表 (北川 , 1951) に と ょ れ ば , 1.0 一 0.8187 芋 
0.18, すなわち 約 18 と すぎ な い . それ が この セロ プ フ 
ァ ン 厚 層 葵 抹 法 の 場合 と は , 採取 便 量 は 平均 約 65 mg, 
し た が つて その 中 に 含有 さる べき 卵 平均 数 は 0.2X6.5 
三 1.3 と な る . m=1.3 の 場合 の 検出 確率 は , 1.0 一 0.27 
=0.73, すなわち 約 73 と いち じ る し く 向 上 する . 

つい で に ここ で 触れ て お く が , セロ ファ イン 厚 層 塗 抹 法 
の 加藤 氏 の 原 法 で は , カバ ー・ セ ロフ ァ ン の 大 き さ は 32 
X24mm 以上 で 東京 寄生 虫 予防 協会 使用 の それ より は 
や や 大 きく , か つこ の 標本 1 枚 の た め の 採 便 量 は , 加 表 
兵 に ょ れ ば 冒頭 に 記し た よ ょ うに 約 100 mg 内 外 と 増大 し 
て 採取 し うる 便 100mg 中 に 含む 多 雌 寄生 時 
の 平均 虫 卵 雪 を 算出 し て みる と , これ は 約 2 コ と な る . 
m=2 の 場合 の 検出 確率 を 再び ポア ッ ン 分 布 表 と し た が 
つて 調べ て みる と , 1.0-0.135=0.865 と な る . 即ち そ 
の 検出 力 は 約 87 必 に 向上 する 理 窟 と な る . 

本 試験 で 行 つ た 浮 攻 法 時 の 採取 便 量 は 約 500 mg で あ 
る が , これ は 中 試験 管 を と 用 いた た め に 採 便 量 が や や 多く 
な つて いる . 実際 に 生 予防 会 その 他 で の 行 
うぅ 場合 に は , 小 試 験 管 を 用 いる 場合 が 多い . この 場合 の 
採 便 量 は , せい ぜ い 約 半量 250 mg 内 外 で あろ うぅ. 飽和 
食塩 水 浮 海 法 施 行 時 の 被 検 全便 中 の 虫 卵 の 検出 比率 は , 
必ず し も ゃ そう 高い も の で は な く , 低い 場合 に は 30 必 を 
下 廻 る 場合 も ある (安田 , 未 発表 ). いま その 検出 比率 を 
約 40~30 必 と すれ ば , これ は 便 量 100~75 mg 中 の 帳 


卵 を 全部 調べ た と 同じ 結果 と な る . そう だ と すれ ば , 加 
の よ ょ うに, 同 原 法 で の 検 出力 は , その 標 
本 に 採取 する 便 量 が 100 mg 内 外 で ある か ら 標 本 の 氏 検 
が 全 で ある 限り , 時 と し て 浮 を て いる こと 
が あり 得る こと も , 理論 上 充分 た に う な づけ る こと で あ 
る . 
な お , 場合 こと ょ つて は 釣 虫 卵 検 出 に 関す る 限り 培養 渋 
より も その 検出 力 が 高い 場合 も 存在 し う る . 特に 九 紙 培 
養 法 に お いて 被 検 材料 が 少 い と き , お ぉ お よび 冬期 被 検 材 料 
が 検出 に 先立つ て 筐 冷 に と 放置 され た 場合 (集団 検便 時 に 
お いて は か よう な 事 は 冬期 で は むし ろ ふ つう ぅ う で ある ) に 
お いて , 卵 死滅 を 来 し て いる よう た な 場合 に お いて は そう 
で ある . 

2. 識別 に つい て 

セロ ファ ン 層 抹 標 本 た と ょ る 検便 法 が , カバ ー・ 
ラス 共 抹 法 に 比 し て (その 同時 3 枚 検 査 法 を も 含め て ), 
その 採 便 量 が 多い た め , 虫 卵 の 識別 お ょ び 全 標本 の 鏡 検 
が 沈 全 に 行わ れる 限り , いち じ る し く 高 いこ と は , 実際 
的 に も 理論 的 に も 明らか と な つた . そこ で 問題 は , この 
方 法 を 利用 する 場合 の 虫 卵 の 識別 度 が どう か , と いう 問 
題 で ある . 

すでに 前 章 で の べた よ ょ うに, 標本 作成 が 適切 に 行なわ 
れれ ば , 多 虫 卵 の 識別 度 は , 光源 の 明る さ を 適 当 に 調 第 
し さえ すれ ば , その 視野 は ヵ カバー =~ グ ラス の 場合 
た くらべ て や や 較 い と は 言い 条 , 必ず し も これ に 劣 つ て 
いな い . た だ し この 標本 と あぁ つて は , 卵 の 識別 度 
を 高く する た め に は , その 光度 を 適当 に 調節 する 必要 が 
ある が , 前 章 4 に お いて の べた よう に , 漠 厚 標本 と に おい 
て は 顕微 鏡 の 反射 鏡面 照度 を 20,000~30,000 Lux 以上 
こ 保 つ 必 要 が ある 場合 が ある . と ころ が この よう な 照度 
の 保持 に は , 照明 の た め の ど うし て る も 光源 ラテ ンプ の 必要 
が 生じ て くる . し た が つて , か よう な 光源 テラ ンプ の 設備 
の 行ない が た い 場 合 と は , この 方 法 は 必ず し ゃ 推奨 し ゃ 
な い . 

標本 作成 後 の 時 間 的 経過 も , 虫 馬 の 識別 度 に 関係 が あ 
る . が , 標本 が 齋 燥 し 切る た に いた ら な い 間 で あれ ば , その 
識別 度 に それ ほど いち じ る しい 変化 は な い . むし ろ 燥 
に よる 貝 卵 の 破 疲 と これ に 基 ず く 識 別 度 の いち じ る し い 
低下 の 方 が , より 注意 を 要する 点 で あろ う .。 この 意味 か 
らし て , 標本 作成 直後 か ら 整 燥 直前 まで の 間 , 具体 的 に は 
気温 25°C 以下 な ら 標 本 作成 か ら 約 1 時 間 以 内 た に 検 鏡 す 
れ ば , まず 差 支え な いと 考え られ る . 但し 計 夏 高温 低 湿 


族 た だ し , と の 程度 の 採 便 量 だ と 圧 平 し た 場合 の 面積 が 大 きく な りす ぎ て , 十字 動 装 置 を 使い に くい と いう 


不便 が ある . 
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時 に は この 時 間 は 半減 せしめ た 方 が よい . 

虫 卵 の 破 壌 と 関連 し て 考え られ る こと は , 標本 作成 時 
に 便 に 加え る 加 圧 の 強 さ が 問題 と な りう る こと で ある . 
あま り に 強い 圧 を 加え る と 標本 内 の 虫 卵 が 破 疲 され る お 
それ が ある が , こと 多 虫 卵 た 関す る 限り は , 私 た ちの 手 
指 を 用 いて の 実験 で は , 瞬間 手指 圧 5~6 kg まで の 加 圧 
で は , 虫 卵 破壊 の お それ は 認め られ な か つた . な お この 
朋 間 手指 圧 は , ふつ うぅ の 男子 成人 が 手指 で ほぼ カー 杯 に 
標本 面 を 押し つけ た 時 の 圧 の 約 2 分 の 1 に 相当 する . 


まとめ 


箋 者 ら は , 寄生 虫 卵 検 査 の た め の 検 便 方 法 と し て の い 
わ ゆ る セ ァ ン 厚 層 法 を , 卵 の 検出 を その 指 
標 と し て , 種々 の 角度 か ら 実 験 的 に 検討 し て みた . その 
結果 は 次 の ご と く で ある . 

1. セロ ファ イン 層 は , カバ ー・ グ ラス 法 
に くら べ て , 一 般 に 採取 する 便 量 が か な り 多 い の で , 標 
本 の 検 鏡 が 完全 な る 限り 釣 虫 卵 の 検出 力 は 前 者 に 比較 し 
て いち じ る しく 良い . 飽和 食塩 水 浮 海 法 時 の 一 標本 当り 
の 採 便 量 が いち じ る し く 少 な い 場 合 に は , セロ ファ イン 硬 
層 塗 抹 法 の 方 が 検出 力 が や や 高い 場合 すら も あり 得る こ 
と も 考え られ る . また 特に 冬期 集団 検便 時 に あつ て は , 


不用 意 に 行なわ れ た よ りゃ も 虫 検出 比 が 優れ て 
いる こと も 有り うる. 

2. 同 法 に ょ る 虫 卵 の 識別 護 を 良好 に する た め に は , 
視野 の 明る さ , し た が つて 災 微 鏡 の 反射 鏡面 の 照度 を , 
合 こ に ょ つて は か な り 高 く 保 つこ と が 必要 と され る . そ 
し て その た め に は 原則 的 に 人 工 光 源 テ ンプ の 設備 を 必要 
と する の で , そう 3 し た 設備 の 不備 な 状況 下 に あつ て は , 


こと の 方 法 は 一 般 に 推 龍 し が た い . 

虫 卵 の 識別 度 を 考慮 し て , 標本 ぇ の 加 圧 , 標本 作成 直 
後 よ り 鏡 検 ま で の 経過 時 間 の 許容 限界 等 に つい て 注意 す 
る 必要 が ある . 私 た ちの 実験 で は , 気温 25°C 以下 の 場 
合 に は 経過 時 間 の 許容 限界 は 約 1 時 間 以 内 , 加 圧 は 合 衝 
を 用 いて の 最大 圧 5~6 kg 以内 な ら ば , 卵 の 
の お それ は な いよ うぅ で あつ た . 


本 研究 の 要覧 は 第 19 回 日 本 寄生 虫 学会 東日本 支部 大 
会 (昭和 34 年 9 月 ) に ぉ いて 発表 し た . 
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STUDY ON THICK SMEAR TECHINIC WITH CEROPHAN COVER 
FOR STOOL EXAMINATION FOR HELMINTHES OVA 


YOSHITAKA KOMIYA, AKIO KOBAYASHI, MITSUYOSHI KUMADA, 
HARUHIKO KUTSUMI & KUNIiko KOJIMA 


(Department of Parasitology, National Institute of Health, Tokyo, Japan) 


This technic is a new one originally invented by Kato. The principle of this technic is to 
use a cerophan cover instead of the ordinary cover galss for the stool examination for the 
helminthes ova. On applying this technic a larger amount of stool can be applied for one time 
‘examination, while the detectability of ova is not diminished. The result of the experiments 
showed that the rate of the detectability of ova is much higher with this technic as compared with 
that of the routine direct smear technic applying the cover glass. 

There should be postulated several conditions under which this technic should be effectively 
carried out. They are as follows. A constant intensive light source should be necessary to observe 
the ova because the smear becomes markedly thicker with this technic as compared with the 
routine direct smear one with covergalss and during the warmer climate the examination of speci- 
mens should be completed within ca. two hours after the smearing, otherwise the ova could be 


destructed owing to the dessication etc. To make the adequate specimen for the examination a 


pressure shoud be added upon the cover cerophan which could be able to attain up to 5-6 kg at 


the maximum without injuring the ova contained. 
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写真 説明 


1. セロ ョ ファン 標本 の の 各種 濃度 , 
左 方 : 濃厚 な ゃ の 中 央 : 中 等 度 の も の 
右 : 薄い も ゃ の 

2~5. 視野 に け る 卵 鮮 明度 (Xx100) 

・2. (対照), 飽和 食塩 水 浮遊 法 の 視野 

3. セロ ファ ン 厚 層 法 の 視野 , き 事例 

4. 同上 , 恒 層 の 厚 さ 中 等 庶 の 事例 

5. 同上 , 厚 き 事例 

6~8. セロ ファン 標本 , 標本 作成 後 の 経 過 時 間 
と 視野 に け る 卵 鮮明 (x100), 26°C, 


温度 77 
6. 作成 後 10 分 
50 分 


9~12, 標本 の 乾燥 に た る 卵 の 変形 (x400), 環境 


条件 : 気温 30°C, 温度 55 と の 位 の 環境 条件 
標本 作成 後 約 30 
分 で 乾い て し まう . 以下 の 像 は 標本 作成 後 約 40 分 | 


で は 標本 乾燥 医 は きわ め て 早く , 


時 の も ゃ の 


9. 内 細胞 が 圧 さ れ て ほぼ 一 杯 に っ た 


の , 細 脆 や 明 上 多 細 期 な る と と が 分 る . 
10. 卵殻 内 仔 虫 が や や 透 明 化 し 圧 さ れ て 卵殻 内 に 一 杯 
に 拡 が つ て いる . 仔 忠 体 幅 が 著しく 大 と な つて い 
る . 
11. 12. 卵細胞 が 片側 に 押し ょ せら れ て 気 胞 状 に 見 を 
る , と うな る と 識別 は 困難 で ある . 
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(寄生 虫 学 雑誌 第 9 巻 第 1 号 69-72 頁 1960] 


農薬 の 卵 発育 に 及ぼ す 影 
(2) 中 効果 に つい て 


藤田 和憲 
慶応 義塾 大 学 医学 部 寄生 学 教室 (主任 松林 久吉 教授 


(昭和 34 年 8 月 18 日 受領 ) 


言 

近年 連続 的 な の 豊作 は , 化学 肥料 共に , 
薬 の 進歩 が その 主 な 原因 の 一 つた と 挙げ られ , 今後 も 益々 
普及 使用 せら れる 傾向 に ある . 

著者 は , 前 回 に 農家 に 於 て 手軽 に 使用 せら れる この 上 匿 
薬 が , 貝 卵 発育 た 及ぼ す 影響 を 試験 管内 た 於 て 実験 
し , 1,000 倍 , 或いは それ 以上 の 稀釈 に 於 て か な り 著 し い 
殺 卵 効果 を 挙げ る も の と し て , Chlorthion, Isoehlorthion, 
D.D.T., Pentachlorphenol, Sappiran, Koromite, クレ ゾ 
ー ル 石 坦 液 等 の 薬剤 を 報告 し た (藤田 ; 1959) . 抑 々 殺 卵 
剤 の 効果 は , 床 尿 の 存在 に た と ょ より, か な り 減 弱 す る こと は 
諸氏 (松村, 1954 ; 国井 , 1954 ; 和泉 , 1954 ; 大 沢 , 1954; 
久 津 見 , 1955) の 一 致し て 認め る 処 で ある . 故に 今回 は 
之 等 の 薬剤 た に 就 い て モデ ル 便 池 を 使用 し , 野外 に 於 て 豚 
卵 , 更に 人 の 発育 に 及ぼ す 影 響 を 検査 し た . 


を 用 いた 実験 
実験 材料 及び 方 法 
1. 試験 薬剤 及び その 濃度 
Chlorthion (50 乳 剤 ) 
Isochlorthion (スミ サイ ド ) (30 導 乳 剤 ) 
(20 ) 
Pentachlorphenol の Na 塩  ( 粉 末 ) 
Sappiran (25 乳剤 ) 
Koromite (12.5 剤 ) 
クタ クレゾール 石油 (市販 の もの) 
(タレ ゾー を 50 %) 

Parathion (47 剤 ) 


薬剤 は 原液 た 換算 し て 。1,000 倍 , 2,000 倍 に 稀釈 し 
た も の を 用 いた . Pentachlorphenol は 粉末 を 同 倍 率 に 稀 
て 用 いた 

2. 被 検 実験 に と 用 いた は 新鮮 な 豚 
の 子宮 末端 部 約 2cm 内 の し た 受精 た に 5 
チ ホ ルミ ン を 約 50 分 作用 せしめ 蛋白 膜 を 除去 し た 後 , 


之 を 沈 潤 管 に と り 多 量 の 水道 水 を 加え 4 回 以上 充分 に 洗 
浴 し た も の を 用 いた . 

3. 薬剤 の 接触 及び 虫 の 培養 1.87 入 の 試験 
薬剤 及び 対照 の 数 だ け 用 意 し , その 各々 の 中 に 寄生 虫 卵 
を 含ま な い 新 鮮 な 人 必 と 人 尿 を 1: 4 の 割 に 1.57 入 れ 
モデ ル 便 池 を 作 つ た . この 中 に 前 記 の 如く し て 取り 出し 
た 豚 卵 の 濃厚 浮 滴下 し , その 中 の 一 つ を 対照 
と し , 他 の 各々 の 中 に 更に 上 記 薬 剤 を 夫々 原液 た 換算 し 
て 1,000 倍 , 2,000 倍 に な る よう に 投入 し 充分 混和 し て 
野外 に 放置 した. 浸 沖 期間 は , 10 日 , 21 日 , 33 日 と し 
温度 は 2,3 の 薬剤 宛 順 に 試験 し た の で の 如く な 
つた . Koromite, Chlorthion は 2 月 23 日 より 約 1 ヵ 月 
間 で 実験 中 毎日 の 最低 気温 の 平均 は 11.6°C で , 最高 気 
温 の 平均 は 13.0C で あつ た . Pentachlorphenol, Iso- 
chlorthion は 4 月 30 日 より 約 1 ヵ 月 間 で 同じ く 13.3°C 
~21.4°C, タレ ゾー ル 石 , D.D.T., Sappiran, Para- 
thion は 8 月 31 日 より 約 1 ヵ 月 間 で 同じ < く 18.3°C~ 
24.4C で あぁ つた. 所 定期 間 漫 病後, 上 記 モ デル 便 池 よ 
り 各 々 500 cc 宛 の 選 尿 を 扱 み 出し , 多量 の 水道 水 を 加 
えて 4 回 以上 充分 に 洗 せしめ , 最後 の 湾 シャ 
ー レ に 移し 28°C の 解 卵 器 内 に 培養 し た . 

4. 効果 判定 の 方 法 培養 せる 沈 湾 を 7 日 , 14 日 , 21 
日 , 50 日 目 た に 取り 出し 鏡 検 し て 虫 卵 を 探し , その 100 個 
に 就 い て 発育 の 状態 を 調べ , 単細胞 期 , 初期 分 列 期 , 薬 
実 期 , , 仔 びに 変性 分 類 し , 各々 の 百 
分 率 を 出し た . 併 し , 前 報 で 述べ た ょ よ ょ うに, 50 日 間 堪 養 
し た 時 の 成績 が 最も 信頼 され る も の で ある の で , 成績 の 
判定 は て 50 日 間 に ょ つた . 変性 の 判定 前 回 
発表 せる 試験 管内 実験 の 際 の 基 浴 に 従 つ た . 

実験 成績 

1. 漫 漬 日 数 と 卵 変 性 率 と の 関係 成績 は 第 1 表 A, 
B, C に 示し た . 1,000 倍 稀 も の で 10 日 場合 
最も 変性 卵 出現 の 高い クレ ゾー ル 石 が 36 で あ 
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1 表 (A) 豚 を 用 いた 実験 (実験 期間 8 月 31 日 より 約 1 ヵ 月 間 ) 


クレ ジ デール 


石 


サッ ピラ ン ペラ チオ ン 対 


虫 卵 変性 仔 卵 変性 卵 仔 卵 変性 卵 仔 虫 卵 変性 卵 仔 虫 卵 


36 88 12 
1,000x 21 日 1 99 100 45 55 100 65 35 
33 日 100 40 60 41 59 40 60 64 36 
10 日 79 21 96 4 98 2 98 2 
2,000x 21 日 72 28 88 12 95 5 96 4 
30 91 8 2 


第 表 (B) 豚 を 用 いた 実験 


日 数 仔 下 仔 変性 変性 

卵 卵 卵 卵 卵 

10 日 100 100 79 21 


コロ マイ ト 


1,000Xx 21 96 4 94 6 61 39 
33 日 92 8 93 7 62 38 
100 98 2 

2,000x 21 100 100 
33 日 100 95 5 


(実験 期間 2 月 23 日 よ 約 1 ヵ月 間 ) 


第 1 表 (C) 卵 を 用 いた 実験 


日数 仔 虫 変性 仔 虫 仔 


10 ‘93 7 100 65 35 
1,000Xx 21 日 9 91 82 18 68 32 
33 日 5 95 9 21 61 39 


10F 99 1 100 
2 96 4 96 4 
33 日 94 6 99 1 


(実験 期間 4 月 30 日 より 約 1 ヵ月 間 ) 
(A) (B) (C) と ゃ 表 中 の 数 字 は 培養 50 日 目 に 数 えた 
被 検 虫 卵 100 個 中 の 仔 虫 卵 及 び 変 性 卵 の 数 を 表わす 


り 対 の 12 に 僅か に 有意 の 差 を 認め 得る が , そ 
の 他 の 7 種 の 薬剤 は 何れ も 変性 卵 出現 率 が むし ろ 対 照 よ 
り 低 い 位 で ある . 即ち , 10 日 浸 病 で は , 薬剤 の 効果 は ク 
レゾ ル 石 を 除い て 認め られ ず , クレ ゾー ルル 石鹸 液 
の 効果 も 甚だ 弱い . 

21 日 浸漬 の も の と 33 日 浸漬 の も の と を 比較 する と , 
Chlorthion, Isochlorthion, Pentachlorphenol, Sappiran, 
Koromite, クレ ゾー ル 石 坦 液 等 大 部 分 の 薬剤 で は , 浸漬 
日 数 の 長短 に ょ る 変性 卵 出現 率 に 差 が な い が , た だ 。, 
D.D.T., Parathion だ け は 何れ る も 21 日 浸漬 で 0 必 , 33 日 
湯 漬 で 60 必 の 変性 卵 出現 率 を 示し て いる . 然し , この 
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2 で は 33 日 の 場合 も 夫々 の 対照 36 39 

較べ れ ば 僅か に 有意 の 差 を 認め る だ け で ある . 即ち , こ 
こと に 実験 し た 大 部 分 の 薬剤 で は , 21 日 浸漬 の 場合 と 33 
日 漫 病 の 場合 と で は , 薬剤 の 効果 に 殆 ん ど 差 異 を 認め な 
い , 

実際 に , 薬剤 を 家庭 の 便 に 投入 し 虫 た 作用 
せ し む る 場合 , 便 溜 の 肖 取 り 回 数 が 月 1.5~2 回 で ある 
こと より , 薬剤 が 33 日 る 虫 卵 た 接触 する こと は あり 得 
な い . これ ら の 点 を 考 睦 す れ ば , 薬剤 の 効果 を 比較 する 
に は 21 日 浸 病 の 成績 を 用 うる こと が 適当 で ある と 思わ 

2. 薬剤 の 濃度 と 殺 卵 効果 上 記 の 理由 た より 21 日 
浸漬 , 培養 50 日 後 の 変性 卵 出 現 率 を 以 て 試験 薬剤 の 効 
果 を 比較 し て 見 る と 次 の 如く な る . 

1,000 倍 稀釈 の 場合 クレ ザール 石 , Isochlorthion 
は 夫々 99 , 91 の 変性 卵 出現 を 示し 効 が 認め ら 
れる . 之 に 続い て Sappiran が 55 必 の 変性 率 を 示し て い 
る が , 之 は 対照 の 35 迷 に 比較 し 有意 の 差 を 認め 得 な い . 
その 他 の 薬剤 は 何れ も むし ろ 対 巾 より 低い 変性 率 を 示し 
て いる . 

2,000 倍 稀釈 の 場合 は , 1,000 倍 稀 札 た に 於 て 著 効 を 認 
め ら れ た タレ ゾー ル 石 乾 液 も 対 巾 と 差 が な く , その 他 の 
薬剤 は むし ろ 対 照 ょ り 低 い 変 性 卵 出 現 率 を 示し て いる . 
即ち , 本 実験 に 於 て 有効 と 認め られ た クレ ゾ ビール 石 瞬 
液 , Isochlorthion は 1,000 倍 和 稀釈 に 於 て は 著 効 を 呈す る 
が , 2,000 倍 稀 釈 に 於 て は 全く 無 将 で ある . 従 つ て , 両 
者 と も 有効 限 朱 濃 度 は 1,000 倍 で ある . 

人 用 いた 実験 
実験 材料 及び 方 法 

1. 試験 薬剤 その 濃度 豚 を 用 いた 実験 に 
於 て , 閉 効 の 認め られ た クタ レゾ ー ル 石 坦 液 , Isochlorthion 
及び 無効 で は あつ た が , 他 の 薬剤 に と 比 し 最も 有効 に 近い 
殺 卵 率 を 示し た Sappiran 等 を 原液 換算 し て 1,000 倍 
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稀 枚 と し て , その 効果 を 観察 し た . 

2. 被 検 の 薬剤 接触 及び 卵 を 多量 に 
む 新 鮮 な る 人 恒 と 人 尿 を 1: 4 の 割 に 混合 し 用 いた . 薬 
剤 接触 は 12 月 5 日 より 約 1 ヵ月 間 行い , 浸漬 温度 は , 毎 
日 の 気温 の 平均 が 最低 1.0°C, 最高 10.2C で あつ た . 


日 数 は 7 日 。19 日 , 33 日 で ある . 日 数 その 他 


の 操作 は 豚 遇 虫 卵 を 用 いた 実験 と 同様 に 行 つ た . 

3. 効果 判定 の 方 法 遇 虫 卵 が 少な く 100 個 を 数 えら 
れ な か つた の で , 50 個 に 就 い て 各 時 期 の 百分率 を 出し た . 
その 他 は 豚 遇 虫 卵 を 用 いた 実験 と 全く 同様 に 行っ つた. 

実験 成績 

一 括 し て 第 2 表 に 示し た . クレ ゾ マール 石上 則 液 は 7 日 , 
19 日 , 33 日 浸漬 と も に 著しい 殺 卵 率 を 示し 92~100 
の 変性 卵 を 認め て いる . Isochlorthion は 7 日 浸漬 が 変性 
出現 率 72 で 落ち る が , 19 日 。33 日 は 何れ 
も 100 の 率 を 示し て いる . , Sappiran は 7 日 
50 , 19 日 76 必 で 対 に し 有意 の 差 を 認め 得 
る が , 殺 卵 効果 は 前 2 者 た 比 し 閉 し く 低 い . 33 日 浸漬 で 
は 100 の 率 を 示し て いる . か く 一 般 に 豚 を 
用 いた 実験 の 成績 より 高い 変性 卵 出現 率 を 認め る . 


第 2 表 人 卵 を 用 いた 実験 
クレゾール イン マク ロー 


卵 卵 卵 卵 


7 日 28 72 50 50 82 
19 日 4 96 100 24 76 
33 日 8 92 100 R08 


(実験 期間 12 月 5 日 より 約 1 ヵ月 間 ) 

表 中 の 数 字 は 1,000 倍 養 50 日 目 に 数 えた 
検 卵 50 個 中 の 卵 及 び 卵 の 百分率 を 表 
わす . 


考 

有望 な 殺 卵 剤 と し て 報告 せ て られ て いる 二 硫 化 炭 素 (大 
沢 : 1954), 電子 油 (国井 : 1954), ネオ ヂ ク セン ( 久 津 
見 : 1955) 等 の 薬剤 も 或 る 程度 以上 稀 札 し た 場合 に は , 
その 効果 は 屋 尿 の 存在 に と ょ り 閉 し く 低 潤す る . 

前 に 報告 し た 著者 の 試験 管内 実験 の 成績 と 今回 の 鹿 尿 
中 実験 の 成績 と を 比較 し て みる と 第 3 表 の 如く , 同じ く 
1,000 倍 和 於 て 試験 管内 に 於 て , 高い 殺 卵 率 を 示し 
た D.D.T., Koromite, Chlorthion Pentachlorphenol, 
Sappiran 等 の 薬剤 も 屋 尿 中 に 於 て は 著しく 効果 が 低 江 
し て いる . Isochlorthion, クタ レゾ ー ル 石 は 尿 中 に 
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第 3 表 水中 , 中 に ょ る 性 卵 出 現 率 


表 中 の 数 字 は 検 卵 水中 は 100 個 , 中 は 50 
中 の 変性 卵 の 百分率 を 示す . 薬剤 濃度 は 全て 1,000 
倍 と す . 


於 て 稚 高 い 殺 卵 率 を 示し て いる が , 2,000 倍 稀釈 を 比較 
する と , 之 も 又 着 し く 効 果 の 低 滅 を 来 し て いる . 

か く 剤 の 効果 が の 存在 に た ょ り 著 し く 低 する 
理由 に つい て 大 沢 (1954) は 殺 攻 剤 の 二 担 体 説 を 以 て 説明 
し て 居り , 又 最 近 国 井 (1958) は 必 尿 中 殊 に 尿 の 腐 熟 及 び 
アン モニ ア の 発生 と , 之 に 伴う 尿 の pH 上 昇 な どの た め 
と 説明 し て いる が , 末 だ 研究 の 余地 が ある 様 で ある . 

D.D.T., Parathion, Koromite, Chlorthion, Pentachlor- 
phenol を 使用 し た 場合 対 より むし ろ 低い 殺 率 を 
し て いる が , 之 は 之 等 の 薬剤 が 屋 尿 中 の 細菌 の 増殖 を 抑 
制 し 屋 尿 の 腐敗 に ょ る 影響 を 軽く し て いる た め と 思わ れ 

クレ ゾー ル 石 に い て は , 既に 大 (1954) が クレ 
マー ル の 殺 卵 効果 を 報告 し て 居り , それ に よる と , 恒 尿 
中 5°C_ 14 日 の 場合 100 倍 95 , 1,000 倍 8 の 
錦 卵 率 を 認め て いる . 本 実験 の 成績 と 著しく 相違 し て い 
る が , 之 は 実験 条件 に 差異 が ある た め と 思わ れる . クレ 
マール 石 と 共に 効 を た Isochlorthion は 本 実 
験 た に 於 て 初め て 研究 され た 薬剤 で あぁ あり, この 実験 は 冬期 
矢 冷 の 時 期 に 行わ れ も て いる に 拘ら ず 著 し い 効果 を 浴 あ て 
いる 所 か ら 有 望 な る 殺 卵 剤 の 一 つと 思わ れる . 

斉藤 (1957) は 人 卵 と 豚 と の 抵抗 性 の に 
景 が 認め られ な いと 蓋 つ て いる が , 本 実験 た 於 て は 多少 
と も 人 の 抵抗 性 が 豚 劣る 様 に 思わ れ た . 
但し 豚 卵 は 子宮 ょ り り 出 し た も の を 用 い , 人 
上 遇 卵 は , 自然 た 産出 され た も の で ある の で , その よう な 
こと も, この 抵抗 性 の ちがい に 影響 が あつ た の か も 知れ 
な い . 

要 約 


前 に 報告 せる 試験 管内 実験 に 於 て , 著 効 を 量 し た 


Chlorthion, Isochlorthion, D. D. T. , Parathion, Pentachlor- 
phenol, Sappiran, Koromitee クレ ゾー 等 8 種 の 


| 
イソ クロ 
88 0 
PECP. 100 18 
サッ ピラ ン 84 55 
ュ マイト 94 4 
クレゾール 石 99 99 
| 
| 
= 
18 
35 
37 
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薬剤 に 就 い て モデ ル 便 池 を 使用 し , 野外 に 於 て 豚 遇 虫 
卵 , 更に と 催 虫 卵 の 発育 に 及ぼ す 影 響 を 検査 し た . 

豚 卵 を 用 いた 実験 於 て は , 1,000 倍 稀釈 , 21 日 
漫 漬 , 50 日 培養 の 結果 を 以 て 各 薬 剤 の 効果 を 比較 する 
と , Isochlorthion, クレ ゾー ル 石 液 は 著 を 夫々 
95 , 99 の 変性 卵 出現 率 を 示し て いる . 之 れ 以外 の 
薬剤 は 何れ も 無 あつ た . 同じ く 2,000 倍 稀 結果 
は , 何れ の 薬剤 も 無効 で あつ た . 

人 を 用 いた 実験 は , Isochlorthion, クタ クレゾール 
石 旧 液 , Sappiran に 就 い て の み 行 い , 略 * 同一 条件 下 で 
豚 だけ る より も 少し く 高い 変性 卵 出現 率 を 示し 


た あたり , 御 指 導 びに 御 校 を つた を 松林 教 
授 , 浅見 助教 授 , 薬品 の 提供 及び 種々 有 共 な る 御 助 言 を 
た 東京 大 衛生 学 教 上田 教 授 に 心から の 
意 を 表し ます . 
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UPON THE ASCARIS EGGS (2) EFFECTS UPON THE 


EGGS IN NIGHT ‘sOIL 
KENZO FUJITA 
(Department of Parasitology, School of Medicine, Keio University, Tokyo, Japan) 


In the previous paper, it was reported that Chlorthion, Isochlorthion, D.D.T., Pen- 


tachlorphenol, Sappiran, Koormite and cresol were found to have ovicidal effects upon the eggs 
collected from ascaris uteri and immersed in 1:1000 solution of those chemicals. In the present 
experiments, the effects were tested upon the ascaris eggs in night soil. Swine ascaris eggs 


collected from uterus of the worm were put into the mixture of human feces and urine (1:4). 


The chemical to be tested was suspended in the feces-urine mixture in the concentration of 1: 
1000. A part of the mixture was taken after 10, 21 and 33 days and the eggs in the mixture 
were washed by repeated centrifugation. They were then kept in 28°C incubator to know wether 


they can embryonate or not. 


Only cresol and Isochlorthion showed ovicidal effect after 22 days 


immersion : more than 90% of the eggs in the feces urine mixture containing these chemicals 


showed degeneration. 


で Human ascaris eggs discharged in feces were tested in the same way. Those feces were 


mixed with human urine (1:4) and the chemicals were suspended in the mixture. In these 


experiments,, cresol and Isochlorthion also showed an excellent effect. 
Isochlorthion looks like prospective for the destruction 


degenerated after the immersion of 19 days. 


of parasite eggs in night soil. 


Almost 100% of the eggs 
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負 虫 の 腸管 外 寄生 に 
(4 犬 の 猫 及 び 筋肉 内 へ の 移し 変え に つい て 


関す る 実験 的 研究 


正 鳥居 達生 松本 
沢 順 堂本 
大 阪 市 立 大 学 医学 部 小田 内 笠 教室 (指導 小田 俊郎 教授 ) 

(昭和 34 年 8 月 30 日 受領 ) 
挿入 し 。 日 を 追 つ て 必殺 剖検 し その 寄生 の 状態 
\ さき に 著者 の 一 人 楠 は 第 1, 2 報 に 於 いて , 犬 腸管 内 を 観察 し た . 

より 採集 し た 犬 多 虫 成虫 及び 幼 若 成 虫 を 別 の 犬 の 腸管 以 例 1 : 200 令 ( る 100, ?100) を 挿入 し た 猫 は , 翌日 よ 
吉 外 の 体 組 織 内 に 移し 変え, 長く 生存 させ 得 た の みな ら り 該 側 後肢 に 著 明 な 郊 腫 を 生じ , 72 時 間 後に 死亡 , 廊 検 
ず 。 幼 着 成 虫 は それ ら の 場所 に 於 いて 充分 発育 し 得る こ する に その 部 に 巨大 な 腫瘍 を 形成 し , 腫瘍 内 壁 に 吸着 す 
と を 報告 し , 叉 着 者 の 一 人 鳥居 は 更に 前 段階 た る IV 期 。 る 生 虫 142 供 (864。 ?78) を 認め た . 
性 仔 虫 に 就 い て 同様 の 実験 を 試み , IV 期 仔 虫 も 又 腸 管 以 例 2 : 25 令 ($12, ?13) 挿 入 , 7 日 後 の 例 た に 於 いて は 
注入 部 筋肉 内 に 不 整 の 指 頭 大 の 形成 し , その 


外 の 犬 体 内 た 長く 生存 し , 上 耳 , 脱 度 発育 し 得る こと を 報 

又 長 種 属 動 物 へ の 移し 変え を に 関し て は 楠 が 第 1 報 に 於 
いて , 犬 体 内 で 成虫 に 迄 発育 し た 犬 多 虫 を , その 非 固 有 
宿主 た る 家電 腸管 及び 腹 受 内 た 移し 変え た が , 4 日 以上 
生存 し 得 な か つた と 報告 し て いる ほか に 全く 文献 を 見 な 
い 

ょ っ て 今回 は 犬 腸管 内 ょ り 採 集 し た 犬 銘 虫 を , その 固 
有 和 宿主 の 一 種 で ある 猫 の 筋肉 内 た に 移し 変 を ん, それ ら の 場 
所 に 於 いて も 長く 生存 し 得る こと , 更に IV 期 仔 虫 に つ 
いて も 同様 の こと が 可能 で , 長く 生存 し , 脱皮 発育 し 得 
る こと を 確認 し , また 犬 多 虫 成虫 を その 非 固 有 宿 主 で あ 
る 家 束 筋肉 内 た 移し 変え を , 非 固 有 宿 主体 内 で は 生存 し 杏 
いこ と を 再 確認 し た . 疲 に その 大 要 を 報告 する . 


実験 及び 考 接 


第 2 報 で は , を 筋肉 内 , 腹 有 , 胸腔 内 , 肝 
内 , 内 , 皮下 組織 内 等 へ の 実験 的 に 寄生 を 試 
み , 筋肉 内 へ の 移し 変 を が 最も 生存 率 の 高い こと を 知 つ 
た の で , 今回 は 専ら 筋肉 内 へ 移し 変える 実験 を 行 な つ 

1) 成虫 に 関す る 実験 ; 

自然 感染 犬 腸管 内 ょ り 犬 多 虫 成虫 を 採集 し , ペ = シ リ 
ン , スト レプ トマ イシ ン 添 加 温水 で 洗 浴 し , 別に 用 意 し 
た 成 獲 有 筋肉 内 に , 内 8 mm の 針 を 通じ て 
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内 部 に 活 毅 に 運動 する 生 虫 15 令 (8 6, ? 9) を 見 出し 

例 3 : 30 令 (815, 915) 挿 入 14 日 後 の 例 た 於 いて は 
同様 に し て 生 虫 15 令 (8 8, ? 7) を 認め た . 

注入 部 筋肉 内 に 赤褐色 の 出 液 で 充満 し た 形 
成 し , 多 虫 は その 内 壁 に 強固 に 吹 落 し て いた . 楠 の 前 回 
の 報告 で は 犬 鍋 虫 成虫 を 犬 筋肉 内 に 注入 し , その 生存 率 
は 7 日後 21.9 , 14 日 後 31.4 ある に し , 今回 の 
実験 で は 夫々 60.0 必 , 50.0 に 上 昇 し て いる . 

これ は , 第 1 報 発表 の 後 , 同様 の 実験 を 反復 する こと 
に ょ より 技術 的 に 誤 練 し た こと に も よる が , 前 回 は 虫 体 を 
約 10cc の = シリ ン , スト レプ トマ イシ ン 留 水 
と 共に 注入 し た た め , 貝 が 分 枝 し , 或 は 多 房 虫 覇 と な 
り 体 も 分 さ れ た に 反し , 今回 は 減 温水 で た 
虫 体 を 細い 摂 子 を も つて , 卒 管 針 を 通じ て 挿入 し た こと 
に よる と 考え られ る . 従 つ て が に する に 
は , 多数 の 釣 虫 が 1 ヵ所 に 群 棲 す る 方 が , 少数 づつ 分散 
し た 場合 に 比 し , 棲息 する に 適し た 環境 , 即ち 虫 械 を 形 
成す る に 適し て いる の で は な いか と 考え られ た . この 点 
こ 関 し て は 第 3 項 た に 於 いて 更に 述べ る . 

2) 成虫 に 関す る 実験 

保有 犬 を 瓦 培 養 し て 採集 し た 感染 仔 を 下 
注射 に ょ り 成 犬 感 , 感染 後 第 10 日 目 に 被 感 
犬 を 属 殺し , その 腸管 内 ょ り 集 め た 幼 若 成虫 (平均 体長 
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及び 体 幅 2.9x0.16, 93.1X0.19 mm) を 内 和 2 mm 
の 注射 針 を 用 い 10~1.5cc の ペ = シ リン , スト レア トマ 
イシ ン 漆 加 温 水 と 共に 注入 し , 日 を 追 つ て 発育 状況 を 観 
察し た . 

第 1 項 で 述べ た 如く , 虫 体 の み を 筋肉 内 た 挿入 し た 方 
が , 水 と 共に 注入 する より る も 生存 率 が 高い が , 幼 療 成虫 
は 虫 体 が 小さ く , 第 3 項 で 述べ る IV 期 仔 虫 は 更に 小さ 
く , 之 等 の 虫 体 と 摂 子 を 以 て 1 隻 づ つっ 挿入 する こと は 非 
常に 困難 で , 且 , 座 管 針 の 中 に 残留 する こと も 多く , 黄 
だ 不 確 実 で ある の で 第 2, 3 項 の 実験 で は 可 及 的 少量 の 減 
菌 水 と 共に 注入 し た . 

例 1 : 30 (8 15, 
(8 1, 92) 

例 2 : 30 令 (815, ?15) 注入 , 14 日 後 の 例 で は 2 隻 
(8 1, 9 1) が 夫々 生存 し て いる の を 見 た . 

然し て その 平均 体長 及び 体 編 は 7 日 後 85.6x0.26, 
95.5Xx0.26 mm, 14 日 後 87.8x0.30, 9 8.2x0.36 mm 
で 明らか な 発育 が 見 られ , 特に 第 2 例 の ? 子 宮内 に 少数 
の 形成 の ある こと る も され た . 

本 実験 に と ょ つて , 犬 体内 で 幼 若 成虫 に 迄 発育 を 了 を た 
犬 多 虫 は , 猫 勇 肉 内 に 移し 変え られ て る も 其 以上 の 発育 を 
継続 し 得る こと を 確認 し た . 

3) IV 期 仔 虫 に 関す る 実験 

前 と 同様 に し て 更に その 前 段階 た る 経 皮 感 染 後 第 6 
日 に 採集 し た 基 を 有する 所 IV 期 仔 虫 (平均 
体長 及び 体 幅 る 2.4x0.13, 92.6x0.12 mm) を 微 
下 に 厳 撰 し , 前 項 と 同じ 方 法 に ょ り 獲 筋肉 内 に 注入 し , 
日 を 追っ て 属 殺害 検 し , その 発育 状況 を 観察 し た . 

例 1 : 30 令 (15, 915) 注入 , 7 日後 

例 2 : 30 令 (815, ?15) 注入, 7 日 後 

例 3 : 30 令 (15, 915) 注入 , 7 日後 必殺 誤 検 の 3 例 
で は 何れ も 注入 部 筋肉 は 無 変化 で , 虫 体 は 勿論 貝 四 の 流 
跡 を も 認め な か つた . 

例 4 : 100 令 (50, 注入 , 7 日後 

例 5 : 100 令 (850, 950) 注 入 , 7 日 後 の 2 例 で は , 
何れ も 成虫 注入 の 場合 と 同様 , 虫 紅 を 形成 し , その 内 壁 
に す る 多 夫々 14 令 (8 6, ?8), 21 (11, 
10) を 検出 , 何れ る も 脱皮 を 完了 し , 完全 な 腹 牙 の 形成 を 
み を め , 平均 体長 及び 体 幅 は 86.2x0.28, 95.9x0,28 
mm, で 著 明 な 発育 が みとめ られ た . 

即ち 犬 体内 で 第 3 回 目 の 脱皮 を 了 え た 犬 多 虫 が 其 れ 以 
上 脱皮 発育 する た め に は 必ず し も 犬 体内 に 寄生 する の 要 
な く , 固有 宿主 体内 で さえ あれ ば 殆 ん ど 何 処 で も 良い よ 


915) 注入 , 7 日後 の 例 で は 3 隻 


う に 老 え られ た . 

また 30 令 注 入 , 7 日 後 の 2 例 で は 全く 生 虫 を 見 ず , 
100 令 注 入 , 7 日 後 の 2 例 に 多数 の 生 虫 を 見 た こと よう り , 
第 1 項 で 述べ た , 群 こと に より 虫 
適 な 環境 を 容易 に 作成 し 得る こと が 考え られ た . 

な お , 筋肉 内 に 形成 きれ た 虫 相 は , さき に 発表 し た 村 
及び 発表 予定 の 鳥居 の 論 恋 中 の も の と 略 * 同様 で ある た 
め する . 

4) 家 於 ける 実験 

第 1 項 と 同様 自然 感染 成虫 を , 全く 同様 の 方 法 に ょ り 
非 固 有 宿 主たる 家 束 大 肛 部 筋肉 内 に 挿入 し , 日 を 追 つ て 
し , その 生 を 追究 した. 

例 1 : 30 令 (815, 915) 挿 入 , 3 日後 

例 2 :30 令 (815, 915) 挿 入 , 3 日後 

例 3 : 30 令 (815, 15) 挿入 , 3 日 後 の 3 例 に 於 いて 
は 何れ も 注入 部 筋肉 内 に 殆 ん ど 変 化 を 見 ず , 生 貝 及び 死 
虫 は 全く みとめ な か つた . 隣接 する 筋肉 も 含め その 細 切 
片 を 43°C の 温水 中 で 謗 出 試 験 を 行 な た つた が 価 れ も 成績 
ょ 陰性 で あつ た . 

さき に 楠 は 犬 多 虫 成虫 を 家 東 腸 管内 及び 腹 腕 内 に 移し 
変え る 実験 を 行ない , その うち 1 隻 の み が 4 日 間 生 存 し 
得 た . 即ち 銘 虫 は それ 以上 非 固 有 宿 主体 内 に 留まり 得 な 
いこ と を 報告 し た が , 今回 の 実験 に より 多 虫 は 成虫 で あ 
つて さぁ を る も , 非 固 有 宿 主体 内 で 生存 する こと は 殆 ん と ど 団 
難 で ある こと を 再 確 認 し た . 

以上 を 要する に , 犬 体 内 に 於 て 一 定 度 の 発育 を 間 げ 
た . 即ち 第 3 回 月 の 脱皮 を 沈 了 し た 犬 多 虫 は , 犬 以外 の 
固有 宿主 た る 猫 体内 た 於 いて も , それ 以後 の 脱皮 , 発疹 
を 継続 する こと は 充分 可能 で ある . 

今回 は 7~14 日 の 短 時 日 の 生存 確認 に 終っ た が , 楠 が 
犬 腸管 内 ょ り 腸 管 以外 の 犬 体内 へ 移し 変え を た 実験 の 成績 
より 考え , 更に 長期 間 の 生存 , 発育 に 耐え る も の と 信 ず 
る . 即ち 基 を 有する 程度 に 発育 し た 虫 の 養 
は 固有 宿主 血液 , 体液 等 で あろ うと 推論 する . 

これ に 反し 釣 虫 が 成虫 で あつ て さえ も 非 固有 宿主 体内 
へ の 移し 変え を は 全く 不可 能 で , この 点 よ り 考 えて も 養 飼 
と し て 固有 宿主 体 成 分 が , 多 虫 に と つて 如何 に 好適 で あ 
る か が 想像 され る . 

また 釣 虫 を 固有 或 は 非 固 有 宿 主 の 腸管 以外 の 体 組織 内 
へ 移し 変え る 場合 に は , 多 虫 体 を 大 量 の 液体 と 共に 注 六 
する より も , 可 及 的 多数 の 虫 体 の み を 1 ヵ所 に 挿入 する 
方 法 が 最も 望ま しい. これ は 群 こと に ょ り 
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好適 な 環境 が 容 品 に 作ら れる た めで あろ うと 考え られ 文 本 
る 1) 楠 正 知 (1957) : 虫 の 腸 寄生 に 関す る 実験 


的 研究 (1) の 「 有 宿主 腸 外 に ける 

考案 し た 所 , 他 の 寄生 

の 生存 及び 発育 に 就 い て , 寄生 虫 誌 , 6(2), 215- 
究 の 分 野 に も 広く 応用 し 得る 方 法 で ある と 確信 する . 4 | 
2) 楠 正 知 (1958) : 虫 の 腸 寄生 に 関す る 実験 


稿 を 終る に 当り , 終始 御 懇 人 穫 な る 御 指 導 , 御 校 関 を 賜 


っ 小田 俊郎 並び に 教室 員 の 野田 昇 に 深 
の 意 を 表す る 論文 の 昭和 33 年 11 月 14 回 
生 西日本 地方 会 に 発表 し , その 知 的 研究 。 (3) 不 受精 に い て , 


, 702), 183-187, 
鳥居 達生 (発表 予定 ) : IV の 実 的 
所 


見 の 増補 を 行 な つ た も ゃ も の で ある . 
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EXPERIMENTAL STUDIES ON TRANSFERENCE OF DOG HOOKWORMS 
INTO CAT'S OR RABBIT'S MUSCLES 


MASATO KUSUNOKI, TATSUO TORII, TsSUNEO MATSUMOTO, 


JUN SAWADA & ICHIRO DOMOTO 
(Department of Oda Internal Medicine, Medical School Osaka City University) 


Little is known about the experimental transference of canine hookworms of various stage 
in life cycle to other animals from proper host. The authors succeeded in the experimental 
trausference of adults, young adults and 4th-stage larvae of Ancylostoma caninum to the muscle 


of a cat. 


The results obtained were as follows : 
1) Of 30 adult worms transfered into the muscle of cats, 50% of them survived 14 days ; 
in this habitat. 6.6% of 30 young adults transfered were alive up to 14 days and 17.5% of 30 i 


Ath-stage larvae were found to survive 7 days in these circumstances. Those worms survived 


showed a considerable increased in their width and length, indicating a marked development of 


this worm. In addition to this there was a oral capsule formation, and ventral teeth development 


in the case of 4th-stage larvae. 


2) Experimental transference of adult hookworm to the muscle of rabbits were underatken 


and no living worms were found after 3 days in these habitats. 
3) Nutritious substance from further development of the 4th-stage larvae may be blood and 
body fluid of the proper host. 
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赤痢 アメ ー バ の 人 免疫 学 的 研究 
(1) 補 体 結合 反応 用 各種 抗原 の 比較 


赤痢 アメ ー バ の 免疫 学 的 研究 は 古く か ら 数 多く の 人 に 
より 実験 的 及び 臨床 的 に な され て 来 て いる . 研究 され た 
免 商 反 応 は , 主 と し て 補 体 結合 反応 で ある が , その 他 に 
反応 , 内 反応 , 反 応 溶解 反応 。 不 働 化 反 
応 , 赤血球 喰 作用 抑制 反応 , 等 が ある . 

補 体 結合 反応 (以下 C.F.T. と 略す ) に 就 い て 見 る と , 
最初 Izar (1914) が 赤痢 ー バ 体 (以下 kst と 
) を 含む 及 び 肝 肛 の 水性 抽出 液 を 抗原 
と し て 到 st に 欠 患 し た 人 及び 猫 の 血清 中 に 補 体 結合 
性 物質 の 存在 を 見 出し , von Hage (1920) は 同一 方 法 で 
作っ た 抗原 で 胡 者 に つき 検査 し た が 陰性 で あつ た と し こ 
れ に 反対 し た . 翌年 Scalas(1921) は 患者 の 便 の 粘液 を 食 
塩水 抽出 し 抗原 と し て , 特異 抗体 が 血 薄 中 に ある 事 を み 
て , lIzar の 説 を 支持 し た . その 後 Creig (1927) は 培養 赤 
痢 アメ ー バ で , その アル コー ル 舞 出 物 中 に “haemolytic 
cytolytic Complement binding substances を 見 出 
し この 抽出 物 を 抗原 と し て 互 st 感染 個体 血 薄 と の 間 
に , 種々 の 実験 及び 臨床 的 応用 を 行 つ て いる . 特に C. 
F.T. に 就 い て は , その 後 8 年間 に 検便 を . 同 時 に 行 つ た 
1,000 例 の 中 , 175 例 (17.5 ) に C.F.T. 陽性 例 を 出し レ 
この 中 157 例 (89.7 ) は 検便 で hzst を 見 出し アメ 
ー 染 を 確認 し て いる . 彼 は 便 中 に が 排出 
され る 事 が 比較 的 少な く , 診断 に 困難 と され て いる アメ 
ー ぷ 性 肝臓 瘍 その 他 の 腸管 外 ア メー バ 症 の 患者 血 消 に も 
殆 ん ど 常 に 陽性 成績 を 得 て い る . 更に 実験 感染 せしめ た 
犬 の 96.5 必 に C.F.T. 陽性 を 得 , C.F.T. 陽性 発現 時 期 
は 接種 後 3~14 日 で あり , 戸 st が 便 中 か ら 消失 し て 
感染 か ら 脱 し て 治療 すれ ば C.F.T. は 陰性 化し て くる と 
芸 い * この 時 期 は 虫 体 消失 後 2~4 週 で ある と し , この 
反応 が 特異 性 を 示す 事 を 強調 し , 臨床 的 応用 が な し 得る 
と し て いる . 

証し 征 ら その 後 各 研 究 者 の 発表 に ょ る と , 必ず し も ゃ 上 
記 の 如き 診 灯 的 正確 性 を 有 せ ず と する も の が あり , 特に 
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腸管 アメ ー バ 症 に 於 いて その 成績 た は , 発表 者 に より 
著しい 差 が み ら れ る . 例え ば Sherwood & Heathman 
(1932) の 9 例 や , Kiefer(1932) の 3 例 の 如く 少数 例 の 成 
績 で は ある が , 100 導 陽 性 を 出し て いる も の か ら , Hussey 
& Brown (1950) の 発表 に 見 る 如く , 明らか に 虫 体 を 排 
出し 症状 の ある 124 例 の 患者 の 中 僅か た に 3 例 (2.4 迷 ) の 
み 陽 性 で あつ た と 報告 し て いる も の まで ある . 其 か る 成 
績 の 大 き な 相 違 の 原因 と 就き , Bozicevich (1950) は , E 
zst の 株 に よ ょ る 抗原 性 の 違い , 和 持 に これ は , large race 
と small race の 違い に ある と し, 更に 抗原 の 作り 方 が 
各 研 究 者 に より 虹 な る 事 , 叉 C.F.T. の 方 法 に も 相違 が 
ある 事 等 を 指摘 し て いる . 。 
Spector (1936) に よれ ば large race cyst で 作 つ た 撤 原 
で small race cyst 感染 の 25 人 の 血清 と の 間 の C.F.T. 
は 全て 陰性 で あつ た が , large race carriers の 15 人 中 
12 人 は 陽性 反応 を 示し た と 報告 し , 更に 彼女 は small 
race 感染 は 一 般 に 発症 し 難く 耳 つ 潰瘍 形成 し 無かっ つた 
と 云い , 株 に ょ り 抗 原 性 の 相違 ゃ 病原 性 の 相違 が ある 事 
を 主張 し て いる . これ に 対し Craig(1937) 及び Meleney 
交 Frye(1937) ら は 大 小 株 間 に 抗 原 性 の 差 は 見 出せ な か つ 
た と 云 い , 且つ 犬 , 小 猫 , 猿 等 に 対す る 病原 性 は 共に 強 
く あ つた と , Menendez(1932) も 数 種 の 免 応 
を 行 つ て みた が 6 種 の 瓦 st 株 間 に 抗 原 性 の 相違 が な 
か つた と つ て いる . Swartzwelder& Avant (1952) は 犬 
に 実験 的 に 感染 を 起 し て お き 免 商 産 生 の 有無 を 再 感染 の 
発生 を 防 祭 する か どう か で 調べ て いる が この 結果 る 同種 
株 , 異種 株 間 に 共 に 差 が な か つた と 報告 し て いる . 面 し 
征 ら Bozicevich (1950) は 25 人 の carriers に 就 い て C. 
F.T. を 行い 大 小 株 間 に 明 ら か な 差 を 見 た と し , 耐 し 同じ 
large race の 2 種 の 下 . ist 株 間 で は C.F.T が 80~93 
一 致し た と 蓋 つて いる . そし て 彼 は 臨床 診断 に 用 いら 
れる は 非 Polyvalent な が 必要 で ある と 強調 
し て いる . 又 最 近 Schaffer Ansfield (1956) は 5 株 の 


| 


を 使用 し て 各 株 に 対応 する 家 血清 を 作り , 
st の 赤血球 喰 能力 を , 同種 は 異種 血 下 に 見 
て , 万 kst 株 間 に 差 の ある 事 を 認め て いる . 

アァ アメーバ 症 に 於 ける C.F.T. の 方 法 に 就 い て Kenney 
(1952) は 特に 腸管 アメ ー バ 症 の 検査 成績 が 高 率 に 間 違 つ 
た 陽性 反応 を 呈す る の で , これ を 避け る 為 被 検 血 清 を 薄 
め た り , 抗原 量 を 少な くし た り , fixation の 時 間 を 短縮 し 
た りさ れ て いる が , これ に より false positive は 多少 は 減 
少し て も , 抗原 価 が 低い と か , 抗体 価 が 低い 時 は sensi- 
tivity が 落ち false negative に な り 多 い , 従 つて 抗 補 体 作 
用 を 起す 傾向 の な い 強 力 な 撤 原 を 使用 し て , 抗原 量 も 増 
量 し , 長 時 間 の fixation で C.F.T. を 行え ば 低い 抗体 
価 の 患者 血 消 で も 陽性 た ら し め 得 る と 云 つ て いる . Bo- 
zicevich (1950) も 同様 の 観点 か ら polyvalent 抗原 で 長 時 
間 の fixation に 状 成 し て いる . これ に 対し Hussey & 
Brown (1950) 及び Kent は 臨床 的 に 診断 し 難い 疾患 の 
C.F.T. で は sensitivity は 多少 落ち て を も specifity の 方 が 
大 切 で ある と し て , 長 時 間 の fixation で は 非 特 塁 反応 が 
現われ 区 い と 反対 し て いる . 

従来 赤痢 アメ ー バ の C.F.T. に 用 いら れ た 抗原 は 多種 
ある が , その 主 な も の を 硬 史 的 に 見 る と , 1) st の 
含ま れ て いる 便 , 粘液 , 腰 等 の 水性 抽出 液 (Tzar, Scalas) 
2) 栄養 型 の アル コール 抽出 液 (Carig), 3) 
栄養 型 を アセ トン 抽出 後 ア ルコ ュー ル 沙 解 , 更 に Choleste- 
rol を 加え た 抗原 (Sherwood Heathman), 4) 堪 養 
栄養 型 アセ トン 抽出 後 アル コー ル 抗原 (Weiss 
& Arnold), 5) 培養 チ ス テ の アル コー ル 舞 出 液 (Stone), 
6) 単 一 共 棲 菌 . organism “t”” と 共に 培養 し た 栄養 型 
の 水性 抽出 液 (Rees et aZ), 7) 培養 栄養 型 の 乾燥 粉末 
化し た も の の 生食 水溶 解 抗原 (Biée), 8) Escherichia 
coli と 共 梓 せしめ 培養 し た 栄養 型 の 水性 抽出 液 (Fulton 
et al. ) 等 が ある . 

Magath & Meleney (1940) は EE st 感染 が 確認 され 
て いる 90 人 の 血清 を 2 ヵ所 の 研究 所 に 各々 送り 同一 血 
清 に つき , Craig の 抗原 , Stone の 抽出 方 法 を modify 
し た 抗原 , Sherwood & Heathman の 抗原 で 別々 に 検査 
し た 所 , 29 例 (32 ) の み C.F.T. が 陽性 に 出 , 面 も 両 
研究 所 共に 一 致し た の は 17 例 (18.9 必 ) の み で あつ た と 
報告 し て いる . 

基 の 如く , 豆 st の 免 商学 的 研究 上 に 於 ける 問題 点 
は 多々 ある が , 最も 重要 で あり 且つ 困難 な の は 適切 な 抗 
原 を 得る 事 で あろ う 。 未だ アメ ー バ の 無菌 培養 が 成功 せ 
ず , この 為 色 々 の 方 法 で , 例え ば Meleney & Frye(1940) 
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は 化学 的 方 法 で , Rees(1942) は micro-manupulator を 使 
用 し て 無菌 的 に 虫 体 を 取り 出し , 叉 Jacobs (1947) は 抗 
生物 質 を 使用 し て 死 菌 の 混在 の も と で アメ ー ペ を 発育 せ 
し め た り , Schaffer et al (1953) ら は 組織 細胞 と 共に アァ 
メー を 培養 , Rees (1954) は 肉 の ュ ギレ を 透析 
理 培 地 で 発育 せしめ た り し て , 多く の 努力 が な され て い 


る が 未だ 特異 性 並 に 感受 性 等 の 点 に 就き , 充分 満足 出来 


る 抗原 は 作ら れ て いな い 現 状 で ある . 

私 は 実験 的 に 一 株 の 据 . st 生 虫 体 を 感 作 抗 原 と し , 
家 東 に 注射 し て 免疫 血 薄 を 作り , 別に 5 種 の 抽出 法 に ょ 
り 同 一 株 据 放 st の 反応 用 抗原 を 作製 し , 各 抗原 で 同一 
血清 に つい て C.F.T. を 行 つ て みて , 抽出 方 法 に ょ る 撤 
原 の 優 劣 を 比較 し た . 

材料 及び 方 法 

A) 

本 実験 た に 使用 し た st 株 は 過去 数 年 間 , が 教 
で 継 代 保 存 し て いる アメ ー ぷ 性 肝 肝 瘍 の 患者 の 便 か ら 分 
され た 株 で あり , 本 株 の cyst 直径 で 所 
large race E hist で ある . ・ 

1) 感 作 抗原 の 作り 方 : Balamuth 培地 に 48 時 間 培 養 
し た 栄養 型 生 虫 体 を 多数 の 培養 試験 管 底部 か ら 1 個 の 大 
遠 沈 管 に 集め , 37°C に 保温 し た 生食 水 で 数 回 洗浄 , 遠 
沈 (1,000 rpm 5 分間) を 上 が 透明 に な る 返し 
て , 行い (4~5 回 ) この 間 に 可 及 的 に 米粉 や 共 綾 細菌 そ 


の 他 培 地内 成分 を 除去 する . 最後 に 虫 体 数 を Thoma 詩 


で し , per cc 20~40 万 た し た . 

2) 免疫 反応 用 抗原 の 作り 方 : 免疫 反 応用 抗原 に は 出 
来る 丈 大 量 の 虫 体 が 必要 の 為 , 試験 管 培養 か ら kist 
を 集め る こと を せ ず , 三角 ュ ル ペン 内 に 培地 を 作り , そ 
れ に 大 量 培養 し た . 虫 体 の 集め 方 は 前 記 の 感 作 抗原 作製 
時 と 全く 同じ で ある . お よそ 一 抗原 に 瓦 sz 虫 体 数 は 
5,000 万 ~7,000 万 で あつ た . 

3) 対照 用 共 棲 細菌 感 作 抗原 の 作り 方 : 対照 用 抗原 と 
し て 共 細菌 だ け を 別に Balamuth に 米粉 と 共に 
養 し , 48 時 間 後 に 上 記 手技 と 同じ 洗浄, (3,000 
rpm 20 分 間 ) し て 生食 水 浮 洗 液 を 作り , 0.3 の 割 に 
Formalin 液 を 加え た も の を 作 つ た 。. 

B) 血 の 作 

1) 実験 動物 : 1.7~2.3 kg の 健康 成熟 家 
用 いた . 

2) 感 作 方 法 : イ . 家 更 耳 静脈 内 に 5 日 間隔 5 回 注射 
及び 2 日 間隔 10 回 注射 の 2 方 法 を 行 つ た . 1 回 注射 量 
は , 上 記 体 浮 液 は 1.0~2.0 cc, 対照 の 共 細菌 浮 
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は 菌 が 多い と る の で (但し 算 ず ) 0.2cc 
注射 し た . 

. 家 東 腹 腕 内 に 上 記 同 様 の 間隔 で 注射 し た . 1 回 注 
入 量 は 体 浮 は 2.0~4.0 cec, 共 細菌 浮 液 は 
0.2cc で ある . 

3) 採血 と 保存 : 最終 感 作 後 7~10 日 目 に 無菌 的 に 頸 
動脈 切 義 後 全 採血 し, 血 薄 分 離し , 56°C 30 分 非 働 化 , 
マー ゾ = ン を 10"“* 倍 加え, アム プレ 封入 4°C 保存 

C) C.F.T. 抗原 の 

抗原 【A〕 純 ア ルコ ュー 

Craig の 原 を 生 変え た 川 (1935) の 方 法 に つ 
た . 即ち 前 述 の 洗浄 , 遠 洗 操作 で 得 た 沈 湾 1 容 に 対し 無 
水 ア ルコ ー ル 10 容 を 加え , 長 殖 コ ル ベ ン 中 に 入れ , パ 
ラフ ィ ン し 37°C 器 内 に 入れ 1 日 数 回 振 出 
し 10 日 間 続 け , 濾過 し た も の を 氷室 保存 . 

抗原 〔B〕 超 音 抗原 

洗浄 虫 体 生 食 水 浮 蓄 液 を 超 音 波 管 に 移し , 1,400 Volt, 
180 mA, 250 Watt, 960 kc で 5 分 間 , 超 音 波 振 動 を 与え 
て , その 後 12,000 rpm 30 分 間 超 遠 て その 上 
を 取り , マー ゾ = ン を 10"* 倍 に 加え を 保 存 . 

人 告 加 st の 超 音 波 抵 抗 を 見 る と 第 1 表 の 様 で あつ 
た . 但し 体 の は 光学 徴 鏡 で 観察 し た . 


第 1 表 到 st の 超 音 波 振 動 抵抗 ( 虫 体 の 


有無 は 光学 顕微 鏡 で 検査 し た ) 
1,600V 250mA 400W 3 分 (—) 
1,400 180 250 5 (—) 
1,200 160 190 3 ( 土 ) 
1,000 120 120 3 ( 十 ) 


抗原 結 融解 抗原 

洗浄 虫 体 生食 水 浮 液 を 型 コ ル ペ ベン に 入れ , ドラ 
イア イス を 含む アセ トン 中 に これ を 漬 け , 速やか に 凍結 
せしめ , 次 いで 流水 中 で 融解 し, 再び 章 結 する . この 操 
作 を 8~10 回 反 航 し , その 後 12,000 rpm 30 分 超 遠 沈 し 
上 を と る. マー ン 加 , 保 存 . 

抗原 ェ ー テ ル 可 抗 原 

抗原 〔C〕 と 同じ く 章 結 融 解せ し め た も の に 同 量 の ェ 
ー テ を 加え て , 分 液 漏 斗 中 に 入れ , 激しく 振 漫 す る こ 
と を 繰返し 行 つ て , 抽出 後 静 置 し , テー テル 層 が は つき 
り 分 れ て か ら , これ を 三角 ュ ル ペン に 取り 出し , 真空 ポ 
ンプ で ェ エー テル を 除去 し て 生食 水 に 置換 し た も の , マー 
ゾ = ン 加 . 水 室 保存 . 


抗原 【E) エー テル 可 溶 物 除去 
抗原 〔【D】〕 撤 原 の 作製 時 , ェ ー テ ル 層 を 除い た 残り を 
三角 ュ ル ベン に 入れ , 更に 真空 ポン プ で 完全 た に ェ ー テ ル 
を 除き , 12,000 rpm <0 分 超 遠 光 し その 上 消 を 取る . マ 
ー ン . 保 存 . 

D) C.F.T. の 方 法 及 び 判 定 

本 実験 で 行 つ た C.F.T. は 米国 陸軍 x 医学 校 法 の 伝 研 
改良 で ある . 即ち 血球 溶血 系 を 用 い , 検 血 は 
0.1ec づつ 階段 , 抗原 液 階段 て 0.1cc, 
補 体 0.2cc (2 Full units) 加え る. よく 混ぜ た 後 37°C 
60 分 温 横 た 入れ , その 後 , 前 記 溶 血 率 を 各 0.2cc 加え 
cc 再び 温 槽 た 入れ , 30 分 後に 取り 出し て 反応 を 読む . 
従 つ て fixation period は 37°C 60 分 で ある . 

判定 は 完全 溶血 阻止 を 記号 4 とし, 以下 3 を 75 
阻 止 , 2 を 50 溶 血 , 1 を 25 血 阻止 , 0 を 
沈 全 溶血 と した. 


第 2 表 純 ア ル ュ ー ル 抽出 抗原 [A〕 を 用 いて の C.F.T. 


a は 生 体感 作 に ょ る 免疫 清 
( 表 太線 は 75 以上 ) 


to 
Xx 

た 
oo 
— 
to 


64 128 256 512 対 


メー ミー ビー メー ミー メー】 


© 


b 
は 共 細 み で 免疫 し た も ゃ の 


抗原 
2x 4 8 


32 64 128 256 512 対 照 


cw 

to 
© 
一 メー メー ミー ミー ミー ミー 
ミ ー ミ メー ミー ミー メー ミー)】 
メー メー ミー メー メー ミ ー) 
ミー ミー ミー メー ミー ミー) 
メー ミー ミー メー ミー ミー ミー) 


ご 抗原 
血清 
4 
8 
16 
32 
64 
128 
256 
512 
2 
? 
2 
| 2 
5 H 
+ 
( 78 ) 
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第 3 表 超 音 波 抽 出 抗原 【B] を 用 いて の C.F.T. 第 4 表 斑 結 融解 抗原 【C〕 を 用 いて の C.F.T. 


a は 生 体感 作 に ょ る 清 血清 は 生 体感 作 に ょ る 
( 表 中 太線 は 75 血 止 以上 ) ( 太線 は 75 以上) 


原 
8 16 32 64 128 256 512 対 2x 4 8 16 32 64 128256512 


=y 
tS 
x 
> 
| 


b b 対 


血清 は 共 棲 細 苗 の み で 免疫 し た も の 血清 は 共 棲 細菌 の み で 免疫 し た も ゃ の 
抗原 
2x4 8 16 32 64 128256512 4 8 16 32 64 128256512 
血清 


対照 は 次 の 2 つ を 置い た . 
成績 
各 抽 出 と 同一 株 で 作 つ た 免 次 血 と の 問 
の C.F.T. 成績 は 表 2a, 3a, 4a, 5a, 6a で , 対照 と し GR 
て の 共和 血 と の 成績 は 表 2b, 3b, 4b, 5b, 6b 


で ある . 対照 の 健常 家 消 の 間 は 各 出 抗原 と も 128 x 
陰性 で あつ た が , 共 血 と の 間 で は 低 稀 で 反応 256x 


が 現われ て いる . 512 x i 
こと これら の 成績 を 総括 的 に 図示 する と 第 1 図 の 如く な lk 
1 図 各 抽 出 抗原 の 比較 (75 以上 ) 
これ ら の 成績 か ら み る と , 同一 st 株 で 抗原 の 抽 
出 方 法 に ょ り 同 一 血 に 対し て 示す 抗原 力 価 が それ ぞ ニテ ル 可 溶 物 除 去 
れ し て 本 実験 た に いて は , テー テル 抽出 ーー 凍結 


中 に は 抗原 性 物質 が 移行 し な い 模 様 で 第 5 表 の 如く 反応 : _ 


(19 ) 


り を 
テル 
CC, 
| 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
6 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
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第 5 表 テー テル 抽出 抗原 【D〕 を 用 いて の C.F.T. 
a 血清 は 生 体感 作 に ょ る 


抗原 
2x4 8 16 32 64 128256512 対照 
血清 
b 対 


血清 は 共 棲 細菌 の み で 免疫 し た も ゃ の 


32 64 128 256 512 対 双 


一 マー メー ミー メー ミー メー ミー ミー) 
ミー ミー ミー ミー ルー ミー) 
メー メー メー ミー ミー ミー メー ミー) 
一 メー ミー ミー ミー ミー ミー ミー ミー】 
メー ミー ミー ミー ミー ミー ミー メー) 
メー メー ミー ミー ミー メー ミー ミー) 
ミー ミー ミー ミー ター マー メー】 
メー メー ミー ミー ミー メー ミー メー) 
ミ メー ミー メー ミー ミー ミー ター ルー) 
ミー ミー ミー ミー ミー ミー メー) 


が 出 な か つた . 純 ア ルコ ュ コール 押出 抗原 は 反応 が 低 稀 部 
で の み 表 われ , 抗原 力 価 が 低い 事 を 示し , 且つ 2 倍 稀釈 
抗原 は 抗 補 体 作 用 を 表わし (第 2 表 a) , 8 倍 稀 和 札 で 抗 血 
8 倍 の 間 に 75 血 を 示す 程度 で あり , 
対照 の 共 棲 細菌 抗 血清 と の 間 で も , これ と ほ き ヾ 同 程度 の 
反応 が 表 わ れ た (第 2 表 b). 凍結 融解 抗原 は 生 ぇ これ よ 
り 優 れ , 第 4 表 の 如く 8 倍 稀釈 で 抗 血清 32 倍 と の 間 で , 
32 倍 で 16 倍 抗 血 と の 間 に 75 
止 力 価 を 量 し た . テー テル 可 深 物 際 去 抗原 は 更に と これ よ 
り 高 稀釈 部 位 で 反応 を 示し (第 6 表 za) , 16 倍 稀 釈 で 抗 血 
64 倍 と の 間 に 75 溶血 能力 ぁ つ た . 

超 音 波 破 壊 抗原 は 本 実験 中 で 最も 高い 抗原 力 価 を 示 し 
た も の で (第 3 表 ), 8 倍 稀釈 で 抗 血 消 128 倍 稀釈 と 32 
倍 抗原 で 抗 血 64 倍 と , 64 倍 稀 も 16 
倍 , それ ぞ れ 75 止 能力 を 示し , 対照 の 
共和 血 消 と の 間 の 反応 も 他 の も の に し て 最も 
反応 し か 量 さ な か つた . 


第 6 表 テー テル 可 除 去 抗原 を 
} 用 いて の C.F.T. 
a 血清 は 生 虫 体感 作 に ょ る 免疫 血清 
( 表 中 太線 は 75 深 以 上 ) 


抗原 
2x 4 8 16 32 64 128 256 512 

血清 

0 
0 
0 
b 対 

血清 は 共 棲 細菌 の み で 免疫 し た も ゃ の 


64 128 256 512 対照 


to 
x 

た 
oo 


w 

tw 
© 
の の の る 
ユー メー ミー メー ミー ミー 一 


表 
(25 血 以上 ) 数 字 は 血清 数 


B c E 


抗 A 32 16 16 32 
抗 B 16 256 64 128 
抗 C 8 64 128 64 
抗 E 16 64 64 256 


A: 純 ア ル ュ ー ル 抽出 抗原 , B: 超 音 波 破 壊 抗原 
C: 凍結 融解 抗原 , E: ェ ー テ ル 可 溶 物 除去 抗原 


次 に 反応 用 抗原 と し て 作 た も の を 家 感 作 
と し て 静脈 感 作 し , その 血 を 各々 し これ と 
種 抗原 と の 間 に C.F.T. を 行っ て, その 反応 の 出 方 を 調 
べ て みた . 第 7 表 の 如く , それ ぞ れ 対応 する 抗原 と 抗 血 


と の 間 の 反応 が 種 抗原 血 と の 間 の 比 し で 


抗原 
: 2x- 4 
血清 
1 
2 
5 
2 
5 
1 
3 
(80 ) 


oee| 


第 8 表 免疫 家 兎 の 感 作 方 法 の 比較 
(25 血 以上 ) 数 字 は 倍数 


~、 (4 単位 ) ー ル 抽出 破壊 抗 解 抗原 可 深 物 除 
抗原 去 抗原 


日 間隔 5 32 32 
2 日 間隔 10 回 8 64 16 32 
日 間隔 5 回 16 64 64 64 
2 日 間隔 10 128 64 128 
* 強く 現われ た . 


"第 8 表 は 動物 感 作 方 法 に ょ つて, その 動物 の 血 消 中 に 
現われ る 抗体 の 力 価 を 各 抗 原 で 調べ た も の で ある . 静脈 
内 感 作 法 と 腹腔 内 感 作 法 で は 僅か に 前 者 が 優れ て いる 
が , 殆 ん ど 差 は み ら れ な い . 又 感 作 間隔 で は 5 日 間隔 5 
回 感 作法 も , 2 日 間隔 10 回 感 作 潜 も , 産生 抗体 量 に 大 き 
な 差 は 認め られ な か つた . 

総括 並び に 接 

赤痢 アメ ー バ で 免 次 され た 家 東 血 消 の 補 体 結合 反応 に 
於 て 各種 抽出 法 に ょ る 抗原 の 優劣 を , 現われ る 抗原 価 に 
就 い て 比較 し た . 家 更 免状 血清 に 用 いた 貝 体 と 抗原 作製 
に 用 いた 虫 体 と は 全て 同一 株 の アメ ー バ で ある . 純 ア ル 
ュー ルル 押出 抗原 は Craig (1928) が 最初 ここ れ を 作り , 抗 
原価 が 弱い か ら 非 稀釈 の 原液 の ま ゝ で 使用 し て いる が , 
彼 自身 抗 補 体 作用 の 発現 可能 性 が ある と 云 つ て いる . 
Menendez (1932) は この 抗原 に つい て 追試 し た 際 , 5 倍 に 
す る と 抗 補 体 作用 が 現われ ず , つ 彼 の つた 数 種 
抗原 の 中 で も , この アル コー ル 舞 出 抗原 と 生食 水 抽出 抗 
原 は 良好 な 抗原 価 を 示し た と 甘い , Cholesterinized ab- 
solute alcohol 抗原 は 無 価値 で あつ た と 芝 つ て いる . 

本 実験 た に 於 ける 成績 で は 純 ア ルコ ュー ル 抽出 抗原 は 抗原 
価 が 低く , 上 征 つ 抗 補 体 作用 が 2 倍 稀釈 で 認め られ , 更に 
の 共 と も 反応 が 可 成 りみ られ , 特 性 の 
弱い も の で あつ た . 従っ て 抗 補 体 作用 を 避け る 為 , 高 稀 
釈 を すれ ば それ だ け 抗 原価 が 低下 し 反応 の 陽性 発現 率 は 
低下 する 事 に な り 其 だ 都合 が 悪い . 

Sherwood & Heathman (1932) は 培養 栄養 型 の アセ ト 
ン 抽 出 後 , アル コー ル 抽 出し 更に Cholesterol を 加え た 
所 計 lipoid 抗原 を 作り , 高い 抗原 価 を も つ 抗 原 を 得 た 


と し て いる が , Menendez (1932) は この 抗原 は アル コー 


ル 抽 出 抗 原 より sensitivity は 増加 し な か つた と 芝 い , 
Meleney & Frye(1937) う も , これ は 抗 補 体 作用 が 強い と 


述べ て いる . 私 は テー テル で 直接 虫 体 の 抽出 を し た が , 
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こと この ェ エー テル 抽出 抗原 は 全く 反 妃 が 出 ず , 抗体 と の 結合 
能力 が 無 か つ た . この 事 は 抗原 性 物 綿 が ェ テー テル に 移行 
し な い 事 を 示す の で あろ うぅ. 

凍結 融解 抗原 は 前 者 に 比 す れ ば , 可 成 り 強 い 能 力 を 示 
し た が , Rees et al (1942) ら が E hist を micromanu- 
pulator を 使用 し 共 ら 遊離 せしめ , 単 一 
と 共 た 体 を 集 あ て 融解 し て 作 つ た 抗原 は , そ 
の 後 多 く の 人 に より 追試 され 可 成 り 好成績 を 出し て い 
る . Kent & Rein (1946) $ Rees’s method の modification. 
か ら 作 られ た 所 請 commercial antigen を 以 て 追試 し , 
現状 で は 最も よい 抗原 で ある と 革 つ て いる . 私 は 残念 衝 
ら commercial antigen の 入手 が 出来 ず 比較 し て みる 事 
が 出来 な か つた . 

ェ エー テル 可 溶 物 除去 抗原 は 更に 抗原 力 価 が 高く , 2 倍 
稀釈 で は 512 倍 稀 と の 間 に 25 止 能 
を 示し , 対照 血 消 と も 反応 は あつ た が 比較 的 弱 か つ た . 

超 音 波 破 壊 抗原 は 本 実験 中 で 最も 高い 力 価 を 示し , 2 
倍 で 512 倍 稀釈 血 と の 間 に 50 能 方 
を 示し , 64 倍 稀釈 で も 抗 16 倍 稀 の 間 に 75 
血 力 価 を た . 対 照 と の 間 も 前 者 に 比べ 
最も 低い 反応 し か 示さ ず , 特異 性 の 点 で も 優れ て いた . 

一 般 に 抗原 と し て 具 え る べき 条件 は , 優れ た 抗原 性 と 
特異 性 で あり (次 東 , 1953), 抗原 性 と は 抗体 産生 能 罰 
と , これ と 結合 する 能力 が ある 事 で あり , 所 調 完 全 抗 原 
が これ で ある . 本 研究 で 問題 と な る の は , その 結合 能力 
(感受 性 ) と 特異 性 で ある . 即ち 瓦 st 感染 の 場合 の 抗 
体 産 生 は 所 調 host-parasite relationship で 種々 の factor 
が これ に 関係 する が , 瓦 st 自体 , 他 の 病原 性 原虫 類 
と 同じ 様 に 一 時 的 免疫 を 産生 する に 過ぎ ず , Kligler et 
al. に ょ れ ば 原虫 類 の 性 の 不 , これ ら の 
体内 に 永続 的 免疫 を 作り 得 な い 所 の lipid hapten が 多 
く 存 在 す る 事 に 因 る も の で , 細菌 類 と 異な る . 更に こ 
に 関し て Ray & Sen Gupta ら に より 珠 st の 原形 質 内 
こ lipid が 存在 する 事 を 確認 され て いる と Hoare(1958) 
が 述べ て いる . 又 Meleney & Frye (1937) ら は 犬 , 更 の 
実験 感染 例 及び 猿 (Macacus rheus) の 自然 感染 所 見 等 か 
ら み て , 腸管 アメ ー バ 症 で は 感染 が あつ て も st の 
組織 侵 が ーー それ 度 , 個体 差 等 に ょ より る 
が 無けれ ば 抗体 産生 は 無い と つ て いる . 
mst が 組織 侵入 し て も 個体 の 血 消 中 た 生ずる 抗体 は 一 時 
的 に は 存在 する が , 虫 体 が 除去 され る か , 死滅 すれ ば 抗 
体 は な なくなり, 永続 的 に 抗体 が 残る も の で は な い 事 は 多 
く の 研 究 者 の 一 致し た 意見 で ある . 基 る 前 提 条 件 の ある 


* 
4 
) 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
抗 
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も と で 下 st の 血清 学 的 研究 , 特に 臨床 的 に 応用 可能 
な 反応 用 抗原 は , 極め て 能力 の 高い 感受 性 と 特異 性 が 必 
要 と な る 訳 で ある . 

本 実験 で は 抗 た め , 実験 的 大量 の 生 体 
を , 豆 脈 内 或いは 腹 腔 内 に 注入 し て 家 束 を 感 作 し た も の 
で ある が , 各 抽 出 抗原 中 , 最も 高い 力 価 を 示し た 超 音 波 
抗原 は 2 倍 稀 度 で 512 倍 稀 の 抗 血 の 間 に と 50 
能力 を 示し た . 比較 的 高い 力 価 を 示し た 
を て , 将来 , 実験 感染 動物 の 血 について, 補 
体 結合 反応 を 試み る 積 り で ある . 

各 出 は 何れ 共 細菌 血 の 間 に 反 応 が 多 
少 ず つっ つ 現われ て いる が , この 事 は 抗原 ( 感 作 抗原 及び 反 
応用 抗原 共 ) 作 吊 時 に 共 在 する 細菌 及び その 他 倍 地 成 分 
等 が 完全 に 除去 され ず に 残っ つっ て いる 為 と 思え る . 未だ 
kist の 純 養 が 成功 せ ず 免疫 反応 不可欠 の 特 
て 不安 定 面 を て いる . 

感受 性 の 高い 抗原 を 得る に は 勿論 到 zst 帳 体 を 極め 
て 大 量 を 使用 する 事 も 必要 で ある が , 更に 大 切な 事 は 一 
・ 層 進 歩 し た 抗原 を 得る 事 で ある . 本 実験 で 第 7 表 で 見 ら 
れる 事 は 抽出 方 法 が 異な る と , その 抗原 構成 に 多少 の 違 
い が あ る 事 を 思わ し め る . 更に この 表 で 見 られ る 如く 
正 hst 抽出 物 は それ ぞ れ 対応 する 抗体 を 産生 し , 耳 つ 
結合 し 得る 能力 を 持ち 一 応 , 所 調 完 全 抗原 の 形 を と つて 
いる . 一 般 に 完全 抗原 は 蛋白 体 が 大 半 と され て いる ( 容 
東 , 1953) が, 今後 st の 抗原 分 析 が 必要 と 思わ 
れる . 人 鐘 実 験 的 な 動物 感 作 方 法 に 於 いて は 第 8 表 の 如く 
両 接種 場所 及び , 間隔 で は 現われ る 抗体 価 に 薬 差 が 無 か 

1) 5 種 の 抽出 方 法 に ょ り 作 嗣 し た 抗原 の 抗原 価 を 同 
一 免 つい て 比較 した. 

2) エー テル 抗原 及び アル コー 抗原 は それ 
ぞ れ 抗原 価 を 示さ な いか , 或いは 低い 抗原 価 し か 示さ な 
か つた . 超 音 が 最も 高い 力 価 を 示し , 次 いで 
ェ エー テル 可 深 物 除 去 抗原 , 章 結 融解 抗原 の 順 で あつ た . 
3) 各 抽 出 抗 原 と これ に 対応 する 抗 血 沙 と の 間 に 変 叉 
反応 を 試み た 所 , 血 と の 間 の 反応 に 較べ て , 対 
応 す る 抗 血 蒲 と の 間 の 反応 の 方 が 稽 * 強く 現われ た . 

4) 。 家 免 法 の 違い に ょ る 血清 抗体 価 の 出 方 の 
差 は 殆ど な か つた . 


る に 当り , 終始 御 指導 , 御 校 を 賜 つ た 松林 
並 びに 浅見 助教 授 に し ます . 

本 論文 要 紀 は 昭和 34 年 4 月 日 本 寄生 虫 学会 総会 で 発 
表し た . な 抄本 研究 は 日 本 ワッ クス マン 財団 第 二 回 研究 
助成 人 金 の 援助 を 受け た も の で ある . 
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IMMUNOLOGICAL STUDIES ON ENTAMOEBA HISTOLYTICA (1) 
COMPARATIVE STUDIES ON VARIOUS ANTIGENS 
FOR COMPLEMENT FIXATION TEST 


FUMIAKI FUKUHARA 


(Department of Parasitology, School of Medicine, Keio University, Tokyo, Japan) 


Rabbits were immunized by repeated injections of living Entamoeba histolytica growing in 
culture media. The animals were killed 7-10 days after the last injection and blood sera obtained 
from these animals were inactivated, added merthiolated and kept in ampules at 4°C. Five 
.different antigens were prepared for the comlement fixation test. They were extracts of E. 
hirtolytica by 1) alcohol, 2) ultrasonic vibration, 3) freezing and melting, 4) ether and 5) the 
residual of ether extraction. The C. F. T. were carried out with one and the same antiserum 
‘of rabbit using those different antigens. Antigens prepared from associated bacterial flora by the 
same methods stated above were also used as controls. 

The highest titer was obtained by the antigen of ultra-sonic vibration method. The residual 
‘of the ether extraction and the extract by freezing and melting method come next by that order. 
Extracts by alcohol and ether showed only low titers. 

Rabbit antisera obtained by injections of these amebic extracts were also tested by each of 


these antigens. Somewhat higher titers were shown in the test in which corresponding antigens 


were used. 
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小島 邦子 


小宮 義孝 


(昭和 34 年 9 月 


ドウ モイ 酸 (Domoic acid) は 竹本 (1958) に と よ ょ り 海 草 へ 
ナヤ ナギ (Chondria armata) より 抽出 され た も の で , 
第 1 図 の ご と き 構 造 式 を 有 有 し, カイ = ン 酸 (Kainic acid) 
に 似 て いる . これ は 無色 無臭 の 針 状 結晶 で , か すか に 酸 
味 を 有する . 水 に は 可 , 和 ルカ リ , 酸 に は 深 で 
あぁ あり, 竹本 に ょ れ ば 上 効果 を 有する と いう . 
すなわち , ハナ ヤナ ギ 10 g を 10 倍 量 の 水 で 
じ , 液 を 各 5 名 に 服用 せしめ , 内 4 例 た 卵 陰 
を 認め た と いう . また ドウ モイ 酸 自 体 20 mg を 内 虫 卵 
を 有する 各 3 名 (年 齢 10~15 歳 ) に 投与 し , 全員 た 排出 
お ぉ よび 卵 陰 転 を 認め た と いう . 

ドウ ゥ モイ 酸 の 人 体 投 与 時 に お ける 副作用 に ついては, 
前 記 の 報告 に は 何等 の 記載 も な い が , その 経 日 投与 時 の 
マウ ス に 対す る 奏 性 は , LD;。 mg/kg と し て 104 で ある 
の で , 上 記 の 投与 量 で は , ほとん ど 無 害 で あろ うこ と が 
想像 され る . 
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第 1 図 


ドウ モイ 酸 の 構造 式 


し か し 如 上 の 竹本 の 試験 に お いて は , その 投与 人 数 が 
きわ め て 少数 な の で , これ を 以 て し て は , 未だ 充分 に そ 
の 銅 虫 原 虫 効果 が ある と 直ちに 了 断 ず る わけ に も いか な 
い . 幸い 今回 私 た ち は , この ドウ モイ 酸 製 剤 の 供与 を を 
た の で , これ を 用 いて 貞 虫 の 集団 叉 虫 を 行い , その 陰 転 
率 と 同時 に 副作用 の 和 検 査 を 行 つ て みた . 


ドッ ゥ モイ 酸 じ よる 集団 効果 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 


午前 11 時 前 後に 之 を 与え た . 


由 小川 初枝 


4 日 ) 


供 試 薬品 と 試験 方 法 

1) 供 試薬 品 : 武田 薬品 工業 株 式 会 社 提供 の T-642 
この 1 に は ドウ モイ 酸 5mg を 含有 し て いる . 
集団 販 虫 に と 当 つて の 投与 量 は , 中 学生 で , 頓服 1 回 量 と 
し て 同 錯 2 錯 ( ド ウ モ イ 酸 と し て 1 人 当り 10 mg 平均 体 
重 1kg 当り 約 0.3 mg) を 用 いた . 

2) 被 検 者 : 埼玉 県 本 庄 市 藤沢 中 学校 生徒 1~3 年 生 
の ち 直 接 1 回 検査 で の 上 虫 卵 陽性 者 100 名 を 更 
に セロ ファ イン 厚 層 塗 抹 法 で 検査 , 引き つづ き 2 回 の 卵 陽 
性 者 58 名 を も ゃ つて 当て た . 

3) 検便 の 方 法 と 時 期 : 前 検便 は 昭和 34 年 6 月 中 に 
カ ヵ カバー ゲラ ス 法 お よび セ フ ァ 抹 法 で 各 1 
回 づ っ 引き つづ き 行 つた . 後 検便 は 叉 虫 剤 投与 後 約 3~ 
4 週間 の 間 に , セロ ファ ン 層 法 (1 回 ) で 行 つ た . 
な お セロ ファ ン 涼 で の 採 便 量 は , 1 回 検査 に と 約 60~70 
mg を 使用 検 鏡 し て いる . 

4) 剤 の 投与 : 剤 の 投与 は , 同年 7 月 18 日, 
な お 朝食 は その まま ぁ つ 
うに 摂ら せ , 特別 に 前 下剤 投与 等 の 邊 置 は と つて いな 
い . 薬剤 は 前 記 薬 量 (1 人 2 錯 ) を それ ぞ れ 頓 用 せしめ , 
屋 食 は 叉 虫 剤 投与 後 約 2 時 間 後 , すなわち 午後 1 時 ご ろ 
之 れ を 与え を た . な お 後 下剤 の 投与 等 の 特別 な 措置 は と つ 
て いな い . 

5) 副作用 の 調査 : 副作用 の 調査 は , お お むね 厚生 和 省 
の 副作用 調査 基 浴 に 準じ た . た だ し 副作用 の 程度 は , 軽 
症 一 過 性 の も の と 慌 床 に いた つた 程度 の も の と の 二 段 階 

試験 成績 

1) 効果 : 虫 効果 は 陰 転 も つて これ を 表示 
し た . た だ し この 場合 , 虫 卵 陽性 者 に あつ て は , その 
きわ め て 軽 感染 の も の に あつ て は 便 中 の 卵 密度 が 小 な る 
た め いわ ゆる 「 見 か け の 答 」 た ょ り 所 され 
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見 か け の 陰性 た ょ る 成績 の 増大 し つつ ある . 
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第 1 表 ドウ モイ 酸 の 効果 


被 検 対象 投与 量 被 投与 人 員 陰 転 人 員 陰 転 率 
中 学生 10mg 58 33 57% 


ドウ モイ 酸 投 与 時 の 副作用 
事例 数 


第 2 表 


副作用 の 種類 


腹 
頭 
悪 


全 調 査 事 例 98 
備考 :* 印 が 上 記 合 計 と 一 致し な に の は 1 例 で 2 件 
合併 存在 に た ょ る . 

る お それ が 存在 する (小宮 , 1954 a, b, 1955) の で , 陰 転 
率 の 厳 鶴 を 期す る た め , 当初 の 興 虫 卵 陽性 者 と し て は , 
上 述 の ょ うに, 引き つづ き 2 回 の 欺 抹 法 に ょ つて 2 回 と 
も の 卵 陽性 者 を 採用 し た . か よう な 卵 陽性 者 は 58 名 。, 
ぅ 5 ち 薬 剤 投与 と ょ り 卵 の 陰 転 し た も の 33 名 , その 陰 転 
率 は 約 57 な つた (第 1 表 ) 

2) 副作用 : 副作用 を 検 し えた 98 例 中 , 何ら か の 本 
作用 の あつ た も の は 9 例 (9.2 ) で あぁ つた . 一 作用 の 種 
類 と し て は , 腹痛 4 例 , 頭痛 4 例 , 悪心 2 例 , 修 宮 感 2 
例 で あつ た が , お お むね きわ め て 軽症 一 過 性 の も の で , 
応 床 に いた つた 事例 は 認め られ な か つた . な お 一 作用 を 
示し た も の の 数 に ぐら べ て , 衝 類 別 の それ の 合計 が 多く 
な つて いる の は , 1 人 で 2 種 以 上 の それ を 旦 示 し た も の 
が あつ た か ら で あ る . こう し た も の は 3 例 あ ちり , その 内 
は 頭 , 悪心 , 腹痛 を 同時 に を た 1 例 , 腹痛 , 
感 を 同時 に 訴え た 2 例 と で ある . 

討 

中 学生 に ドウ モイ 酸 10 mg 投与 時 の か な り 厳密 に 注 
意 し て 得 ら れ た 陰 転 約 57 と いう 字 は , 虫 効果 
と し て は 本 薬剤 が 可 な り の 効果 を 示す こと を 示 中 し て い 
る . た と えば か つて 私 た ち ( 小 宮 ら , 1955) が , 本 薬品 と 
その 構造 式 の 似 て いる ヵ イ = ン 酸 20mg, お よび . 60 mg 
を 小学 生 に 投与 し た 場合 の 補正 陰 転 率 (や や ゃ 厳密 に 表示 
し た 陰 転 率 ) は , お の お の 約 40 巡 以 内 で ある こと と 上 記 


9*(9.2% 


の それ を 対比 し て みれ ば , ドウ モイ 酸 の 方 が 体重 1kg 
当り の 投与 量 が 小 な る に か か わら ず , その 廊 虫 効果 は 大 
で ある 傾向 が 看 取 さ れる . また か つて 私 た ちの 行 つ た サ 
ント = ン 単 用 に ょ る 効 果 (小宮, 1954) に 比較 し て も 
本 剤 の それ の 方 が 高い よう で ある . 

すでに 本 邦 に お いて は , サン トニ = ニン と カ ヵ カイ = ン 酸 を 一 
宗 比 率 に 混合 し た その 合 剤 に お いて は , 両者 の 単 用 時 に 
比 し て その 駅 虫 効 果 が いち じ る し くく 高まり, この 両 薬 剤 
の 間 に は いわ ゆる 相乗 作用 が 存する も の で ある と いう こ 
と が 云わ れ て いる (竹本 ら , 1954 ; 小宮 ら , 1955c). 他 
方 本 試験 に 用 いた ドウ モイ 酸 が , その 化学 構造 が カイ = 
ン 酸 と 似 か ょ っ つて いる 点 , お よび その 単 用 時 に だ お ける 層 
虫 効 果 が r ヵ イニ = ン 酸 より も すぐ れ て いる 点 を 考慮 し て み 
る と き は , 本 薬品 と ナント = ン と の 合 剤 に よる 騙 効 果 
の 向上 化 , と いう ぅ 試み も 一 応 試 み ら れ て 見 て も 良い の で 
は ある まい か . その 混合 の 比率 如何 に ょ つて は , サン ト 
ニン と カ ヵ カイ = ン 酸 の 合 剤 の 場合 に だ お いて 認め られ る よう 
な 駅 虫 効果 の 相乗 作用 発現 の 可能 性 も 存する と 考え られ 
る . 

と あ 

中 学生 の 卵 陽性 者 に ドゥ モイ 酸 各 10 mg を 
服 せ し め た 場合 の や や 厳密 な 方 法 で 見 た 陰 転 率 は 約 57 
で あり , カイ = ン 酸 お よび サン トニ = ン 単 用 時 の それ に 
比 し て むし ろ そ の 尺 虫 効 果 は 高い 傾向 に あつ た . 

な お この 際 少 数 の も の に は 軽微 の 頭痛 , 腹痛 な どの 本 
作用 が 認め られ た が , いずれ も 一 過 性 の も の で あつ た . 
また 本 薬品 は カイ = ン 酸 と 構造 が 似 て いる の で これ と サ 
ント ニン と の 合 剤 に と より 駅 貝 効果 に 相乗 性 の 認め られ る 
可能 性 に つい て 論じ た . 
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許 _ いま 人 疹 抹 1 回 検査 で 卵 陽性 の 被 検 人 員 100 名 の うち , 後 検便 を 行い えた 94 名 に つい て , 薬剤 投与 後 の 


陰 転 人 員 を し ら べ て みる と 065 名 で あつ て , と の 場合 の 陰 転 者 は 約 69 必 と な る . 
約 57 に くら べそ て 約 12 必 高 率 と な つて いる が と の 差 の 大 部 分 は , 


転 に た 加わ つた た め 招 来 さ れ た も の と 考え られ る . 
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と れ は 上 記 の 陰 転 率 
いわ ゆる 「 見 か け の 陰 転 」 が 真 に 陰 
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ゲ = ン 酸 及び サン ト = ン と 効果 に 14(4). 326-330. 


は 大 いて , 寄生 虫 誌 , 3(1), 123. 6) 竹本 常松 (1958) : ドウ モイ 酸 の 記 虫 効果 , ペン ; 
た 5) 竹本 常松 (1959) : 新 成 分 ドウ モイ 酸 , 化学 , フレ ッ ト 。. 
THE ANTHELMINTHIC EFFECT OF DOMOIC ACID FOR ASCARIASIS 
に 
YOSHITAKA KOMIYA, KUNIKO KOJIMA, 
うる MITSUYOSHI KUMADA & HATSUE OGAWA 
・ 他 (Department of Parasitology, National Institute of Health, Tokyo, Japan) - 
= 
Domoic acid (CisH:10:N・2H:;0) is a chemical compound newly extracted from a see weed : 
3 Chondria armata by T. Takemoto and is said to be effective for ascariasis. Every 10mg of this 、 
compound was administered to the middle school students positive for ascaris ova and its anthel- ; 
人 minthic effect as well as the side effects was examined. Among 58 students haboring ascaris ova 、 
ya 33 cases were proved negative for ova, which ratio was 57%. About 9% of the administered : 
られ showed slight side effects, which were consisted with head and stomack ache, nausea and fatigue. 
を 
的 57 
れ に 
朝日 科学 奨励 金 に つい て の お し ら せ : 
の 一 
た . 朝日 新聞 社 よ り 昭 和 35 年 度 朝 日 科学 奨励 金 に 関す る 募集 要領 を 学会 移 通 知 し て 来 て だ おり ます 。 i 
と 
1. 奨励 金 の 贈呈 自然 科学 及び 技術 に 関す る 研究 に 従事 する 個人 又は 団体 
2. 贈 量 者 の 決定 は 学会 , 研究 機関 , 大 学 か ら 推 薦 さ れ た 侯 補 及び 直接 応募 の 師 補 に つい 0 

区 虫 て , 学界 各 方 面 の 権威 の 意見 を 徴 し , 朝日 新聞 社 に 設け た 選定 委員 会 が これ を 行う . _ 
に に 3. すでに 研究 途上 に ある も の で も , また これ か ら 開 始 す る も の で も よい . 、 . 調 
4. 基礎 研究 , 応用 研究 いずれ で も よい . 
の 5. 個人 研究 , 共同 研究 いずれ で も よい. 

ま 6. 同一 研究 に 対し て 継続 し て 贈呈 する 場合 も ある . 

以上 の 推薦 書 は 3 月 末 で 同文 の % の を 3 通 宛 最寄り の 朝日 新聞 本 社 企画 部 内 の 朝日 科学 奨励 金 
の 


係 宛 御 送り 下さ い . 
詳細 は 上 記 係 宛 御 問 い 合 せ 下 さい . 
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〔 寄 生 虫 学 雑誌 第 9 巻 第 1 号 88-98 頁 1960] 


各種 虫 卵 結節 と つい て は 古く より 各 研 究 者 達 に ょ つて 
人 体 症 例 並 びに 実験 例 と し て 報告 され て 来 た . 就 中 , 遇 
虫 卵 の 運命 に 関し て は 石川 , 三宅 , 寒 谷 , 泉 , 次 楽 , 黒 
岩 等 の 報告 が あぁ ある. それら の 報告 に よる と 貝 卵 結節 を 形 
成 し , 好 酸 球 の 浸潤 を 伴い , 後に は 類 上 皮 細 胞 の 出現 と 
結合 織 の 増生 即ち , 虫 卵 性 肝硬変 を 見 る と 報告 し て い 
る . 棟 鳥 住 血 吸 虫 卵 た と 関し て は その 肝 内 存在 に 於 ける 種 
々 な る 細胞 反応 を 呈す る こと は 田部 , 神宝 に ょ り 詳 し く 
報告 され て いる . そし て 比較 的 急性 期 た に 於 ける 研究 も 行 
われ て いる 様 で その 激烈 な る 症状 を 量 す る 急性 期 た に 於 け 
る 各種 臨床 症状 も 古く より 報告 され て いる . 特に 肝臓 に 
寄生 せる 日 本 住 血 吸 虫 症 に 於 て 西川 1955) は 肝臓 の 組織 
学 的 観察 を 詳細 に 行い , 肝 細 胞 の 種々 な る 変性 並び に 類 
壊死 , 好 酸 球 浸 び 間 合繊 の 増生 を 認め , 之 等 病 
変 を アレ ルギー の 立場 か ら 解 説 を 加え て いる . その 内 , 
細胞 反応 を 伴わ な い 巣 を 虫 素 は アレ ルギー で 
は 解決 出来 か ね る 所 見 と し て 老 接 され て いる 様 で ある . 
し か し 笑 ら 浜本 , 坂 , 谷 日 等 の 行 つ た 全身 性 Shwartzman 
型 反応 時 及び 或 る 種 の 実験 的 アレ ルギー 現象 時 に 於 て し 
ば し ば 細胞 反応 を 伴わ な い 琉 死 , 出血 を 生起 する 報告 が 
ある こと か ら こ の 様 な 震 死 を 勿論 血管 内 虫 体 寄 生 に ょ る 
血行 障 ょ っ て し た 血 性 変化 も あろ うけ れ ど も 
アレ ルギー 性 変化 と に よる も の と 解釈 し て 一 向 差 表 え な い 
様 に 思わ れる . 其 く の 如く , 現在 で は 各種 寄生 虫 症 (日 
本 住 血 吸 , 肝 マン ッ ン 住 血 吸 , , 十二指腸 
) こと ょ つて され る 比較 的 急性 期 は アレ ル ギ 
ー の 立場 か ら 解 明 さ れつ く ょ ある 現況 の 様 で ある . 即ち , 
日 本 竹 血 吸虫 , 肝 蜂 , 十二指腸 貝 等 に 於 ける 各種 抗原 を 
利 し て の 上 友 内 反応 実験 , 更に は 遇 虫 体腔 液 の 各種 抗原 を 
利用 し た Campbell, 森下 , 小林 , 池田 , Schmidt, 山本 , 
細谷 , 赤松 等 の 局所 過敏 現象 実験 , 更に は 遇 虫 卵 を 抗原 
と し て アル サス 現象 を 行 つ た 消 水 の 実験 , 叉 , 沈降 反応 


虫 卵 に よ ょ る 肉芽 腫 形成 に 関す る 実験 病理 学 的 研究 
(2) Shwartzman 液 の 影 つい て 
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大 阪 医科 大 学 病理 学 教 許 (指導 浜本 酷 二 教授 ) 


(昭和 34 年 9 月 16 日 受領 ) 
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に より 抗原 性 を 確認 し た Canning, 叉 類 上 
細胞 発生 に 関す る アレ ルギー 反応 の 組織 像 に 関す る 武 
田 , 赤崎 の 実験 等 と ょ より 今や 寄生 虫 ア レル ギー の 病態 機 
構 に 対す る 病理 学 的 解明 と 裏 附け が 殆 ん ど 完 成 さ れ っ ゝ 
ある 現状 で ある . 3 

そこ で 著者 は 今回 は 更に 前 報 に 於 て 確認 し た 仔 虫 卵 内 
液状 物質 及び 仔 虫 卵 結節 が Shwartzman 活性 濾液 に ょ うり 
如何 な る 影響 を 受け る か を 観察 すべ く 本 実験 を 行 つ た . 
元 来 , G. Shwartzman に よ ょ つて 記載 され た Shwartzman 
現 祭 (以下 Sh 現象 と 略す ) は 現在 迄 全 ゆ る 分 野 に わた つ 
て 幾多 の 研究 者 達 に ょ つて 研究 され て 来 た . 中 で る も 各種 
臓器 に 於 て Sh 現象 の 甚 忠 に 成功 し て いる . 即ち , 家 
モル モッ ト の , 消化 管 , リン , 胸腺 , モル 
そ モット の Liposarkom 内 , 家 束 の 膝 関節 , 胃 , 更に と は 2 
回 静脈 内 連続 注射 に ょ る 全身 性 Sh 型 反 応 と 全 ゆ る 臓器 
に わた つて いる . 之 等 功績 の あつ た 人 達 に Shwartzman, 
Gratia, Linz, Moritz, Morley, Karsner, Ecker, Jackson, 
Apitz。Gronchi が ある . そし て この 後 も 研究 を 続け , 
現在 で は 抗原 抗体 反応 と する 観 方 も ある . 最近 , 浜本 
(1958), 坂 (1959), 谷口 (1959) は その 出血 機構 を 全身 性 
Sh 型 反応 時 に 於 ける 覧 , 肺 の 病理 組織 像 に 於 いて 検索 
し , その 静脈 性 出血 は 血栓 形成 に よる 血管 内 圧 の 変化 と 
Sh 活性 濃 液 に と ょ る 静脈 壁 の 変化 と にょ よる と し た . そし て 
同時 に 全身 性 Sh 型 反 応 時 に 於 ける 組織 変化 は アル サメ スネ 
現象 並び と アレ ルギー 性 炎 の 組織 像 に 極め て 似 て いる と 
眼 告 し て いる . 又 , 全身 性 Sh 型 反 応 に 関し て の 文献 は 
1932 年 に Linz, Gratia に より 更に 1934 年 Apitz が 発 
表し , 肉眼 的 と 認め られ る 堅 , 肺 , 肝 , 腸 等 の 出血 , 特 
に 堅 に つい て 組織 学 的 に 検索 し 記載 し て いる . 肝臓 に 國 
し て は その 組織 学 的 観察 を Gerber (1936) に よ ょ り 詳 し く 
報告 され て いる . 即ち 限 扇 性 肝 細 胞 壊 死 並 びに 肝 静 脈 , 
類 洞 内 の 血栓 形成 で ある . その 後 , 之 等 全身 性 Sh 型 選 
応 は Shwartzman に よ ょ つて 記載 され た 成 書 に た ょ つて も 
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種々 な る 物 質 を 用 いて 実験 を 行 つ て いる 様 で ある . 就 中 


と Sh 現 つい て は 近年 , 人 体 液 を 使用 し 


有 末 (1943), 池田 (1951), 岡田 (1951) 等 
ょ り Sh 現象 の 基 起 に 成功 し た こと の 研究 報告 が あ 
2. 。 と れ ら は 休 を に つ て Sh 


を に 使う 場合 と か , 腹腔 内 の 特定 動脈 リン 


パ 管 に 大 腸 菌 又は 体腔 , 浸出 液 を 入れ 24 時 
間 後 , 耳 静 脈 よ り 濃 液 の 惹起 を 行 つ た り , 鍋 虫 の 抽出 液 を 
租 析 し た 液 を 用 いた も の 或 は 抽出 液 を 各種 分 画 し それ ぞ 
れ の 組合 せ で Sh 現象 を 行い 陽性 の 結果 を 得 て い る . し 
か し ら 未 だ つい て Sh を 行 つ た 報告 を 見 
な い 様 で ある . 著者 は 前 報 に 於 て 豚 単細胞 期 び 
に 状 得 た 躍 包 を 非 免疫 家 並び に 家 
脈 内 に 注入 する こと に ょ より 肝臓 内 に 注入 せしめ , それ ぞ 
れ の 和 群 に 於 ける 肝 の 組織 学 的 観察 を 行い , 単細胞 期 凡 と 
仔 虫 包 蔵 卵 た に 於 ける 周辺 細胞 反応 の 差 を 示 し た 組織 態度 
ょ うり 仔 包 内 ょ り の 液状 (抗原 様 物質 ) の 流出 を 
予想 し , 更に 免疫 家事 門 脈 内 仔 包 注入 群 に て 結 
内 に 好 酸 球 単 球 を 主 と せ る 結節 形成 が 時 間 的 
に 促進 され 量 的 に 多数 出現 する こと を 確認 し た . そし て 
天野 , 平田 こと ょ つて 局所 過敏 現 祭 を 細胞 機能 の 立場 か ら 
研究 し て 血清 親和 性 抗原 抗体 反応 並び に 組織 親和 性 抗原 
抗体 反応 の 二 大 反応 系 を 提唱 し た 二 系 性 免疫 論 の 基礎 の 
上 に 立つ て 更に 抗原 の 性 質 と 反応 の 場 を 種々 組合 せ 複雑 
な 抗原 抗体 反応 の 機構 を 形態 学 的 に 統一 し た 浜本 の 理論 
の 上 に 立脚 し て 考 披 を 加え , 此 の 群 に 於 いて 単 球 反 応 を 
粋 な 管 外 性 抗原 抗体 反応 像 を 呈す る こと を 報告 し た . 
と 共に 基 の 如く を 利用 し て の アル サス 型 反 及 
び ぴ ッ ツベルクリン 型 反 応 に 関し て の 報告 は ある が , Sh 現 
象 に 関し て は 未だ 報告 は な い 様 で ある . そこ で 著者 は 前 
報 に 於 て 組織 態度 より 予想 し た 卵 外 に 流出 する 液状 物質 
と , 虫 卵 を 中 心 と せる 貝 卵 結節 が Sh 活性 液 の 注射 に 
ょ っ て 如何 な る 影響 を 受け る で あろ ぅ か を 観察 すべ く 実 
験 を 行い . 全身 性 Sh 型 反 応 時 並び に 伊 共 (1937), 武田 
(1955) , 還 杉 (1948) 等 の 卵白 , 抗 肝 血 消 , 牛 血清 等 を 以 
て 行っ た 肝臓 の アレ ルギー 性 病変 に 於 ける 限局 性 肝 細 胞 
振 死 , 血栓 形成 及び Gerber の 記載 せる 全身 性 Sh 型 反 
応 時 の 肝臓 の 組織 学 的 所 見 と 類似 の 病変 を 示し , 更に 出 
血 機 構 を 推察 し 得る 結果 を 得 た . 
実験 材料 及び 方 法 
1. 使用 動物 体重 約 2.5kg の 赤色 眼 成就 侍 康 雄性 
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家 16 . 

2. 使用 イ ) 実験 た に 使用 し た 上 卵 は 大 阪 市 
立 属 殺 場 に 於 て 採取 し た 生鮮 豚 山 虫 の 子宮 ょ り 可 及 的 無 
菌 的 と 採取 し た 受精 単細胞 期 0.5 必 の 割 に ホル 
マリ ン 液 を 加え た も の , 水 の み を 加え た シャ ー レ 
に 入れ , 27°C に あら か じ し た 卵 約 4 週間 
培養 し た . 時 々 その 塔 養 状 況 を 調査 し な が ら 蒸 泥水 を 加 
えた シャ ー レ の 大 腸 菌 の 繁殖 を 防止 する 為 , 幾度 も 蒸 半 
水 を 交換 し た . 約 4 週 の 後 歌 は それ 以上 の 日 時 で 虫 卵 は 
仔 を 入れ る 包 蔵 と な る 様 で ある . 大 体 , 仔 虫 
蔵 卵 と な つた 後 2~3 週 放置 し 実験 た に 使用 する 2 へ ~3 日 前 
より 連続 的 に で 洗 し た 和 0.5 の 割 に カル ボ 
ー ル を 加え た . そし て 所 振 し た 一 滴 を ピペット に て スラ 
イド グラ ス に 滴下 し その 95 必 以 上 が 仔 虫 包 蔵 卵 で し か 
も 仔 が 卵殻 内 で する の を 微 鏡 下 で 確認 し て 後 , 
実験 た 供し た . 

) 生鮮 豚 の 子宮 ょ り 可 的 無 に 採取 し た 受 
精 単細胞 期 卵 . 

へ ) 前 述 の 如く 培養 し て 得 た 仔 虫 包 蔵 卵 を あら か じ め 
滅菌 し た 三角 ュ ル ペン に 一 定数 入れ , 煮沸 沸騰 約 5 時 間 
の 後 , 顕微 鏡 下 で 卵 内 仔 虫 の 変性 凝固 或 は 卵 膜 の 変形 及 
び 卵 内 仔 虫 の 容 動 の 全く 停止 し た 状態 を 確認 し て 後 , 実 
験 に 供し た . : 

3) 大腸菌 を 寒天 平板 培養 し て 緒方 (195 の 定め た る 
方 法 に て 作 吊 し , その Shwartzman 活性 を 家 束 に て 確認 
し た 大 腸 を 使用 した. 

4) 実験 方 法 

a) 前 報 に 於 て 種々 な る 貝 卵 数 含有 液 の 肝 内 注入 より 
注入 虫 卵 数 は 5 万 個 が 適当 で ある と 報告 し た が 今 実験 呑 
に 於 て も 一 定量 ( 約 10 cc) の 生理 的 食塩 水中 に 培養 し て 
得 た 仔 虫 包 蔵 卵 の 5 万 個 を 含有 する 様 に 調整 し た 液 を 
1.2 カテ ラン 針 装 の 注射 器 に て 吸入 し , あら か じ め 無 
菌 的 に し た 手術 器具 に て 固定 台 上 に て 友 消 
毒 を 行 つ た 家 束 の 腹部 に 正中 切開 を 加え 型 の 如く 腹部 度 
睦 , 筋肉 , 筋 膜 , 腹膜 の 順に 手術 を 進め , 腸管 を 露出 さ 
せ て 後 , 上 腸 問 膜 静脈 より 前 記 上 虫 卵 合 有 生 理 的 食塩 水 
を 長 時 間 を 費 し 極め て 緩徐 に 注入 し た . 注入 後 開腹 し , 
約 24 時 間 後 に 大 腸 菌 培養 液 20 倍 稀釈 液 per kg 1 ml 
を 耳 静 脈 よ り 注 射 し た . 

b) 単細胞 期 九 の 5 万 個 を 含有 する 様 に 調整 し た 生理 
的 食塩 水 を 前 記 の 如く 手術 を 行い 露 出せ る 上 腸 間 膜 競 脈 
より 注入 し た . 注入 後 24 時 間 に て 大 腸 菌 20 
和 液 per kg 1 ml を 脈 よ り 注 射 し た . 
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c) 完全 死滅 仔 貝 包 蔵 卵 の 5 万 個 を 含有 する 様 に 調整 
し た 生理 的 食塩 水 を 前 述 の 如く 手術 し て , 上 腸 間 膜 静脈 
を 協 出 させ 注入 し た . 注入 後 , 24 時 間 に て , 大 腸 菌 培養 
20 倍 稀 per kg 1 ml を 耳 静 脈 よ り 注 射 し た : 

大 腸 菌 培養 注射 後 24 時 間 に て 実験 家 撲 
殺し 全身 諸 臓 器 , 特に 肝臓 を 肉眼 的 に 詳細 に 観察 し て 
後 , オル ト 固 害 又 は 10 ホル マリ ン 固 害 を 行い , 型 の 
如く パラ フュ ン 切 片 と な し , へ マト キシ リン ・ エ オジ ン 
染色 ; P.A.S. 染色 , アザ ン ・ マ ロリ ー 菜 色 , ギ ム ザ 染色 
を 施し て 肝臓 に 於 ける 組織 学 的 観察 を 行っ つ た. 

実験 成績 

i) 包 注入 24 時 間 後 , 大 腸 菌 注射 

イ ) 肝臓 の 肉眼 的 観 宗 

肝臓 の 大 き さ , 形態 は 常 . 表面 の 色 は 号 赤褐色 で 特に 
暗 赤色 調 が 強く 一 部 に 表面 より 出血 点 を 多数 認め る . 又 
部 分 的 に や ゝ 淡 茶 褐色 の 部 が 導 紋 状 に 比較 的 点 在 性 に 認 
め ら れる . 表面 は 平滑 で 硬度 や ゝ 軟 . 割 面 に 於 て 小 工 像 
不 分 明 で 暗 赤 色調 の 強い 赤褐色 で 所 々 表面 より 観察 され 
た 如く や ょ 淡 茶 褐色 の 部 が 認め られ る . 圧 出 血 量 は や ゝ 
多量 で 実質 に は 微細 な 出血 点 を 多数 認め , 又 所 に より 
No. 7, 8 の 如く あ た か る せる 血 の 海 の 如 き 観 を 量 し た 部 や , 
淡 茶 褐色 の 点 在 性 の 疲 死 巣 を 認め 得る . 猫 , 胆管 , 腸 相 
。 に は 著 変 を 認め な い . 

) 肝臓 の 組織 学 的 観察 

肝 細 胞 に は 種々 な る 病変 が 認め られ る . 即ち 最も 閉 明 
な 変化 は 点 在 性 に 認め られ る 限局 性 , 及び 限局 
性 出血 壊死 巣 で あろ うぅ. 等 の 壊死 栄 は 注入 仔 卵 と は 
比較 的 関係 な く , むし ろ 小 間 静脈 及び 類 洞 内 の 血栓 形 
成 と 関係 が あり 点 在 性 に 存在 し , その 部 の 肝 細 胞 は 核 を 
消失 し た り , 核 の 染色 性 が 極め て 不良 と な つた も の が 多 
く 見 られ る . 又 , 細胞 体 が 明 有 瞭 な まく 全面 が 好 酸 性 に 淡 
染 し 健全 な 肝 細 胞 と の 境界 が 比較 的 不明 有 瞭 で その 限界 部 
こと 出 血 を 見 る 所 も ある . その 様 な 一 死 巣 は 主として 中 心 
帯 に 多く 存在 する が 時 に は 小葉 間 静 脈 に 血栓 を 見 る 如く 
周囲 の 小葉 周辺 部 に 認め られ る 場合 も ある . そし て それ 
ら 出 血 壊 死 巣 の 大 き さ は 比較 的 広汎 な る も の も ある が 一 
的 に つっ て 大 き な 死 巣 に て も 小 全 面 に と わた る 場 
合 は 稀 で , 比較 的 大 き な 場 合 で も 小葉 の 約 リ り 。 で ある . 

,e 小 さ な も の で は 洞 毛細 管 の の 周辺 の み で 
僅か に 肝 細 胞 は 数 ュー10 数 = と つた 如き も の 
で ある . その 他 中 心 帯 か ら 周 辺 帯 に と にかけ て , 限局 性 に 認 
あめ られ る 場合 が ある . 

肝 切 片 の P.A.S. 染色 で は 出血 一死 巣 の み 周 囲 の P.A.S. 
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強 陽性 の 比較 的 健全 な 肝 細 胞 に 比 し て 限局 性 た P.A.S. 
弱 陽 性 た に 染まる. 叉 , 他 の 部 で は 類 洞 毛細 管 壁 の 破 綻 ど 
その 為 に 起 つ た 出血 が これ も 前 述 の 壊死 巣 に 混在 し た り 
叉 , 無 選 択 的 に 点 在 性 に 存在 し その た め に 生起 され た 用 
細胞 の 山 壊 変性 壊死 が 認め られ る . 即ち 此 の 様 な 出血 部 
こ は 肝 細胞 が 閉 明 に 壊 死 を 呈し て 変形 し , 出血 部 の 中 層 
細胞 体 の 形態 を ず に 円 形 は 円形 時 に は 不正 
形 と な つた 蛋白 北周 物質 の 如き 形態 を と つて 取り 残さ れ 
た 部 分 も 見 られ る . 前 記 巣 は 必ず と で 
よい 程 , 酸 の は な く , と 毛細 管 壁 の 
に よる 出血 が 所 々 存在 する の み で ある . 填 死 巣 の 周辺 部 
の 血管 内 に は 叉 , 殆 と ん ど と 有蓋 つ て よい 程 , フィ プリ ン 委 
栓 形成 が 認め られ る . 叉 , No. 7, No. 8 の 如く 毛細 血 
管 ょ り 出 血 し て あたかも 一 面 の の 如 き 
を 量 し た る も の も 見 られ , そし て 出血 壊死 巣 内 に は 時 選 
正常 の 1.5~2.0 倍 に も 達する 巨大 核 を 有する 幾 分 細 有 
体 の 浪 濁 し た 肝 細 胞 ゃ , 胞体 が 殆 ん ど 認 め ら れず 巨大 な 
核 を 有する の み の 肝 も 見 られ る . , 前 述 の 
内 に 接し て , その 境 黒 部 及 び 一 部 壊死 巣 内 に 毛細 管 出 殿 
を 認め る 所 や , 出血 壊死 巣 及 び 埋 血 一 死 巣 内 並び た に その 
部 に 隣接 せる 部 に 著 明 に ェ オ ジン に 濃 染 せる 好 酸 性 肝 絢 
胞 及 び 胞 体 の 著 明 に 明る い 淡 明 化 肝 細 胞 が 認め られ る . 
好 酸 性 肝 細 胞 は 壇 死 巣 の 周辺 た 一 致し て 特に 細胞 体 が 正 : 
常 肝 細胞 に 比 し て 著 明 た に ェ オ ジン に 濃 染 し た 肝 細 胞 で 時 
こ 恋 細 胞 核 が 消失 し た り 時 に は 著 明 に 腫 大 し た 核 が 見 ら 
れる も の で ある . 叉 , 淡 明 化 肝 細 胞 は 好 酸 性 肝 細 胞 に 混 
在 し た り , 一 死 を 起 し た 肝 細 胞 に 接し て 存在 し た り , 壊死 
巣 内 た 混在 し て 認め られ る . 談 細 胞 は 著 明 に 胞体 が 淡 明 
化し 僅か に 微細 題 粒 状 物 質 を 含有 する の み の あ た か る も 寿 
入 体 を 思わ し め る 細胞 で 細胞 膜 は 明瞭 で あり 核 は 濃縮 疾 
を た り , 偏在 せる も の , 不正 円 形 を る も の 
々 で ある . 前 述 の 琶 死 巣 , 好 酸 性 肝 細 胞 及 び 淡 明 化 肝 幼 
胞 の 出現 を 見 な い 肝 細胞 は 一 般 に 腫 大 し , 核 も ゃ > 腫 大 
し た も の 多く 時 に 塞 胞 変性 , 脂肪 変性 , 硝子 様 滴 変 性 を 
見 る . 肝 細 胞 吾 は 出血 一 死 の た め に 排列 は 極度 に 不 整 ど 
な る . 星 細 胞 も 一 般 に 腫 大 , 増生 を 示 し 時 に 結節 状 と 族 
る 部 も ある . 類 洞 は 開 大 し て 均 血 が 一 般 に 強度 で ある . 
血管 壁 の 変化 は 主として 類 洞 毛細 管 に 認め られ 一 部 血 和 
及び 見 られ , 小 静脈 て も 脆弱 化 
び 一 部 血管 死 像 を 見 る が 未だ 認め られ な い . 
に 十 な 変化 は 少し く 前 述 し た 如く 小葉 間 静 脈 及 び 中 心 静 
脈 , 類 洞 毛細 管 中 に 出現 せる 血栓 形成 , 並び た 血行 停 此 
像 で ぁ あろ . 即ち 小葉 間 静 脈 は 注入 虫 無関係 に フィ 
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プリ ン 栓 形成 が 認め られる. の 血栓 は 全 血 管 充 
疾 せ る も の や , 郊 状 に 血管 壁 に 附 着 し た 血栓 更に は 内 腔 
た に 2~3 = 血栓 を 入れ た り , 内 腔 を 殆 ん ど 閉鎖 せん 自 り 
の も の 等 が あり 又 , 血行 停止 像 を 見 る も の 等 が ある . 又 
中 心 静脈 に 於 て も 完全 に 内 閉鎖 た フィ プリン 血栓 
を ゃ 導 状 血栓 が 認め られ , 類 洞 毛細 管 に 於 て も 多数 の 血栓 
形成 が 認め られ る . 時 に は その 様 な 類 洞 内 血栓 形成 周辺 
部 に 於 て 毛細 管 壁 が 破 結 し 出血 の ある 部 が 認め られ る . 
叉 , 他 の 切片 に 於 て は 隣接 せる 類 洞 内 た 血栓 形成 が あり 
その 周辺 に 出血 を 来たし 著 明 な 肝 細 胞 壊死 を 来たし た 所 
る 見 られ る . 一 般 的 に 静脈 血管 は 著 明 に 拡張 し 内 腕 に 赤 
血球 を 充満 し て いる . P.A.S. 染色 に 於 て も 本 フォ プリン 
血栓 が 赤 紫 に 染色 され 明瞭 に 観察 され , 血管 多数 
し 出血 せる 部 を 認め る . 小葉 結 合 織 軽度 ら 
血性 膨 化 を 来たし て いる . 又 , 動脈 は 一 般 に 変化 は 少な 
く 軽 度 の 壁 の 膨 化 が ぁ ある の み で ある . 次 に 注入 仔 点 卵 に 
就 い て 観察 する と 虫 卵 は 左右 の 主 , 副 葉 の 全 葉 に わた り 
性 に 存在 し その 無 選 択 的 切片 に 於 て も 大 体 虫 卵 
3~5 個 の 比較 的 平均 し た 数 が 認め られ る . 又 , 長 時 間 緩 
徐 な る 注射 操作 に ょ つて 肝 内 血管 に 栓 圭 を 起す こと や , 
比較 的 同一 分 布 領域 に 集中 する こと は 防止 し 得る が 如き 
所 見 を と る . 之 等 の 裏 誰 け は 組織 学 的 観察 に と 於 て も 確認 
し 得る も の で ある . 稀 に 同一 分 布 領域 に 比較 的 多数 の 虫 
が 血管 内 た 認め あら れる こと は あつ て る 栓 に と な つて 
いる 部 は 少く 多少 共 血 液 を 流 二 せしめ 得る 所 見 を 量 し て 
いる . そし て 大 部 分 の 切片 に 於 て 平均 し て 小葉 間 静 脈 及 
び 天 内 に 卵 膜 及び 仔 虫 粒 構 造 びに 仔 虫 形態 の 
な 仔 虫 卵 が 認め られ , 前 記 の 壇 死 巣 と は 無関係 で あり 前 
記 斉 死 巣 が 対照 群 に 於 て 壊死 の 皆無 な こと と 考え 合せ て 
入 仔 に よる も の と は 考え 得 な い . その 様 な 仔 卵 
を 中 心 と し て と 単 球 結節 の 出現 及び 軽度 好 
認め られ る . 即ち 仔 卵 を 取り 巻き , 或 は 
し て の 仔 虫 卵 周 辺 の 結合 織 に 血液 
単 球 由 来 と 老 え られ る 核 の 腎 形 或 は 馬 跡 形 を 呈し た 単 球 
が に し て 結節 を 形成 し て いる . , 卵 周囲 結合 
に 軽度 の 好 酸 認め られ る . 勿論 , その 他 
組織 軽度 ら 見 られ る . この 様 な 結節 形成 は 対照 
と 比較 し て は る か に 大 な る 結節 で 量 的 に も 多数 で 好 酸 球 
肖 仁 も 対 沼 群 で は 認め 得 な か つた も の で ある . P.A.S: 染 
色 に て 虫 形態 及び 粒 状態 更に は 卵 膜 が 明 観 
祭 さ れる . ギ ム ザ 染色 標本 に 於 て も 前 記 細胞 が 明瞭 に 観 
祭 さ れる . 勿論 , 稀 に で は ある が 混在 せる 未熟 卵 周 辺 に 
て は 中 等 度 の 軽度 の 単 球 , 組織 節 の 
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形成 が 見 られ る が 仔 虫 卵 周辺 の 単 球 結 節 に 比 て し 大 き さ 
は , は る か に 小 で 細胞 数 は 疎 で ある . 又 , 好 酸 球 は 稀 に 
ギ ム ザ 染色 に て 認め られ る が , 殆 ん ど 認 め ら れ な い 。. 

単細胞 期 卵 注入 24 時 間 後 大 腸 菌 注射 

イ ) 肝臓 の 肉眼 的 観察 

肝臓 の 大 き さ , 形態 は 常 . 表面 の 色 は 赤褐色 . 表面 ょ 
り 辛 う じ て 微細 点 状 物 を 散在 性 に 認め ある. 割 面 : 赤 宰 
色 . 表面 より の 点 状 物 は 認め 得 ず . 叉 , 血管 追求 で 貝 卵 
の 栓 に な つた 部 を 認め あず. 出 血 は 中 等 量 . 
管 , 胆 は 著 変 を 認め すず. 

) 肝臓 の 組織 学 的 

肝 細 胞 は 時 に 空 胞 変 性 , 脂肪 変性 が 認め られ る が 一 般 
に 常 . 肝 細 胞 索 の 排列 も 整 . 肝 細 胞 核 も 一 般 に 揃 つ て お 
り 常 . 星 細胞 も 虫 卵 周 辺 の み 肥 大 , 増生 を 示す が 一 般 に 
常 . 類 洞 内 は 衝 血 軽度 . 小葉 間 静 脈 内 及び 類 洞 内 に た 明 ら 
か に 大 き な 肥 細 胞 を 1 っ 有する 単細胞 期 卵 が 存在 し , 比 
畔 的 切片 内 に その 数 が 平均 し て 見 られ る . そし て 全く 栓 
走 的 に な つて いる 所 は な く 軽 度 腕 が 義 存 し 血球 の 通過 が 
認め られ る . 

単細胞 期 マト キシ リン ・ オォ オジン ,P.A.S. 
染色 いずれ に て る も 明瞭 に その 卵殻 , 肥 細 胞 が 認め られ 
る . その 貝 卵 周辺 部 に は 卵殻 に 沿っ つて 或 は その 周辺 結合 
内 に 中 等 度 の 酸 球 及び 軽度 の 組織 球 , 単 球 が 認 
め ら れる . 之 等 は 前 記 群 と 比較 すべ くも な い 程 量 的 に 少 
な く 結 節 は 小さ い . 血管 内 に は 偽 酸 球 が 軽度 増加 し 単 球 
は 認め られ な い . 小葉 間 結 合 織 の 浮腫 性 膨 化 と 線維 細胞 
の 増生 は 認め られ な い . 又 , 前 記 群 に 認め られ た 限局 性 
肝 細 胞 壇 死 , 好 酸 性 肝 細 胞 及 び 淡 明 化 肝 細 胞 の 出現 , 小葉 
間 静 脈 , 中 心 静 脈 , 類 洞 内 血栓 形成 及び 血管 壁 の 磁 , 
出血 も 全く 見 られ ず , P.A.S. 染色 で 肝 細 胞 は 正常 像 を と 
つて いる . ギ ム ザ 柴 色 標本 に 於 て その 湖 出 細胞 の 中 の 多 
核 白 血球 は 全て 球 で 好 酸 球 は 見 ず , 核 の 形 , 馬 
形 を た 単 球 と 軽度 の 組織 見 られ た . 更に , 
管 の 変化 は 全く 認め られ な か つた . 

完全 死滅 仔 包 注入 24 時 間 後 大 腸 菌 注 

イ ) 肝臓 の 肉眼 的 観察 

肝臓 の 大 き さ , 形態 は 常 . 表面 の 色 は 赤褐色 . 表面 ょ 
り 辛 うじ て 微細 点 状 物 を 散在 性 に 認め る . 時 に No. 5 
の 如く 被膜 と 共に 隆起 し た 灰白色 の 結節 を 認め る 、 割 画 
圧 出血 量 は 中 等 量 . 色 は 赤褐色 . 表面 より の 徴 細 点 状 物 
は 認め 得 な い が No. 5 の 如き 結節 の ある 部 で は 割 面 に 
て も 灰白色 の 点 状 物 と し て 認め られ る こと が ある が 誠 検 
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第 1 表 Shwartzman 濾液 注射 後 24 時 間 に 於 け る 各 実 験 群 の 肝臓 の 組織 学 的 観 窒 


周囲 の 単 球 
第 3 群 死滅 仔 一 一 一 — 


時 の 血管 追求 と よっ つて 全く 栓 吉 的 に な つて いる 部 は 認め 
得 な か つた . その 他 , 胆管, 腸 壮 に は 著 変 を 認め な い . 

ョ ) 肝臓 の 組織 学 的 観察 

肝 細 胞 は 軽度 の 空 胞 変 性 , 脂肪 変性 を 認め る 他 一 般 に 
常 . 細胞 索 の 排列 も 整 . 肝 細 胞 核 も 揃っ て お ぉ り 一 般 に 
常 . 星 細胞 は 虫 卵 周辺 部 の み 肥 大 , 増生 を 示す が 一 般 に 
常 . 類 洞 内 に は 才 血 中 等 度 . 肝 切 片 内 に 比較 的 平均 し た 
数 を 示す 貝 卵 は 大 体 左 , 右 葉 共 に 認め あら れる. そし て 小 
葉 間 静脈 内 及び 類 洞 内 に は 死滅 仔 虫 包 蔵 卵 が 見 られ る . 
即ち , 卵殻 の 変形 圧迫 され た り , 卵 内 仔 貝 構造 の 不明 有 
な る ゃ の 或 は 卵 内 仔 下 の 固 変性 を 来たし た 卵 等 の 種々 の 
変性 像 が 見 られ る . この こと は へ マト キシ リン ・ エ オジ 
ン 染 色 , 殊 に .P.A.S. 染色 で 明瞭 に 観察 され る . 時 に は 
卵殻 が 破壊 され , その 上 , 仔 虫 形態 の 殆 ん ど 認 あめ られ な 
い 虫 卵 も P.A.S. 染色 で 見 られ る . , 卵 周辺 に は 
沿っ て 或 は 血管 内 酸 球 の が あつ た り , 
周辺 の 結合 織 内 に 酸 の 軽度 の 単 球 , 組織 球 
が 認め あめ られる. 

本 群 に 於 て も 血管 内 に は 億 酸 球 が 軽度 増加 し 単 球 は 
加 し て いな い . 本 群 に 於 て も 仔 躍 卵 注 入 群 の 単 球 結節 に 
比 し て 量 的 に は る か に 少な く 結 節 は 極め て 小 で ある . 又 
小 間 結合 織 の 浮腫 性 膨 化 や , 線維 細胞 の 増生 , 叉 , 小 
間 静脈 , 中 心 静脈 , 内 の 血栓 形成 , 血管 の 
及び 出血 , 肝 細 胞 壊 死 及 び 好 酸性 肝 細 胞 及 び 淡 明 化 肝 細 
胞 の 出現 等 は 認め られ ず , P.A.S. 柴 色 で 肝 細 胞 は No. 6 
の 如く 硝子 様 滴 変 性 を 認め る が 大 体 に 於 て 常 で ある . 又 
血管 壁 の 変化 は 認め られ な い . 

総括 並び に 考 接 ・ 

本 実験 に 於 ける 割 検 時 , 肝臓 の 肉眼 的 所 見 に 就 い て は 
第 1 群 を 除い て は 殆 ん ど 著 変 を 認め ず , 只 第 1 群 に 於 て 
は その 組織 学 的 観察 に と 於 ける と 同様 肉眼 的 所 見 に 於 て も 
比較 的 高度 の 病変 を 認め 得 た . 即ち 表面 は 平滑 で ある が 
色 は や ゝ 茶 褐色 で 白 の を 呈す る 壊死 部 が 


認め あめ られ, 又 点 在 性 に 出血 部 も 認め られ る . その 他 , 礎 
度 は や で 腸管 , 腸 は 著 変 を 認め ず 血 管 追求 に て 
虫 卵 の 栓 圭 し て いる 部 も 認め られ な か つた . 組織 学 的 衣 
見 に つい て は , 比較 的 病変 の 少な い 第 2, 第 3 群 に 於 で は 
主として 大 腸 菌 の 虫 卵 に 肝 胞 胞 に 及ぼ 
響 は 少な く , 肝 細 胞 の 変化 も 軽度 の 空 胞 変 性 と 硝子 様 内 
変性 を 呈す る の み で 血栓 形成 , 肝 細 胞 壊 死 は 認め られ 
従っ つて 出血 壊死 像 は 見 られ な い . その 他 肝 細胞 核 , 肝 細 
胞 索 も 常 で 星 細胞 は 虫 卵 周 辺 部 の み 腫 大 , 増生 を 示す 
その 他 の 部 位 に 於 て は 一 般 に 常 で ある . 貝 卵 は 単細胞 上 
卵 , 完全 死滅 卵 共 に 小葉 間 静 脈 並 びに 類 洞 内 と 認め 5 
れ , 両 群 共に 虫 卵 を 中 心 と し て 中 等 度 の 偽 酸 球 の 浸潤 普 
びに 軽度 単 球 , 組織 見 られ た . これ ら 酸 
は 卵 の 卵 膜 に 沿っ て あたかも 膜 に 着 し て いる が 
きも の や , 卵 膜 と は 密着 せ ず 周辺 に 多数 浸 澤 し て いる 部 
等 の 所 見 が 見 られ 特に 小葉 間 静 脈 内 に 存在 する 虫 卵 に 族 
て も 周辺 小葉 間 結 合繊 内 に 中 等 度 の 偽 酸 球 並び に 軽 鹿 の 
単 球 , 組織 球 の 温湯 を 見 る . 之 等 の 細胞 学 的 所 見 は その ギ 
ム ザ 標 本 と て も 明 識別 観察 し 得 た . 勿論 P.AS 
染色 に て も 肝 細 胞 は 正常 像 を 示 し 血管 出 
血栓 形成 も 認め られ な か つた . 最も 病変 の 強度 で あう っ な だ 
第 1 群 に 於 て は , 肝 細 胞 は 至る 所 に 斑 死 に 陥 入り , その 
様 な 震 死 は 一 般 に 中 心性 一死 で て 大きな も の で も 小葉 全休 
に わた る もの は 比較 的 少な く , 一 般 に 小葉 の 約 リ : 位 9 
範囲 と 留まる . し か し 中 心 帯 の 壊死 は 全体 と し て 見 た 蜂 
に は 多い けれ どる も 時 に 小葉 周辺 部 に 認め られ る こと 才 
る . , 類 毛 細管 に ょ る 出血 に 出血 
よる 肝 細 胞 壊死 も 比較 的 多く , P.A.S. 染色 に ょ っ で 
出血 が 認め られ 種々 な る 変性 過程 の 肝 
変性 が 見 られ る . , に 近く 或 は 混在 し て 明 
肝 細 胞 , 好 酸 性 肝 細 胞 の 出現 を 見 る . 

肝 細 胞 壊死 並び に 出血 の 為 , 乱れ , 肝 細 胞 核 
般 に 腫 大 し 時 に 巨大 核 の 出現 を 見 る . 
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星 細胞 も ゃ 一般 に 腫 大 , 増生 を 示 し 時 に 結節 状 と な れる 
部 も 認め る . 小葉 間 静 脈 及び 中 心 静脈 及び 類 洞 内 に は 多 
数 の 種々 な る 血栓 形成 が 見 られ る . 又 , 小葉 間 静 脈 , 類 
洞 内 に 見 られ る を 中 心 と し て 球 の に 
周囲 結合 織 内 に 単 球 結 節 を 形成 し, その他 軽度 の 好 酸 
球 , 組織 球 の 浸 澤 を 見 る . 之 等 3 群 を 総括 し て 見 る と , 
(1) 第 1 群 で は , イ ) 肉眼 的 観察 に と 於 て 肝 表 面 より 灰 白 
黄色 を せ る 死 と 点 在 性 の 出血 点 を 認め た . 
組織 学 的 所 見 に 於 て 血栓 形成 , 性 , 細胞 
を 伴わ な い 出 血 死 巣 びに 明 化 肝 細胞 , 好 酸 性 
肝 細 胞 の 出現 を 見 る . へ ) 仔 躍 卵 周辺 結合 織 中 の 単 球 結 
節 形 成 潤 びに 軽度 好 酸 球 浸潤 . (2) 第 2,3 群 で は 軽度 の 
肝 細 胞 の 空 胞 変 性 , 硝子 様 滴 変 性 を 認め , 各 期 卵 を 中 心 
と し て 中 等 度 の 酸 陸 軽度 の 単 球 , 組織 が あ 
る に 過ぎ な い . 

そこ で 著者 は 之 等 論 変 を 各種 寄生 虫 症 に 於 ける 急性 期 
病変 更に は 全身 性 Shwartzman 型 反 応 時 の 病変 の 面 より 
見 た 肝臓 の 病変 と 比較 し な が ら 考 披 す る こと と する . 従 
来 , 日 本 住 血 吸 貝 症 の 縁 性 期 に は 種々 な る 激烈 な る 症状 
を 伴う こと は 古く 成 書 に ょ り 記 載 さ れ て 来 た . 特に 土屋 
(1910) は 島 性 症 の 主要 症状 に ょ っ つて 本 症 を 種々 な る 型 に 
分 け て いる . 即ち , 急性 腸 カ タル 型 , 急性 大 腸 カ タル 
型 赤痢 マラ リア 型 , チ フ ス 型 ,. 腸 周囲 炎 型 
性 腎臓 炎 型 等 が それ で ある . 

之 等 の 症状 は 日 本 住 血 吸 虫 の 侵襲 を 一 時 に 相当 に 多数 
に 受け た 場合 勿 激 に あら われ る 症状 で ぁ つ て 其 発 症 の 原 
因 は 虫 体 の 産出 する 新 陳 代 講 産物 に 原因 する こと が 最大 
で ある が 一 面 に は 貝 体 自体 及び 其 産 出せ る 卵子 の 機械 的 
刺 載 に も 原因 する と 云 われ て 来 た . し か し 笑 ら 近年 寄生 
虫 学 更 に は 血清 免疫 学 の 進歩 と 共に 之 等 急性 期 症 捧 と ア 
レル ギー と の 結び 付き に つき 検討 され 菩 次 解明 され つよ 
ある 現状 で ある . 

西川 (1955) は 実験 的 に 家 束 に 日 本 住 血 吸 虫 を 感染 せ し 
め 経 日 的 に 訓 検 し て 主 に 肝臓 の 肉眼 的 並び に 組織 学 的 観 
察 を 行 つ て いる . それ に よる と 産卵 前 に 於 ける 肝 の 変化 
は 肝 細 胞 の 縮 , 腫 , 高度 の 変性 に 陥 入 り 類 壊死 
の 状態 に ある も の 等 が 見 られ 小葉 内 に は 単 核 細 胞 浸潤 巣 
及び 好 酸 球 の 浸潤 を 見 る と し て いる . 

そし て 等 血管 周囲 の 胞 像 を アレ ルギー の 関 
与 を 思わ す 所 見 と し て 言及 し 更に その 際 細 胞 反 応 を 伴わ 
な い 壊 死 巣 は 虫 体 奏 素 或 は アレ ルギー で は 解決 出来 か ね 
る 所 見 と し 光 は 血管 内 虫 体 寄 生 に よる 血行 障 議 に ょ つて 
惹起 し た 芝 血 性 変化 と 老 え られ る と し て いる . 更に この 
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他 , 肝 症 に 於 て も 種々 な る 上 友 内 反応 及び 血 消 学 的 な 方 
面 に 於 ける 研究 が 行わ れ て いる . 又 , 災 虫 症 の 場合 に 於 
て る も 各種 臓器 病変 と アレ ルギー と の 関連 性 に つき 種々 議 
論 さ れ 研 究 さ れ て 来 た . 即ち 上 鎧 虫 体 を 抗原 と せる 実験 , 

上 虫 体腔 液 を 用 いた 実験 , その 各種 分 画 成 分 を 用 いた 実 
験 , 或 は 飼育 液 を 用 いた 実験 , 更に は を 用 い 
た 実験 , 又 , 各 期 卵 を 別個 に 抗原 と し て 用 いた 実験 等 の 
数 多く の 報告 と 共に 遇 虫 アレ ルギー に 関す る 限り は 殆 ん 
ど 完 成 の 域 に た せま りつ ょ ある 現状 で ある . 著者 は 前 報 に 
於 て 虫 卵 特に 仔 貝 包 蔵 卵 に 抗原 性 の 強力 な こと を 確認 
し た の で 今回 は Shwartzman 活性 疫 液 の 影響 に つき 検 
討 し た が , 元々 虫 卵 の 抗原 性 は Canning (1929), 清水 
(1958), 武田 (1955), 赤崎 (1958) ら に ょ つて 確認 され た 
事実 で 各種 皮膚 反応 並び に 臓器 反応 , 沈降 反応 等 に ょ り 
確認 し て いる . この 様 に 皮膚 反応 , 沈降 反応 等 を 利用 
し て アレ ルギー と の 関連 性 を 確認 し た の で ある が , 別 
の 観点 か ら Shwartzman 現象 の 甚 起 を 試み 体 受 液 中 に 
Shwartzman 活性 物 綿 の 存在 を 確認 し た 研究 者 達 も い 
る . 即ち , 佐藤 (1941), 有 (1943) ら は 液 を 使 
用 し て の Sh 現象 の 起 に 成功 し , 池田 (1951) は 
を 種々 処置 し 得 た 抽出 液 を 36 時 間 流水 で 透析 し た 液 を 
使用 し 皮 内 で も 結膜 で も Sh 現象 を 甚 起 する こと に 成功 
し た . 又 池 田 は 同時 に この 抽出 液 を 三 塩化 醒 酸 や ウォ ル 
フラ ム 酸 を 使 つ て 蛋白 を 主 と す る 分 画 と 含水 炭素 を 主 と 
する 分 画 と に 分 け 色 々 の 和 合 せ で Sh 現象 を 行う と 後者 
を 准 備 に 使 つ て , 砺 起 に は 前 者 又は 後者 を 使 つ た 時 の み 
陽性 で あつ て この 場合 の 活性 が 後者 に 主 と じ て 存 する こ 
と を 報告 し て いる . 又 , 岡田 (1951) は 上 虫 体 腕 又は 浸出 
液 を 準備 に 使っ つて Sh を 起 に つた 場合 1 ら 
Sh 現象 を 認め , 又 , 家 の 名 腸 間 の 分 枝 , 
内 腔 又は 下 の リ ン 管 内 大腸菌 液 又 は 
虫 体腔 液 , 浸出 液 を 入れ 24 時 間 後 , 耳 か ら 濾液 の 基 起 注 
射 を 行う と Sh 現象 が 認め られ る こと を あげ , それ ぞ れ 
体腔 液 , 浸出 液 に その 含水 素 分 画 に Sh 活性 物 
存在 する 事実 を あげ て いる . の 如く 体 は 
体 液 を 利用 し て の Sh 現 は 認め られ て いる が 上 
を 利用 し て は 潜 水 (1958) にょ り ア ル サ ス 現象 を 研究 され 
て は いる が Sh 現象 殊 に 臓器 Sh 現象 に 関し て の 報告 は 
未だ な い 様 で ある . そこ で 著者 の 意図 し た 肝 内 に 於 ける 
Sh 濾液 の 影響 を 述べ る 前 に 全身 性 Sh 型 反 応 並び に 各 
種 臓器 Sh 現 於 ける を ひも どい て 見 た いと 
5, 臓器 Sh 現象 は Shwartzman, Gratia, Linz 等 数 多 
く の 研 究 者 達 に ょ つて 家 束 , モル モッ ト 等 の 還 率 , 消化 
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管 リン 胸腺 , 等 と 各種 臓器 に わた り 
Sh 現象 の 奄 起 に 成功 し 更に 全身 性 Sh 型 反 応 に 関し て 
は 1932 年 に Gratia, Linz が 家電 静脈 内 に 2 回 及び 4 回 
液 の 連続 注射 に た ょ り 腺 , 胸腺 , 腹膜 内 , 
腸 の 出血 , の 多発 性 性 出血 肺 の 円 出 血 を 認め 
た が 組織 学 的 所 見 は 記載 され な か つた . 次 いで 1934 年 
に Apitz が 24 時間 間 隔 の 2 回 注射 及び 5~6 時 間 間 隔 
の 反復 静 牧 注射 に た ょ り 反 応 を 惹起 させ 最初 に 覧 に 於 ける 
病理 学 的 所 見 を 記載 した. し か し 御 ら 著者 の 意図 し た 肝 
臓 た と 於 ける 組織 学 的 所 見 は その 当時 記載 され な か つた . 
その 後 1936 年 に Gerber が Sh 活性 濾液 の 注射 群 を 3 
群 に 分 け 実 験 を 行 つ て いる . 

イ ) 細菌 濾液 の 1 回 静脈 注射 . r) 細菌 の 
内 2 回 連続 注射 . へ ) 正常 馬 の 連続 注射 に ょ 
り 前 され た 動物 に 細菌 の 1 回 注射 の それ ぞ れ 
の 和 群 に 分 け そ の 全身 主要 臓器 の 組織 学 的 所 見 を 始め て 詳 
細 に 記載 し た . 特に 肝臓 に 関し て は , 肉眼 的 と は 肝臓 は 
し ば し ば 灰白色 の 結節 が 点 在 し 灰白色 の 夷 絞 を 量 す る と 
述べ それ ら は 組織 学 的 に は 壇 死 巣 と 血栓 形成 で ある と 述 
べ て いる . 組織 学 的 と に は し ば し ば 球 虫 症 た にょ る 一死 も 認 
あめ ら れる が その を 除い て は 一 般 に 限局 性 と 静脈 


性 血栓 形成 で , 一 死 巣 の 大 き さ は 小さ な も の か ら 大 き な 
も の 迄 種々 で 主 と し て 中 心 帯 と 多く , 大 き な も の で は 全 
小葉 及び 隣接 せる 小葉 で 普通 は 小葉 の 約 半 分 で ある と 述 


べ て いる . 

そし て 震 死 肝 細 胞 は し ば し ば 多核 白血球 と 少数 の 
Macrophagen に より 取り 囲ま れ て いる . そし て この 様 な 
一 死 は 球 虫 症 を も つた 対照 例 た 於 て も 見 られ る が 実験 群 
と は 比較 と に な ら ず , は る か に 小 で ある . そし て それ ら の 
は き な 脈 血 栓 た ょ り 成 り 立 つと し 血栓 形成 は 
主 に 中 心 静 脈 , 小葉 間 静 脈 , 肝 静 脈 で 時 に 中 心 静脈 に 近 
き 類 洞 内 と 見 る と し て いる . そし て 動脈 は 全く 血栓 形成 
な く 他 の 変化 も な い . 

血栓 も 大 き な も の か ら 小さ な も の 或 は 郊 状 の も の , 2 
~3 っ コ あ る も の , 全く 有 を 閉 鎖 する も の 等 種々 で ある . 
そし て 肝 細 胞 も 種々 な る 変性 を 示す と し て いる . そし て 
之 等 変化 は 第 1, 2, 3 群 に 於 て 共通 し て 見 られ る けれ どる も 
特に 第 第 3 群 に 強度 な 血栓 形成 に 下 を 伴う も 
の と 結論 し て いる . そこ で 著者 は Gerber の 行 つ た 細菌 
濾液 静脈 内 1 回 注射 と ょ る 実験 を 追試 し 肝 の 組織 像 に 就 
いて 詳細 に 観察 し て 見 る と , 肉眼 的 に 何等 変化 な く , 
肝 の 紐 織 像 た に 於 て も 肝 細胞 の 軽度 の Glycogen の 多少 並 
びに 肝 細 胞 の 軽度 凛 濁 腫 服 , 空 胞 変性 を 除い て は 常 で , 


星 細胞 類 毛細 , 小 結 合 織 に は 変化 な く , 
例 た 於 て 軽度 の 小 結合 織 増生 及び 軽度 小 円 形 細 
認め た の み で こと れる も Sh 濾液 の 影響 と 云う より 
むし ろ 生 来 の 変化 と みな すべ き で あつ た 勿論 Gerber 
の 限局 性 肝 細 胞 死 並 びに 主 に に 於 ける 血栓 
成 は 全 例 に 認め られ な か つた . Gerber も 濾液 の 1 回 
脈 注射 に と に よ つ て 起 つ た 壊死 等 に つい て は 実験 家事 に 偶 爺 語 
的 に し ば し ば 球 虫 感 委 症 を 認め た と 報告 し その 感 擬 に 
る 前 記 変化 を 大 い に 考 慮 し て いる が 矢 張 り 著者 の 行っ a 語 
実験 で 血栓 形成 疲 死 巣 の 諸 変 化 は 全然 認め 得 な か っ x 
こと と より Gerber の 実験 で は その 様 な 球 虫 感染 が Sh 濯 店 
液 に と ょ り Sh 型 反応 と し て 形態 学 的 に と ら え られ た も 9 立 
と 解釈 出来 る で あろ う . 只 Sh 濾液 の 毒性 に ょ る 肝 細 胞 計 
へ の 直接 の 影響 と し て は 多数 例 の 実験 を 行 つ た Gerber 
き 事 実は 否定 する わけ に は いか な い . Sh 濃 液 の 2 回 連 貫 本 
静脈 内 注射 に ょ る 肝臓 の 変化 は Gerber の 5 実験 
一 部 の 点 を 除い て 大 部 分 一 致す る . 即ち 一 部 の 点 と (は 計 
Gerber の 認め 得 な か つた 出血 壊死 像 で あろ う . Gerber | 
は 限局 性 壊死 と 記載 し て 出血 壊死 を 認め て いな い が 全 募 評 
性 Sh 型 反 応 時 に は 肉眼 的 に も 明らか な 出血 点 を 認め 得 評 
る こと か ら 当 然 出血 は 考え られ る べき も の で あろ うぅ う 。 多 庫 
論 Gerber の 限局 性 性 は 当然 閉 者 実験 に 
て る も 認め られ その 成因 も 血管 内 血栓 形成 に ょ る 
血性 変化 と し て 表 わ れ て くる も の で ある . 叉 , 出血 性 培 計 
死 は 著者 実験 に 於 て 諸 所 に 限局 性 に 認め られ 多数 の 毛細 語 
管 出 血 の 為 あ た か る も 血 の 海 の 如き 観 を る 部 も 多く 
見 られ る . 此 の 中 に は 光 等 出血 の た め 肝 細胞 は 諸 種 の 災 語 
性 像 を い 場合 に は 胞体 が 円 形 或 は 円 形 時 
不正 円 形 を , 細胞 体 も し 核 は 濃縮 状 , 時 に は 
大 核 と な れる も の が 認め られ る も の か ら 胞 体 は 略 ょ 正常 当 
形態 を 示す が 変性 = オジ ン に する 好 酸 性 
胞 胞体 の 明 化 し 中 に 微細 粒 状 物 を 入れ る 
化 肝 細 胞 の 出現 迄 種々 の 変性 像 を 呈す る . そし て 時 た に は 
血 の 海 に 混 じ て 硝子 様 物 の 存在 も 認め られ る . 輝 等 疲 計 
巣 を 総括 する と 好 酸 性 肝 細 胞 , 淡 明 化 肝 細 胞 の 出現 。 限 
局 性 性 巣 , 限局 性 出血 性 に 分 か た れ , を 
よる 変化 は 多少 あれ 対照 と 比較 し て 比 ぶ べき も の で は な 
い 点 等 か ら 各 種 壊 死 巣 の 出現 機転 と 共に 大 い に 和 興味 ある 座 
こと で ある . 之 等 の 所 見 を 総括 し 更に は 前 報 に 於 て の 億 計 
虫 包 蔵 卵 内 か ら の 液状 物質 の 流出 を 予想 し 得る 組織 学 的 四 
根拠 か ら の 液状 物質 と 大 腸 培養 と の の 反応 
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度 と し て の 血栓 形成 と 出血 壊死 , 貧血 性 壇 死 の 成因 に 関 
し 述べ て 見 た いと 思う . 血栓 形成 は Gerber の 記載 に も 
ある 如く 本 実験 に 於 て も 肝 静 脈 , 小葉 間 静 脈 , 中 心 静 
脈 , 類 洞 内 に わた り 種 々 様々 な 形態 を な し て 存在 し て い 
る . 形態 と し て は 導 状 に 血管 内 皮 に 附 着 する も の か ら , 

遊離 し て 2~3 = 円 形 乃至 椿 円 形 に 血管 腔 内 に 存在 する 
も の , 完全 に 血管 内 を 閉鎖 する 円 の も の 大き 
さも 種々 で ある . 大 体 に 於 て 之 等 血栓 は P.A.S. 染色 に 
て 赤 紫 に 染まり , アザ ン ・ マ リー に て 微か た に フ 
ィ ブ リン が 認め られ る フィ デブ リン 血栓 乃 企 は 硝子 様 血栓 
で ある . 之 等 血栓 が 壊死 部 の 直ぐ 周辺 に 存在 する 場合 , 

壊死 巣 内 血管 腕 に 存在 する 場合 , 比較 的 孤立 し て 各 静 脈 
内 に 存在 する 場合 が あり 之 を 詳細 に 組織 学 的 に 検討 し て 
見 る に 壊死 巣 内 に 血栓 形成 を 見 る 場合 は 殆ど の 場合 

血性 壊死 で あり , 出血 性 の 場合 に は 先 づ 出血 の 
血管 和 内 に は 血栓 形成 は 認め られ な い . この 事実 か ら 推察 
する と , Sh 濾液 注射 に ょ り 基 起 さ れ た Sh 型 反 応 は Sh 
濾液 自身 に ょ る 肝 細 胞 の 変化 及び 血栓 形成 の 成因 に 最も 
適 せ る 条件 を も つた 静脈 内 の 血栓 形成 を 以 て 始ま り そ れ 
等 静脈 性 血栓 形成 に ょ り に 血行 ょ る 肝 細 胞 
の 性 壊死 が 出現 し 更に 完全 血管 内 を 閉鎖 せる 血栓 
形成 に ょ る 血管 内 圧 の 充 進 及 びそ れ が 原因 と ょ る 出血 並 
びに 肝 細 胞 の 一 死 と 本 実験 に よる 組織 学 的 所 見 か ら 考 を 
られ る . 之 等 壊死 の 出現 た に際し Gerber は 多核 白血球 及 
び Macrophagen に よ ょ つて 一 死 巣 は 囲 続 され る と 述べ て 
いる が 著者 は 之 等 細胞 反応 は 坂 (1959) の 報告 と 同様 Sh 
反応 後期 の 形態 像 で あり Sh 現 祭 初期 に は 少な く と る も 最 
初 に 血栓 形成 , 出血 及び 壊死 が 始ま り , その 出血 機 点 に 対 
し て , Hartwell, M. J. Shear, の 
の 役割 は 考慮 に 入れ る 必要 が な い 様 に 考え られ , 反応 後 
期 に 於 て 限局 壊死 巣 分 界 部 に 分 界 炎 を 形成 する も の と 推 
察する . 之 等 の 所 見 は 先 に 全身 性 Sh 型 反 応 時 の 堅 の 皮 
質 壊 死 巣 に 就 い て 坂 (1959) が , 叉 , 肺 の 出血 性 病変 部 に 
就 い て 谷 唱 (1959) が 詳細 に 報告 し 著者 の 実験 成績 か ら ゃ も 
全く 一 致す べき 所 見 を 得 た . 叉 , 著者 は ホル マリ ン 液 に 
て 12 時 間 処 置 し た 仔 躍 包 蔵 卵 を 門 脈 内 ょ り 肝 に 注入 し 
24 時 間 後 大 腸 菌 濾液 を . 廿 静脈 より 注射 し た が 之 等 の 和 群 
で は 第 1 群 と 同様 壊死 巣 の 出現 と 単 球 結節 形成 を 見 た こ 
と ょ り じ て 交 等 仔 虫 卵 は 少な く と る も 短 時 間 の ホル マリ ン 
処置 で は 完全 に 死滅 し た 状態 に ある と は 云え ず 多 少 共 , 

卵 内 液状 物質 (抗原 様 物質 ) の 流出 を 予想 させ そし て それ 
が Sh 濾液 と の 問 に 壊死 反応 を 早 し た も の と し て 興味 あ 
る こと で ある . 対照 群 と し て の 第 2,3 群 で は 出血 , 壊死 , 


血栓 形成 は 認め あら れず 注入 各 虫 卵 周 辺 部 に 於 ける 偽 酸 球 
浸 澤 の み で あつ た . 仔 虫 卵 を 中 心 と せる 単 球 結節 に つい 
て は 前 報 に 詳細 に 報告 し た の で に 繰り 返し 述べ る こと 
は 避け る が 内, 仔 虫 卵 注 入 の 第 1 群 で の こぅ し た 前 述 の 
所 見 は 前 報 に 於 て 報告 し た 仔 虫 卵 内 液状 物質 (抗原 様 物 
質 ) の 流出 並び に 田中 (1959) の 報告 し た 抗原 性 の 固定 性 

と 云う 観点 より の 仔 虫 卵 の 不動 状態 と に ょ り 間 合 
を 感 作 し 同時 に 血 中 に 遊離 し た り 或 は 血管 壁 中 に 侵入 し 
た Sh 活性 因子 を も 有する 液状 物質 に ょ り 準 備 状態 を 完 
了 し そし て Sh 濾液 と の 間 の 直接 反応 の 結果 と し て , 任 
虫 卵 周辺 結合 織 内 の 単 球 結節 の 早期 , 多量 出現 の 促進 と 
Sh 型 出血 反応 を 呈し た と 老 え られ る べき も の で あろ うぅ. 
こう し た 仔 卵 内 抗原 様 物質 は , 液 と ほ 同じ 
く ,。 一 つ に は 前 報 の 浜本 理論 の 純粋 な 管 外 性 抗原 抗体 戻 
応 と し て の 単 球 結節 形成 を 促進 する ッ ベ ルク リン 型 反 応 
を 時 する 物質 と な り , 一 つ に は Sh 活性 物質 と し て の 因 
子 を 有する と し て の 組織 形 的 な 所 見 を し た 
実 と し て アレ ルギー 性 炎 と の 関連 性 を 向 定 する こと は 出 
来 な いで あろ う . そう し て 又 , 浜本 (1958) 等 が 最近 へ そ 
リジン を 用 いて 純粋 な る 血管 内 性 抗原 抗体 反応 を 療 起 
し , 覧 , 腸 , 肝 , 大 脳 , 皮膚 等 の 病理 組織 学 的 な 検索 を 
詳細 に 行い その 発現 機 序 に 於 ける 類似 性 を 確認 し 之 が 金 
身 性 Sh 型 反応 の それ に 酷似 し て いる と 述べ て お り そ れ 
ぞ れ の 所 見 は 著者 の 所 見 と の 関連 性 に 於 て 最も 興味 の あ 
こと で ある 

1) 豚 単細胞 期 及び 煮沸 沸 騰 処 置 し た 完全 死 減 
仔 虫 卵 及び 鶴 動 仔 虫 包 蔵 卵 を 門 脈 内 ょ り 肝 内 に 注入 し , 
24 時 間 後 耳 静脈 より 夫々 大 腸 菌 培養 液 を 注射 し , 軍 検 
後 , 肝 の 肉眼 的 並び に 組織 学 的 検索 を 行 つ た . 

2) 単細胞 期 卵 群 , 完全 死滅 仔 虫 卵 群 に 於 いて は 肉眼 
的 に は 何等 閉 変 を 認め な か つた . 

3) 虫 包 蔵 卵 群 に て は 肉眼 的 に 灰 状 を 
る 部 と 点 在 性 の 出血 点 を 認め た . 

4) 組織 学 的 検索 に 於 て は 単細胞 期 卵 群 , 完全 死滅 仔 
躍 卵 群 に 於 て は 虫 卵 周辺 の 中 等 度 の 備 酸 球 と 軽度 の 単 
球 , 組織 球 の 浸潤 の み で 肝 細 胞 変 性 は 殆 ん ど 認 め ら れ な 
い , 
5) 仔 包 蔵 卵 群 で は 諸 に 出血 性 , 血 性 
死 , 静脈 内 血栓 形成 を 認め た . 

6) 巣 に は 種々 あぁ つて, 明 化 肝 細 胞 , 好 酸 性 
細胞 の 出現 を 認め る 所 や , 毛細 管 諸 所 に 於 て 
し 出血 し それ が 為 肝 細 胞 の を 来 し た 所 や 性 
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も 認め る . 

7) それ 等 の 成因 は 血栓 形成 と より その 肝 
細胞 の 性 壊死 と その 中 側 の 血管 内 圧 の 進 と 
にょ よる 出血 性 壊死 と た 分 けら れる . 

8) 肝 に 於 ける 細胞 の 種類 並び に 血管 障 多 
を 比較 検討 し 等 仔 虫 卵 状 と Sh 液 と の 間 に 
起 さ れ た と 考え られ る 反応 の 病態 機構 を 浜本 理論 の 基礎 
の 上 に 立つ て 解明 を 加え た . 

9) その 結果 , 仔 事 卵 内 液状 物質 は ー つ に は 単 球 結節 
形成 を 促す 管 外 性 抗原 抗体 反応 を 起す 抗原 と し て 叉 , 他 
方 Sh 型 出血 反 応 を 量 す る Sh 活性 因子 を 有する 物質 
を 含有 する と 考え られ る . 


稿 を 終わ る に 当り , 終始 御 指導 並び に 御 校閲 
教授 に 衣 より 感謝 致し ます . 

本 論 交 の 要 紀 は 昭和 34 年 第 28 回 , 日 本 寄生 躍 学会 総 
会 に 於 いて 発表 し た . 
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Macroscopic changes in the liver of the group in which was injected ascaris larval stage 
egg were multiple haemorrhage forming numerous petechial spots and necroses. 


Microscopically, many capillar bleedings, venous thrombi and focal necroses were observed 


in the liver. 


The necrosis of the liver cells involved to be haemorrhagic and anemic. And these varied 


in size from small foci in the center or the middle portion of the lobule, to large areas involving 


entire lobule. 


The necrotic areas were not surrounded by polynuclear leukocytes. The thrombi were 
observed chiefly in the central and occasionally in the sinusoids in the vicinity of the central vein. 
Appearance of mononuclear cell nodes was promoted by the active principles of the Shwart- 


zman Phenomenon. Conseqently, these histological changes of the liver are similar to those of geni- 
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An experiment was made on the effect of active principles of the Shwartzman Phenomenon 


ftrates of B. coli at twenty-four hours interval was made in rabbits after the injection of ascaris 


ralized Shwartzman reaction and intravascular antigen-antibody one. 
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言 
各種 寄生 虫 の 卵子 と ょ つて 肝臓 に 発生 する 病変 は 主 と 
し て 肝 の 吸虫 類 , 就 中 日 本 住 血 吸虫 卵 の 門 脈 枝 内 栓 熱 等 
に よ ょ る も の で 遇 虫 卵 に ょ よ つ て 病変 を 生ずる こと は 甚だ 稀 
の 様 で ある . と 同時 に 肝臓 に 虫 卵 性 結節 を 招来 する の も 
肝 の 吸虫 類 特 に 門 脈 系 統 に 母 虫 の 寄生 する 日 本 住 血 吸 
, 又 胆管 に する 二 等 で 鳥類 で は 鳥 住 血 
吸虫 卵 等 も ある が 人 で は その 他 の も の に は 殆 ん ど 認 め ら 
れず 僅か に 遇 虫 卵 に 於 て 発見 され る も の で ある . 日 本 住 
血 吸 卵 の 肝臓 内 門 脈 枝 に 栓 る の は 毎 に し て 
基 因 する 病変 中 主要 な の は 貝 卵 性 肝硬変 , 結節 形成 等 で 
ある . 勿論 急性 期 た に 於 ける 激烈 な 臨床 症状 は 虫 体 の 感染 
後 4~5 週間 目 頃 より 現われ 種々 な る 血液 並び に 造血 臓 
器 の 変化 を 伴う が 特に 肝臓 に 於 いて は 肝 細 胞 の 限局 性 震 
死 , が 認め られ る に 過ぎ な い . の 如き 特 
有 な 急性 症 を 数 回 繰り 返 え し た も の は 終 に は 特有 な 慢性 
症 を 招来 し て くる . 即ち 肝臓 は 卵子 及び 母 虫 に よる 特有 
な る 肝硬変 症 を 起 し 門 脈 率 統 に 災 血 を 起 し 終 に 腹水 を 来 
た し て 多 血 性 の 有 臓 肥大 が 起 る と され て いる . 組織 内 虫 
卵 こ に ょ る 変化 は 白血球 性 集団 に ょ つて 囲 続 せ られ , 之 に 
結 締 織 の 増生 を 伴う も の と 卵子 を 中 心 と し て 類 上 皮 細 胞 
の 分 裂 増殖 を 起 し 或 は 巨 態 細胞 等 を 伴 つ て 所 調 暴 物性 結 
節 を 作る も の と が あり 此 両 者 の 変化 は 互 に 相 移 行 し 決し 
て 視 然 た る 区 別 が ある も の で は な いと し 又 , 其 上 卵子 が 
一 局所 た に 止 つて いる 時 期 の 長短 に と にょ つて る も 相違 が ある . 
それ に 加え て 卵子 の 幼 着 な る も の と 仔 上 躍 包 蔵 卵 と に と ょ つ 
て 生ずる 病変 に も 相違 が ある の で 組織 に 見 られ る 変化 は 
種々 様々 で ある . 肝臓 た に 於 ける 病変 も 慢性 期 に と 於 て は 主 
と し て 卵 性 肉芽 性 で の 表面 は で や ゝ 
く て 所 調 寄 生 虫 性 肝硬変 の 病 像 を 量 し , Laennec 氏 の 肝 
硬 変 は 梅 分 に 類似 し て いて 貝 卵 結節 を 中 心 と 
し て リ に 増殖 し に も 増殖 肥厚 が あ 
る . そし て , 実質 細胞 の 及び 円 形 細胞 を 来 た 
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す と 芸 わ れ て いる . 
この 様 な 病変 は 過去 数 多く の 研究 者 達 に ょ っ て 報告 さ 
れ た 日 本 住 血 吸 虫 症 に 関す る 研究 に 於 て の 肝臓 病変 の あ 
ら ま し で ある . 基く の 如き 変化 は 肝臓 に 迷 入 する こと の 
少 い で は 差 程 の 重 変化 は あげ られ て いな い 
も 程度 の 差 は あれ 大 体 同様 変化 を 示す こと が 桂 田 (1903) 
(1904), (1905), 三宅 (1924), 1934), 柿 
崎 (1952) , 黒岩 (1952) 等 に た に よ つて 報告 され て いる . 只 こ 
れ ら の 場 合 , 虫 卵 の 肝 内 侵入 経路 と し て の 高 姿 , 三宅 , 桂 
田 等 の 血行 説 , 変 楽 , 柿崎 等 の 胆道 説 更に は 洲 巴 行 説 が 
ある が それ ら の 侵入 経路 に ょ っ て 生起 する 病変 は 景 な つ 
て くる の は 当然 で あろ う . し か し 年 ら こ れ ら の 場合 で も 
虫 卵 を 中 心 と する 反応 その も の に は 大 同 小 異 で 必ず と 芸 
つて よい 程 , 虫 卵 結節 形成 更に は 結 締 織 増 生 が 生起 され 
る こと は 疑い の な い 所 で ある . 楽 (1934) は 等 結 
節 を 4 型 に 分 ち 可 成り 詳細 に 観察 報告 し て いる . 即ち , 
第 1 型 は 初期 病変 に 属す る も の で 胆管 の 1 側 に 限局 性 の 
小結 節 を 作り の み ょ り 成る 結節 で , 第 2 
型 は 結節 が 1 型 よ り 少 し く 大 で 中 心 部 は 類 上 皮 細 胞 乃 至 
は 幼 若 な る 結 締 繊細 胞 よ り 成 る . 第 3 型 は 第 2 型 ょ り 少 
し 旧 く 中 心 部 は 細胞 成分 た 有 芝 し く 結 締 織 線 維 , 陳 旧 性 結 
締 織 細 胞 核 , 少数 の 類 上 皮 細 胞 よ りな る . 第 4 型 は 中 心 
部 は を 形成 し を 内 線維 囲 続 し 中 に 受精 を 
見 る と し て いる . 等 の 所 見 は 入 の 2 例 の 症例 
に 於 ける 組織 学 的 所 見 で は ある が 非常 に 興味 ある 問題 と 
し て 受け 取ら れる . 勿論 この 場合 胆道 行 説 よ り 見 た 結節 
所 見 で は ある けれ ども それ は 融 も 角 更 に 経 日 的 な 追求 に 
よ ょ つて 結節 を 追求 する こ と が 可能 な ら ば 虫 卵 性 結節 の 運 
命 に 関し て 更に 大 な る 貢献 を な す も の と 信ずる . そこ で 
著者 は 前 々 報 に 於 て 報告 し た 如く 天野 の 二 系 性 免疫 論 の 
上 に 立脚 し た 浜本 理論 (1958) の 立場 に 立つ て 免状 家 更 肝 
臓 内 に 仔 包 蔵 を 注入 し た が , キス に よ つて 
し て 感 作 され た 間 結合 織 於 いて 仔 虫 内 より 
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出す る 抗原 様 物質 と の 間 と こと 反応 を 甚 起 し 単 球 結節 の 早 
期 , 多量 出現 及び 好 酸 陸 の 浸潤 する 像 を 認め , 之 を 単 球 
の 反応 を 主 と せる ツマ ベル クリ ン 型 反応 を 量 し た 比較 的 純 


灯 な 管 外 性 抗原 抗体 反応 と し て 報告 し た が 本 報 に 於 て は 


更に この 貝 卵 結節 が 如何 な る 過程 を 経る か を 検索 せん が 
為 , 免 商 群 , 非 免 次 群 の 肝臓 内 に それ ぞ れ 仔 躍 包 蔵 卵 , 
未 就 卵 を 注入 し て 経 日 的 に 肝 に 於 ける 虫 卵 結節 更に は 結 
締 織 増生 を 中 心 に 病理 組織 学 的 に 観察 し , 免疫 群 に 於 て 
アレ ルギー 性 の 組織 反応 に 類似 そる 組織 学 的 所 見 を 得 た 
の で 之 に 報告 する . 

実験 材料 及び 方 法 

1. 使用 動物 体重 約 2.5 kg の 成熟 赤色 眼 健康 雄性 
家 19 羽 . 

2. 使用 貞 虫 卵 イ ) 大 阪 市 立 属 殺 場 に 於 て 採取 し た 
生鮮 豚 顕 虫 の 子宮 ょ り 可 及 的 無菌 的 に 採取 し た 受精 単 細 
胞 期 を 蒸 を 加え た シャ ー レ に 入れ ,27°C に 
め 定 温 し た 卵 約 4 週間 培養 し た . 大 体 仔 包 
と な つた 後 2~3 週 放置 し 細菌 の 人 築 殖 を 防止 し た 後 , 顕 
微 鏡 下 で 仔 虫 が 卵殻 内 で 穴 動 する の を 確認 し て 後 , 実験 
に 供し た . 

) 生鮮 豚 の 子宮 ょ り 可 的 無 に 採取 し た 受 
: 精 単細胞 期 卵 . 

3. 使用 抗原 生鮮 豚 興 虫 の 子宮 ょ り 上 記 の 如き 方 法 
で 培養 し た 仔 事 包 蔵 卵 を 遠心 沈 濾し て 何 度 も 洗 浴 を 行 
い , 顕 徴 鏡 に て 大 腸 菌 の 存在 を 完全 に 否定 し 得る 状態 に 
洗 を 念 に 行 つ て 後 虫 の み を 集め , 予め 定量 し た 
少量 の 生理 的 食塩 水 を 加 % そ の 一 滴 を ピペット に て 吸引 
し スラ イド グラ ス に 滴下 し 顕微 で 卵 算定 す . そ 
し て 5 滴 分 を 赴 定 し その 1 滴 中 の 平均 を 出し lec 中 の 
卵 換 和 し た 後 , 生理 的 食塩 水 を 加え た 卵 を 予め 
し た 乳鉢 に て 約 3 時 間 す . 時 々 その 液 を 
鏡 で 調査 し ら 完全 に 卵殻 の され 卵 内 物 の 出 
する を 続け る . 完全 に し た 後 , 乳鉢 内 の 液 に 
一 定量 の 生理 的 食 上 塩水 を 加え , ホモ ゲ ナ イザ ー に て 約 5 
分 間 3 回 , 回 転 さ せ 均 一 化 を 図る . その 均一 化し た 液 を 
スピ ピッ タグ ラス に 定量 し ら 分 割 し 遠心 分 離 に て 
3,000 回 転 10 分 間 心 沈 する . スピ ッッ マグ ラス 最 
部 虫 の 残 み を 捨て 上 全 て を 液 と し て 使用 
(lec 中 和 5 万 の 仔 貝 包 蔵 内 物 を 含有 ) し た . 
0.5 導 の 割 に Carbol を 加え 水 宏 保存 し 用 に 臨ん で 使用 

4 実験 方 法 

イ ) 作製 し た 遇 虫 仔 貝 包 蔵 卵 テ ミキ ス を 生理 的 食塩 水 に 
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て 2 倍 に 稀釈 し 健康 家 束 1 羽 当 り 2 5 cc を 1 回 注射 量 
と し 週 3 回 計 10 回 耳 静 脈 よ り 注 射 し 最終 免疫 後 10 日 目 
に その 免疫 家 束 を 手術 固定 台 に 固定 し , 腹部 の 剃 毛 , 消 
毒 を 施行 し た 後 , 型 の 如く 正中 線 切 開 を 加え , 腹壁 皮 
筋肉 , 筋 , 腹膜 の 順に 加え , 上 腸 間 静脈 
を 填 出 させ , 前 々 報 に 於 て 報告 し た 予備 実験 で 適当 数 で 
ある と 判断 し た 一 定量 (10 cc) の 生理 的 食塩 水 内 た 培養 
仔 虫 包 蔵 卵 の 5 万 個 を 含む 様 に 調整 し た 液 を , その 部 の 
静脈 内 に 1.2 カテ ラン 針 注射 器 に て 緩徐 に 長 
時 間 を 費 し て 注入 し その 後 , 血管 を 結 茶 止血 を 行 つ た 後 
閉 腹 した. 

) 正常 家 群 に 予め 単細胞 期 5 万 個 を 含む 
様 に 調整 し た 生理 的 食塩 水 含 有 液 を 前 記 方 法 に て 開腹 手 
術 し , 上 腸 間 膜 静脈 を 志 出 させ て 後 , 注射 器 に て 注入 し 
その , 血管 を 結 止血 し 閉 腹 た . 

へ 経 日 的 観察 : 仔 包 蔵 注 入 , 単細胞 期 注入 
群 共 に , 注入 後 , 10 日, 15 日 , 1 ヵ月 , 2 ヵ月 , 3 ヵ月 
と 経 日 的 に 実験 家 融 を 撲殺 し 全身 諸 臓 器 , 特に 肝臓 を 肉 
的 に 詳細 に 観察 し て 後 , オル ト は ホル マリ ン 
し た . 

, 肝 の 標本 は 型 の パラ フィ ン と な し , 
へ マト キシ リン ・ エ オ ジン 染色, P.A.S. 染色 , アザ ン ・ 
マロ リー 染色 , Giter 染色 を 施し て 肝臓 に 於 ける 組織 学 
的 観察 を 行 つ た . 

実験 

包 蔵 ミキ ス 臓 内 仔 包 蔵 卵 注入 

a) 注入 後 24 時 間 に 於 ける 肝臓 の 肉眼 的 並び に 組織 
学 的 所 見 

イ ) 肝臓 の 肉眼 的 所 見 

肝臓 の 大 き さ 略 * 常 . 硬度 常 . 表面 の 色 は 赤褐色 . 表 
面 よ り 徴 細 白色 点 状 物 を 辛 う じ て 認 め 得 る . 割 面 は 赤 神 
色 . 圧 出血 量 や ゝ 偶 . 表面 より 観察 し 得 た 微細 白色 点 状 
物 は 割 面 に 於 て は 殆 ん ど 認 め 得 ず . 又 , 胆 癌 及び 胆管 に 
は 著 変 を 認め ず . 

ョ ) 肝臓 の 組織 学 的 観察 

肝 細 胞 は や ゝ 腫 彩 し 諸 所 に 胞体 が 非常 に 淡 明 化し た 肝 
細胞 ゃ , 胞体 の 好 酸 性 が 著 明 に 増加 し た 好 酸 性 細胞 が 認 
め ら れる . その 様 な 肝 細 胞 の 核 は 閉 明 に 腫 大 し た り 又 , 
非常 に 装 縮 状 と な つた 像 の 認め られ る も の 等 その 核 の 性 
状 も 種々 で あぁ る. 星 細 胞 は 一 般 に 腫 用 , 増生 し 類 洞 は 一 
に で 内 に 集 性 た 或 は 散在 性 た 単 球 が 
出現 し て いる . 仔 貝 卵 は どの 了 片 た に 於 て も 平均 し た 数 を 
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示し 小葉 間 血 管内 及び 類 洞 内 に 認め られ る . P.A.S. 染色 
で 内 仔 体 表 の 粒状 態 及び 仔 形態 が た に 観察 さ 
れる . HE. 染色 に 於 て は 仔 虫 卵 周 辺 殊 に 小葉 間 結合 繊 
内 に 著 明 な 単 球 を 主 と せ る 結節 の 多数 出現 する の が 認め 
られ る . この 単 球 結 節 は 任意 切片 中 に 虫 卵 を 中 心 た 或 は 
帳 卵 を 認め 得 な い 状 態 で 小葉 間 結合 織 内 に 多数 存在 し 仔 
貝 卵 を 中 心 と せる 場合 は 特に 仔 虫 卵 の 周囲 の 単 球 に 混 じ 
て 或 は 仔 虫 卵 の 卵 膜 た に 沿 つて 仔 虫 の 存在 た に 一 致し て 中 等 
度 の 好 酸 球 の 浸潤 が 認 み られ る . これ ら 好 酸 球 は 所 に よ 
つっ て は その 好 酸 性 題 粒 を 放出 し , それ が や ょ 線 状 に 排列 
を 承 し て いる 部 が 認め られ る . 之 等 所 見 は P.A.S. 染色 , 
ギ ム ザ 和 菜 色 標本 に 於 て も 可 成 り 明 瞭 に 認め られ る . 結節 
構成 細胞 は 仔 虫 卵 た 近く 単 球 の 著 明 な 浸潤 と 之 に 混在 し 
て 或 は や 外側 に 組織 そ の 他 混 じ て 外側 結合 
に 好 酸 球 の を 見 る . , 等 は ギ ム ザ 染色 標本 に 於 
て も 上 記 の 如き 細胞 に ょ り 結 節 を 形成 し て いる . 又 , 虫 
卵 周 団 に は 未だ 24 時 間 で は 好 銀 線維 及び 線維 細胞 の 増 
殖 は 未だ 見 られ な い . 

切片 上 の で も P.A.S. , HE. 染色 で 内 仔 
由 の 著 明 に 題 粒状 態 の 消失 し た も の で 極度 の 収縮 状態 に 
あつ て 殆 ん ど 仔 虫 形態 を 認め 得 な いも の 又 , 卵 膜 の 圧 巡 
され 変形 し た も の 或 は 同時 に た また ま 混 入 し て いた 仔 貝 
卵 以前 の 状態 の 卵 即ち も 未 就 卵 の 周囲 で は その 細胞 反応 形 
式 は 時 つて お り , 躍 卵 の 周囲 た は 単 球 結節 を 認め 得 ず , 
単に 中 等 度 の 備 酸 球 の 浸潤 が あり その 他 に 軽度 の 組織 球 
或 は 軽度 の 単 球 の 漫 澤 が ある の み で 好 酸 球 は 認め 得 な 
か つた . 叉 , ゲ リ ッ ツン 基 綱 は 一 般 に 増生 を 示し て いる . 
b) 注入 後 10~15 日 に 於 ける 肝臓 の 肉眼 的 並び に 組 
繊 学 的 所 見 . 

イ ) 肝臓 の 肉眼 的 所 見 ; 
肝臓 の 大 き さ 略 * 常 . 硬度 は 常 . 表面 の 色 は 赤褐色 . 
表面 より 微細 な 白色 点 状 物 が 辛うじて 散見 出来 る . 割 面 
は 赤褐色 で 圧 出血 量 や ゝ 多量 . 表面 より 観察 し 得 た 白色 
物 は 殆 ん ど 認 め 得 ず . , 胆管 に は 著 変 を 認 

め ず 

肝臓 の 組織 学 的 観察 

肝 細 胞 索 の 排列 は 比較 的 整 で , 肝 細 胞 は 部 分 的 に 胞体 
が 可 成 り 淡 明 化 し た 細胞 ゃ , 時 に 細胞 膜 の くず れ た 淡 明 
化 細胞 及び 全く 細胞 体 の くず れ た 多核 白血球 の 浸潤 を 伴 
う 小 壊死 巣 が 見 られ る . そし て の 部 に は 線維 の 
増生 が 強い . 之 等 の 壊死 は 切片 中 で は 比較 的 少な くそ の 
他 に は 時 に 肝 細 胞 が 著 明 に 装 縮 状 で 類 洞 が 閉 明 に 開 大 し 
て いる 部 が ある . その他 の 肝 細 胞 は 殆ど が 正常 で ある . 


(101 ) 


101 


細胞 核 は 大 体 に 於 て 常 で 時 に や ょ 濃縮 捧 の も の が 見 られ 
る . 叉 , 淡 明 化 細胞 で は 核 の 消失 し て いる もの る も 認め ら 
れる . 中 心 静脈 は 比較 的 拡大 し て 赤血球 を 充満 し , 小葉 
周辺 部 又 , 時 に は 小葉 全体 に わた つて 著 明 な 才 血 の 認め 
られ る 所 が ある . 類 洞 は 部 分 的 に 著 明 に 開 大 し て 蛋白 禁 
状 物 を 入れ る 所 や , 多 血 の 著 明 な 部 , 又は 正常 の 部 も 見 

られ る . 時 細胞 は 虫 卵 周 辺 で は 可 成 り 増生 し て いる 部 が 
ある が 虫 卵 の 認め られ な い 所 で も 可 成 り の 腫 大 が 認め ら 
れる . 又 , 類 洞 内 に は 軽度 に 単 球 及び 小 円 形 細胞 を 入れ 
る . 小葉 間 結 合繊 は 虫 卵 の 有無 に 拘ら ず 一 般 に 強い 増生 
を 示 し 胆管 増生 並び に 幼 若 結合 繊細 胞 の 増生 が 認め られ 
る . 時 に は 可 成 り 周 辺 部 に 向 つ て 増生 を 示 し 小葉 リ ; 周 
に 千 達する 線維 の 増生 が ある . その 様 な 線維 増生 の 部 で 
は 細胞 は な く 小 葉 間 血管 に は 充血 乃至 は 
を 見 る . 仔 虫 卵 は 類 洞 内 に 認め られ る も の 少数 に し て 振 
洞 は 拡張 し 時 に 仔 貝 形態 の 認め られ な い 卵 膜 の や > 不明 
有 腔 な 卵 を 見 る が それ ら で は 何等 の 細胞 浸潤 及び 線維 の 塔 
生 が 認め られ な い . 又 比 較 的 仔 虫 形態 の 明瞭 な 仔 虫 卵 で 
は 貝 卵 周囲 た 類 上 皮 細 胞 , 単 球 が 集 秩 的 に 認め られ その 
外側 に 線維 の 増生 の ある 部 が あり その 様 な 部 で は 肝 細 胞 
は 圧迫 壮 縮 状 で ある . 

一 方 小葉 間 静 脈 内 に 見 る 仔 虫 卵 は 卵 膜 内 の 仔 虫 構造 及 . 
び 卵 膜 は 明瞭 で 卵 膜 に 沿っ つて 類 上 友 細 胞 及 び 単 球 の 出現 . 
が み ら れ あたかも る それ が ラン グダグダ ハ ンス 氏 巨 細胞 を 思わ し 
め る 観 を 呈す る 所 見 が あり , 卵 の 周辺 に と は 未だ 可 成 り 大 - 
き な 単 球 結 節 が 残存 し て お り , それ ら は 中 心 部 の 卵 の 路 
膜 に 沿っ つて 類 上 上 友 細 胞 も し く は 単 球 が 密着 し 内 部 に は 未 
だ 中 心 部 は 細胞 成分 の み で その や ぇ ょ 周辺 に 類 上 皮 細 胞 , 
組織 陸 等 が あり 結節 内 部 に は あま り 線 維 の 増生 は な い が 
最 外層 で は 軽度 の 線維 増生 が あり 結節 を 取り 巻い て い 
る . 小葉 間 結 の 近く の 洞 内 に 存在 する 仔 構造 
の 明瞭 な 仔 虫 卵 の 近く に も 結合 織 の 増生 が 軽度 に あり 之 
が 小葉 間 結 合 織 の 方 へ 伸び て いる 像 も 見 られ る . 時 に 竹 
立 し て 類 洞 内 た 存在 する 仔 虫 卵 も 周辺 に 類 上 皮 細 胞 , 単 
球 , 組織 小 円 形 細胞 の あり その 外側 に 線維 の 
増生 が 見 られ る が それ ら 線 維 の 増生 は 差 程 強 力 で な く 結 
節 内 部 に は 入り 込ん で いな い . 一 方 全く 仔 虫 卵 周辺 部 に 
細胞 反応 の な いも の も 見 られ る . 叉 中 心 静 脈 に 近い 部 で 
中 心 が 壊 死に 陥 入り 中 心 に 近く 類 上 皮 細 胞 , 単 球 , 組織 
球 , 小 円 形 細胞 , 少数 の 好 酸 球 , より 成る 病変 部 が あり そ 
の 外側 に 強い 線維 増生 を 認 む . 中 に は 虫 卵 の 表面 及び 褒 
部 構造 が 均一 に 淡紅 染 さ れ 周 囲 と 類 上 皮 細 胞 , 単 球 , 紺 
て いる 部 も 認め あら れる. P.A.S. 色 で は 可 


| | 
量 
目 
| 
| 
後 
| 
も 
| 
| 
入 | 
表 ] 
状 
| 
- 肝 
性 
) 


102 


茂 り 染 色 性 は 不 規 則 で ある . アザ ン ・ マ ョ リー 染色 で は 
小葉 間 結 合 織 は 可 成 り の 増生 を 示す が 虫 卵 周囲 の 単 球 結 
節 内 に は 入ら ず , 外側 に 若い 線維 が 若干 取り 巻い て い 
る . 好 銀 線維 も 未だ 結節 内 に は 入り 込ん で いな い . 

c) 注入 後 1 ヵ月 に 於 ける 肝臓 の 肉眼 的 並び に 組織 学 
的 所 見 

イ ) 肝臓 の 肉眼 的 所 見 

肝臓 の 大 き さ , 度 共 に 常 , 表面 の 色 は 表面 
より 極め て 微細 な 色 点 状 物 が 辛うじて 少数 ら 
出来 る . 割 面 と 於 て は 赤褐色 で 表面 より の 点 状 物 は 全く 
認め られ な い . 圧 出 血 量 は 中 等 量 . 胆 可 , 胆管 に は 著 変 
を 認め な い . 

ョ ) 肝臓 の 組織 学 的 観察 

肝 細 胞 索 は 比較 的 で , 肝 細 胞 は 一 部 に 大 
小 不 同 , 更に は 淡 明 化 細 胞 も 認め られ る が 一 般 に 常 で , 
肝 細 胞 村 も 時 に 二 核 の も の や , 濃縮 状 の も の , 消失 し た 
も の 等 が 見 られ る が 一 般 的 に は 常 で ある . 星 細 胞 の 肥 
大 , 増生 は 殆ど な く 貝 卵 周 辺 部 と の み 認 め ら れる . 拓 
洞 は 肝 細 胞 の 注 濁 , 腫 肛 し た 部 で は 極め て 狭小 と な り 不 
と な つた 所 も ある . は 殆 ん ど 認め られ な い 所 
や , や ょ 強い 所 も ある . 中 心 静 脈 は 拡張 し 軽度 の 需 血 を 
見 る . 小 柴 間 結 合 織 は 一 般 に 増生 を 示し , 胆管 増生 を 見 
る . 仔 虫 卵 は 類 洞 並 びに 小葉 間 静 脈 内 に あぁ つて, 時 に は 
全然 血管 壁 の 存在 の 不明 の 所 も ある . そし て 特に 小 問 
静 に ある 卵 周囲 結合 織 た は 単 球 よ り 成 
る 単 球 結節 形成 が あり それ ら は 軽度 の 組織 球 , 類 上 皮 細 
胞 , 小 円 形 細胞 を 温 じ て いる . 之 等 の 単 球 結節 は 外側 に 
強い 線維 の 増生 を 示 し その 外側 線維 聞こ に 可 成 り の 好 酸 球 
が 浸 澤 し て いる . それ 故に 小葉 間 結 合 織 は 可 成 り 増 生 を 
示し て いる . 単 球 結節 形成 の 或 る も の は 中 心 に や ゝ ェ オ 
ジン に 淡紅 染 す る 恐らく 貝 卵 で あつ た と 考え られ る 球状 
物 質 が 存在 し , その 中 心 及 び や 、 ょ 周囲 で は 軽度 に 天 死 状 
で 周囲 と 行く に つれ 可 成 り の 新生 結合 織 が 見 られ る . 10 
日前 後 の も の に 比 し て 結節 外側 の 線維 増生 は 可 成 り 強 固 
で で ある . 小葉 間 脈 乃至 は 結合 に 存在 する 
卵 は 殆 ん ど 仔 虫 構造 を 認め 得 ず に 虫 卵 と 相当 し て そ オ ジ 
ジ に 均一 に 淡紅 染 し た も の や , 未だ 仔 貝 構造 は 極め て 明 
卵 も 同様 な る 仔 卵 も 認め られ る. 洞 内 に 
存在 すず * る 卵 も 周囲 と 好 酸 上 皮 細 胞 , 単 球 
認め られ その 外側 に 可 成 り の 線維 増生 が あり 周囲 の 肝 細 
胞 を 圧迫 し て いる . 叉 , 時 に 血管 内 と に ある 卵 と 考え られ 
る 物 質 が あ た か る も, 周辺 に 馬 跡 形 に 類 上 皮 細 胞 の 排列 し 
た ラン ゲハ ンス 氏 巨 細胞 の 如き 観 を 呈し て いる 像 も あ 
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る . 
中 心 部 に や 変形 せる を 認め その 周辺 に 多数 


の 好 酸 球 認め 更に その 外側 に 単 球 , 組織 の 


が あり 更に 最 外 側 に 輪状 に 結合 織 の 可 成 り の 強 固 な 増生 
と その 部 に 好 酸 球 浸 凛 の 認め られ る 所 も ある . アザ ン ・ 
マロ リー 染色 で は 結節 の 周辺 外側 部 より 結合 織 の 強固 な 
比較 的 綴 密 な 増生 が ある が 内 部 に は 殆ど な く 周 辺 部 ょ 

りや く ょ 伸び つ ヽ ある と 蓋 つ た 状態 で ある . P.A.S. 染色 で 
は 虫 卵 と 覚 し き 小 葉 間 静脈 中 に 存在 する 物 綿 は , 卵 の 内 
部 構造 は 消失 し , P.A.S. 強 陽性 物質 (微細 題 粒 状 に 均一 
に 染まる ) が あり その 内 部 に 類 上 皮 細 胞 の 浸入 が あり , あ 
た か も ラン ゲ グ ハ ン ス 氏 巨 細胞 様 と な つて いる . 好 銀 線維 
染色 で は 外側 に 微細 な 好 銀 線維 が 比較 的 級 密 に 存在 し て 
いる が 結節 内 部 に は 殆 ん ど 認 め あら れ な い . 

d) 注入 後 2 ヵ月 前 後に 於 ける 肝臓 の 肉眼 的 並び に 組 
的 所 見 

イ ) 肝臓 の 肉眼 的 所 見 
肝臓 の 大 き さ , 硬度 は 共に 常 , 表面 の 色 は 赤褐色 で 前 
記 群 で 認め られ た 微細 白色 点 状 物 は 本 実験 群 で は 全く 認 
め ら れ な い . 割 面 に と 於 て は 赤褐色 で 圧 出血 量 中 等 度 で 特 
に 著 変 を 認め な い . 胆 可 , 胆管 に も 著 変 を 認め ず . 

ョ ) 肝臓 の 組織 学 的 観察 ; 

肝 細 胞 索 の 排列 は 比較 的 整 . 肝 細 胞 は 一 般 的 に は 常 で 
ある が 所 々 濁 肛 為 に 類 が 狭小 と な り 殆 ん ど 不 明 
る 所 も ある . , 淡 明 化 細胞 も 少数 ら 認め られ 
る . 肝 細 胞 核 は 略 * 正 常 な る も や ょ ゝ 濃縮 状 の も の , 消失 
し て いる も の , 二 核 の も の も 時 に 認め られ る . 星 細 胞 は 
一 般 に 常 . 中 心 静脈 は 拡張 し 軽度 の 名 血 を 見 る . 類 渦 は 
所 に ょ より 多 血 の や ゝ 強い 所 や , あま り 強く な い 所 が あ 
る . 小 茶 間 結合 織 は 注入 後 1 ヵ月 半 で は や ょ 増生 を 示し 
て いる が 1 ヵ月 に 比べ れ ば 軽度 で ある . し か し 作ら 結合 
織 の 数 が 増加 し て いる . 注入 後 2 ヵ月 で は , 結合 織 の 部 
の 数 が 更に 増加 し その 結合 織 可 成 り で 強 で あ 
る . 虫 卵 結節 は 小葉 間 結 合 織 内 に 見 られ , 中 心 に は 躍 卵 
は 認め られ ず 主 と し て 単 球 , 類 上 友 細 胞 , 組織 球 が 見 ら 
れ 中 心 部 は 未だ 線維 の 増生 な く 結 節 全 体 と し て は 1 ヵ月 
半 で は 1 ヵ月 より 更に 小 と な り 外 側 に 可 成 り 強 固 な 結合 
織 が 取り 巻き その 部 に 軽度 の 好 酸 球 , 小 円 形 細胞 浸 澤 を 
認め る . 2 ヵ み 月 に と な る と 貝 卵 替 は ) は る か に 1 ヵ月 半 の 
も の より 少数 と な り , 結節 は 未だ 残存 し て は いる が 細胞 
数 は 貴 で 可 成 り の 線維 増生 を 示す . 細胞 は 中 心 部 に 単 
球 , それ に 混 じ て 類 上 皮 細 胞 , 組織 球 が あり 更に その 姓 
側 に 強い 線維 増生 が ある . 中 心 部 は 卵 膜 及び 仔 虫 構造 の 
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区 ん ど 不 明 瞳 な 小さ な 球状 物質 が あり , 細胞 問 に は 可 成 
り の 線維 増生 が ある . 中 心 部 が 加 酷 化し 類 上 皮 細 胞 が 並 
びそ の 外側 に 単 球 , 組織 球 と 云っ つた 結節 が あり そし て 結 
合 織 の 増生 が 幾重 に も 取り 巻き 極め て 強固 な 級 密 な 層 を 
成 し て いる . 虫 卵 が 認め られ ず に 極少 数 の 類 上 皮 細 胞 と 
線維 の 増生 が ある 所 も 見 られ る . 所 に よ ょ つて は 結節 を 作 
小 葉 静脈 内 に た ェ オ ジン に する 均一 物 が あり 
その 内 部 に 類 上 皮 細 胞 が 集合 し て いる 所 が あり その 血管 
周辺 部 に は 強固 な 結合 織 が 取り 囲み 増生 し て いる . 

そし て その 結合 織 内 に 好 酸 球 , 小 円 形 細胞 の 浸潤 が 見 
られ る . 虫 卵 は 明 腔 な 卵 膜 や 仔 虫 構造 を 有する も の は 1 
ヵ月 半 で も 殆ど な く 更 に 2 ヵ月 に 至る と 全く な く な り 
に ェ オジン に た 上 細 胞 の 馬 形 排列 を 
な す 物 暫 と し て 見 られ る か , 単に 均一 の テオ ジン 好 性 の 
球形 折 質 と し て で の み 存 在 し て いる . 時 に 結節 の 中 心 部 
が や ょ 一死 状 と な り 単 球 が 球形 に 集合 し て いる も の が あ 
り 中 心 部 に 僅か に 仔 虫 の 部 分 的 構造 を 認め 得る も の も あ 
る . 又 , 類 洞 内 と 細胞 梁 澤 な し に 丁度 単 球 結節 の 中 央 に 
あぁ つた と 同様 な 虫 卵 が 不明 剛 と な り 均 一 に と テオ ジン に 淡 
紅 染 し 中 に 類 上 皮 細 胞 を 思わ し め る 細胞 が 辺 縁 部 に 並ん 
だ ラン グ ダ ハ ンス 氏 巨 細胞 を 思わ し め る 細胞 が 見 られ , そ 
の 周囲 に 軽度 の 線維 増生 の ある も の る も 認め られ る . この 
様 な 類 洞 内 に 存在 する 場合 は 周囲 肝 細 胞 を 圧 排 し て い 
る . その 他 類 洞 内 た と 巨 核 球 を 見 る こと が ある . P.A.S. 染 
色 で は 結節 中 央 部 に P.A.S. 陽性 の 微細 呈 粒 状 物 質 が 見 
られ る . ア ザン ・ マ ロリ ー 比 色 で は 1 ヵ月 半 で は 結節 外側 
に 結合 織 の 強い 所 が 見 られ る が 更 と 2 ヵ月 に な る と 結合 
織 が 外側 に 強固 と に あつ て 内 部 に も 入り 込ん で いる も の や 
< だ 外側 の み で 内 部 に 入り 込ん で いな いも の 千種 々 で あ 
る . 好 銀 線維 染色 で は 好 銀 線維 が 所 々 少数 内 部 に 入 つ て 
いる 所 も 見 られ る . 

e) 注入 後 3 ヵ月 或 は それ 以上 に 於 ける 肝臓 の 肉眼 的 
並び に 組織 学 的 所 見 

イ ) 肝臓 の 肉眼 的 所 見 

肝臓 の 大 き さ , 硬度 共に 常 . 表面 は 平滑 で 赤褐色 . 割 
面 は 赤 栓 乱 で 圧 出 血 量 は 中 等 度 で 著 変 を 認め な い . 腸 
覇 , 胆管 に も 著 変 を 認め な い . 

=) 肝臓 の 組織 学 的 観 宗 

肝 細 胞 索 の 排列 は 比較 的 整 . 肝 細 胞 は 一 般 に 常 で ある 
が, 所々 為 に 類 洞 が 狭小 と な れる 所 が ある . 
細胞 校 は 二 核 の も の や , 消失 し た も の も ある が 一 般 に 常 
で ある . 中 心 静脈 及び 内 に は 軽度 の が 認め られ 
る . 星 細胞 は 一 般 に 常 で ある . 小葉 間 結 合繊 は や ょ 増生 
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する る も 2 ヵ月 に し 比 す れ ば 軽度 で ある . し か し 笑 ら 小葉 内 
の 結合 織 の 部 分 の 数 は 非常 に 多い . 虫 卵 と 覚 し き 物 質 の 
2 ヵ月 の も の ょ より 更に 少数 で ある . 洞 内 に 細胞 
澤 を 殆 ん ど 伴 わ ず に 僅か に 類 上 皮 細 胞 と テラ ング ハン ス 氏 
巨 細胞 と な れる 物 暫 が あり その 部 に 結合 織 の 増生 の な い 
も の も 見 られ る . 又 , 小葉 間 結 合 織 内 の 血管 周囲 部 か ら 
周囲 の 肝 細 胞 へ と 連続 し て 可 成 り 強 い 線 維 の 増生 の ある 
部 が ある . 又 , 結節 が 極め て 小さ く な り , 殆 ん ど 細 胞 漫 
潤 な く , 類 上 友 細 胞 と 巨 細胞 の み で その 小さ な 結節 が 中 
心 部 を 除い て 殆 ん ど 結 合 織 の み と 云 つた も の が 類 洞 周辺 
に 認め られ る 所 も ある . そし て 結節 た に 代 つて 線維 増生 が 
可 成 り 小 さい が 増加 し て いる . 上 明らか に 結節 と わか る る も 
の で も 非常 に 小さ くそ れ が 類 上 皮 細 胞 , 単 球 , 組織 球 ょ り 
成り 外側 に は 2 ヵ月 の も の より は る か に 強固 な 弘 密 な 結 
合 織 で 取り 巻 か れ て いる . し か し 中 心 は 未だ 線維 は 入り 

込ん で い ず 外 側 か ら 線 維 の 増生 が 行わ れ て いる 如く 思わ 
れる . 比較 的 大 き な 血 管内 に 集 多 し て 虫 卵 の 見 られ る 部 
で は 血管 蛋 は 可 成 り 強く 肥厚 し て いる が , 此 の 場合 で も 
虫 卵 形 態 は 不明 瞭 で 均一 に テオ ジン に 淡紅 染 し た 球状 物 
暫 が あり , これ ら 幾 つっ か の 球状 物質 を 取り 囲ん で 線維 の 
増生 が 内 腔 に 向 つ て 伸び て いる . 又 類 洞 内 に 矢 張 り 巨 細 
胞 化 し た 物質 が あり 周囲 と 僅か に 類 上 皮 細 胞 と 線維 の 増 
生 が あり 周囲 の 肝 細 胞 を 圧 排 し , 為 に 肝 細 胞 は 泥 濁し ゃ 
ょ 変形 し て いる . PP.A.S. 染色 で は 中 心 部 に P.A.S. 陽性 
物 質 が あり , 又 , 細く 網状 と な つて 外側 に 続い て いる 
P.A.S. 弱 陽 性 物 綿 が 見 られ る . 好 銀 線維 染色 で は 結節 外 
側 に 可 成 り 強 い 好 銀 線 維 が ある が 小さ い 和 作ら も 結節 内 部 
に は 入り 込ん で いな い 。 注入 後 4 ヵ月 で は 更に 3 ヵ月 よ 
り 結節 は 小さ く な り 外 側 よ り の 結合 織 が 多く な る . そし 
て 肝 細 胞 の 所 々 に 類 上 友 細 胞 か ら 成 る 小結 節 が 散見 され 
る が それ ら は いづ れる も 極め て 小さ く , 中 に は 線維 の 増生 
が 可 成 り 統 密 に 見 られ る も の や 比較 的 貴 な 線維 が 入り 込 
ん で いる 様 な 像 も る ある. 之 等 は 小 工 間 結合 織 及 びそ の 近 
接 せ る 肝 細 胞 中 に も 見 られ る . そし て 貝 卵 は まず 認め ら 
れ な い . 小結 節 の 数 は 比較 的 多数 で 小葉 間 結合 織 に 接し 
た 結節 の 部 で は 小葉 間 結 合 織 か ら 連 続 し て 線維 の 増生 が 
ある . 又 , 中 心 部 と テオ ジン に 淡紅 染 す る 物質 が あり そ 
の 部 に 類 上 皮 細 胞 , 好 酸 球 の 浸潤 が あり その すぐ 周囲 
幼 着 な 結合 織 が 取り 巻き 更に その 外側 に 変性 肝 細 胞 及 び 
単 球 , 組織 好 酸 球 の ある 部 が 見 られ る . その 
内 た に ある 肝 細 胞 は ェ テオ ジン に 均一 に 淡 染 し , 核 の 消失 し 
た も の や 濃縮 捧 に な つた も の が 見 られ る . アザ ン ・ マ ョ ド 
リー は 結合 織 は 比較 的 古く 強 で ある . 好 銀 線維 


| 
増生 
ン ・ 
固 な 
部 よ 
の 内 
均一 
) あ 
に 組 
で 前 
く 認 
で 特 
常 で 
不明 
られ 
消失 
胞 は 
が あ 
結合 | 
| で あ 
| 
: 細 胞 
に 単 
の || 
の 


104 


は 結節 が 小さ いけ れ ど も 猪 細胞 間 に は あま り 入 り 込 ん で 
いな い . 
その 他 類 洞 内 に 巨核 球 が 時 に 散見 され る . そし て 4 カ ヵ 


・ 月 で は 巨 細胞 は 認め られ な い . 


ID) 正常 家 肝 臓 内 単細胞 期 注入 

A) 注入 後 24 時 間 に 於 ける 肝臓 の 肉眼 的 並び に 組織 
学 的 所 見 

イ ) 肝臓 の 肉眼 的 所 見 

肝臓 の 形態 , 大 き さ , 硬度 は 常 , 表面 の 色 は 赤褐色 , 
左右 主 葉 , 副 葉 に 表面 より 極め て 微細 な 白色 点 状 物 が 辛 
ぅ じ て 認め 得る . 割 面 は 赤褐色. 圧 出 血 量 中 等 量 . 腸 
胆管 に 閉 変 を 認め な い . 

ョ ) 肝臓 の 組織 学 的 観察 

肝 細 胞 索 の 排列 は 整 . 肝 細 胞 は 一 部 に 軽度 の 脂肪 変性 
を 認め る の み で 一 般 に 常 . 細胞 核 ふ その 大 き さ は 一 定 で 
常 で ある . 中 心 静 脈 及び 類 洞 に 才 血 を 認め る . 量 細 胞 の 
腫 大 , 増生 は 認め られ な い . 小葉 間 静 脈 及び 類 洞 内 に は 
上 明らか に 卵殻 内 た 大き な 細胞 を 有する 単細胞 所 
々 に 見 られ る が 全く 栓 圭 的 と な つて いる 所 は な く 軽 度 の 
腔 が 開 存 し 血球 の 通過 が 認め あめ られ る. 此 の 様 な 虫 卵 を 中 
心 と し て 中 等 度 の 偽 酸 球 の 浸潤 並び に 周囲 結合 織 内 に 軽 
度 の 組織 球 , 単 球 の 浸潤 が 見 られ る . そし て 之 等 虫 卵 の 
数 は 比較 的 平均 し て いる . P.A.S. 染色 に 於 て は 肝 細 胞 は 
正常 の 像 を 示し , ギ ム ザ 染色 に 於 て も 偽 酸 球 , 単 球 , 組 
が 見 られ た . 

線維 細胞 の 増殖 は 認め られ な い . 

B) 注入 後 10~15 日 に 於 ける 肝臓 の 肉眼 的 並び に 組 
繊 学 的 所 見 

イ ) 肝臓 の 肉眼 的 所 見 

肝臓 の 形態 , 大 き さ , 硬度 は 常 , 表面 は 赤褐色 で 表面 
より 徴 細 な 白色 点 状 物 が 辛うじて 認め 得る . 割 面 は 赤 神 
色 , 圧 出血 量 中 等 量 , 胆 細 , 胆管 に 著 変 を 認め な い . 

ョ ) 肝臓 の 組織 学 的 観察 

肝 細 胞 索 は 整 . 肝 細 胞 は 軽度 の 脂肪 変性 が あぁ る が 一 般 
に 常 . 細胞 核 , 星 細胞 は 常 で 小葉 間 結 合 織 は 増生 は な 
い . 卵 は 小葉 間 静 脈 及び 類 に 見 られ , 存在 部 に 
相当 し て 比較 的 大 き な 肉 芽 腫 を 形成 し その 結節 は 全く 幼 
若 結 合 織 で 置き 換え られ 周辺 部 に 偽 酸 球 , 好 酸 球 , 組織 
球 , 単 昧 , 類 上 皮 細 胞 が ある . 又 , 中 心 部 に 巨 細胞 が あ 
り 周辺 に 線維 の 増生 を 見 る 所 も あり , 中 心 部 に 存在 する 
の 胞 の 可 成 り 明瞭 な も の も ある . 洞 内 の で 


. は 時 に 卵 膜 の 外側 に 沿っ て 類 上 度 細 胞 が ある の み で あま 


り 細 胞 反 応 の な いも の も 稀 に 見 られ る . 
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中 心 部 に 巨 細胞 が あり その 周囲 と 幼 若 結合 織 が あり そ を 
の 外側 に 更に 酸 球 と 組織 , 単 球 の が ある 
も ある し , 全く 幼 若 な 結合 織 の みか ら な る 円 形 の 結節 も 
ある . アザ ン ・ マ rr リー 染色 で は 線維 の みか ら な る 結 角 
と 虫 卵 周囲 た と のみ 線維 の 認め られ る 結節 も 認め られ る . 
好 銀 線維 染色 で は 好 銀 線維 が 結節 全体 に 入り 込ん で い 


る も の や , あま り 内 部 に 入り 込ん で いな いも の も ある が 


一 般 的 に 蓋 つっ て 比較 的 好 銀 線維 が 内 部 に 和 入 り 込 ん で い 

る . 注入 後 15 日 の も の で は 小葉 間 結合 繊 は 左 程 増 生 を 
示し て お ら ず 内 に 可 成 り 大 きい 虫 卵 結 節 を 認め る . それ 
ら は 組織 球 が 可 成 り 多 くそ の 他 , 単 球 , 少数 の 類 上 友 細 
胞 及 び 巨 細胞 が 見 られ , 周囲 と は 線維 の 増生 は 軽度 で あ 
る . 又 幼 若 な 結合 繊細 胞 の みか ら 成 る 結節 も ある . 別 の 
結節 で は 仙 酸 球 , 組織 球 , 類 上 上 友 細 胞 よ りな れる も の も 
あり それ ら 細 胞 は 比較 的 貴 で 物 巨 細胞 も 見 られ 線維 は 
比較 的 弱い が 内 部 に 造 入 り 込 ん で いる . 所 に ょ つて 小 
間 脈 内 に 存在 する 未熟 膜 た に 沿っ て 類 上 上 細 胞 
取り 囲ん で その 周囲 た 軽度 の , リン 球 の 
みみ で 結合 織 の 増生 の 殆ど な いも の を も 認め られ る が , 大 
体 た に 於 て 免疫 家 融 の 10 日 前 後 の も の に 比べ 結節 は 小さ 
いし 細胞 成分 も 貴 で ある . 結節 は 全般 的 に 組織 球 及 び 億 
酸 球 の 核 が 多い . 中 心 た テオ ジン に る 円 
形 が あり その 部 に 接し て 酸 球 の が あり や 
死 状 で その 外側 に 上 細 胞 , 組織 球 が や あり そ 
の 周囲 に 多 血 の 強い 部 も 見 られ る . P.A.S. 染色 で は 結 
節 の 中 心 に P.A.S. 陽性 物 綿 が あり その 周囲 より 外側 
に 迄 P.A.S. 弱 陽 性 綱 状 物 質 が 認め られ る 所 も ある . ア 
ザン ・ マ セロ リー 染色 で は 結節 に 可 成 り の 線維 増生 が あり , 
結節 全体 が 結合 織 で 置き 代 つ て いる も の を も あ る. 

好 銀 線維 染色 で は 微細 な 好 銀 線維 が 結節 全体 に 入り 込 
ん で いる . 又 , 強力 な 線維 の 入り 込ん で いる も の る ゃ 認め 
られ る . 

C) 注入 後 1 ヵ 月 に 於 ける 肝臓 の 肉眼 的 並び に 組織 学 
的 所 見 

イ ) 肝臓 の 肉眼 的 所 見 

肝臓 の 形態 , 大 き さ , 度 共に 常 . 表面 は 平滑 で 赤 補 
色 . 表面 より 微細 な 百 色 点 状 物 が 少数 辛うじて 認め られ 
る . 割 面 は 赤褐色 で 圧 出 血 量 中 等 量 . 表面 より 認め られ 
た 百 色 点 状 物 は 割 面 に と 於 て は 認め られ な い . 又 , 胆 埋 
胆管 に は 著 変 を 認め ず . 

ョ ) 肝臓 の 組織 学 的 観察 

肝 細 胞 索 の 排列 は 比較 的 整 . 肝 細 胞 は や ょ 腫 し 
強い 所 で は 為 に 類 洞 は 多 小 と な つて いる . 肝 細 胞 核 は ご 
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核 の も の 多く 部 分 的 に 濃縮 状 の 核 の 多い 所 も ある . 中 心 
静脈 及び 類 は 軽度 の 認め る . 小葉 間 結 の 増 
生 は な い が 一 般 に 小葉 内 た 多く の 結合 織 が 認め られ それ 
ら は 比較 的 小さ い が 線 維 は 強固 で 級 密 で ある . 虫 卵 は 数 
が 少く な り 結 節 自 体 も 15 日 前 後 の も の に 比 す れ ば 円 形 
の も の は 殆ど な く や ょ 細長 く 横 に 伸び て いる も の が 多 
い , 小葉 間 結 合 織 内 に 存在 する 卵 で 周囲 と 線維 の 
級 密 な 増生 が ある が それ 程 層 は 了 曹 く な い . 又 血 管内 殊 に 
類 洞 内 存在 する で は 内 部 の 胞 は 明瞭 で あ 
る が 卵 膜 は 不明 瞭 で 卵 膜 の あつ た と 思わ れる 部 に 沿っ つて 
単 細胞 は 類 上 細 胞 を 思わ し め る 細胞 が 辺 並び 
あたかも 巨 細胞 の 観 を 呈し て いる が その 部 で は 殆 ん ど 結 
合 織 の 増生 の な い 所 も ある . そし て 卵 内 の 駿 細 胞 も 消失 
し て 内 部 が ェ オ ジン に 均一 に 淡紅 染 し て 全く 巨 細胞 化し 
た 物 綿 も 見 られ る . 時 に は 虫 卵 周辺 に 未だ 備 酸味 , 小 円 
形 細胞 浸 澤 の 認め られ る も の が ある . 結節 は 殆 ん ど 形 成 
し て いな い が , 特に 形成 し て いる も の で も あま り 大 きく 
な く , 結合 織 は 増生 し て は いる が 15 日 前 後に 比べ や ゝ 
審 で 全般 的 に 小さ く 細 く な つて いる . 故に 全般 的 に 見 た 
感じ で は 虫 卵 が 少な く な り , 統 密 な 小さ い 結 合 織 の 部 分 
が 正常 小 葉 間 結 合 織 に 混 じ て 増加 し て いる 如き 所 見 を 旦 
し て いる . アザ ン ・ マ ロリー 染色 に 於 て も 正常 小葉 間 結 
合 織 に 混 じ て 胆管 及び 血管 の な い 結 合 織 が 小葉 間 に 表 見 
し うる . そし て 貝 卵 の 周辺 で は 強固 で は ある が 僅か の 線 
維 に ょ っ て 取り 巻 か れ て いる に すぎ な い 所 も ある , 好 銀 
線維 染色 に 於 て も 略 * 同様 の 所 見 が 見 られ た . 

D) 注入 後 2 ヵ 月 に 於 ける 肝臓 の 肉眼 的 並び に 組織 学 
的 所 見 

イ ) 肝臓 の 肉眼 的 所 見 

肝臓 の 形態 , 大 き さ , 硬度 共に 常 で , 表面 の 色 は 赤 褐 
色 , 平滑 で 前 記 群 に 於 て 見 られ た 微細 白色 点 状 物 は も は 
や 全く 認め られ な い , 和 割 面 は 赤褐色 で 圧 出 血 量 中 等 量 で 
特に 著 変 は 認め られ な い , び 管 に も 変 は 認め 
な しい. 

ョ ) 肝臓 の 組織 学 的 観察 

肝 細 胞 索 の 排列 は 一 部 た や ょ 解離 し た 部 も 見 られ る が 
に 常 , 肝 細 胞 は 軽度 腫 ある , , 細 胞 核 は 大 き 
さ 一 定 で 常 , 中 心 静 脈 , 類 洞 に は 鬱 血 が 認め られ な い , 
小葉 間 結 合 織 は 一 般 に は あま り 増 生 は な い が 所 に よ ょ つて 
は 小葉 間 結 合 織 が 増生 し て 周囲 有 時 細胞 内 へ 入り 込ん で い 
る 様 な 所 も 見 られ る , 叉 , 小 間 結合 織 の 近接 し た 類 洞 
に 接し て ラン ゲハ ンス 氏 巨 細胞 及び 類 上 皮 細 胞 と 少数 の 
結合 織 の 増生 せる 部 が ある が 結合 織 は 可 成 り 綴 密 で は あ 


105 


る が 層 は 了 曹 く な く 比 較 的 薄い , そし て 此 の 様 な 細胞 及び 
結合 織 か ら 成 る 結節 は 小さ く て 比較 的 多数 に 存在 する , 
そし て 虫 卵 は それ 自身 明瞭 な 形態 で 存在 する こと は 先ず 
殆ど な く , 巨 細胞 化す る か , も し く は 均一 硝 子 様 化し 
て いる , 時 に 前 記 結 合 織 が 肝 細 胞 内 に 連続 し て 軽度 の 線 
維 の 増生 が あり , その 部 の 肝 細 胞 は 変性 崩壊 し て いる . 
P.A.S. 染色 で は 正常 像 を 示し , ア ザン ・ マ ロロ リー 染色 で 
は 可 成 り 微細 な 級 密 な 線維 が 増生 し , 正常 小葉 間 結 合 織 
以外 に 可 成 り 多 数 に 認め られ る , 好 銀 線維 染色 で は 之 等 
結節 に 可 成 り 微細 な 好 銀 線維 が 入り 込ん で いる , 

E) 注入 後 3 ヵ月 に 於 ける 肝臓 の 肉眼 的 並び に 組織 学 
的 所 見 

イ ) 肝臓 の 肉眼 的 所 見 

肝臓 の 形態 , 大 き さ , 硬度 は 共に 常 , 表面 の 色 は 赤 褐 
色 で 平滑 , 割 面 に と 於 て は , 赤褐色 で 圧 出 血 量 中 等 量 . 胸 
及び 胆管 に は 変 を 認め すず. 

ョ ) 肝臓 の 組織 学 的 観察 

肝 細 胞 索 の 排列 は 一 部 に ゃ ょ 不 整 の 所 も ある が 一 般 に 
は 整 . 肝 細 胞 は ゃ 、 ょ 肛 に 類 が 狭小 と な り 
明瞭 の 所 も ある . 細胞 核 は 2 核 の も の も 相当 多い が 大 き 
さ は * 一 ある . 細胞 は 腫 大 増生 な く で ある . 
中 心 静 脈 及び 類 に は が 認め られ る. 小 間 結 合 
は 一 般 に は あま り 増 生 し て いな い が 時 に 可 成 り 増生 し て 
いる 部 が 認め られ る . 時 に 小葉 間 静脈 内 た に 巨 細胞 と その 
周囲 と 類 上 皮 細 胞 の 排列 し て いる 部 が 認め られ る . 結節 
は 2 ヵ月 に 比べ 大 き さ は 小さ い が 正 常 小葉 間 結合 織 以 外 
に 胞 管 , 血管 を 伴わ な い 結 合 織 の 部 分 が 可 成 り 多 く 認 め 
られ る が 結合 織 は 更に 統 密 と な り 細 小 と な つて いる . そ を 
し て 類 上 上 友 細 胞 と 結合 織 の 増生 が 可 成 り 紋 密 , 強固 で あ 
る 

それ 等 が 小葉 内 に 存在 する 場合 に は 周囲 肝 細 胞 は 圧 疾 
され 変性 に 陥 入 っ て いる . 又 , 小葉 間 結 合 織 に 近く に あ 
る 場合 に は 連続 し て 肝 小 葉 内 に 類 上 上 友 細 胞 及 び 線 維 の 増 
生 が 認め あら れる 所 も ある . 時 に は 何等 の 細胞 反応 な し に 
血管 内 た 巨 細胞 の み 存 在 す る 部 も 見 られ , 叉 , 組織 球 , 
類 上 上 度 細胞 か ら 成 る 可 成 り 大 きい 結節 も 稀 に 存在 し て い 
る が , その 場合 も 結合 織 増 生 は 強く 線維 は 内 部 に 造 入り 
込ん で いる . 虫 卵 は 2 ヵ月 に 比べ 更に 少な く , 存在 し て 
いて も 全く 虫 卵 と 区 別 の つけ られ る 物 は な い . 多く は 巨 
細胞 化し た も の と し て の み 認め られ る . P.A.S. 染色 で 
は 正常 像 を 示し , アザ ン ・ マ ョ リー 染色 で は 小葉 内 た に 可 
成り 結合 織 性 の 部 が 多い が 線維 は 級 密 で は ある が それ 程 
多量 で は な い . 好 銀 線維 染色 で は 結節 の 残存 し て いる 場 
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含 で は 可 成 り 微 細 な 好 銀 線維 が 内 部 に 迄 入 つ て いる が , 

巨 細 胞 の 存在 する 部 で は 周囲 た と 好 銀 線 維 が 取り 巻い て い 

る に 過ぎ な い . 小葉 内 の 結合 織 性 の 部 分 で は 勿論 よく 発 
達し て いる . 

: 総括 並び に 考 接 

1. 組織 学 的 観察 に 於 ける 虫 卵 結節 の 経 日 的 変化 た 就 
て 
之 は 免 次 家 束 及び 正常 家 束 に 於 ける 結節 形成 に 可 成 り 
の 差異 が 見 られ る の で 各々 に つい て 説明 し て 見 た い . 先 
づ 群 に 於 て 仔 包 卵 注入 後 24 時 間 に つ いて 
第 一 報 た に 於 て 詳し く 報 告 し た 所 で ある が , 正常 家 更 肝臓 
内 に 単細胞 期 選 を 注入 し た 場合 の 偽 酸 球 の 浸潤 及び 軽度 
の 組織 球 , 単 球 の 浸潤 と ょ る 貝 卵 結節 形成 に と 比 し て 細胞 
反応 形式 が つ て ぉ た に 多量 に し か る も 同時 間 内 に 正 
常 家 東和 群 と は 異な る 主として 単 球 よ りな る 単 球 結節 形成 
を 虫 卵 周 辺 結合 織 内 に 出現 する . この 事 は 第 1 報 に 報告 
し た 如く 取り る も 直さ ず 仔 虫 包 蔵 卵 内 ょ り 流 出す る 抗原 様 
液状 物質 に ょ る 管 外 性 抗原 抗体 反応 の 結果 生じ た 細胞 反 
雇 形 式 で あり , 比較 的 純粋 な タッ ベル クタ クリン 型 反 応 と し て 
解釈 し 得る も の で ある . この 結果 形成 され た 単 球 結 節 は 
24 時 間 で は 最も 多量 で 最も 大 き な 結 節 と し て 組織 学 的 
に 観察 出来 る . 只 24 時 間 で は 線維 細胞 は 全く 増殖 し て 
お ら ず 単 球 を 主 と せ る 細胞 の 集団 と し て 存在 する の み で 
ある . 之 が 注入 後 10 日 ~15 日 と な る と 未だ 仔 虫 卵 を 中 
心 と し た 小葉 間 結 合 織 内 の 単 球 結 節 は 大 き さ こ そ や ょ ヽ 小 
と は な る が 比較 的 多く 存在 し て お り そ の 部 で は 周辺 に 極 
め て 軽度 の 線維 の 増生 が 見 られ る の み で 結節 内 部 は 類 上 
度 細胞 の 発生 は 見 る けれ どる も 依然 単 球 を 主 と し た 細胞 成 
分 が 存在 し 細胞 間 に は 未だ 線維 の 増生 な く 周 囲 か ら 内 部 
に 向 つ て る 線維 は 伸び て いな い . 15 日 で は 結節 の 大 き 
さ は 殆 ん ど 10 日 の も の と は 変ら ず 可 成 り 多 く 存 在 し , 
結節 周囲 と や ゝ 線維 が 多く な つた と 云 5 程度 で ある . 更 
に 注入 後 1 ヵ月 経過 する と 笑 張 り 躍 卵 周辺 の 結合 織 内 に 
は 単 球 結節 が 数 は や ゝ 少な い 程 度 で は ある が 依 然 存在 し 
て いる . 只 そ れ ら 結節 は 中 心 に 近く 類 上 皮 細 胞 が 15 日 に 
紀 し 可 成 り 出 現し て いる 他 は 依然 単 球 を 主として お り , 
その 他 に リン ペペ 球 の 浸 澤 が 加わ つた 状態 で ある . 線維 は 
15 日 に 比 し 可 成 り 外 側 周 辺 に 増生 し , や ヽ 厚 く な つて お 
り そ の 部 に 好 酸 球 の 浸潤 を 認め る . 勿論 類 洞 内 に 存在 す 
る 貝 卵 周 辺 部 で も 同様 で 線維 の 増生 を 見 る . 線維 は し か 
し 余ら 結節 周辺 部 に 多く 増生 し 内 部 に は 殆ど な く 細 胞 
成分 の み で ある . 之 等 所 見 は 勿論 , 好 銀 線維 染色 , アザ 

ン ・ マ ョ リー 擬 色 標本 た に 於 て も 同様 で ある . 注入 後 1 ヵ 
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月 半 経 過 し て る も 貝 卵 周 辺 結合 織 内 の 単 球 結節 は 依然 と し 
て 見 られ る が 結節 全体 と し て 1 ヵ月 より 小型 と な り 数 は 
略 同 ある が 外側 に 可 成 り 強 な 線維 の 増生 が 加わ 
る . そし て その 部 に 好 酸 球 の 浸潤 を 認め る . 所 にょ つっ つて 
は 結節 を 作ら ず に 仔 躍 卵 周辺 た 強い 線維 の 増生 の ある 所 
も 見 られ る . そし て その 結合 織 内 に 好 酸 球 , 小 円 形 細胞 


を 見 る . 虫 卵 と 明 有 腔 に 識別 し うぅ る 数 は 極め て 少な く な る . 


結節 は 依然 と し て 中 心 部 は や ゝ 一 死 捧 と は な つて いる が 
単 球 を 主として お ぉ お り そ れ に 加え て 類 上 友 細 胞 が 多数 出現 
し て いる .。 ア ザン ・ マ ロリ ー 染 色 , 好 銀 線 維 染 色 で る も 結 
節 外 側 に 可 成 り 強 い 線 維 の 増生 が ある が 内 部 に は 殆ど 
入ら ず 所 々 に 極め て 軽度 に 少数 の 線維 が 入 つ て いる 所 も 
見 られ る 程度 で ある . 注入 後 2 ヵ 月 に な る と 貝 卵 却 は 1 
ヵ月 半 よ り 和美 か に 少数 と な る が 結節 は 未だ 残存 し て い 
る . し か し 細胞 成分 は 可 成 り 疎 と な り 線 維 増生 が 強く 見 
られ る . 結節 は 失 張 り 中 心 に 類 上 皮 細 胞 , 単 球 が あり そ 
の 他 軽 度 の 組織 球 で その 外側 に 1 ヵ月 半 よ ょ り 強 固 な 統 密 
な 線維 に ょ り 取り 巻 か れ て いる . 好 銀 線維 染色 , アザ 
ン ・ マ リー 染色 で は 線維 が 未だ 内 部 に 入 つ て いな いも 
の か ら 可 成り 外側 に 強固 な 綴 密 な 線維 が 増生 し 内 部 に 入 
り 込 むせ も の 迄 ある . 注入 後 3 ヵ月 で は 虫 卵 と 覚 し き 数 は 
美 か に 2 ヵ月 より 少数 と な る . 結節 は 更に 2 ヵ月 より 極 
め て 小 と な る が 依然 存在 し て いる . そし て 更に 外側 か ら 
内 部 に 向 つ て 輪状 に 線維 が 増生 し 内 部 に は 軽度 の 類 上 上 度 
細胞 , 単 球 の 結節 と な る . し か し 細胞 成分 の 残存 し て い 
る 部 で は 未だ 内 部 に 線維 は 入り 込ん で いな い 。 ア ザン ・ 
マ ョ リー 沙 色 , 好 銀 線維 染色 で は 外側 に は 厚い 結合 織 が 
増生 し て いる が 細胞 間 に は 入り 込ん で いな い 。 そし て 結 
節 と は 別に 小葉 内 に 胆管 , 血管 を 伴わ な い 結 合 織 性 の 部 
が 可 成 り 増加 し て くる が 範囲 は 小さ い . 注入 後 4 ヵ 月 に 
な る と 更に 結節 は 小 と な り 細 胞 数 も 疎 と な り 殆 ん ど 古 い 
弧 密 な 結合 織 で と り 囲 まれ る 様 に な る . その 他 小 葉 内 の 


・ 肝 細胞 の 所 々 に 類 上 皮 細 胞 か ら 成 る 小結 節 が あり 内 に 線 


維 ワ の 増生 の 認め られ る も の が 多数 見 られ る 様 に な る , 虐 
卵 は 認め られ な い . そし て 小 間 結合 織 へ 線維 が 伸び 連 
続 し て いる 所 る も ある. 叉 , この 様 な 小結 節 は 数 は 比較 的 
数 多く 見 られ る . アザ ン ・ マ ャ ロリー 菜 色 , 好 銀 線維 染色 
で は 結節 内 た 細胞 の ある も の で は 細胞 内 に の み 線 維 は ペ 
り 込 ん で い ず 外 側 に は 可 成 り の 線維 の 増生 が ある . 之 等 
免 商家 束 に 於 ける 結節 の 経 日 的 観察 を 合 する と , 日 交 
が 経過 する に つれ 結節 は 小 と な り 外 側 か ら 結 合 織 が 増生 
し て くる が 細胞 成分 の 残存 し て いる 部 で は 最後 造 線維 は 
入り 込ま な い . 次 に 正常 家 融和 群 で は 注入 後 24 時 間 で ば 


{ 


第 1 表 忠 卵 注入 に ょ る 肝 の 組織 学 的 所 見 


卵 と 細 胞 及 び 


類 上 皮 細 胞 胞 及 び 間 質 
形 =) の 大 合 の 
上 増 増 
数 成 球 球 球 球 球 生 現 現 度 数 性 縮 生 血 生 化 
3 ヵ月 一 一 一 エチ 一 一 士 一 
10 日 + 一 せ + + 
2 ヵ月 一 + 一 + + 


の 周囲 は 卵 落 し て 中 等 度 の 酸 球 の と 
周囲 結合 織 に 組織 単 球 が 認め られ, それ ら は 卵 
の 存在 部 に 一 致し て 必 発 せる 反応 型式 で ある . 注入 後 
10 日 ~15 日 前 後 で は 24 時 間 後に 出来 た 結節 部 に 一 致し 
て 大 き な 肉 芽 腫 を 形成 し て お ぉ お り そ の 結節 は 全て 幼 若 結合 
織 性 細胞 で 置き 代 つ て お り 周辺 部 に 偽 酸 球 , 好 酸 球 , 小 
円 形 細胞 浸潤 が 見 られ る も の や , 組織 球 , 類 上 友 細 胞 か 
ら 成 る 結節 も ある . アザ ン ・ マ ョ リー 染色 , 好 銀 線維 染 
色 で る も 結節 内 部 に た は 幼 若 な 線維 が ある . 

し か し 貝 卵 周辺 と の み 軽 度 の 線維 の 増生 し た も の る も 見 
られ る . 注入 後 1 ヵ月 で は 結節 は 15 日 の 頃 の 円 形 の も 
の は な く 細 長く , し か る も 結 合 織 は 強 固 で 弘 密 と な り そ れ 
ら は 小葉 内 に 多数 存在 し て いる . 又 一 方 未だ 認め られ る 
虫 卵 の 周囲 と 結合 織 の 増生 の ある も の も 見 られ る . 一 般 
的 に 云っ つて 結節 は 細胞 成分 な く 強 固 な 線維 の み で ある . 
注入 後 2 ヵ月 で は 更に 1 ヵ月 の 結節 より 小 と な り 結 合繊 
の み で 小葉 内 に 多数 見 られ る . アザ ン ・ マ ャ リー 楽 色 , 
好 銀 線維 染色 で も 細胞 成分 は 殆ど な く 線維 の み で あ 
る . 虫 卵 は 殆ど 見 られ な い . 注入 後 3 ヵ月 で は 2 ヵ月 
と 略 * 同様 の 腸管 , 血管 を 伴わ な い 結 合繊 の みか ら 成 る 
結節 が 小葉 内 た に 見 られ 更に 小 と な り 極 め て 線維 は 古く 級 
ある . 稀 に 残存 し て いる 卵 と 覚 し き 物 周囲 た 
線維 が 取り 巻い て 増生 し て いる 所 も 見 られ る . 

2) の 経 日 的 観察 
及び 正常 家 更 群 共 に 24 時 間 で は 卵 卵 内 構 
造 の 明瞭 な 虫 卵 が 小 間 静脈 , 類 渦 と 見 られ る が , 10 日 
で は 可 成 り 明 有 な も ゃ の や , 卵殻 の 不明 瞭 で 内 部 の 構造 の 
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認め られ な いも の 造 見 られ , 卵 膜 た 沿っ て 大 型 単 核 細胞 
や , 核 の 月 型 で 胞体 の 殆 ん ど 認 め あられ な い 細 胞 が 卵 膜 に 
沿っ て 着 も し く は 侵入 し それ が 馬 跡 形 も し く は 形 
に 排列 し , 慌 も ラン グ ゲハ ン ス 氏 巨 細胞 様 と な る が , その 
様 な も の で る 内 部 の 卵 構造 は 一 部 残っ つて いる も の が あ 

る . し か し 上 虫 卵 は 可 成 り 見 られ る . 注入 後 1 ヵ 月 に な る 
と 虫 卵 が 可 成 り 明 有 瞭 に 認め られ る も の や 全然 テオ ジン に 
均一 に 淡紅 し 内 部 構造 の 不明 な も の り , ラン グ 
ンス 氏 巨 細胞 様 , 異物 型 巨 細胞 様 と な つた 球状 物質 と し 
て 見 られ る も の も ある . 又 , 全然 結節 内 で 均一 に 硝子 化 
し た 球状 物 引 と し て ゃ も 認め られ る . 1 ヵ月 半 で は 虫 卵 と 
認め られ る も の は 極め て 少な く 殊 に 明瞭 な 卵 膜 及び 卵 内 
構造 を 有する も の は 殆ど な く , 殆 ん ど が 均一 に テオ ジ 
ン に 淡紅 染 し た 類 上 皮 細 胞 の 集合 し た 物質 や , 類 上 皮 細 
胞 の 集合 の な い 硝 子 化 し た 球状 物質 と し て 見 られ る の みみ 
で ある . 2 ヵ月 で は は な く 前 記 様 物 し 
て 見 られ る . 3 ヵ月 で は 躍 卵 と 覚 し きも の は な く 矢 張り 
巨 細胞 化し た も の の み 見 られ る . そし て 之 等 の 所 見 か ら 
し て 4 ヵ月 の 経過 の 後に 虫 卵 は 殆 ん ど 完 全 に 吸収 され た 
と 考え られ る . 

扱 て 従来 寄生 虫 卵 と ょ つて 肝臓 に 発生 する 病変 は 肝 の 
吸虫 類 , 就 中 , 日 本 住 面 吸虫 卵 と よる も の が 最も 著 明 な 
病変 と し て 報告 され て いる が 之 等 日 本 住 血 吸虫 症 に つい 
て は 実験 病理 学 的 , 病理 解 凛 学 的 , 血液 学 的 , 血 薄 学 的 
並び た 臨床 的 た も 古く より 詳し く 研 究 さ れ て きた . 現在 
で は その 予防 法 と 相 余っ て 殆ど その 研究 は 完 或 され つ 
ゝ ある 現況 で ある . それ ら に 功績 の ぁ つ た 人 達 に 。 杜 
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田 , 藤浪 , 清野 , 中 山 , 宮川 , 横川 , 田部 , 山 極 , 土屋 
その 他 数 多く の 人 達 が ある . そこ で 之 等 貴重 な 報告 を 総 
括 し て 述べ る 事 と したい . 殊 に 実験 的 に 日 本 住 血 吸 虫 症 
を 動物 に 発現 せしめ その 急性 期 び に 慢性 期 に 於 ける 症 
状 及 び 各 種 臓 器 に 於 ける 肝 の 病理 組織 学 的 所 見 は 著者 の 
実験 と 相 備 っ て 興味 ある 所 で ある . 即ち 西川 (1955) は 実 
験 的 に 動物 に 日 本 住 血 吸虫 を 感染 せしめ て その 急性 期 , 
慢性 期 に 於 ける 肝臓 の 病理 組織 学 的 所 見 を 詳細 に 報告 し 
て いる . それ は 感染 後 4~5 週 目 頃 の 急性 期 た に 於 ける 肝 
の 変化 は 肝 細 胞 の 限局 壊死 , 出血 , 肝 細 胞 の 油 濁 腫 服 等 
が 主 な 所 見 で 之 等 病変 を アレ ルギー の 介在 の 下 に 生起 さ 
れる 肝 病 変 で ある と し て いる . 勿論 其 の 発症 の 原因 は 貝 
体 の 産出 する 新陳代謝 産物 に 原因 する 事 が 最大 で は ある 
が 一 面 に は 貝 体 自 体 及 び 其 の 産出 する 貝 卵 の 機械 的 刺 幸 
に も 原因 する 事 は 勿論 で ある .。 そし て その 後 腸 壁 に 産婦 
され た 虫 卵 の 一 部 は 血 流 に ょ り 肝 臓 に 送ら れ 介 在 し , 為 
に 肝 自 体 は 肥大 を 来 し て くる . そし て この 様 な 急性 症 を 
繰り 返 え し た も の は 遂に は 特有 な 慢性 症 を 招来 し 肝硬変 
症 を 起す . 即ち 肝 は 虫 卵 性 肉芽 性 炎 を 起 し 間 四 は 肥厚 し 
実 圧迫 させ 所 生 性 肝 の 像 を て お 
り 躍 卵 結節 を 中 心 と し て グリ ッ ツン 氏 軸 は 著 明 に 増殖 し 肝 
小葉 に 及ぶ . その 他 母 虫 の 介在 及び 排出 する 物 暫 に より 
実質 細胞 の 一 死 , 円 形 細胞 の 浸潤 が 来る . 特に 仔 虫 包 蔵 
卵 の 周囲 に は 好 酸 性 の 放射 物質 が 見 られ る 事 か ら 之 は 虫 
卵 の 排出 し た 物 綿 で あろ うぅ う と 云わ れ て いる . 之 等 は 第 1 
報 に 報告 し た 如く 仔 虫 包 蔵 卵 及び 未 烹 卵 の 肝臓 内 注入 に 
より 虫 卵 を 中 心 と せる 細胞 反応 の 異な る 結果 を 得 て 確認 
し 得 た の で 日 本 住 血 吸 虫 卵 に よ つ て も 其 く の 如き 所 見 を 
得 ら れる 事 は 容易 に 想像 し う る . 叉 , 虫 卵 は 死滅 する と 
内 容 が 不明 有 瞭 と な り 細 胞 並 びに 構造 は 腰 有 と な り 終 に は 
全然 出 壊 し て 卵子 の 内 容 は 微細 題 粒状 物 で 充 た され て 終 
う 。 そ し て の 様 な 内 容 の に 伴 つ て 卵殻 は 破壊 
され その 間際 か ら 遊 走 細 胞 が 侵入 し 時 に 巨 細胞 と 思わ れ 
る も の を 見 , 遂に 結 締 細胞 , 球 , プラ スマ 細胞 
, を 見 る . そし て 最後 に 石灰 化 を 来たす と し , 組織 基 物 の 
変化 は 虫 卵 は 白血球 集団 に ょ っ て 囲 続 され 之 に 結合 織 の 
増生 を 伴う も の と , 虫 卵 を 中 心 と し て 類 上 上 友 細 胞 の 分 列 
増殖 を 起 し 或 は 巨 熊 細 胞 を 伴 つ て 所 調 景 物性 結節 を 作る 
と し て い * る . そし て 虫 卵 の 性 状 に ょ つて 病変 に 差異 が あ 
り そ の 変化 は 仔 虫 包 蔵 卵 に 於 て 最も 強い と 総括 し て いる 
(宮川 の 臨床 人 体 虫 病 学 より ). 

この 他 に 肝 に 性 結節 を 作る も の に に る 
虫 , 門 脈 系 統 内 に 寄生 する マン ッ ン 住 血 吸 の 
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と ょ る 肝 の 結節 , 叉 , 肝臓 胆管 に する 肝 等 が 
ある . それ 等 は いづ れる も 貝 卵 性 肉 落 性 炎 を 生起 する 事 は 
疑い の な い 事 実 で ある が 大 体 日 本 住 血 吸 虫 に 類似 の 組織 
変化 を 来たす . 只 胆 管 に 梓 息 する 場合 は 胆管 を 中 心 と し 
て , 門 脈 内 に 場合 は 血管 周辺 に 結合 織 の 増生 
する 事 は 論 を また な い 。 殊 に 第 形 二 日 虫 た に 於 ける 肝 の 変 
化 に 於 いて る も 山 極 , 桂 田 その 他 の 詳細 な 研究 に と ょ る と , 
この 場合 で も 病変 を 由来 する 主要 な 原因 は 虫 体 の 寄生 に 
ょ る 肝 管 の 充 それ に よる 胆汁 の 並び に 卵 ょ 
る 器械 的 作用 及び の 排出 する に り 起 せ られ 
主として 胆管 の 拡張 , 肥厚 と 結合 織 の 増生 及び 小 円 形 細 
胞 浸潤 が あり 之 が 小葉 内 に 樹 枝 状 に 放射 し 叉 管 腔 に 向 か 
つて る 肉芽 組織 が 疾 出 する . そし て 肝 実 質 細 胞 に ゃ 変 
性 , 壊死 を 来たす . その 後 も , 肝 実 細 胞 は 解離 
失 し 結合 織 で お きか え を られ 肝 は 硬く な り 和 寄生 貝 性 肝硬変 
を 来たす と され 前 記 の 日 本 住 箇 吸虫 症 の 場合 の 血管 を 中 
心 と せる 反応 に 対し , 腸管 を 中 心 と せる 反応 を 起 し た に 
過ぎ な い 所 見 を 報告 し て いる . この 様 な 変化 は 大 体 肝 に 
寄生 する 貝 卵 の 種類 を 問わ ず 大 体 共通 し た 所 見 で ある . 
上 つい て は 比較 的 肝 内 に 認め る こと は 稀 で 
は ある が 現在 田 (1903) , 片山 (1904) , (1905), 
三宅 (1924) , 次 楽 (1934) , 柿崎 (1952), 黒岩 (19527 等 に 
より 報告 され て いる . 即ち 桂 田 (1903) は 胆管 
に 一 条 の 遇 虫 を 発見 し 一 部 に 石灰 の 沈着 の ある 灰白色 結 
節 が 数 個 あ り 愉 も 護 護 腫 結節 の 観 を 呈し た と し , 組織 学 
的 観察 に て の 存在 を た . 高 (1905) 
様 肝臓 表面 に 指 頭 大 の 部 を 見 , 割 面 に 線維 組織 
の 星 を な し 愉 護 様 結節 を 1 個 認め 鏡 検 上 増殖 
せる 結合 織 ょ り 包 囲 さ れ た が あり , 内 に 蛋白 
被膜 を 失 え る 顕 虫 卵 を 認め , 円 形 細胞 浸潤 及び 新生 結合 
繊細 胞 が 集積 し 血管 及び 胆管 の 硝子 様 変 性 , 結合 織 の 
が ある と し て いる . Makai(1922) も 上 性 肝臓 
瘍 の 一 治験 例 を 述べ 肝 切 部 より 成虫 5 及 び 成 


子 を 認め て いる . Veit(1922) も 49 歳 の 女子 の 


に ょ り 肝 の 横断 面 に 多数 の 小 あり 肝 実 内 に 虫 と 
肝 内 腸 道 に 災 虫 卵 を 見 出し て いる . 之 等 の 人 々 は それ ぞ 
れ の 寄 生 個所 に ょ り そ の 侵入 経路 を 証拠 に 血管 並び に 雅 
世 道 説 , 胆道 説 を 上 げ て いる が , いづ れ に し て も 一元 的 
に 説明 出来 な い 様 で ある . 

その 他 三 宅 (1924) は 同様 肝 の 試験 切片 で 増殖 せる 結合 
り 包 囲 さ れ た 病 が あり 内 に 蛋白 被 膜 を 失 ぇ る 
貝 卵 を 見 , 虫 卵 の 周囲 と 小 円 形 細 胞 或 は 新生 結合 織 細 愛 
集積 し , 時 に 媒 物 巨 細胞 並び に 好 酸 球 の 浸潤 を 認め て い 
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る . 1934) も の 胆道 内 ょ うり 栓 起 
し 胆汁 の 及び 胆管 の 拡張 を 来たし , その 部 に 
卵 が 租 入 し 腰 瘍 及び 結節 形成 の 起 つ た 例 を 報告 し その 結 
節 形 成 を 4 型 に 分 け て いる . 即ち 1 型 は 初期 病変 に 属す 
る ゃ の で 胆管 の 一 側 に 限局 性 の 小結 節 を 作り 志 と し て 港 
包 球 の みよ り 成 る 結節 で , 第 2 型 は 結節 が 1 型 ょ り 少 し 
く 大 で 中 心 部 は 類 上 皮 細 胞 乃 至 は 幼 若 な る 結 締 織 細 胞 ょ 
り 成 る . 第 3 型 は 第 2 型 よ り 古 く 中 心 部 は 細胞 成分 た 芝 
し く 結 締 織 線 維 , 陳 旧 性 結 締 織 細 胞 核 , 少数 の 類 上 皮 細 
胞 よ りな る . 第 4 型 は 中 心 部 は 腰 瘍 を 形成 し 之 を 内 線維 
層 囲 瘍 中 に 受精 を 見 る と し て いる . 黒岩 (1952) 
は 48 歳 女 子 の 廊 検 例 で 肝 は 中 央 に 接 指 頭 大 の 緑 褐 色 の 
病巣 あり その 部 は 微細 題 粒 状 を 呈す と 述べ 組織 学 的 所 見 
で は グリ ツン は 限局 性 強く 増生 し 腸管 に 上皮 細胞 
の 増殖 , 壁 の 肥厚 リン パ 球 の を 見 , 結節 と れ 
た 部 は 中 央 に 凝固 壊死 巣 が あり 周辺 に た 主 と し て 類 上 皮 細 
胞 に 一 致す る 大 単 球 , 線維 芽 細 胞 , 暴 物 性 巨 細胞 より な 
る 淡 明 層 あ り そ の 周囲 た と 大 単 球 , リン パ 球 , 好 中 球 次 い 
で 最 外 層 の 結合 織 増 殖 著 し いと し て お り 病 巣 の 中 央 主 と 
し て 内 に 多く の が 認め られ た と 報告 し て 
いる . この 他 肝 臓 に 又は の 迷 入 し た 例 は 多く 
外国 で は Generisck, Vierordt, Schenthauer, Virchow, 

Wilheln, Fiielleborn, Motta, 我が国 で は 長尾 , 内 
田 , 東原 , 藤田 , 近藤 , 佐野 , 今村 , 加藤 , 藤浪 , 家 
田 , 平井 , 神保 , 福士 , 入江 等 で 膝 臓 で は Seyfarth, 

Bonnin, Sobrazis, 石川 , 室 谷 , 泉 , 長沢 等 が ある (次 楽 
論 父 より 引用 ). それ 等 も 略 * 同様 虫 卵 結節 を 認め て い 
る . , 佐藤 (1955) は 卵 を 注入 し 2 日 ~4 日 
後 で は 出血 , 浮腫 , 壊死 , 多核 自 血球 浸潤 を 認め 7 日 , 10 
日 で 結合 織 が 増生 の 度 を 増加 し 1 ヵ月 で 虫 卵 結 節 を 作 
る と 述べ て いる . 最近 柳井 (1959) は 各種 山 虫 卵 を 腹腔 内 
に 注入 し その 運命 に つい て 観察 し 投与 され た 上 虫 卵 は 腹 
受 内 で 被 色 され 虫 卵 結 節 を 形成 し 結局 は 虫 卵 は 変性 し 山 
壊 , 吸収 され て いく 様 に 見 られ る と 報告 し て いる . そこ 
で 着 者 は 実験 成績 を 之 等 症例 報告 の 組織 学 的 所 見 と 対比 
し 征 ら 考 接 し て 見 た い . 即ち 前 記 報 告 例 は 殆 ん と ど が 人 体 
解剖 例 又 は 試験 切片 で の 鏡 検 例 で あつ て 実験 的 に 注入 し 
た も の は 少な い が 先 に 第 1 報 で 報告 し た 如く 仔 躍 包 蔵 卵 
テキ ス 免 家 と 正常 家事 で の 卵 を 中 心 と せる 細胞 
応 は な る 事実 を 先ず 上 げた い . (1958) の 卵 に 
よる アル サス 現 祭 で 最も 抗原 性 の 強力 で ある と 確認 され 
た 仔 貝 包 蔵 卵 エ キス は 第 1 報 で 確認 し た 如く 天野 (1948) 

の 二 系 性 免状 論 の 基礎 の 上 に 立つ た 浜本 理論 (1958) か ら 
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組織 親和 性 抗原 抗体 反応 を 起す 抗原 と し て 主として 肝 に 
於 て は 間 合 織 感 作 し , 一 定 感 作 後 動 仔 包 
注入 に ょ り 卵 内 抗原 様 物 の 流出 に た ょ り と し て 間 
内 に 単 球 を と せ る ベル クリ ン 型 組織 反応 を 、 
る 事 を 述べ た が 同時 に 正常 家 束 内 た 単細胞 期 卵 注入 に 際 
し て は 主として 偽 酸 球 を 主体 と せる 媒 物 性 炎 を 生起 する 
に すぎ な い ._ こ の 事実 か ら 臨 床 例 及 び 最 終 の 組織 状態 の 
みよ りう り 推 例 及び 実験 的 に 未 免疫 動物 に 
注入 の み で は 判断 し 得 な い 反 応 形式 を 得 た と 確信 する . 

即ち 明らか に 免疫 家 正常 家 で は を 中 心 と せる 
細胞 反応 が 異な り 仔 包 蔵 キス 家 臓 内 仔 
包 蔵 卵 注入 群 で は 比較 的 純粋 な 抗原 抗体 反応 と し て の 単 
球 結節 早期 し か も 多量 に 出現 する . 換 えれ ば 
が 出発 点 で ある . 之 は 浜本 (1958) , 杉 姿 (1958) が 棟 鳥 住 
血 吸 虫 セ ルカ リア 再 感 染 の 際 の 単 球 反 応 を 量 す る 事実 を 
報告 し た も の と 全く 一 致し , 叉 ), この 際 出 現す る 好 酸 承 
の 態度 に つい て は 田部 (1958) , 神宝 (1958) にょ り 詳 し く 
報告 され て いる 所 で ある . 之 た 反し て 正常 家 束 で は 純粋 
な 媒 物 炎 と し て 出発 する . 之 た に 伴 な うぅ 詳細 な 組織 学 的 所 
見 は 第 1 報 (1959) に 述べ た の で 重 複 を 避け る 事 と する . 

そこ と で その 人 後 10 日, 15 日 , 1 ヵ月 , 2 ヵ月 , 3 ヵ月 , 4 
ヵ月 と 経 日 的 と それぞれ 家 群 , 正常 家 群 を 撲殺 
し 肝 の 組織 学 的 観察 を 行 つ た . この 結果 , 免 准 家 束 で の 
単 球 結 節 は 日 経過 と 共に 外側 ょ より 結 合 織 が 増生 
し , その 厚 さ を 増す と 共に 単 球 結 節 は 類 上 皮 細 胞 出 現 が 
豊富 と な り 単 球 の 数 を 減少 し 単 球 結 節 の 大 き さ を 縮 少 す 
る そ し て 4 ヵ月 に 至れ ば 単 球 結節 類 上 細 胞 
と 幼 若 結合 織 で お きか えら れる が 中 心 附 近 た は 未だ 単 球 
が 残存 し て お り 外 側 の 結合 織 の 厚 さ は いよ ょ よい ょ 増加 する 
が 結合 繊 自体 の 大 き さ は 左 程 大 きく な く 強 固 で 弘 密 と な 
つた 観 を 呈す る . し か し 笑 ら 早期 の も の で も 4 ヵ月 で も 
細胞 の 存在 する 限り は 結節 部 に は 線維 は 入り 込ま な い . 

と これ に 反し て 未熟 卵 注入 群 で は 時 物 性 炎 を 以 て 始ま り 
10 日 後 と に は すでに 貝 卵 周囲 の 湖 出 細胞 結節 は 幼 若 な 結 
合 織 細 胞 で 完全 に 置換 し て 湖 出 細胞 成分 は な く 最 外側 に 
酸 , 好 酸 リン 球 が 存在 する の み で ある . か 
る 所 見 は 感 作 さ れ た 間 質 結合 織 と 仔 虫 包 蔵 卵 注入 に よ ょ り 
卵 内 ょ り 流 出す る 抗原 様 液状 物質 と の 間 の 反応 が 仔 虫 卵 
が 完全 死滅 に 至る 持続 し 卵殻 内 物 消化 , 完全 吸収 
に 及 ん で 終息 する も の と 思わ れ , その 卵 内 液状 物質 の 流 
出 が 絶え ず 細 胞 反 応 を 惹起 し , 為 に 結合 織 の 増生 は 細胞 
内 に 及ば な い が , 液状 物質 の 減少 と 共に 外側 ょ り 細 胞 反 
応 は 減少 し 結合 織 の 増生 を 見 る と 考察 し 得る . 一 方 , 未熟 
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な 卵 で は 卵 内 液状 物質 は な いか , 少く と る も 少量 で ある の 
が その 卵殻 の 厚 さ 及び 有 果 細 胞 の 未 分 化 状態 及び 静止 状態 
更に 附 堕 する 細胞 反応 形式 か ら 推 定 し 得る の で , 基 出 細 
胞 の 減少 と 共に 幼 若 結 合繊 の 増生 を 早期 に 見 る と 解釈 し 
うる も の で あろ う . 勿論 この 間 , 日 本 住 血 吸 貝 症 並 びに 
貞 貝 卵 で の 次 楽 (1934) の 報告 で の 如く 結節 に 種々 の 型式 
の ある 事 は 成績 の 如く で ある . し か し 自ら 肝 瘍 を 作る 事 
は 皆無 で ある し, 4 ヵ月 で は 石灰 化 を 認め る 事 も な く 時 
に 家 で 未 卵 の 混入 に ょ る 出 細胞 反応 や , 
虫 卵 の 周囲 た と 早期 に 単 球 反 応 を 認め ず , むし ろ 正 常 家 東 
群 の 単細胞 期 卵 と 同様 の 幼 若 結合 織 で 囲 続 さ れる 様 に な 
る 事 は ある . し か し 之 等 は 仔 貝 卵 で も 変形 及び 変性 仔 貝 
卵 た 多い 事 か ら 恐 らく 注入 直前 又は 注入 直後 に 死滅 し た 
故に 媒 物 竹 炎 形式 か ら 早 期 の 結合 織 増 生 の 経過 を と つた 
も の と 解釈 し 得る . 叉 , 結合 織 の 増生 の 差異 は 前 記 の 如 
く で ある が な が, 共に 結合 織 の 増生 範囲 は むし ろ 日 数 の 経過 
に つれ 縮 少 し て 行く の が 特徴 で みあ る. し か し 自ら 結合 繊 
の 増生 の 範囲 は 縮 少 し て は いく が 結合 織 の 量 そ の も の は 
最初 の 幼 若 な も の に 代 つ て 日 数 と 共に 可 成 り 強 固 級 蜜 に 
な つて 行く の が 好 銀 線維 染色 , アザ ン ・ マ ピロ リー 染色 で 
で ある . 殊 に 正常 家 で は 早期 に 卵 周囲 に 幼 
な 結合 織 の 増生 を 見 る の で その 経過 は 明瞭 と な る . 之 等 
の 事 と 今一つ 重要 な 事 は 日 本 住 血 吸虫 , 算 形 一 日 虫 , 肝 
及 び 人 体 症 例 で の 肝 の 卵 迷 入 例 に 於 ける 所 調 生 
虫 性 肝硬変 の 形成 され な い 事 で ある . 共に 小 工 内 肝 細 胞 
内 に 結合 織 性 の 部 が 多数 存在 すれ どる も 決し て 肝硬変 の 像 
で は な いし 又 肝 表面 も 微細 題 粒状 で も な く , 注入 卵殻 も 
5 万 個 で 決し て 少量 と は 蓋 えき な い . 著者 の 実験 成績 か 
ら , これ ら の 点 を 考察 する と 日 本 住 血 吸虫 症 の 場合 で も 
前 記 の 如く 急性 期 を 数 回 繰り 返し て 後 , 遂に 慢性 症 を 缶 
来 す る と 報告 に ある が 雌性 銅 成虫 寄生 な らい ざ 知 ら ず 単 
に 虫 卵 の み を 1 回 比較 的 多量 に 注入 し た の み で は 反復 感 
染 の 恐れ が な いた め に 既存 虫 卵 の 結節 形成 及び 躍 卵 の 吸 
収 の み に 終 り , 遂に は 躍 卵 部 の み が 結 合 織 竹 の 部 に な る 
結果 と な つた と 考え られ る . つま り 肝 硬 変 症 を 来たす 謎 
因 と し て は と ょ る 脈 栓 ょ る か , さも な くば 
複 感染 は 雌性 成虫 の 肝 存在 こと ょ る 卵 持続 産出 
に よる か で な けれ ば な ら な い の で あろ うう. 1 回 注入 の み 
で は 免疫 家 有 仔 虫 包 蔵 卵 群 で は 早期 に 単 球 結 節 を 
形成 し , 政 内 の 液状 物質 に ょ る 内 部 の 持続 的 細胞 反応 に 
より 結節 外側 より 結合 織 の 増生 を 見 , その 縮 少 する と 共 
に 結合 織 は 強固 , 弘 蜜 に な る に 過ぎ ず , 正常 家 東 肝臓 内 
単細胞 期 卵 注入 群 で は 早期 の 異物 性 炎 像 か ら 比 較 的 典型 


(110) 


的 な 虫 卵 性 肉芽 を 形成 し その 結合 織 縮 少 級 
な る に 過ぎ ない. 

只 , 虫 卵 の 変性 過程 は 日 本 住 血 吸 虫 卵 及び 人 体 症例 で 
の 貞 虫 卵 の 変性 過程 を た どる . 即ち 注入 後 共 に 24 時 間 
で は 注入 前 と 同様 卵殻 , 婚 細胞 , 一 方 仔 虫 卵 膜 , 仔 下 牙 
熊 , 仔 虫 構造 は 殆 ん ど 保持 され る が 10 日 で は すでに 肉 
容 が 不鮮明 と な り 細胞 並び に 構造 は 腰 陣 と な り 15 日 で 
は 全 し て 卵 内 は 硝子 様 化し 均一 に テオ ジン に 
染 す る . 時 に 単細胞 期 は 卵殻 は 全然 認め られ ず 
核 だ けが 比較 的 明瞭 に 血管 内 に 存在 する 場合 が ある . 
般 に 躍 卵 は 日 数 の 経過 と 共に 内 容 は 全く 硝子 化し , 時 看 
微細 粒 の みた に な る . そし て 15 日 で は 不明 瞭 8 
な り 卵 内 で し か も 卵殻 に 丁度 沿っ て 形 或 は , 
時 に は 中 央 に 核 の 月 型 で 比較 的 ク ョ マチ ン の 逐 し い 丁 詳 
結核 結節 に 見 られ る 類 上 皮 細 胞 と 全く 類似 の 細胞 及び 和 蛋 
も 内 皮 細 胞 の 如き や ゝ 紡 形 細胞 が 排列 し , ラン グ 
ス 氏 巨 細胞 或 は 巨 細 胞 と な る . この 事 は が 巨 
胞 化 する 事 を 示し て いる . 時 に 類 上 度 細 胞 に 混 じ て 比 輸 
的 大 型 の 単 核 細 胞 が 侵入 し て いる 事 が ある . は 全 ぐ 
液 単 球 と 類似 で 円 形 で 核 が 椿 円 形 或 は 堅 形 を し た 単 核 幼 
胞 で ある . 類 上 皮 細 胞 の 出現 は 実験 的 日 本 住 血 吸 貝 症 , 
貞 虫 症 に 於 て も その 貝 卵 結節 部 に 出現 する 事 は 新しい 事 
で は な い し か し その 発生 に 関し て は 比較 的 
味 あ る 問題 で ある . 即ち 結核 性 類 上 皮 細 胞 の 由来 に つき 
て は 多く の 研究 者 達 に より 追 され て 現在 究 が 続 
られ て いる が , Sabin, Doan, Forkner, 天野 , 平田 , 
田 に よ ょ る 単 球 由来 説 , Oppenheimer, Evans, Bowmanj 
Winternitz, 清野 , 赤 崎 の 組織 球 性 細胞 ょ り 転化 する き 
せる 説 . 単 一 な 細胞 ょ り 由 来 す る も の で な く 組 織 球 及 雇 
単 球 よ り 由 来 す る と 二 元 的 に 老 え て いる Aschoff, Pagek 
Henke, 奥田 , 寺 , 土田 , 武田 等 の 説 が ある (赤崎 
より 引用 ). 最近 赤崎 (1958) は 卵 及 びそ の 分 
よる 次 症 性 反応 の 細胞 学 的 並び に 組織 酵素 化学 的 研究 隊 
於 て 家 背部 皮下 結合 織 内 に 豚 卵 を 注入 し 経時 的 
観察 し 1 週間 経過 ずる と 単 球 及び 組織 球 ょ り 由 来 す る 禁 
上 度 細胞 が 出現 する と し 二 元 説 を 支持 し て いる . 武田 左 
びそ の 門下 (1954) は ア レル ギー 性 肉芽 腫 に 関す る 実験 靖 
理学 的 研究 に 於 て 種々 な る 物 綿 を 用 いて 結節 を 形成 
類 上 皮 細 胞 化 に 関し て 詳細 に 報告 し , 特に 寄生 虫 に 関 
て は で 家 束 を 充分 に 感 作 し た も の に 卵 を 換 
する と 1 週間 以内 に 多数 の 類 上 皮 細 胞 性 肉芽 腫 を 形成 書 
る が 正常 家 に 卵 を 投与 し て も 類 上 上 細 胞 が 出現 
な いと 述べ て 凡 虫 卵 性 類 上 皮 細 胞 の 発生 も 個体 の アレ 吉 
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免疫 家 兎 肝臓 内 仔 虫 包 蔵 卵 注 入 群 , 注入 後 10 
へ ~15 日 で 結節 の 大 き さ は 依然 と し て 大 きく 
単 核 細胞 に ょ り 囲 続き され 中 心 部 に 軽 鹿 の 類 上 
皮 細 胞 の 出現 を 見 , 線維 の 増生 は 未だ 認め ら 
れ な い . HE. 染色 , 200 倍 

同 群 , 注入 後 10 日 ~15 日 で は 好 銀 線維 は 結節 
内 部 に 殆 ん ど 入 ら ず 細胞 成分 の みた に た にょ つて 結 
節 は 占め あら れ て いる . 好 銀 線維 染色 , 200 倍 
同 衝 , 注入 後 2 ヵ月 に 至る も 結節 は 存在 し , 
大 きき さ は 大 分 小型 と な る が 未だ 細胞 成分 は 多 
い 。 中 心 部 は 硝子 様 化 し , 類 上 皮 細 胞 の 出現 
を 見 る . 猫 と の 頃 た に は 周囲 た 結合 織 の 増生 を 
見 る . H.E. 染色 , 200 倍 


; 


同 群 , 矢 張 り 注入 後 2 ヵ月 で , 中 心 部 に 硝子 
様 物質 及び 類 上 皮 細 胞 の 出現 を 見 , 周囲 に 可 
成り 豊富 な 結合 織 の 増生 し て いる 所 も ある . 
周囲 有 時 細胞 内 へ % 軽 鹿 線 維 は 伸び て いる . 
H.E. , 200 倍 

同 群 , 注入 後 3 ヵ月 で 中 心 部 の 細胞 反応 は 
依然 と し て 少数 で は ある が 存在 し , 周囲 結合 
織 の 増生 を 見 る . HE. 染色 , 200 倍 

同 群 , 注入 後 4 ヵ月 で は 結節 は 殆 ん ど 類 上 皮 
細胞 及び 結合 織 細 胞 の み ょ り 成り , 線維 は 紋 
蜜 強固 と な り 肝 小葉 間 結 合 織 へ 伸び て いる . 
H.E. 染色 , 200 倍 
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7 正常 家 兎 肝臓 内 単細胞 期 卵 注入 群 で は 虫 卵 を 
中 心 と し て 10 日 ~15 日 後に は 幼 結 合 織 
新生 し て いる . 比較 的 区 に 見 る 大 結節 . H.E. 
, 200 倍 
同 群 . 比較 的 稀 に 見 る 大 結節 中 の 好 銀 線維 は 
結節 内 部 に 可 成 り ょ く 入り 込ん で いる . 好 銀 
線維 染色 , 200 倍 
舞 群 . 中 心 部 は 硝子 様 化 し て は いる が 線維 は 
結節 内 部 に 強く 増生 し , 結節 は 益々 小 と な 
る 。HE..… 染色 , 200 倍 


同 群 . 注入 後 3 ヵ月 で は 結節 は 様 あ て 小 と 
な り 類 上 皮 細 胞 及 び 統 密 な 結合 織 の み と な 
る HE 染色 , 200 倍 

同 理 . 注入 後 15 日 に 多数 に 認め らち られ る 巨 細 
胞 で , 辺 縁 部 に 類 上 皮 細 胞 が 馬 跡 型 に 排列 
し て いる . 周囲 に 結合 織 の 増生 を 認め る . 
H.E. 色 , 400 倍 

同 群 , 注入 後 1 ヵ月 に 稀 に 見 られ る 卵 内 農 
細胞 の 明瞭 な 卵 で , 卵殻 に つて 類 上 
胞 , 大 型 単 核 細 胞 が 見 られ , 周囲 の 結合 織 
は 可 成 り 増生 し て いる HLE. 染色 , 200 
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ギー 化 に ょ うり 単 球 及び 組織 球 性 細胞 ょ り 類 上 皮 細 胞 が 発 
生 す る と 述べ 之 等 の 類 上 上 度 細胞 性 肉芽 種 が その 抗原 性 病 
原 体 に 対す る 慢性 軽度 の アレ ルギー 反応 の 組織 表現 で あ 
り 又 同時 に 慢性 の 中 等 度 持 続 的 の アレ ルギー 性 免疫 の 組 
繊 表 現 で ある 事 を 明らか に し て いる . し か し 赤崎 は この 
二 元 説 を 支持 は し て いる が 正常 家 東 に 於 て も 7 日 ~2 週 
間 で や ゃ は り 組 織 球 或 は 単 球 か ら 類 上 友 細 胞 の 出現 する 事 
を 認め , 武田 の 正常 家 束 に 遇 息 卵 を 投与 し て る も 出現 し な 
いと 報 告 と ゃ 反し た 結果 を 出し て いる , 赤崎 
に する 粒 血 球 の 攻撃 を 受け る 事 に ょ り 特 に 粒 
箇 の 有する 白 分 解 酵素 の 作用 に ょ うり 其 の が 
壊さ れ 虫 卵 内 の 類 上 皮 細 胞 化 を 促 が す 物 質 が 組織 内 に 放 
出さ れこ の 物質 を 単 球 及び 組織 球 が 貨 喰 す る 事 に より そ 
の 処理 , 消化 の 過程 に いて 類 上 細 胞 が 足る と を ら 
れる と し , その 有効 物 暫 と し て Phosphatid を 上 げ て 
いる . 著者 の 実験 に 於 て は 特に 類 上 皮 細 胞 の 考察 を 行 つ 
た の で は な い が そ の 巨 細 胞 形成 比 び に 類 上 友 細 胞 形 成 に 
関し て 少し く 言 及 し て 見 た い . 先ず 躍 卵 自身 の 巨 細胞 化 
に つい て は 殆ど が ラン グ ゲハ ン ス 氏 巨 細 胞 で あぁ る 事 と 卵 
穀 に 沿っ つて 出現 する 細胞 は 全く 類 上 皮 細 胞 と 類似 で その 
他 の 白血球 , リン パ ペ 球 の 細胞 は 侵入 し て いな い . 特に 

は 早期 10 日 ~15 日 で は 多少 内 の 胞 , 
構造 を 一 部 認め る も の が ある が その 人 後日 数 を 経過 する に 
つれ 全く 卵 内 は 硝子 化し て くる . 叉 その 初期 に 於 て も 卵 
沿っ つて は ある が 内 に 好 中 球 , リン 球 が 侵 
入 し て いる 像 も る ない. そし て 貝 卵 は 血管 内 に ある 事 が 赤 
崎 の 実験 と 時 な る 点 で その 点 結 合 組織 内 の 虫 卵 と は 違い 
早期 に 組織 球 の 侵襲 は 受け な い し 叉 血管 内 に 組織 球 の 出 
現 は 当然 全く 見 な い 事 か ら 血 管内 に ある 単 球 殊 に 免 次 家 
肝 臓 内 仔 包 注 入 群 の 場合 こ に は 洞 内 面 液 中 に 
球 の 増加 を 認め る し , 又 , 単 球 結節 も 形成 し て いる 故に 
血液 中 に は 軽度 の 好 中 球 と 単 球 と 云う 事 こ な る . そし て 
この 単 球 が 虫 卵 の 破壊 と 共に 卵 内 に 侵入 し , それ が 類 上 
皮 細 胞 化 し た と 考え る の が その 細胞 学 的 見 地 か ら る も 有 当 
で あろ うぅ . 卵 内 に 存在 する 類 上 皮 細 胞 に 混 じ て 存在 する 
細胞 も 全く 単 球 と 類似 で ある し , 肝 内 信 喰 細胞 で あぁ る 星 
細胞 と は 細胞 学 的 に は 同意 出来 な い . 叉 , 正常 家 束 群 で 
も 15 日 で 既に 多く の 巨 細胞 を 見 る が この 場合 も 反応 当 
初 に は 酸 球 の 周囲 結合 織 内 に 組織 球 , 単 球 の 
潤 が ある が , 15 日 で は 躍 卵 が 血管 和 内 で し か も 卵 内 が 硝子 
化し て いる と は え 明らか に 血管 壁 は 明瞭 で な 
い 。 こ の 点 偽 酸 球 の 浸潤 が 多数 で あつ た 事 は 認め る が 
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15 日 で 卵 内 に 酸 と 老 えら れる 細胞 も な く 壇 
質 も な い の で 血液 中 の 単 球 の 侵 吸 を 受け それ が 類 上 皮 細 
胞 化 し た と 考え られ る . 又 同 時 に 卵 内 中 央 に 大 型 単 核 球 
の 3 へ ~4 個 の 集 外 し た 像 も 見 られ る が 之 も 核 は 全く 単 球 
と 類似 し て いる し それ 和 に も 組織 球 と 思わ れる 細胞 を 見 
る 事 も な い . 之 等 か ら 恐 らく 変性 過程 に ある 虫 卵 が 死 減 
し て 反応 当初 の 白血球 こと ょ る 分 解 に ょ り が 
破壊 され そ し て 同時 に 血液 中 の 単 球 が 侵入 し 類 上 皮 細 胞 
化 歌 は 巨 細 胞 化 を 成 し た と 組織 学 的 所 見 か ら 革 え る の で 
は な いか と 思わ れる . 性 巨 細胞 の 研究 に 関し 
て は 小笠 (1955) は 性 炎 に 於 ける 観察 で その 
形成 過程 を 観察 し 単 球 由 来 に た よる 巨 細胞 化 を 報告 し て い 
る が 只 そ の 場合 佐藤 (1953) , 宇野 (1953) の 好 中 球 一 ( 移 
行 ) っ > 単 球 一 (融合 ) > 巨 細胞 の 説 を も つて 説明 する の か が 
最も 適切 で ある と 考え て いる 様 で や ゝ 著者 の 考察 と は 暴 
な る 様 で は ある が 奥 味 深い 所 見 で ある . 
結 

1) 包 蔵 = キス 臓 内 に 仔 包 蔵 
を , 正 常 家 内 に 単細胞 を 注入 し 経 日 的 に 肝 
臓 の 肉眼 的 並び に 組織 学 的 観察 を 行 つ た . 

2) 免疫 家 束 で は 早期 に 多量 形成 され た 単 球 結節 は 日 
数 の 経過 と 共に その 細胞 数 並び に 結節 の 範囲 を 減少 し , 
それ と 共に 外側 ょ り 結 合繊 の 増生 を 見 , 細胞 内 に は 線維 
の 新生 を 認め あめ ない. 

3) 正常 家 更 で は 注入 当初 の 異物 性 炎 は 速 か に 消 鶴 し 
10~15 日 で 卵 性 肉芽 を 形成 し 周囲 は 全く 若 結合 
織 で 包囲 され る . 

4) 免 商家 束 で は 4 ヵ月 に 至る も 単 球 結節 は 小型 年 ら 
残存 し , 外側 結合 織 の 増生 は 認め ある が 細胞 間 に は 線維 の 
新生 を 未だ 認め ない . 

5) 正常 家 で は 1 ヵ月 で る か に 結合 織 は 強固 
と な り 3 ヵ月 で は むし ろ 結 合繊 の 部 の 範囲 は 縮 少 し 級 密 
強固 と な り 小 葉 内 肝 細 胞 内 に 多数 認め られ る . 

6) 免 商家 正常 家 共 10 で すでに 上 細 胞 
並び に 巨 細胞 を 認め る . 

7) 虫 包 蔵 注 入 に ょ っ て 起 さ れ た 比較 純粋 な 
管 外 性 抗原 抗体 反応 は 卵 内 抗原 様 物質 の 可 成 り 長 期 の 流 
出 に よ ょ り 結 合 織 内 の 反応 を 持続 せしめ る . 

8) 只 の 肝臓 内 一 定数 卵 に こ ょ つて は 性 
肝硬変 症 は 生起 し な か つた . 


稿 を 終わ る に 当り , 終始 御 指導 逆 び に 御 校 闘 を 賜 つ た 
浜本 教授 に 静 心 より 深謝 致し ます . 
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EXPERIMENTAL PATHOLOGICAL STUDIES ON THE GRANULOMA BY 
ASCARIS EGG (3) ON THE PERIODIC OBSERVATIONS 
OF THE GRANULOMA BY ASCARIS EGG 


FUMIAKI NAKAMURA 
(Department of Pathology, Osaka Medical College, Takatsuki, Osaka Prefecture) 


An experiment was made on the periodic observations of the granuloma by ascaris egg. 

Rabbits were sensitized with extract of ascaris larval stage egg. Ascaris larval stage egg 
and one-cell egg were injected respectively in portal vein of sensitized rabbits and unsensitized ones. 

In the histological examination of sensitized rabbits, 10 days after the injection, mononuclear 
cell nodes were still seen remarkably and fibrosis were not yet developed in the liver of rabbits 
which were injeted ascaris larval stage egg. 

30 days or 2 months after, the nodes became smaller than on 10 days and fibrosis was seen 

‘around the nodes. 

On the contrary in unsensitized rabbits which were injected ascaris one-cell egg, 10 days 
after the injection, the granuloma were seen in the liver already and the degree of fibrosis were 
strengthened. 

After 3 months, remarkable fibrosis was seen in the lobulus. Giant cells and epithelioid 
cells were seen from 10 days to 3 months in both sensitized rabbits and unsensitized ones. 


The cirrhosis of the liver were not observed by the single provocative injection of ascaris 


egg. 
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財 症 に 関す る 研究 


ペラ ジン 製剤 に よる 症 の 集団 な ら び に 


虫 卵 陰 転 者 の 再 感染 に つい て 


小 川 


国立 予防 衛生 所 寄生 部 


(昭和 34 年 10 月 23 日 受領 ) 


潮 虫 症 の 治療 に は , 現在 で は も つば ぱら ピ ペ ラ ジン 製剤 
が 使用 され て いる . 睦 虫 硫 虫 に 対す る 本 剤 の 卓 効 性 に 関 
し て は , すでに 一 般 に も 高く 評価 され て いる と ころ で あ 
り , 著者 (小川 , 1959a) も さき に 本 剤 の 7 日 間 服 用 時 の 
原 虫 効 果 を 試験 し , その すぐ れ た 効果 に つい て 記載 する 
と 

本 製剤 こと よ る 時 虫 の 除 に は , 従来 一 般 に は , これ の 
7 日 また は それ 以上 に わた る 長期 間 の 服用 が 必要 で ある 
と され て いる . が , か ゝ る 長期 服用 太 式 を 集団 原虫 に 適 
用 する こと は , その 類 雑 さ の た め に 極め て 困難 で あり , 
この 困難 吐 こそ は 森下 ら (1958) も 説い て いる よう に 時 虫 
の 集団 の 普及 を で いた 大 き な の 一 つと な つ 
て いた こと は 否め な い . 換言 すれ ば , 時 虫 集団 原虫 の 普 
及 竹 は 現在 の と ょ と ころ, ピ ペ ラ ジン 製剤 に よる 短期 治療 方 
式 の 確立 こと ょ より は じ め て 可能 と な る と いつ て も 過言 で は 
な い . 

こと この よう な いわ ば 実際 的 な 要望 の 線 に そつ て , 近年 い 
わ ゆ る 短期 治療 に 関し て の 報告 が 二 , 三 散見 され る よう 
に な つて きた . と り わ け 森 下 ら (1958) は , 短期 治療 問題 
を 集団 駆虫 の 立場 か ら 意 識 的 こと とりあげ, 1 回 投与 時 の 
ペ ラ ジン 剤 の 量 を 6 ( ・ ハ イド レー ト 換 と し て 
約 65 mg/kg 一 閉 者 誕 )) と し た 場合 に お ける 3 日 , 5 日 各 
短期 間 治 療 時 の 効果 を 従来 の 7 日 投与 時 の それ と 比較 検 
討 し , 長期 治療 時 に 比 す れ ば や ょ 劣る と は いえ を , 短期 治 
療 時 の 効果 も か な り 良 好 で あつ た の で , か ゝ る 短期 治療 
で も 1 回 の 投与 “ 量 を さら に 増量 し て 行 つ た 場合 に は , よ 
り 一 層 B 陰 転 率 を 増す こと が で きる で あろ う 5 と 推論 し , 短 
期 治療 の 可能 性 を 暗示 し て いる . また 守屋 ら (1955) に よ 
れ ば , 120 mg/kg/day と し た 場合 の 3 日 連用 時 の 効果 は 
同 7 日 間 投与 時 に 比 す れ ば 若干 低 率 で ある と は いえ を 77 
(7 日 連続 後 検 ) の か な り 高 い 陰 転 率 を し めす と いう . 

ー 方 上 記 守 屋 ら の 報告 に よれ ば , 本 剤 は で ピ ペ マラ ジン ・ 


掲 載 


ハイ ドレ ー ト 換 覧 1 日 120 mg/kg まで の 使用 範囲 で は 
その 3~7 日 間 の 服用 た にょ る 副作用 の 発現 は 殆ど な く , 
150 mg/kg/day (分 2 ) と し た 場合 こ におい て る も 38 名 中 わ ず 
か 3 名 に 中 等 度 の 副作用 を みた に すぎ な か つた と 述べ て 
いる の で , 著者 は 1 日 当り の ピ ・ ハ イド レー ト 量 を 最大 
150 mg/kg まで に 増量 し , 投与 日 替 は , これ を 2 日 以下 
に 短縮 し た 場合 に つい て , 以下 の ご と さく 選 虫 試験 を 実施 

な お , 感染 と ついては, 報 (小川 , 1959 b) に も 
記し た よう に , 年 感染 速度 が き さ きわめて 大 きい こと が 推定 
され る の で , 今回 は 一 上 虫 に より 陰 転 し た 学 章 に つい 
て の 再 感 染 調査 を 併 試 し た . 

対象 お よび 試験 方 法 

1. : 東京 都 京 区立 根 津 小 学校 の 生徒 ( 
検 者 1,016 名 ) に つき , ウス イ 式 競 虫 検査 用 セ ョ ハン ( 丸 
和製 薬 ) 1 回 検査 に よる 暁 虫 卵 陽性 者 370 名 の うち , 駅 
虫 の も の 男女 225 名 を 対象 と した. 

2. 廊 虫 剤 : 下記 の ピピ ペラ ジン 製剤 を 用 いた 。. 

キ シン 酸 ピ ペラ ジン 208 mg, ピ ペ 
ラジ ン ・ ハ イド レー ト と し て 200 mg 含有 , 田辺 製薬 株 
式 会 社 

ピ = ン 中 アジ ピン 酸 ピ ペラ ジン 240mg, 
ビ ペ ラジ ン ・ ハ イド レー ト と し て 200 mg 含有 , エー ザ 
イ 株式 会 社 

3. 叉 虫 剤 の 投与 方 法 : 投薬 は 昭和 34 年 7 月 13 日 よ 
り 一 両日 に わた り 根 津 小学 校 の 講堂 で 著者 と ほか 2 名 に 
ょ つて 行わ れ た . 投薬 時 刻 は 午前 10 時 か ら 11 時 ご ろ を ま 
で の 間 と し , 昼食 は 12 時 過ぎ に 普通 に と ら せ た . 

薬剤 の 投与 区 分 は , 1 日 投与 量 と 投与 日 数 と に し た が 
つて 下記 の ょ うに 3 群 と し , 同一 有効 薬 量 投与 群 に つき 
ベ キ シン と ピ ペ = ン を 併 試 し た (第 1 表 ). 

A 和 群 : ピ ・ ハ イド レー ト と し て 150 mg/kg・1 日 投与 
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1 表 ラ ジン 投与 方 法 
A 群 ピピ ・ ハ イド レー ト 150 mg/kg/day・ 
1 日 投与 (総量 150 mg/kg) 


対 1 日 第 2 日 目 
ペ ニン 15 


B 群 ピピ ・ ハ イド レー ト 100 mg/kg/day ・ 
2 日 投与 (総量 200 mg/kg) 


対 1 日 目 2 日 目 
3 年 生 60 

ペ = ン 12 ピ ペ ニ = メン 12 
4 年 生 


C 群 ピピ ・ ハ イド レー ト 150 mg/kg/day・ 
2 日 投与 (総量 300 mg/kg) 


第 2 日 目 


ベ キ シン 20 


ベ キ シン 20 


5 年 27 

年 生 (2 (分 
ピ ペ ニ = 22 ペ ニ = ニン 2 
6 年 生 36 2) 


表 中 分 2 と ある は 午前 中 に 約 1 時 間々 隔 で 2 回 に 分 
割 投 与 し た と と を し あし, 屯 と は 午前 中 た 1 回 に 投 
与 し た と と を し めす . 


総量 150 mg/kg) と し , これ を 約 1 時 間々 隔 で 2 回 に 均 
分 投与 . 

B 群 : 同上 100 mg/kg/day・2 日 間 投 与 (総量 200mg/ 
kg) と し , 初日 は これ を 起用 , 翌日 は 同 量 を 約 1 時 間々 
分 2( と し た 

C 群 : 同上 150 mg/kg/day・2 日 間 投 与 (総量 300 mg/ 
ke) 初日, と も 分 2 と した. 

4. 虫 効果 の 判定 : 陰 転 と ょ り 効 果 を 判定 し 

. 陰 転 決定 る た め の 後 検査 の 時 と つい 
て は 種々 論議 も ある と ころ で あり , この 点 に たつ いて は 
に も 触れ る が , 著者 は 投薬 終了 後 検査 衣 始 の 時 期 を 一 応 
前 報 (小川 , 1959 a) と 同様 , 終了 の 日 (検査 
の 日 を 一 致 さ せる た め , 1 日 投 与 事例 に つい て は 翌々 日 ) 
と し , これ よう のり 約 1 週間 の 間 に 3 同 検 査 を 行い , 全 検 査 
回 と も すべ て 貝 卵 陰性 の も の を 以 て 陰 転 者 と を みなし, 上 服 
用 者 に 対す る こ れ の を も つて 転 し 


許 当初 の 計画 で は 両日 と も 屯 用 の 予定 で あつ た が 。 


5. 副作用 の 調査 : 副作用 の 調査 は 直接 本 人 か ら の 開 
・ 調査 項目 は 厚生 省 の 副作用 調査 基 準 を 参考 と し た 

6. 再 感 染 調査 : に ょ る 卵 陰 転 者 168 名 に つ 
き , これ を 7 月 中 旬 ょ り 10 月 初旬 まで 夏期 休暇 を 含め 
て 約 80 日 間 放 置 し た の ち , ウス イ 式 セ r ハ ン 法 3 回 検 
査 を 施行 し て 虫 卵 陽 転 者 を も と め , これ を 再 感 染 者 と し 
た . 叉 貝 終 了 後 再 検査 まで の 期間 を 80 日 と し た の は , 
観察 の た め の 再 感染 螺 填 期間 を 約 1 ヵ月 と し , これ に 競 
虫 卵 の 人 体 侵 入 後 , 成熟 し , 産卵 を 開始 する まで の 推定 
期間 約 7~9 遍 (赤木 , 1925) を 加 覧 し た こと に ょ よる. 

成績 

1. の 虫 卵 陽性 率 

生徒 在籍 1,100 名 の うぅ ち 1,016 名 が 検査 可能 で あぁ つ 
た . 1 回 検査 の 結果 に こつ いて, これ を 学年 別 , 男女 別 と た 
表示 すれ ば 第 2 表 の と お り で ある . 

第 2 表 根津 小学 校生 徒 の 暁 虫 卵 陽性 率 (1 回 検査 ) 

員 者 人 者 (%) 人 者 
1 2032.8 112 36 32. 
63 3454.0 62 3150.0 125 6552 

53 81 3543.2 163 7948. 

92 3335.9 176 67 38. 
.3 191 59 30 

127 3326.0 249 64 25. 
190 38.5 522 180 34.5 1,016 370 36. 
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生 は 男子 38.5 女子 34.5 で , 男女 平均 36.4 
で あつ た . 以上 の 陽性 率 は 1 回 検査 の 結果 で ある が , 真 
の 時 虫 寄生 率 は 3 回 検査 と よ つ て ほ で 満足 され る と する 
も の が 多い の で , いま これ より 3 回 検査 推定 値 を も と め 
て みる に , 1 回 検査 こ ょ る 虫 卵 陽性 率 を 3 回 検査 時 の そ 
れ の 約 7 割 (小川 , 1959a) と し て 計算 すれ ば , 男子 55 
女子 49 , 平均 52 の 陽性 率 と な る 

つぎ に 男女 合計 に つい て 各 学 年 別 の 陽性 率 を みる と , 
最高 値 は 2 年 生 の 52.0 導 (3 回 検査 推定 74 必 ), 最低 値 
は 6 年 生 25. 7 回 検査 ) で あり , 


初日 の 投 状 態 か ら か る 児童 で は と の 市 用 自体 が 実際 


に は か な り 困 難 で ある と と が 判明 し た の で 翌日 は 分 2 と し た . 
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第 3 表 ピ ペ ラ ジン 製剤 の 各種 投与 方 法 別 虫 卵 陰 転 率 
12 70.6 
A マビ ペ ン 錠 37 26 
ペ キ シ ン 52 48 92.3 
B ペ ン 33 32 97.0 
85 85 
ペ キ シ ン 20 95.2 
C ペ = ン 32 30 93.8 
計 53 


投薬 区 分 符号 A, B, C に つい て は 筑 1 表 参照 の と と 
虫 卵 陰 転 率 は 投薬 終了 日 の 翌日 より 連続 3 回 検査 の 結 
果 よ り も と め た . 


学年 生 は 高学年 生 よ りゃ も 高 率 を し め した. 

2. ピ ペ ラ ジン 製剤 に よる 短期 虫 効果 

薬剤 の 投与 は 同一 の 薬剤 量 投与 条件 群 に つき , それ ぞ 
れ ベ キシ ン ペ = ン を 同時 に 使用 し た こと は 先 
に る も 断つ た が , いま 第 3 表 を みる に , キ シン 
例 , ペ = ン 与 例 と も 体重 1kg あたり 各 同 一 有効 
薬 量 投与 条件 下 で は ほ き 同一 の 効果 を し めし て お り , こ 
の 間 に は 〆? 検 ょ より 5 の 険 有意 差 を みとめ 
えな い 。 そこで 各 同 一 有効 薬 量 投 与 区 分 (A~C) ご と に 
両 薬 剤 投与 事例 を 合計 し , それ ぞ れ の 陰 転 率 を も と め て 
みる と 下記 の 如く で ある . 

A 群 (150 mg/kg/day・1 日 投与 ) : 服用 人 員 54 名 中 , 
虫 卵 陰 転 人 員 38 名 , 陰 転 率 70.4 . 

B 和 群 (100 mg/kg/day・2 日 投与 ) : 服用 人 員 85 名 中 , 
陰 転 人 員 80 名 , 陰 転 率 94.1 . 

C 群 (150 mg/kg/day・2 日 投与 ) : 服用 人 員 53 名 中 , 
会 転 人 員 50 名 , 陰 転 率 94.3 . 

以上 の 各 陰 転 率 は 3 回 検査 に よる 結果 か ら こ れ を 求め 
た も の で ある が , より 厳格 な 効果 は 従来 一 般 に 甘 わ れ て 
いる ご と さく, 後 検査 7 回 の 結果 より これ を 求め る の が 至 
当 で ある と され る の で , いま か り に 7 回 検査 時 の 陰 転 率 
を 3 回 検査 時 の それ の 約 90 攻 と 仮定 (小川 , 1959a の 
デー ター に よる ) し , 上 記 3 回 検査 結果 より 7 回 時 の 値 
を 推 て みる と , A 群 63 B C 群 
と な る 。 な お こく ょ に 注目 すべ きこ と は , A 群 と B 群 と の 
に 効 果 上 いち ぢ る し い (1 下 の 険 有意 ) 
が み ら れ た に も か きわ ら ず , B, C 両 群 問 に は 全く 差 を 
みとめ ぁ を ず , 1 日 の 投与 薬 量 が -- 冠 量 (100 mg/kg) 以上 
に 達する と , 2 日 間 の 連続 投与 条件 で は , 効果 が ほ ヾ ーー 
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第 4 表 _ マ ピ ペ ラ ジン 製剤 の 各種 投与 方 法 別に ょ る 


副作用 発現 頻度 

作 用 発現 者 

区 分 年 - 人 員 第 1 日 第 2 日 合計 
1 年 ン 17 0(⑩) 一 0 (0) 
A 群 2 年 ピ ペ = ン 39 6(15) 一 6(15) 
3 年 キシ ン 錠 61 7(11) 3 (5) 10(16) 
B 群 4 年 マセ ピ ペ = ン 錠 45 11(24) 0 (⑩) 11(24) 
計 106 18(17) 3 (3) 21(20) 
5 年 ベ キ シン 錠 27 13(48) 3(11) 15(56) 
C 群 6 年 ピ ペ = ン 錠 36 12(33) 10(28) 21 (58) 
計 63 25(40) 13(21) 36(57) 


投薬 区 分 符号 A, B, C に つい て は 第 1 表 参 照 の と と 


宗 化 する 傾向 が みとめ られ た こと で ある . 

3. 副作用 

各 投 薬 区 分 ご と に ベ キ ン ン 投与 事例 と ど ペ = ン 投 与 事 
例 と を 比較 し て みる に , 若干 後者 ご 副作用 発現 頻度 が た 
か きか の よう な 傾向 が み ら れ る よう で も ある が , この 程 
度 の 差 で は ,。 は つき り 差 が ある と は 蓋 いき れ ぬ の で , 両 
薬剤 と も 同一 と みな し , 両 薬剤 事例 を 各区 分 ご と に 集計 
する と 第 4 表 中 の 各 項 合計 欄 に し めす よう に , A 群 に つ 
いて は 56 名 中 副作用 発現 者 6 名 (11 必 ), B 群 : 106 名 : 
中 21 名 (20 必 ), C 群 :63 名 中 36 名 (57 ) で あつ た . 
以上 の 発現 頻度 は 投与 薬 量 の 多 寮 と ほ さ 平行 的 に みとめ 
られ る よう で ある が , と くに B, C 群 間 に お いて その 差 
が いち ぢ る し か つた . 

な お 薬剤 の 2 日 投与 事例 (B, C 群 ) に つい て 服用 後 の 
副作用 の 発現 率 を 第 1 日 目 と 第 2 日 目 と た つい て と れ を 
比較 観察 する と , BB 群 に つい て は , 第 1 日 目 17 , 第 2 
日 目 3 , C 群 に つい て は , 第 1 日 目 40, 第 2 日 目 
21 抑 で いずれ る も 第 1 日 目 に 発現 率 が 高 か つ た . 

副作用 の 内 訳 は 第 5 表 に みる ょ うぅ うに, 頭痛 ・ 頭 重 , 悪 
心 , 嘱 吐 , 腹痛 , 下痢 等 が 主 な も の で あり , 比較 的 大 量 
投与 群 (B, C 群 ) で は , 頭痛 , 悪心 の 増加 が 目立つ て 
いる . し か し 副作用 の 発現 程度 を みる と , BB 群 で の 応 床 
例 1 名 を 除き 他 は すべ て 軽症 で あり , その 発現 持続 状況 
も ほとん ど が 間 の うち に 軽快 し , た に いた つた 1 
例 も 翌日 まで に は 眉 復 し た . 

4. 後 の 再 感染 
終了 後 約 80 日 後に お ける の 再 感染 状況 を 各 
学年 別に し あめ せ ば 第 6 表 の と お り で ある . 駄 虫 に ょ り 陰 
転 し た も の 168 名 中 , 再 感 染 調査 が 可能 で あつ た 160 各 
に つい て 陽 転 者 ( 再 感染 者 ) を も と め て みる と 70 名 で , 
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ペラ ジン 製 章 の 各種 投与 方 法 別に ょ る 
副作用 の 種類 と 頻度 


状 種 
頭 ・ 頭 0 0 0 4 
計 6 0 "21 1 22 46 0 46 
符号 A, B, C に つい て は 第 1 表 参 照 の と と 


6 表 暁 の 再 感染 調査 (3 回 検査 
学年 被 検 人 員 陽 転 者 陽 転 


1 年 12 8 66.7% 
2 年 25 10 40.0 
3 年 47 27 57.4 
4 年 30 14 46.7 
5 年 19 4 21.1 
6 年 27 7 25.9 
計 160 70 43.8 


再 感 染 率 は 43.8 で あつ た . な お この 再 感 染 率 を 学年 
別に みる と , か な り の 差 が ある よう で , 一 般 に 低 学 年 は 
高学年 より も 高 率 で ある よう で ある . 
論 

1. いわ ゆる 短期 治療 方 式 その 効果 

ペ ラ ジン 製剤 こと よる 凌 の に は , 従来 1 週間 連 
続 治 療 方 式 が 最も 普通 の も の と され て いる . し か し か よ 
う な 長期 治療 方 式 は , 臨床 的 治療 の 場合 は 別 と し て , 集 


価 代 も か さむ の で これ の 遂行 は 容易 で は な い .。 こく ょ に 人 六 
要請 が 提起 され る 理由 が ある . この 問題 に 関し て は , 
これ が 検査 法 の 困 と も に 従来 の 集団 
実施 上 の 隆 路 と な つて いた こと を 指摘 し , 検査 法 の 問題 
に つい て は , 被 検 者 自身 で 採取 が 可能 で ある 方 法 一 ー た 
と えば ウス イ セ ハ ンー の 考案 と ょ つて 一 応 解 
決 さ れん た の で , 残さ れ た 問題 と し て 短期 治療 方 式 の 確立 

が の ぞ ま れる と し て いる が 著者 も 全く 同感 で ある . 
そこ で 閉 者 は 1 日 の 服用 量 を 最大 150 mg/kg まで と 


し , 治療 日 数 を 1 乃至 2 日 と も て 短期 間 の 治療 を 実施 し 
試験 の 結果 , 虫 卵 陰 転 効果 お ょ び 一 作用 発現 状態 と か 
ら 判 断 し て 100 mg/kg/day・2 日 投薬 方 式 が 最も 有望 で 
ある こと を 知 つ た . 本 方 式 と に ょ つて 治療 し た 場合 に お け 
る 貝 卵 陰 転 率 は , 投薬 終了 の 翌日 か ら 約 1 週間 内 に 3 回 
の 検査 結果 か ら こ れ を も と め 94.1 必 で あつ た . 

さて こ ょ で 問題 と な る の は , 鞍 虫 除 剤 使用 時 に お け 
る 卵 陰 転 判定 基 浴 で ある . 卵 陰 転 率 決 た め 
に 行う 後 検査 の 時 期 と 検査 回 数 と つい て は , 人 に ょ り 区 
々 で 一 定 の 方 式 と いう も の は 未だ な いよ う で ある が , 集 
団 的 な と り 扱 い の 範囲 で : ほ は き で 可能 で あり 且つ 朋 当 で ある 
と 考え られ て いる 方 式 と は 2 つ あ る よう で ある . 1 つ は 
White & Standen (1953) に ょ っ つて 代表 され る 方 式 で , 他 
は Bumbalo (1954) に ょ っ つて 代表 され る それ で ある . 前 
者 は 服薬 終了 の 2 週 後 よ り 連 日 7 回 の 検査 を 施行 する 方 
式 で あり , 後者 は 服薬 1 週 後 より 連続 7 日 間 の 検査 を 施 
行 す る 方 式 で て ある が , 両方 式 と も 全 検 査 回 と も すべ て 帳 
卵 陰性 を 陰 転 者 認定 の 条件 と し て いる こと に 変り は な 

と ころ で , 本 来 虫 時 に お ける 卵 陰 転 の も 
の は , 投与 薬剤 と 投与 方 法 と を 一 定 と し た 場合 に は , その 
服薬 集団 の 感染 密度 , 後 検査 の 時 期 お ょ び 検 査 回 数 等 の 
因子 に と にょ つて か な り 変 動 す る も の と 解 さ れる が , その うぅ 
ちこ ゝ で は 感染 密度 の 問題 は 保留 し , 後 二 者 に つい て の 
考察 を 行え ば , 先ず 後 検査 の 時 に ついては, 当然 以 
後に おけ る 再 感 染 と こ ょ る 薬剤 効果 判 填 上 の 控 乱 を 見 ざる 
まで の 間 に お いて これ を 施行 すべ き で ある . この た めこ と 
は , 時 虫 卵 が 人 体 に 侵入 し て か ら 産 卵 す る に いた る まで 
の 期間 ( 暁 虫 の 場合 , 寿命 に 当る ) が 明瞭 で ある こと が 必 
要 で ある が , これ に つい て は 上 貝 体 側 自身 と すでに か な うり 
の 変動 が み ら れ る た めか , 諸家 の 成績 は 必ず し ゃ 一 致し 
な い が , いま その 下限 値 を 先 人 の 報告 に ょ よ つ て も と め あめ て 
みる に , 最短 15 日 (Hall et aZ, 1939) か ら 最 長 50 日 ( 赤 
木 , 1925) まで の 間 で 報告 者 に と ょ り 区 * 々 で ある . か り に 
再 感 染 に ょ る 虫 卵 出現 まで の 期間 を 50 日 と し て , 50 日 
間 連 日 検査 を 行う こと も 考え られ る が , 集団 の 場合 に 
これ は 殆 ん ど 不 可能 た 近い. そこ で この 期間 中 の ある 一 
定 日 数 こと つ いて 検査 する こと に な る が , 本 来 あ る 薬剤 の 
虫 効果 と いう の は , 成就 みな ら ず 虫 に 対す る 
効果 を も 含め て 考え る の で , 理論 的 に は 上 記 の 期間 の 3 
ちの な る べく 遅い 時 期 に 後 検査 を 行 つ た 方 が 妥当 で ある 
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と ころ で その 使用 薬剤 に つい て , それ が 成 剖 虫 の みな 
ら す ず 幼 若 貝 に 対し て も ほ き ゞ 同様 に 有効 で ある こと が 明 ら 
か で あり , か つ そ の 効力 が 極め て 速効 的 で ある な ら ば , 
検査 の 時 期 を 遅く と る こと は 必ず し る ゃ 絶対 条件 と は な 
ら ず , 便宜 的 に は 販 貝 後 の 任意 の 時 期 を を らん で も さ し 
て 合 は な いよ うに 考え られ る さて ペラ ジン の 効 
力 は , 川本 (1956) に よれ ば 極め て 速効 性 で 75 mg/kg, 1 
週間 投与 こと ょ り 排 貝 状態 を 調査 する と , その 笑 く が 服薬 
3 日 ま で に 貝 体 を 排出 する と いう .。 また ピ ペ ラ ジン 製剤 
の 若 に 対す る 効果 に つい て は , Mouriquand et 
al (1951) , Brown et (1955) は は 無効 で ある 
と し た の に 対し て , 川本 (1955 b) は 居 虫 後 濃 便 に と ょ っ て 
排 貝 状況 を 詳細 こと しらべ , その 成績 より 本 剤 が 成就 皿 の 
みな ら ず 幼 若 貝 た に 対し て も 有効 で ある こと を 述べ て い 
る . 

一 方 この 幼 若 虫 に 対す る 効力 の 有無 に 関し て は , 間接 
的 に は 集団 虫 時 に お ける 後 の 虫 卵 陰 転 の 的 
推移 を 観察 する こと に よ ょ つて も ある 程度 の 推定 は 可能 で 
あろ うと 思わ れる . すなわち , か り に 惹 し 本 剤 が 成就 出 
の み に 有 効 で 幼 若 虫 に は 無効 で ある と 仮定 すれ ば , 治療 
当時 に お ける も 後日 数 を 経る に つれ て 成 
し , や が て 産卵 はじめる は ず で ある か ら , 虫 後 の 比 
較 的 後期 た 検査 し て えら れる 貝 卵 陰 転 率 そ を の も の は , 前 
期 に だ お ける それ に 比 し て 一 般 に は 低 率 が し あさ れる は ず 
で あり , 一 方 また 成熟 虫 に も 幼 若 虫 と も ひと し く 効 果 あ 
る も の と する な ら ば , の 検査 時 期 にょ る 陰 転 
値 自 身 こ は,。 ほとんど 変化 が し め さ れ な い は ず で ある . 
そこ で この 和 観点 か ら 先 人 の 成績 に つい て 検討 し て みる 
と , 川本 (1955 b) と よれ ば , ピ ペ ラ ジン 製剤 (1 日 約 75 
mg/kg) こよ ょ る 連続 7 日 間 の 治療 を 行い , 治療 終了 直後 の 
陰 転 : 94.4 終了 後 1 週 末 : 100 , 同 2 週 末 : 
97.2, 同 3 週 末 97.2 で あつ た と いい , また 森下 ら 
(1956) は ピ ペ ラ ジン 製剤 (1 日 約 40 mg/kg 一 著者 誕 ) に 
ょ る 10 日 間 の 連続 治療 を 行い , 治療 終了 当日 の 陰 転 率 : 
90.2 , 終了 後 1 週 月 : 96.4 , 同 2 週 目 : 96.2 光 で あ 
つた と し て いる 。 これら の 成績 を みる と , 少な く と る も 治 
療 終了 後 2~3 週間 (治療 開始 より 3~4 週 以 上 ) まで の 期 
間 内 で は 時 日 の 経過 に ょ る 貝 卵 陰 転 率 の 低下 は みとめ ら 
れず , むし ろ 逆 に 増加 の 傾向 さ へ みう けら れる . この こ 
と は さき の 論拠 に も ど つ て , 治療 当時 産卵 期 の 成就 虫 と 
と も に 少な く と も 産卵 た 至る 前 約 3 週 ま で の 幼 若 型 は ほ 
と ん ど 完 全 に 殺 減 , また は 少な く と る も 産卵 能力 が 阻害 さ 
せら れ た と 人 解釈 する こと が で きる で あろ うぅ . 
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以上 と ょ り ペラ ジン が 上 成 と と も に に も 
有効 で ある と の 仮定 に 立て ば , 後 検査 は 虫 後 再 感 染 に 
よ つ て 由 卵 が 出現 する まで の 任意 の 時 期 に これ を 施行 し 
て よい こと に な る .。 そこ で 著者 は 上 述 の 見 解 か ら , 便 官 
的 に 治療 の 翌日 か ら 再 検査 を 行 つ て みた わけ で ある . た 
だ し これ ら の 点 に 関し て は , 将来 実際 に 検討 し て みる 余 
地 が 充分 に ある . 

的 ぎ に 再 検 査 時 に お ける 検査 回 数 の 問題 が ある が , 多 
く の 人 は 連続 1 週間 の 後 検査 に ょ よ つ て ほぼ 満足 すべ き 結 
果 が えら れる と 考え て お り , 全 検 査 回 と も 陰性 の も の を 
も つて 人 陰 転 者 と 見 余 し て いる . し か し 多数 の 集団 を 扱う 

合 に は 1 週間 に わた る 連続 検査 は な か な か に 困難 が と 


も な う の 著者 は 今回 は 3 回 の み と し て みた 。 その 結 
果 は さま き 、 べた よう に 極め て た か い 陰 転 率 を し めし 
た の で ある . -. て いま 3 回 検査 と ょ る 陰 転 率 よ り 7 回 検 


査 時 の それ の 推定 が 可能 で ある と し て これ を もとめ て み 
る に , さき に 行 つ た 閉 者 (小川 , 1959a) の 成績 で は , 3 
固 検査 値 を 100 必 と し た 場合 7 回 検査 時 の それ は 約 90 
に 相当 し た の で , 期間 の 相 ( き の 試験 で は 7 
日 間 , 今回 は 1 日 また は 2 日 ) を 無視 し て 7 回 検査 値 を 
し て みる と , A 和 群 B 群 85 C 群 85 と 
な る 。 ま た 森下 ら (1958) の 成績 に つい て , 試み に 3 回 検 
査 時 に 対す る 7 回 検査 時 の 陰 転 率 の 比率 を 求め て みる 
と , 投与 薬 量 に と より か な り の 変動 が み ら れ る よう で ある 
が , 約 70 ~94 で ある の で 7 回 検査 時 の 陰 転 
率 は , A 群 49~66 必 , B,C 群 66~88 と 推定 され る . 
いずれ に も せ ょ 以上 の 著者 の 成績 で は , 原虫 効果 , 副 
作用 の 発現 状況 お よび 使用 薬 量 を 相互 勘 老 の 結果 100 
mg/kg/day・2 日 投与 方 式 が 最も 有望 な を それ で ある こと 
が 判明 し た が , いま これ を 先 人 の 業績 に つい て みる に , 
守屋 ら (1955) は 100 mg/kg/day・1 日 投与 で 陰 転 率 83 必 
( 後 検 は 投薬 後 12 日 月 に 1 回 施行 ) , 同 量 , 2 日 間 投 与 
で は 85  ( 後 検 は 2 週 後に 1 回 ) の 陰 転 あつ た と 
べ て いる . 

さて 最後 に 今回 の 短期 治療 方 式 に ょ る 貝 卵 陰 転 効果 を 
さき に 行 つ た 長期 治療 の 結果 (小川, 1959a) と 比較 し そ 
の 得失 に つい て 検討 し て みた い . 先 回 の 試験 で は 50~ 
75 mg/kg/day・7 日 間 投与 (全量 350~525 mg/kg) 時 の 
陰 転 率 が 後 検 査 7 回 の 結果 で 81~84 で あつ た の で , 
治療 効果 は 今回 の 短期 治療 方 式 に お ける B,C 群 の それ 
と 大 略 同 等 で は な いか と 思わ れる . か り に 効果 が 同等 で 
ある と する な ら は ば, 1 日 に 投与 する 薬 量 を ピ ・ ハ ヘイ ドレ 
ー ト 換算 50~75 mg/kg か ら そ の 倍 量 100~150 mg/kg 
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に 増量 する こと に より , 投薬 期間 7 日 を 2 日 に 短縮 する 
と こと が で き う ぅ る 勘定 と な り , また 同時 に 必要 ビ ピ ペ ラ ジン 
量 の 約 半 分 を 節約 で きる こと に な る . 

2. 時 虫 の 再 感染 に つい て 

沈 虫 の 再 感 染 が きわ め て 星 ん で ある こと は , すでに 
識者 に ょ つて 指摘 され て き て いる と ころ で ある (川本 , 
1956 ; Hayashi et al , 1959). 著者 は ピ ペ ラ ジン 製剤 投 
与 後 80 日 後に 学童 の 競 虫 再 感染 状態 を 調査 し た の で あ 
る が か が , 再 感 染 率 は 43.8 光 と か な りな 高 率 を し めし た が , 
この 比率 は 前 記 川 本 の 成績 と ほぼ 同等 で ある . この 再 感 
染 の 根源 は , お そら く 貝 卵 陽性 の まま 叉 虫 を し な か つた 
同僚 生徒 や 家族 に あつ た で あろ うこ と は 推定 に 難く な 
い 。 と り わ け , 本 調査 に と あつ て は , 学童 は 原虫 終了 後 1 
週間 に し て 夏期 休暇 に は いつ て お り , し た が つて , ここ 
に し め さ れ た 再 感 染 の ほとん ど は , むし ろ 家 庭 に お ける 
それ に も と ずく も の と 考え て 大 過 な か ろう と 思わ れる . 

こと この こと は , 先 報 (小川 , 1959 b) に お いて 著者 が 指摘 
し だ うぅ うに, 家庭 内 感染 と いう こと が 虫 の 再 感染 に 相 
当 に 重大 な 比 箇 を 有する も の で ある こと を 裏付け る こと 
に な る . し た が つて , 睦 虫 の 予防 的 措置 と し て の 集団 廊 
虫 は , 先 報 に も 触れ , また 赤木 (1951) に ょ つて る も 既に つ 
よく 指摘 され て いる よう に , 陽性 学 斉 全員 の 一 斉 原 虫 と 
と も に , 特に その 陽性 児 の 家族 の 廊 虫 を も 同時 に 行わ な 
けれ ば 充分 な 効果 を 履 め る こと は で き な い も の と 考え ら 
れる . か く の ご と さく, 集団 虫 を 陽性 児 だ け で な く , そ 
の 家族 に まで これ を 行 つ た 場合 こ に お ける 児童 の 再 感 染 防 
止 に 対す る これ の 予防 効果 に 関し て は , 将来 に お いて 検 
討 さ る べき 重要 な 問題 で ある と 思考 する. 

むす で び 

有効 な る 短期 集団 虫 方 式 を 検討 する こと を 
的 と し て , 都 下 交 京 区 立 根津 小学 校生 徒 に つい て 下記 の 
を 実施 し , 以下 の 結論 を えた. 

1. ピ ペ ラ ジン 製剤 ( ベ マキ シン , ピ ペ = ン 錠 ) を 用 い 
て , それ の 投与 量 を で ゼ ペ ラジ ン ・ ハ イド レー ト 換 和 覧 と し 
て , A 和 群 :150 mg/kg/day・1 日 (分 2), B 群 : 100 mg/ 
kg/day・2 日 (初日 用 , 翌日 分 C 群 150 mg/kg/ 
day・2 日 (両日 と も 分 2) の 3 群 と し , 虫 終了 の 翌日 か 
ら 約 1 週間 の 間 と に 3 回 の 再 検査 を 実施 し て 得 た 虫 卵 陰 転 
率 は , A : B :94.1%, C : 94.3 
あり , A 和 群 の 陰 転 率 と B,C 群 の それ と の 間 に か な り い 
ち ぢ る し い 差 が し め あさ れ た 。 な お 上記 の 陰 転 率 は 後 検査 
3 回 の 結果 か ら も と め た も の で ある が , より 厳密 な 判定 
方 ( 7 回 検査 ) た にょ れ ば , A B,C : 


前 後 と 推定 され る . 

2. 上 記 3 種 の 投薬 方 式 に つき , その 副作用 の 発現 状 
熊 を みる と , A B C :57 
発現 率 と 総 投 与 量 と は ほぼ 平 行 的 関係 を し めし た . な お 
今回 の 投与 試験 に より , 1 日 の 投与 ピ ・ ハ イド レー ト 硬 
が 100 mg/kg 以上 に 達する 場合 に は , 薬剤 服用 の 難 外 
と 副作用 発現 頻度 と を 考慮 し , その 投与 方 法 は 2 回 分 服 
形式 (間隔 1 時間 ) が の ぞ ま し いこ と が 判明 し た . 

3. 以上 の 結果 より 考察 し , ピ ペ マラ ジン 製剤 に と よる 半 
虫 の 短期 治療 方 式 (2 日 以内 ) と し て は , 1 日 体重 1 kg 
当り の ピ ペ ラ ジン ・ ハ イド レー ト 量 を 100mg と し , こ 
れ を 2 日間 に 連続 投与 する 方 式 が 最も 有望 で あり , 本 方 
式 の 採用 た に ょ り , 従来 の 1 週間 連続 投与 方 式 施行 時 に お 
ける 必要 ピ ペ ラ ジン 量 の 約 半 分 を 節約 する こと が 可能 で 
ある と と も に , 治療 日 数 を リ 。 以 下 に 短縮 せしめ うぅ うる. 

4. ペ ラ ジン 製剤 投与 に よ つ て 卵 陰 を みた 
の 感染 率 は , 後 夏期 休暇 を は さん で 約 80 日 
後 の 検査 (3 回) で 43.8 % を し めし た . か か る 事実 は , 
学童 の 一 斉 集団 と 同時 に , 特に 陽性 児 の 全 
虫 を 行う こと が その 再 感 染 防 止 上 重要 で ある こと を 示唆 


稿 を 終る に あたり , 終始 御 る 御 指導 と 御 校 
賜 つ た 予 研 寄 生 虫 部 長 小 宮 義 孝博 士 に 深 基 な る 講 意 を 表 
する と きく る も に, 本 研究 を 遂行 する に あたり 絶大 な る 御 接 
助 を 賜 つ た 予 研 寄生 虫 部 小林 昭夫 博士 な ら び に 種々 技術 
援助 を 頂い た 熊田 三 由 氏 に 深謝 する . また 本 研究 に 際 
し 。 ピ ペラ ジン 製剤 を 提供 され た 田辺 製薬 株 式 会 社 , = 
ー ザ イ 株 式 会 社 。, な らち ら び に ウス ネイ 式 ぎ う 貝 検査 セ ョ ファ 
ン を 供与 され た 丸和 製薬 株 式 会 社 に 深く 謝意 を 表す る も 
の で ある . 
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STUDIES OF ENTEROBIASIS (3) TRIAL FOR THE SHORT THERAPEUTIC REGIME 
OF PIPERAZINE AGAINST ENTEROBIASIS AND THE 
PINWORM REINFECTION AMONG THE CURED CHILDREN 


HATSUE OGAWA 
(Department of Parasitology, National Institute of Health, Tokyo, Japan) 


The present studies were designed primarily to yield the facilities to the mass-treatment of 


enterobiasis with the piperazine preparations. 
Different doses of the compounds were administered to each children group harbouring 


pinworms : 150 mg. per kg. of body weight for a single day (group A), 100 mg/kg for two days 
(grous B) and 150 mg/kg for tw a .1s (group C) respectively. After completion of the treatment 


three negative swabs within seven days were chosen as the criterion of cure, and the results 


obtained were summarized as follows : 
1) The cure rates obtained with piperazine in each therapeutic schedule were 70.4% (38 


out of the 54 patients treated) in group A, 94.1% (80 out of 85) in group B, and 94.3% (50 
out of 53) in group C respectively. Statistically no significant difference was recognized between 


the rates among those except A group. 
2) Piperazine, when employed in the above designed dosage schedules, was well tolerated 


by the great majority of patients. The marked expression of the side effects with the C regime 
of treatment reveals the disadvantageousness of this regime, whereas the B regime of treatment 
with piperazine (100 mg/kg for two consecutive days) should be recommendable as such. 

3) Of the 160 patients negative for ova after treatment 70 cases became again positive for 
pinworm eggs on the 80th day after completion of medication. This result suggests that the 


mass-treatment of enterobiasis should be applied up to the all family members of the children 


infected with pinworms. 
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